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予算決算常任委員会議事日程（第１号） 

  

令和４年２月１７日（木）午後２時３０分開会 

 

議事日程 

第 １ 補正予算議案の詳細説明 

第 ２ 補正予算議案の全体質疑 

第 ３ 補正予算議案の審査報告書について 

 

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

出席委員（１６名） 

      委員長 廣 田 清 実 委員 

          藤 原 信 悦 委員          吉 田 喜 博 委員 

          小笠原 佳 子 委員          谷 上 知 子 委員 

          村 松 信 一 委員          高 橋 安 子 委員 

          水 本 淳 一 委員          赤 丸 秀 雄 委員 

          昆   秀 一 委員          藤 原 梅 昭 委員 

          長谷川 和 男 委員          川 村 よし子 委員 

          小 川 文 子 委員          山 﨑 道 夫 委員 

          髙 橋 七 郎 委員 

 

欠席委員（１名） 

          廣 田 光 男 委員 

 

地方自治法第１２１条の規定により出席した説明員は次のとおりである。 

 
   総 務 課 長 
 町 長 高 橋 昌 造 君 兼 防 災 安 全 藤 原 道 明 君 
   室 長 
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 企画財政課長   
 兼 未 来 戦 略 吉 岡 律 司 君 税 務 課 長 花 立 孝 美 君 
 室 長   
  

 町民環境課長 吉 田   徹 君 福 祉 課 長 浅 沼 圭 美 君 

 健康長寿課長 村 松   徹 君 産業観光課長 佐 藤 健 一 君 

 
 道路住宅課長  文化スポーツ 
 兼まちづくり 佐々木 芳 満 君  田 村 英 典 君 
 推 進 室 長  課 長 
 
 農 業 委 員 会 
  高 橋   保 君 上下水道課長 浅 沼   亨 君 
 事 務 局 長 
 
 会 計 管 理 者 
  佐々木 智 雄 君 教 育 長 和 田   修 君 
 兼 出 納 室 長 
 

 学校教育課長 田中舘 和 昭 君 子 ど も 課 長 田 村 昭 弘 君 

 

職務のために出席した職員 

   議会事務局長 
 議会事務局長  野 中 伸 悦 君  川 村 清 一 君 
  補 佐 
 

 係    長  佐々木 睦 子 君 
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 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

              午後 ２時３０分 開会 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 会議に先立ち、委員の皆さんにお諮りいたします。 

  本委員会の傍聴希望者には、委員会条例第17条第１項の規定により、傍聴の許可をしたい

と思いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 異議がないようなので、許可することに決定いたし

ました。 

  ただいまの出席委員は16名であります。定足数に達しておりますので、会議は成立しまし

た。 

  なお、16番、廣田光男委員は都合により欠席する旨の通告がありました。 

  ただいまから予算決算常任委員会を開会します。 

  直ちに予算決算常任委員会の会議に入ります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     議事日程の報告 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したと

おりであります。 

  これより本日の議事日程に入ります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第１ 補正予算議案の詳細説明 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 日程第１、補正予算議案の詳細説明を行います。 

  付託を受けました議案第15号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第11号）について詳

細説明を受けたいと思います。 

  補正予算の詳細説明に当たっては、経常的な部分及び節については極力省略し、特徴のあ

る部分について重点的に説明を願いたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ご異議がないようなので、そのように進めさせてい

ただきます。 

  それでは、議案第15号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第11号）についての詳細説

明を求めます。 
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  吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） 議案第15号 令和３年度矢巾町一般会計補正

予算（第11号）の詳細について説明をいたします。 

  ４ページをお開き願います。第２表、地方債補正となります。こちらは、追加となります。

追加となる項目のみ説明いたしますが、起債の方法など、諸条件に変更はございません。起

債の目的、中学校施設整備事業、限度額1,310万円、こちらは矢巾北中学校のエレベーター更

新工事に充当する内容となっております。 

  次に、事項別明細により説明してまいります。11ページにお進み願います。歳入の補正の

説明に当たりましては、款、項、項の補正額の順で行います。また、主な内容について説明

いたします。 

  歳入。14款国庫支出金、２項国庫補助金3,390万2,000円、主な内容といたしましては新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の増2,348万8,000円で、こちらは国の補正予

算により追加交付された同交付金のうち令和３年度の事業に充当する分を計上しているもの

でございます。下に下がっていただきまして、学校施設環境改善交付金993万8,000円で、こ

ちらは国の補正予算で実施いたします学校施設の防災施設の強化への補助金で、矢巾北中学

校のエレベーター更新工事に充当する内容となっております。 

  15款県支出金、２項県補助金32万円。 

  18款繰入金、２項基金繰入金5,628万5,000円。こちら、これによりまして財政調整基金の

残高は９億8,850万2,000円となります。 

  下に下がっていただきまして、21款町債、１項町債1,310万円、学校教育施設等整備事業債

320万円、防災・減災・国土強靱化緊急対策事業債990万円、こちらはいずれも国の補助事業

として実施する矢巾北中学校のエレベーター更新工事に充当する内容となっております。 

  続きまして、歳出に参ります。15ページにお進み願います。歳出の補正に当たりましては、

款、項、項の補正額の順で行います。また、主な内容について説明をいたします。 

  歳出。３款民生費、１項社会福祉費559万円、主な内容となりますが、介護予防事業の増350万

円、こちらは高齢者世帯の除雪に係る経費となります。降雪量の増により、追加計上する内

容となっております。下に下がっていただきまして、保健福祉交流センター管理運営事業の

増209万円で、こちらは集団接種などで来場者の密集を避けるため、さわやかハウスロビーの

改修を行う内容となっております。 

  同じく２項児童福祉費１万5,000円。 
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  ５款労働費、１項労働諸費400万円、こちらは就労者支援事業の増でございまして、新型コ

ロナウイルス感染症の影響で利用料収入が減少いたしました矢巾勤労者共同福祉センターの

運営を継続させるため、指定管理料を計上する内容となっております。 

  16ページにお進みいただきまして、６款農林水産業費、１項農業費113万2,000円。 

  ８款土木費、２項道路橋梁費6,490万円、こちらは除雪事業の増でございまして、除雪費用

を増額補正する内容となっております。 

  同じく５項住宅費２万3,000円。 

  17ページにお進みいただきまして、10款教育費、２項小学校費126万3,000円。 

  同じく３項中学校費2,668万4,000円、こちらは中学校管理事業の増2,607万6,000円で、歳

入でも説明いたしましたとおり、国の補正予算で実施いたします学校施設の防災機能の強化

に係る事業で、矢巾北中学校のエレベーター更新工事を実施する内容となっております。 

  以上で議案第15号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第11号）の詳細説明を終わりま

す。よろしくお願いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） これで議案第15号 令和３年度矢巾町一般会計補正

予算（第11号）についての詳細説明を終わります。 

  以上で付託を受けました補正予算案の詳細説明を終了いたします。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第２ 補正予算議案の全体質疑 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 日程第２、補正予算議案の全体質疑を行います。 

  質疑の方法についてお諮りいたします。質疑に当たりましては、事項別明細書のページを

お知らせ願います。 

  また、質疑のルールでありますが、回数制限は設けない一問一答方式としますが、簡単な

質疑の場合は何点かまとめてもよいといたします。 

  それでは、質疑に入ります。質疑ございませんか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 17ページの中学校の工事請負費だったのですけれども、防災という観点

でだと聞いたのですけれども、エレベーターはどのような工事を行うのか、詳細についてお

伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 



－ 6 － 

  今回国の令和３年度の補正予算に伴った予算措置があったので、今回国庫補助金を活用し

て整備するのですが、防災とかのメニューの中でも学校の様々な設備の環境改善工事につい

ても使えるということで、基本的には、今矢巾北中学校にある人が乗るエレベーターなので

すけれども、こちら開校以来特に更新、日々の点検とかはやってきましたが、大きい更新工

事はやってきませんでした。大体エレベーターの更新は25年程度が更新時期というふうに言

われておりますので、ちょうどその時期でありますし、学校の修繕計画においても、ちょう

ど令和４年度に計画はしておったのですが、先ほど申し上げましたとおり、令和３年度の国

の補正予算でメニューが増えましたので、今回整備をしようとするものでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  水本委員。 

〇（水本淳一委員） 15ページの老人福祉費ですけれども、除雪作業、これ何件ほどあったか。 

  それで、あと屋根の雪下ろしとかはやるのかどうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  12月までの実績といたしましては116万6,463円でございまして、こちらについては１日当

たり大体14万5,808円の支出となってございまして、このたびご案内のとおり、大雪が続いて

おりまして、とても予算を上回るような対応が見込まれるということで、トータルいたしま

すと、１日当たり14万5,808円で換算しますと36.3回分ということで、今回補正をお願いする

ものでございます。 

  なお、この事業の内容でございますけれども、独り暮らしあるいは高齢者のみの世帯の方

の玄関周りの除雪を行うということで、どうしても公道までの距離は個人差もありますので、

いずれ家を出て、ちょっと出て歩く程度のところにとどめてございますけれども、雪下ろし

とかはシルバー人材センターに委託している事業でもございまして、危険を伴うような形で

の委託は行っておらないところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。その他ございませんか。 

  小川委員。 
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〇（小川文子委員） 同15ページの保健福祉交流センターの改修で、入り口のエントランスの

除去を行うという説明を受けまして、見に行ったのですけれども、確かにあれがあると邪魔

だなと思います。ただ、一方、右側の子ども課に行きますと、あそこがライトが暗いといい

ますか、大変暗い感じがいたしまして、細かな話ですけれども、木を取ったときに、あの木

に何か子どもの好きなようなものでもぶら下げて、子ども課の前に置いて、再利用するなり、

ちょっと子ども課を明るくする、子どもが喜ぶような工夫を併せてできないものかというこ

とについて提言をしたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 内容をちょっと聞いたほうが。 

〇（小川文子委員） そうですね、では内容を。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  さわやかハウスの改修工事につきましては、先般の全員協議会でもご説明させていただい

たところではございますけれども、さわやかハウスに入って最初の玄関から中に入る際、ク

リスマスツリーのような大きな植栽がございます、人工のものでございますが。ただ、それ

が集団接種の会場として運用していく場合、非常に接種でのトラブルとまではいかないので

すけれども、スムーズな運用という形、密を避けた中で、高齢者の方々から接種が始まった

ということもありますので、集団接種という観点で見ると、非常に障壁となっているのが実

情でございまして、その撤去ということで、内容といたしましては仮設工事が29万1,000円、

解体撤去工事が55万3,455円、細かくてすみません。あとは、結構一番かかるのが、石、タイ

ルになって結構深いのです、根も。そういったものを工事するということになりますと、64万

5,000円ということで、トータル209万円という内容になってございます。よろしくお願いし

ます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。というか、子ども課のほうは努力

してもらうということしか言いようがないので、内容。 

  その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、これで質疑を終わります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第１ 補正予算議案の審査報告書について 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 日程第３、補正予算議案の審査報告書についてを議
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題といたします。 

  付託を受けました補正予算議案に対する審査報告書の取りまとめであります。 

  お諮りいたします。この場において補正予算議案の可否を含めて審査報告書の取りまとめ

を行いたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ご異議がないようなので、この後この場において審

査報告書の取りまとめを行います。 

  ここで暫時休憩いたします。 

  高橋町長ほか参与の方々は退席されて結構です。 

              午後 ２時４６分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 ２時４９分 再開 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 再開いたします。 

  お諮りします。委員会として補正予算議案の可否について起立により意思決定をしたいと

思いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ご異議がないようなので、そのようにいたします。 

  これより採決を行います。議案第15号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第11号）に

ついてを可決すべきものとすることに賛成の委員の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 起立多数であります。 

  よって、議案第15号は可決すべきものと決定いたしました。 

  お諮りします。この後休憩中に、この場において意見報告書等の取りまとめを行いたいと

思いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 異議がないようなので、この後この場で審査報告書

の取りまとめを行います。 

  ここで休憩といたします。 

              午後 ２時５０分 休憩 

              ――――――――――― 
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              午後 ２時５５分 再開 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 再開いたします。 

  それでは、お諮りいたします。附帯意見等はありませんでしたので、ただいまお配りいた

しました、付託された議案を可決すべきものとした審査報告書を成案といたしまして、議長

に提出することに決定いたしますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 異議がないようなので、この報告書を成案として議

長に提出することに決定いたしました。 

  予算決算常任委員会に付託されました補正予算議案の審査並びに審査報告書の作成の一切

を終了いたします。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 以上をもちまして予算決算常任委員会を閉会します。 

  大変ご苦労さまでした。 

              午後 ２時５６分 散会 
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 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

              午前１０時００分 開議 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 会議に先立ち、委員の皆様にお諮りいたします。 

  本委員会の傍聴希望者には、委員会条例第17条第１項の規定により、傍聴の許可をしたい

と思いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 異議がないようなので、許可することに決定いたし

ました。 

  ただいまの出席委員は16名であります。定足数に達しておりますので、会議は成立しまし

た。 

  なお、16番、廣田光男委員は都合により欠席する旨の通告がありましたので、報告いたし

ます。 

  ただいまから本日の予算決算常任委員会を開会します。 

  直ちに予算決算常任委員会の会議に入ります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     議事日程の報告 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したと

おりであります。 

  これより本日の議事日程に入ります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第１ 予算議案の詳細説明 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 日程第１、予算議案の詳細説明を行います。 

  付託を受けました議案第16号 令和４年度矢巾町一般会計予算について、議案第17号 令

和４年度矢巾町国民健康保険事業特別会計予算について、議案第18号 令和４年度矢巾町介

護保険事業特別会計予算について、議案第19号 令和４年度矢巾町後期高齢者医療特別会計

予算について、議案第20号 令和４年度矢巾町水道事業会計予算について、議案第21号 令

和４年度矢巾町下水道事業会計予算についての６議案について、議案の順に従って一括して

詳細説明を受けたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 異議がないようなので、６議案を一括して説明を受
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けることにいたします。 

  なお、説明に当たっては、予算書の中の重要部分を除いては、ごく簡潔に説明していただ

くようにお願いいたします。 

  それでは、議案第16号 令和４年度矢巾町一般会計予算の詳細説明を求めます。 

  吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） それでは、議案第16号 令和４年度矢巾町一

般会計予算の詳細説明を行います。説明は、増減の多い部分や新規事業などを中心に行いま

すので、よろしくお願いいたします。 

  まずは、７ページをお開きください。第２表、債務負担行為です。こちらには令和４年度

から新たに設定する債務負担行為を記載しております。岩崎川河川公園マレットゴルフ場に

つきましては指定管理料を、残りの４項目につきましては利子及び補償料を補給する内容と

なっております。それぞれの期間、限度額は記載のとおりとなっております。 

  続いて、８ページ、第３表、地方債です。こちらは、令和４年度新たに借入れをする地方

債の内容を記載しております。農地整備事業につきましては、県営かんがい整備事業に係る

町負担分に充当するもの。道路整備事業につきましては、町道の改良、維持補修、踏切整備

に係る負担金、橋梁長寿命化に係る事業に充当するもの。河川整備事業につきましては、緊

急浚渫推進事業といたしまして実施する逆堰の中州除去に係る費用に充当するもの。矢幅駅

東西自通路等整備事業につきましては、矢幅駅多目的ホールの改修工事に充当するもの。公

園整備事業につきましては、岩崎川河川公園のトイレ設置工事に充当するもの。史跡公園建

設事業につきましては、国の補助事業といたしまして実施する徳丹城趾の史跡整備に係る工

事費と令和３年度に取得した史跡西側駐車場へのトイレ設置工事費に充当するもの。歴史民

俗資料館整備事業につきましては、佐々木家曲家のかやぶき屋根補修の経費に充当するもの。

臨時財政対策債は、国が発行を大幅に抑制する見込みであることから、前年度当初比４億

610万円減の１億6,490万円で計上しています。 

  起債の方法、利率、償還の方法につきましては、記載のとおりとなっております。 

  次に、事項別明細によりご説明申し上げます。まず、歳入でございます。15ページをお開

きください。歳入、１款町税、１項町民税ですが、所得の回復等により、１目の個人が前年

度比増を見込む一方で、２目の法人は税率改正とコロナ禍の影響により、前年度比減を見込

んでおります。項の合計は14億1,434万6,000円です。 

  ２項固定資産税は、昨年度の新型コロナウイルス感染症に係る課税標準の特例が終了した
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ことなどにより増額を見込んでおり、項の合計は16ページ、17億8,289万7,000円です。 

  ３項軽自動車税、合計は17ページで１億90万7,000円。 

  ４項町たばこ税、こちらは１億8,975万2,000円。 

  ５項入湯税、こちらは481万9,000円。 

  ２款地方譲与税、１項地方揮発油譲与税4,202万7,000円。 

  18ページに進んでいただきまして、２項自動車重量譲与税１億3,303万9,000円。 

  ３項森林環境譲与税311万7,000円。 

  ２款地方譲与税の額につきましては、過去の交付実績と地方財政計画等で示された増減率

等を参考にして算出しています。 

  次に、３款利子割交付金、１項利子割交付金160万1,000円。 

  ４款配当割交付金、１項配当割交付金461万8,000円。 

  ５款株式等譲渡所得割交付金、１項株式等譲渡所得割交付金454万4,000円。 

  19ページに進んでいただきまして、６款法人事業税交付金、１項法人事業税交付金5,834万

4,000円。 

  ７款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金６億4,808万6,000円。 

  ８款環境性能割交付金、１項環境性能割交付金1,952万9,000円。 

  ３款から８款の交付金につきましては、過去の交付実績と県の試算資料などを参考にして

算出しております。 

  続いて、９款地方特例交付金、１項地方特例交付金は、自動車税及び軽自動車税の環境性

能割の軽減措置が終了したことに加えまして、国の地方財政計画で減少率を参考にして、前

年度比1,464万5,000円減の2,027万円で計上しております。 

  ２項新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別交付金、こちらは令和３年度に実

施いたしました固定資産税の課税標準特例措置に伴う減収分を補填するための交付金であり、

単年度で終了することから廃目整理となるものであります。 

  20ページに進んでいただきまして、10款地方交付税、１項地方交付税ですが、普通交付税

は地方財政計画等、国から資料で示された増減率、あと基準財政需要額の積算単価などを反

映して計算し、さらに臨時財政対策債への振替が前年度比大幅減となることを踏まえまして、

前年度比２億4,732万2,000円増の18億2,310万円で計上しております。特別交付税は、近年の

交付実績を踏まえ、前年と同額の２億円としております。項の合計額は20億2,310万円となり

ます。 
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  11款交通安全対策特別交付金、１項交通安全対策特別交付金453万7,000円です。 

  12款分担金及び負担金、１項負担金ですが、１目の民生費負担金の保育所運営費負担金が

保育所入所児童の減少によりまして、前年度比965万7,000円減の2,799万9,000円、また３目

の農林水産業費負担金のいきいき農村基盤整備事業分担金が事業費の減に伴いまして、前年

度比221万8,000円減の88万2,000円となっております。21ページに進んでいただきまして、項

の合計は１億4,602万円となります。 

  13款使用料及び手数料、１項使用料、項の合計は、22ページにお進みいただきまして、

6,598万4,000円です。 

  続いて、23ページ、２項手数料、項の合計は1,135万5,000円です。 

  続いて、14款国庫支出金でございます。まず、１項国庫負担金について、１目民生費国庫

負担金、１節国民健康保険基盤安定負担金におきまして、未就学児の保険料等均等割軽減に

係る国負担分56万3,000円を新規で計上しております。また、２節の障害者自立支援給付費負

担金は、サービス利用の増減により前年度比1,014万7,000円増となっております。２目の衛

生費国庫負担金、24ページに進んでいただきまして、２節新型コロナウイルスワクチン接種

対策費負担金で、ワクチン接種に係る国負担の8,665万3,000円を計上しております。項の合

計は11億7,157万円となります。 

  ２項国庫補助金ですが、１目総務費国庫補助金の１節地方創生推進交付金は、新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金として、同交付金を充当いたしまして、令和４年度

に実施する事業分といたしまして１億182万8,000円を計上しております。また、地方創生拠

点整備交付金では、矢幅駅の多目的ホールの改修に係る国庫補助分503万1,000円を計上して

おります。２目民生費国庫補助金では、２節児童福祉費補助金において、国の令和３年度予

算による保育士、児童支援員に収入の３％分を支給する財源といたしまして、保育士等処遇

改善臨時特例交付金1,917万5,000円を計上しております。３節社会福祉費補助金では、重層

的支援体制整備事業費交付金3,596万6,000円につきまして、令和３年度福祉、障がい福祉、

児童福祉に分けて計上していたものを一本化して計上しております。また、令和３年度国の

補正予算を受け、本町令和３年度一般会計補正予算（第８号）及び（第９号）に計上いたし

ました非課税世帯を対象に１世帯当たり10万円を給付する事業につきまして、令和４年４月

以降に見込まれる給付費、事務費に係る財源といたしまして219万2,000円を計上しておりま

す。 

  なお、給付自体の予算につきましては、令和３年度予算の残額を繰り越して支出いたしま
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す。25ページに進んでいただきまして、３目衛生費国庫補助金ですが、１節保健衛生費補助

金の新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金といたしまして、令和４年度の

ワクチン３回目集団接種に係る経費に対する国からの補助金といたしまして１億7,224万

9,000円を計上しております。４目土木費国庫補助金では、道路新設改良に係る社会資本整備

総合交付金を前年度比2,833万5,000円増の２億4,024万5,000円、橋梁維持補修に係る道路メ

ンテナンス事業費補助金を前年度比1,531万円減の2,154万円をそれぞれ計上しているところ

であります。次、５目教育費国庫補助金では、２節の史跡公園建設費補助金において、国指

定史跡徳丹城趾整備費といたしまして、史跡等総合活用事業補助金を前年度比543万5,000円

減の2,592万4,000円で計上しております。６目の消防費国庫補助金、１節災害対策費補助金

では、防災マップ更新に係る財源といたしまして、新規に社会資本整備総合交付金790万円を

計上しております。項の合計額は７億871万6,000円です。 

  ３項委託金、項の合計は275万2,000円。 

  15款県支出金、１項県負担金ですが、１目民生費県負担金、こちら26ページに進んでいた

だきまして、２節国民健康保険基盤安定負担金において、国庫負担金と同様に、未就学児の

保険料均等割軽減に係る県負担分28万1,000円を新規で計上しております。 

  また、こちらも国庫負担金と同様に、３節の障害者自立支援給付費負担金が、サービス利

用の増によりまして、前年度比507万4,000円増となっております。項の合計額は５億2,756万

6,000円となります。 

  次は、２項県補助金ですが、１目総務費県補助金、27ページに進んでいただきまして、３

節の地域経営推進費補助金は前年度比583万円増の877万6,000円を計上しております。今年度

は、南昌山展望台改修、徳丹城趾西側駐車場トイレ設置、佐々木家曲家かやぶき屋根補修の

３事業への充当を見込んでいるところでございます。２目民生費県補助金、１節社会福祉費

補助金の重層的支援体制整備事業交付金1,640万3,000円は、国庫補助金と同様、令和３年度

は社会福祉費、障がい福祉、児童福祉に分けて計上していたものを一本化して計上しており

ます。28ページにお進みいただきまして、５節児童福祉費補助金については、下から２番目

の保育対策総合支援事業費補助金が、煙山保育園の医療的ケア児支援に係る看護師などの配

置に係る分といたしまして、前年度比777万2,000円の増となっております。項の合計は、29ペ

ージ、３億5,560万8,000円となります。 

  ３項委託金、項の合計は、30ページにお進みいただきまして、6,204万9,000円です。 

  16款財産収入、１項財産運用収入、項の合計は、31ページに進んでいただきまして、1,285万
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円です。 

  ２項財産売払収入、項の合計は10万円。 

  次に、17款寄附金、１項寄附金です。１目の一般寄附金、こちらふるさと納税ですが、前

年度並みの４億円を見込んでおります。項の合計額は４億３万6,000円となります。 

  次に、18款繰入金です。１項特別会計繰入金は、２目介護保険事業特別会計繰入金におい

て、一般会計で実施する重層的支援体制整備事業のうち介護保険料を充当する分について、

特別会計から繰入れを行います。項の合計は1,245万1,000円です。 

  32ページにお進みいただきまして、２項基金繰入金です。１目財政調整繰入金６億154万

7,000円です。これによりまして、令和４年度末の残高見込みが３億8,875万5,000円となりま

す。２目ふるさと基金繰入金1,490万円です。こちらは、コミュニティに対する各種補助金に

充当しております。令和４年度末の残高は2,561万7,000円を見込んでおります。３目公共施

設等総合管理基金繰入金4,640万円です。こちらは、公共施設等の維持補修に充当しておりま

す。令和４年度末の残高は23万6,000円となります。４目森林環境基金繰入金176万4,000円で

す。林業振興事業に係る一般財源の一部に充当しております。令和４年度残高521万1,000円

となります。５目新型コロナウイルス感染症対策資金利子補給等基金繰入金3,675万4,000円

です。令和２年度に新型コロナウイルス感染症対策といたしまして実施した制度融資に係る

令和４年度分の利子保証料補給金の財源として繰出しをいたします。令和４年度末残高は

1,565万9,000円となります。６目福祉基金繰入金320万円、こちらは保育園、児童館の施設整

備費の町負担分に充当します。令和４年度残高は180万円となります。７目芸術文化振興基金

繰入金1,441万円、こちらは田園ホールの維持補修工事費に充当いたします。家畜導入事業資

金供給事業基金繰入金は、事業なしのため廃目となります。項の合計額は７億1,897万5,000円

となります。 

  19款繰越金、１項繰越金、項の合計は、例年と同額の6,000万円となります。 

  33ページにお進みいただきまして、20款諸収入です。１項延滞金、加算金及び過料、項の

合計は108万円。 

  ２項町預金利子、項の合計は3,000円。 

  ３項貸付金元利収入、項の合計は4,380万4,000円。これは、地域総合整備資金貸付金元金

収入につきまして、平成24年度に融資した資金が償還が令和４年度中に完了となるため、前

年度比1,637万2,000円の減となることを見込んでおります。 

  ４項雑入ですが、１目雑入が昨年度比、こちら1,667万5,000円減となっております。34ペ
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ージの３節衛生費雑入に昨年度まで計上していました各種検診料金が、集団検診から対がん

協会で個別検診に移行したことにより、皆減になったこと。また、７節の教育費雑入のスポ

ーツ振興くじ助成金が、対象事業がなくなりましたことによりまして、前年度比509万円の減

となったことが大きな要因となっております。項の合計額は、35ページにお進みいただきま

して4,510万円となります。 

  ５項受託事業収入、項の合計は694万8,000円です。 

  21款町債、１項町債、こちらにつきましては、令和４年度新規に借り入れる地方債を計上

しており、第３表の内容で説明いたしましたので、ここでの説明は省略いたします。項の合

計は、36ページにお進みいただきまして、５億660万円となっております。 

  続きまして、歳出です。39ページにお進みいただきます。１款議会費、１項議会費、項の

合計は１億3,068万円。 

  40ページに進んでいただいて、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費では人件費

が配置人員の２名増加により、増額となっております。45ページの中ほどにお進みいただき

まして、５目財産管理費、こちら地域連携型ＰＰＰ、ＰＦＩ方式調査検討業務委託料としま

して、新規に326万7,000円を計上しております。また、その下の庁舎管理運営事業、46ペー

ジに進んでいただきまして工事請負費は、令和３年度の庁舎非常用発電機の更新工事3,648万

7,000円が皆減となり、予算額が減額となっております。令和４年度は、庁舎非常階段の防水

工事費や新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用いたしまして、自動水栓

への交換工事といたしまして1,173万9,000円を計上しているところでございます。47ページ

からの６目企画費ですが、第８次矢巾町総合計画策定に係る委員報酬に168万円、策定業務料

委託料といたしまして450万円を新規で計上した一方で、令和３年度まで計上しておりました

メディカルフィットネス推進事業が事業終了により皆減となっております。項の合計額は、

52ページまで進んでいただきまして、11億3,761万2,000円となります。 

  ２項徴税費ですが、主なものといたしまして、２目賦課徴収費の賦課事業において、53ペ

ージになりますが、令和５年度の固定資産評価替えに向けて必要な土地鑑定評価や航空写真

撮影に係る経費を計上したほか、54ページの徴収事業において、滞納管理システムや収納シ

ステムの改修に係る経費を計上しているところでございます。項の合計額は１億5,122万

4,000円となります。 

  続いて、３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費ですが、主なものといたしま

して、55ページに進んでいただきまして、戸籍総合システムの更新に係る委託料1,870万円を
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計上したほか、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の対象事業といたしまし

て、証明書発行用行政キオスク端末の設置費用に473万円を計上しております。項の合計は

7,730万2,000円となります。 

  56ページに進んでいただきまして、４項選挙費は３目に参議院議員通常選挙費1,663万

9,000円を計上しております。また、57ページに進んでいただきまして、令和３年度実施され

ました衆議院議員選挙及び最高裁判所裁判官国民審査は皆減となり、廃目となります。項の

合計額は2,684万3,000円となります。 

  ５項統計調査費、こちら合計は58ページの685万1,000円となります。 

  ６項監査委員費、こちら合計は59ページ、1,113万5,000円となります。 

  次は、３款民生費でございます。１項社会福祉費、１目社会福祉総務費では、人件費が配

置人員２名増に伴って増額となっております。また、61ページ、こちらの国民健康保険事業

特別会計繰出事業では、歳入でもご説明いたしましたが、未就学児の保険税均等割軽減に係

る公費負担分112万7,000円を新たに計上しております。１目最後の住民税非課税世帯への臨

時特別給付金給付事業については、こちらも歳入で申し上げましたが、令和３年度国の補正

予算を受けて、本町令和３年度一般会計補正予算の８号及び９号に計上いたしました非課税

世帯を対象に、１世帯当たり10万円を給付する事業につきまして、令和４年４月以降に見込

まれる給付費事務費219万2,000円を計上しております。 

  61ページ、２目障害福祉費では、こちら62ページまで進んでいただきまして、歳入の負担

金でご説明いたしましたが、対象サービス利用の増によりまして、障害者自立支援事業が、

前年度比2,299万3,000円増の、64ページにまた行っていただいて、障害児福祉事業が1,172万

6,000円の増となっております。３目老人福祉費では、64ページ、一番下から65ページにかけ

ての部分です。重層的支援体制整備事業におきまして、生活支援コーディネーターの増員と

活動の充実を図るため、生活支援体制整備事業委託料が、前年度比の723万円増となっており

ます。また、65ページ下の介護予防事業では、昨年度まで計上しておりました生きがい対応

型デイサービス事業委託料が事業廃止により、皆減となっております。67ページに進んでい

ただきまして、５目の保養センター費では、国民保養センター維持管理事業において、68ペ

ージに進んで、こちらボイラーの更新工事と新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金を対象事業として充当します休憩室の空調更新工事費として、工事請負費481万3,000円

を計上しております。項の合計額は18億5,048万6,000円となります。 

  次は、２項児童福祉費でございます。主なものといたしまして、１目児童福祉総務費では
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人件費、配置人員が２名増に伴いまして増額になっているほか、児童行政事業に新規項目と

いたしまして、新生児１人10万円を給付する赤ちゃん子育て応援給付金2,000万円を計上して

おります。こちらは、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当しておりま

す。69ページの健全育成事業、こちら児童館維持管理事業で、各児童館の防犯カメラ更新と

不動児童館の屋根、外壁補修工事費789万4,000円を計上しております。こちらは、財源とい

たしまして、国庫補助金と町福祉基金を充当いたします。下の児童館運営事業では、歳入で

ご説明いたしましたが、国の令和３年度予算による児童支援員の収入の３％分を給付金とし

て支給するための補助金138万円を計上しております。70ページからの３目児童福祉施設費で

は、町立保育園事業の人件費が配置人員の増によりまして増額になっているほか、71ページ

に進んでいただきまして、町立保育園維持管理事業でホールのエアコン設置などの工事請負

費337万1,000円を計上しております。また、72ページの私立保育園助成事業では、児童館と

同様、国の令和３年度補正予算によります保育士などの収入の３％分を給付金として支給す

るための補助金について1,751万5,000円を計上しております。また、町内保育園の施設入所

状況によりまして、保育委託事業の町内私立保育園運営委託料が前年度比2,987万円減となる

一方で、認定こども園施設型給付費が430万3,000円の増、地域型保育給付費、こちらが前年

度比845万7,000円の増となっております。項の合計は、74ページ、20億447万7,000円となり

ます。 

  次は、４款衛生費でございます。まずは、１項保健衛生費ですが、１目保健衛生総務費で

は、新規事業といたしまして、76ページの母子保健事業で妊産婦への移動支援といたしまし

て、健診等送迎委託料108万円を計上しているところでございます。78ページ、２目予防費で

は、予防接種事業の各種定期予防接種委託料におきまして、子宮頸がん予防ワクチン定期接

種の積極的勧奨を再開することに伴いまして、公費接種での機会を逃した方へのキャッチア

ップ分も含めた接種費用を計上しているため、委託料が前年度比2,242万7,000円の増となっ

ております。また、新型コロナウイルスワクチン接種事業と新型コロナウイルスワクチン接

種体制確保事業において、３回目のワクチン接種に係る必要経費といたしまして、２事業の

合計で２億5,594万円を計上しており、接種希望をされる町民の皆様の接種を安全、迅速に進

める体制を確保しております。項の合計は、80ページ、５億2,245万7,000円となります。 

  次、２項環境衛生費、１目環境衛生総務費、こちらは81ページまで進んでいただきまして、

ごみ処理場運営事業につきまして、環境施設組合への負担金がごみ焼却の燃料となりますコ

ークスの高騰により、前年度比2,445万3,000円の増となっております。項の合計は、82ペー
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ジで４億9,312万4,000円となります。 

  ５款労働費、１項労働諸費でございます。労働諸費の新規事業は、中ほどの矢巾勤労者共

同福祉センター管理運営事業で、同センターの指定管理料400万円を計上しております。項の

合計は、83ページに進んでいただきまして、2,772万9,000円でございます。 

  次に、６款農林水産業費でございます。１項農業費、84ページに進んでいただきまして、

２目農業総務費では、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した新規事

業であります農産物消費拡大対策事業337万1,000円において、農産物ＰＲや６次産業化に係

る経費、各種イベントの負担金等を計上しております。85ページからの３目農業振興費、こ

ちら86ページの稲作等農家応援事業1,350万円において、矢巾町鳥獣被害対策防止協議会で電

気柵設置に対する助成を実施するための負担金や水田機能向上に係る費用や機械導入に係る

補助金を予算計上しております。こちらも新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金を活用した事業となります。89ページの６目農村総合整備事業費では、下水道事業会計繰

出事業で農業集落排水事業への繰出しが前年度比2,063万8,000円の増となっております。項

の合計は、91ページ、５億6,827万6,000円となります。 

  ２項林業費、項の合計は、92ページに進んでいただきまして、1,614万2,000円になります。 

  次に、７款商工費、１項商工費でございます。主なものといたしまして、２目商工振興費、

こちら93ページの中小企業振興資金貸付事業において、令和２年度制度融資である新型コロ

ナウイルス感染症対策資金について、令和４年度分の利子補給金2,849万5,000円と保証料補

給金826万1,000円を、それぞれ計上しております。なお、同資金利子補給、保証料補給の財

源は、令和２年度に積み立てました新型コロナウイルス感染症対策資金利子補給金等基金を

取り崩して充当しております。95ページの５目自然公園施設費では、自然公園維持管理事業

において、工事請負費といたしまして、南昌山展望台の改修費用に1,127万5,000円を計上し

ております。歳入でも申し上げましたとおり、展望台改修工事には、県の地域経営推進費も

充当いたします。項の合計は、96ページに進んでいただき、１億2,326万7,000円となります。 

  ８款土木費でございます。１項土木管理費、項の合計は、97ページに進んでいただきまし

て、1,127万4,000円でございます。 

  ２項道路橋梁費につきましては、２目道路維持費の道路維持管理事業において、98ページ

にあります街路灯安定器のＰＣＢ処分委託料といたしまして3,254万1,000円を計上しており

ます。なお、除雪をはじめといたします冬期にかかる道路維持経費の一部は、例年同様、令

和４年度の補正予算の対応でお願いしたいと思います。99ページの３目道路新設改良費にお
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いては、南矢幅踏切拡幅工事に係る負担金２億2,970万円のほか、町道安庭線、田中縦道線の

改良工事費などを計上しております。４目橋梁維持費においては、古舘橋の補修工事費を計

上しております。３目と４目につきましては、社会資本整備総合交付金等の国庫補助金と地

方債を充当させていただきます。項の合計は７億892万1,000円となります。 

  続いて、３項河川費、１目河川総務費、こちらにつきましては、河川中州除去委託料1,430万

円に令和３年度に引き続き逆堰の緊急浚渫推進事業費を含んでおり、こちらは地方債を充当

いたします。項の合計は2,825万4,000円となります。 

  100ページに進んでいただきまして、４項都市計画費ですが、１目の都市計画総務費につき

まして、こちら101ページの中ほど、矢幅駅東西自由通路等整備事業において、矢幅駅多目的

ホールの改修工事費として、委託料と工事請負費を合わせて1,006万2,000円を計上しており

ます。こちらは、国庫補助金の地方創生拠点整備交付金と地方債を充当いたします。次に、

102ページ、下のほう、５目公園費でございます。また、ページを進んで103ページですが、

中ほどの新規事業、岩崎川河川公園維持管理事業で、同公園のマレットゴルフ場の指定管理

料322万7,000円を計上するとともに、同公園整備事業において、公園内のトイレ設置工事費

1,045万円を計上しております。こちらは、地方債を充当いたします。項の合計は５億6,455万

8,000円となります。 

  104ページに進んでいただきまして、５項住宅費ですが、１目の住宅管理費では住宅管理事

業の工事請負費711万2,000円といたしまして、こちら三堤住宅のポンプ交換工事に係る経費

を計上しております。また、住宅改修工事事業につきましては、前年度計上いたしました森

が丘住宅改修工事が事業完了により、工事請負費が皆減となっております。項の合計は、105ペ

ージに進んでいただきまして、3,607万9,000円でございます。 

  次に、９款消防費でございます。１項消防費、２目非常備消防費では、消防団員報酬1,308万

5,000円と消防団員出動報酬625万円を計上しております。こちらにつきましては、消防団処

遇改善に伴い、団員の報酬単価の改定と、新たに創設いたしました団員出動報酬を計上して

おります。続いて、107ページからの５目災害対策費ですが、さらに108ページまで進んでい

ただきまして、消耗品2,654万8,000円を計上しております。こちらは、避難所感染防止対策

といたしまして、仮設シャワー、手洗い場、段ボールベッドの購入をするものでございます。

財源は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当いたします。また、防災

マップ作成業務委託料といたしましては1,585万1,000円を計上しており、防災マップの更新

及び冊子の印刷に係る費用を計上しております。こちらは、国の社会資本整備総合交付金を
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活用しております。項の合計額は４億2,021万3,000円となります。 

  次に、109ページ、10款教育費です。１項教育総務費でございますが、２目事務局費におい

て、一般職員給与費が配置人員１名減により減額となっております。項の合計は、112ページ

に進んでいただきまして、１億3,855万4,000円となっております。 

  次に、２項小学校費、項の合計は、115ページに進んでいただきまして、１億4,399万1,000円

となっております。 

  続いて、３項中学校費、項の合計は、118ページまでお進みいただきまして、１億425万

5,000円となっております。 

  次に、４項社会教育費でございます。119ページにお進みいただきまして、２目公民館費、

矢巾町公民館維持管理事業、120ページの工事請負費409万7,000円、こちらは１階の身障者ト

イレと男子トイレの改修工事を計上しております。こちらは、新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金と公共施設等総合管理基金を充当して行います。３目文化会館費につ

きましては、田園ホール管理事業の工事請負費1,117万6,000円といたしまして、ホール冷却

塔周りのバイパス弁交換にかかる経費を計上しております。こちらは、芸術文化振興基金か

ら繰入金を充当して行います。121ページからの５目史跡公園建設費につきましては、122ペ

ージにお進みいただきまして、目の最後、史跡公園整備事業8,660万4,000円におきまして、

補助事業として昨年度に引き続き実施いたします徳丹城趾の史跡整備事業に加え、令和３年

度取得いたしました西側駐車場用地に公衆トイレを設置する費用を計上しております。財源

は、施設整備につきましては国庫補助金と地方債を、トイレ設置につきましては地方債を充

当しております。６目歴史民俗資料館費では、歴史民俗資料館管理事業、123ページに進んで

いただきまして、工事請負費3,000万4,000円といたしまして、こちらは佐々木家曲家のかや

ぶき屋根補修工事費を計上しております。財源は、地方債を充当して行います。項の合計は

３億3,495万6,000円でございます。 

  続いて、５項保健体育費でございます。１目保健体育総務費、こちら体育振興事業費にお

いて、令和４年度に計上しておりました東京2020オリンピック・パラリンピック事業が皆減

となっております。２目体育施設費では、体育施設費整備事業、125ページに進んでいただき

まして、工事請負費529万1,000円において、体育館の柔剣道室への空調設備設置と手洗い自

動水栓取付に係る工事費を新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して計

上しております。３目の学校給食費につきましては、学校給食調理の委託に伴う配置人員５

名減によりまして、一般職員給与費が減となっております。また、共同調理場維持管理事業



－ 25 － 

では、126ページに進んでいただきまして、工事請負費539万円、こちらは調理場の空調設備

の更新工事を計上しております。その下の共同調理場運営事業では、新たに学校給食調理等

業務委託料6,765万5,000円を計上しております。項の合計は２億7,943万3,000円でございま

す。 

  11款災害復旧費、１項公共土木施設災害復旧費、合計は、127ページに進んでいただきまし

て198万でございます。 

  12款公債費、１項公債費でございますが、こちらは矢幅駅周辺区画整理事業に加えてスマ

ートインター開設、岩手医大の移転に合わせて実施しました道路新設改良工事に係る町債の

償還が令和４年度ピークを迎えることから、項の合計で前年度に比べまして8,221万9,000円

増の13億8,602万6,000円となっております。 

  13款諸支出金、１項普通財産取得費、こちらは1,000円。 

  14款予備費、１項予備費、こちらは900万円を計上しております。 

  以上で議案第16号 令和４年度矢巾町一般会計予算の詳細説明を終わります。よろしくお

願いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） これで議案第16号 令和４年度矢巾町一般会計予算

の詳細説明を終わります。 

  ちょっと時間は早いのですけれども、区切りがいいので、ここで休憩に入ります。 

  再開を11時といたします。 

              午前１０時５０分 休憩 

              ――――――――――― 

              午前１１時００分 再開 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） それでは、再開いたします。 

  説明者にちょっとお願いがあります。ページをめくる際は、ちょっと乾燥していてめくる

のに時間がかかりますので、一呼吸置いてゆっくりしていただければと思います。よろしく

お願いいたします。 

  それでは次に、議案第17号 令和４年度矢巾町国民健康保険事業特別会計予算の詳細説明

を求めます。 

  村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） よろしくお願い申し上げます。議案第17号 令和４年度矢巾

町国民健康保険事業特別会計予算の詳細をご説明いたします。 
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  平成30年度から国民健康保険事業の広域化という新制度の下、予算科目についての大きな

変更がありましてから、令和４年度は５年目となります。 

  構成といたしましては、７ページを御覧いただきたいと思います。歳入につきましては、

１款国民健康保険税、４款県支出金が収入の主な柱となっておりますが、国民健康保険医療

費について、保険者であります岩手県が原則全てを支出する予算構成となっておりまして、

その財源となるものでございます。 

  歳出といたしましては、８ページをお開きいただきたいと思います。被保険者の医療費を

給付いたします２款保険給付費、そして県の国保運営医療費を賄うため納付する３款国民健

康保険事業費納付金、さらには特定健診などを行う４款保健事業費が、その主な柱となって

おります。 

  総額につきましては23億1,576万2,000円、対前年比△685万2,000円、0.3％の減となってお

ります。歳入で言えば県支出金、歳出の部分では保険給付費でございますが、これは保険者

であります岩手県が算定した金額を計上しておりまして、昨年度に比べ減額されたものが示

されたことによるものでございます。 

  なお、参考までに、被保険者数は、令和元年度が4,969人、約5,000人です。令和２年度4,936人、

令和３年度4,904人と減少傾向にございますが、令和４年度末には4,800人を割り込むものと

見込んでございます。 

  それでは、11ページをお開きいただきたいと思います。ご説明につきましては、予算書の

事項別明細のほうでご説明いたしますが、なお一般会計の例に倣いまして、大きく変更のあ

る特記事項のある款のみをご説明させていただきたいと思います。 

  まず、歳入でございます。１款国民健康保険税、１項国民健康保険税４億8,312万2,000円、

対前年比1,931万8,000円、4.2％の増となってございます。 

  ２款使用料及び手数料、１項手数料10万円。 

  12ページをお開き願います。３款国庫支出金、１項国庫補助金1,000円でございます。 

  続きまして、４款県支出金、１項県補助金16億7,243万7,000円、対前年比△1,912万8,000円、

1.1％減となってございます。先ほども申し上げましたが、普通交付金につきましては、歳出

の保険給付費と連動しておりまして、その財源となるものでございますが、こちら県により

ます推計値に基づき計上させていただいております。 

  ５款財産収入、１項財産運用収入2,000円でございます。 

  ６款繰入金、１項一般会計繰入金、13ページに参りまして１億5,347万3,000円で、事務費
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等繰入金等全て法定内の繰入れとなってございます。 

  なお、令和４年度から未就学児に係る均等割保険税の軽減措置が開始されることに伴いま

して、国、県、町の負担分を一般会計から繰り入れる未就学児均等割保険税繰入金112万

6,000円を新たに計上しております。 

  ２項基金繰入金409万7,000円、財政調整基金繰入金でございますが、当初予算においては

収入額の不確定要素と歳出の納付金等の不足を賄うため、財政調整基金を取り崩すものでご

ざいまして、基金残高の見込みといたしましては１億22万円ほどとなってございます。 

  続きまして、７款繰越金、１項繰越金1,000円でございます。 

  ８款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料190万円を計上してございます。 

  ２項雑入につきましては、14ページに移らせていただきまして62万9,000円でございます。 

  以上で歳入を終わらせていただきます。 

  続きまして、歳出、17ページをお開き願いたいと思います。歳入と同様にご説明をいたし

ます。１款総務費、１項総務管理費1,584万2,000円、説明欄記載のとおりでございます。 

  ２項徴税費、18ページに参りまして939万8,000円でございます。 

  ３項運営協議会費23万8,000円でございます。 

  19ページをお開き願います。４項趣旨普及費84万9,000円となります。 

  続きまして、２款保険給付費、１項療養諸費、一般、退職等各療養給付費につきましては、

県の見込みによりまして、合計14億4,069万5,000円でございまして、前年比1,958万9,000円

の減となります。 

  続きまして、20ページをお開き願いたいと思います。２項高額療養費１億9,263万1,000円、

109万5,000円の減となります。保険給付費、高額療養費とも減額となった理由につきまして

は、歳入の県支出金でご説明したとおりでございます。 

  ３項移送費、21ページに移りまして３万1,000円でございます。 

  ４項出産育児諸費630万4,000円、42万円の15人分として計上しております。 

  ５項葬祭諸費135万円、３万円の45人分を見込んでおるところでございます。 

  ６項傷病手当金50万円でございます。 

  22ページをお開き願います。３款国民健康保険事業費納付金、１項医療給付分４億1,251万

8,000円、前年比1,350万1,000円の減となります。 

  ２項後期高齢者支援金等分１億3,852万8,000円、前年比1,917万6,000円の増となります。 

  ３項介護納付金分4,292万7,000円、前年比851万円の増となります。納付金につきましては、
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各市町村の所得や医療費水準により算定されまして、それぞれ保険者であります県から示さ

れた納付金の額を計上しております。県は、この納付金を財源といたしまして、各市町村の

保険給付に必要な額を交付するものとなります。 

  23ページをお開き願います。４款保健事業費、１項保健事業費5,010万8,000円、48万3,000円

の減となってございます。特定健診及び特定保健指導委託料などに係る経費を計上している

ものでございます。 

  以下、５款から８款につきましては、記載のとおりとなっております。 

  以上をもちまして令和４年度矢巾町国民健康保険事業特別会計予算の説明を終わらせてい

ただきます。よろしくお願い申し上げます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） これで議案第17号 令和４年度矢巾町国民健康保険

事業特別会計予算の詳細説明を終わります。 

  このくらいでいいですか、早さは。いいようなので、よろしくお願いします。 

  次に、議案第18号 令和４年度矢巾町介護保険事業特別会計予算の詳細説明を求めます。 

  村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） 引き続き、よろしくお願い申し上げます。それでは、議案第

18号 令和４年度矢巾町介護保険事業特別会計予算の詳細をご説明させていただきます。 

  令和４年度は、第８期介護保険事業計画の２年目に当たる、いわゆる中間年度となります。

予算の総額につきましては、予算書の７ページ、８ページ目となりますが、歳入歳出それぞ

れ23億9,037万7,000円となりまして、対前年比較で7,033万2,000円、３％の増となってござ

います。 

  なお、説明に当たりましては、前例同様とさせていただきたいと思いますが、予算書の11ペ

ージを御覧いただきたいと思います。歳入になります。１款保険料、１項介護保険料、総額

が５億6,719万1,000円となります。参考までに、昨年度の第１号被保険者の該当者、いわゆ

る65歳以上の方々でございますが、7,300人となっております。令和４年度の該当見込み人数

を7,400人としておりまして、介護保険料は対前年度比1.3％の増となってございます。 

  ２款使用料及び手数料、１項手数料でございます。第１号被保険者保険料の督促手数料で

５万円を計上してございます。 

  ３款国庫支出金、１項国庫負担金につきましては４億900万8,000円となります。これは、

国の法定給付分といたしまして、施設利用の場合、施設分が15％、その他の在宅サービス分

20％の負担という内容でございます。 
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  続きまして、２項国庫補助金でございます。本年度の総額が7,413万2,000円となります。

11ページ下段に一旦お戻りいただきまして、こちらにつきましては、１目調整交付金につい

ては2.4％の算定で受入れがなされまして、それから総合事業、一般介護予防等については２

目で受けるものでございます。３目については、包括的支援事業・任意事業の補助金となり

ます。12ページに移らせていただきたいと思います。４目につきましては、臨時特例補助金

ということでございますが、これは東日本大震災の被災者で本町に避難されている方の保険

料の減額分ということになります。 

  ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金でございます。６億2,997万7,000円でございま

すが、給付費の27％部分の第２号被保険者保険料、いわゆる40歳から64歳までの方々でござ

いますが、支払基金交付金からの給付ということでございます。 

  ５款県支出金、１項県負担金３億3,041万6,000円となります。施設サービス費が17.5％、

その他のサービスが12.5％の交付となるものでございます。 

  ２項県補助金でございますが、それぞれ１目につきましては総合事業費分の12.5％の受入

れ、２目につきましては19.25％でございます。13ページに移らせていただきます。３目につ

きましては、廃目整理でございます。 

  ６款財産収入、１項財産運用収入、こちらは基金利子で１万円の計上でございます。 

  ７款繰入金、１項一般会計繰入金でございます。１目介護給付費については12.5％、介護

予防日常生活支援総合事業についても12.5％、３目の任意事業につきましては19.25％という

ことでございます。４目の低所得者保険料軽減繰入金につきましては、介護保険料の第１段

階から第３段階までの方々の消費増税対策ということで軽減されている部分で増額になって

ございます。こちらにつきましては国が２分の１、県が４分の１、町も４分の１という負担

を行いまして、一般会計から繰り入れるという形になってございます。それぞれ法定どおり

の繰入れでございます。一般会計繰入金の合計金額は３億3,907万4,000円を計上してござい

ます。 

  14ページに移らせていただきます。８款繰越金、１項繰越金3,000万円でございます。 

  ９款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料につきましては、第１号被保険者保険料の延滞

金７万円となるものでございます。 

  ２項雑入ということで、こちらは2,000円ということで整理科目としてございます。廃款で

ございます。分担金及び負担金、こちらは紫波郡医師会に委託している事業で、紫波町と矢

巾町とで地域の介護、医療連携推進のため、紫波郡地域包括ケア推進支援センターへの委託
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を行っておるわけでございますが、令和４年度から令和５年度は輪番制としておりました事

務局が紫波町に移りますことから、矢巾町が紫波町へ負担金を支出することとなりますので、

令和４年度は廃款となるものでございます。 

  歳出に移ります。17ページを御覧いただきたいと思います。１款総務費、１項総務管理費、

こちらにつきましては、事業運営のための事務経費となります。658万1,000円を計上してお

ります。 

  ２項徴収費、こちらについては介護保険料の賦課徴収費となるものでございます。 

  18ページを御覧いただきたいと思います。224万1,000円という金額でございますが、３項

介護認定審査会費、こちらについては1,174万6,000円を計上しております。介護認定審査会

に係る各費用、１目につきましては介護認定審査会委員９名分を計上しております。１回当

たりの審査会におきましては、医師３名、その他の専門職の方々２名ということで、計５名

体制で審査をいただいておりまして、その分の報酬をお支払いするものでございます。１年

間の開催予定は25回分を計上しております。その他認定調査に係る事務費ということで、年

間1,230件程度を計上しておるものでございます。 

  ４項運営協議会費につきましては、介護保険運営協議会の開催を例年どおり３回、地域包

括支援センター等運営協議会も３回を計上しておるものでございます。 

  ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、こちらにつきましては、介護サービス等諸費

あるいは介護予防サービス等諸費は第８期介護保険事業計画を基に予算を計上させていただ

いたものでございます。 

  続きまして、20ページを御覧いただきたいと思います。介護サービス等諸費についての総

額予算が21億1,593万3,000円となるものでございます。 

  同じく２項介護予防サービス等諸費、要支援１、２の方のサービス等諸費になりますが、

21ページのほうを御覧いただきたいと思います。4,145万6,000円ということで計上しており

ます。それぞれのサービス内容につきましては、説明欄を参考に御覧いただきたいと思って

おります。 

  ３項その他諸費、国保連に対するサービス、あるいは請求書の支払請求の手数料というこ

とで216万3,000円を計上しております。国保連の審査請求手数料は、１件当たり70円という

ことで、３万900件の積算にて計上しておるものでございます。 

  ４項高額介護サービス等費でございます。4,706万9,000円でございます。１世帯当たりの

高額あるいは１人当たりの利用者負担金が年収に応じまして段階区分がそれぞれ設定されて
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おりまして、世帯の上限額を超えた金額を給付するものでございます。 

  22ページに移らせていただきます。５項高額医療合算介護サービス等費、こちらにつきま

しては、介護保険の本人負担と医療保険の本人負担で合算した場合、高額医療費を計算し、

その超えた場合という形で給付するものでございます。405万4,000円を計上してございます。 

  ６項特定入所者介護サービス等費、こちらは6,267万8,000円でございます。こちらは、施

設入所者の生活費の減額分ということで、所得の低い方々に対する居住費、食費負担の軽減

を行う給付でございます。 

  23ページに移らせていただきます。３款地域支援事業費、１項介護予防・生活支援サービ

ス事業費4,901万7,000円でございます。こちらにつきましては、介護の予防や身体機能の維

持のため、あるいは介護認定から外れた方々に対する支援ということで、ボランティア等の

サービスの負担金あるいは第１号訪問事業、第１号通所事業を行っている事業者への負担金

でございます。 

  なお、令和４年度から新規事業といたしまして、専門職によるリハビリとか、口腔ケアと

か、栄養とかといったことになりますが、そういう専門職によります短期集中プログラムの

実施で介護予防を行う通所型サービスＣ業務委託料ということで、23ページの説明欄のほう

にも予算計上としまして724万3,000円を計上しているものでございますが、先ほど一般会計

のほうで皆減となりました生きがい対応型デイサービス事業委託料に代わるものでございま

す。いずれさわやかハウスに併設しておりますおでんせハウスを活用しながら、ここで同じ

利用者がずっと来るという形ではなくて、６か月あるいは３か月でリハビリあるいは口腔ケ

ア、栄養面での専門職の支援に向けて、そのプログラムに基づいて介護予防をするものでご

ざいます。 

  続きまして、２項一般介護予防事業費につきましては、24ページを御覧いただきたいと思

います。予算のほうが、本年度予算が393万1,000円でございます。こちらにつきましては、

介護予防事業でございまして、矢巾町えんじょいセンター等を中心に実施している介護予防

教室等の費用について計上しております。 

  それから、３項包括的支援事業・任意事業費ということで、総額でございますが、25ペー

ジ、1,968万5,000円ということで、１目認知症総合支援事業費では認知症地域支援推進員に

よる活動やチームオレンジの活動支援に係る費用を、２目任意事業費におきましては要介護

認定の適正化やケアプラン点検に係る費用を計上しております。 

  また、歳入でもご説明申し上げましたが、紫波郡医師会への介護、福祉、医療連携のセン
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ターへの委託料ということで、３目在宅医療・介護連携推進事業費として485万6,000円を計

上しておるものでございます。 

  26ページを御覧いただきたいと思います。４項その他諸費20万2,000円、これは介護予防サ

ービスに係る国保連への審査支払い手数料でございます。 

  ５項高額介護予防サービス費相当事業12万円ということで、介護予防のほうの高額の給付

する分でございます。 

  ４款基金積立金、１項基金積立金については１万円を計上しております。 

  ５項公債費、１項公債費、27ページを御覧いただきたいと思います。1,000円を計上してお

ります。 

  ６款諸支出金、１項償還金及び還付加算金64万1,000円でございます。 

  ２項繰出金1,244万9,000円となります。こちらにつきましては、重層的支援体制整備事業

に係る費用のうち、第１号被保険者及び第２号被保険者の介護保険料負担相当分となります。 

  それから、７款予備費、１項予備費につきましては、1,000万円の計上を行っているところ

でございます。 

  以上をもちまして議案第18号 令和４年度矢巾町介護保険事業特別会計予算の詳細説明を

終了させていただきます。どうかよろしくお願いを申し上げます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） これで議案第18号 令和４年度矢巾町介護保険事業

特別会計予算の詳細説明を終わります。 

  次に、議案第19号 令和４年度矢巾町後期高齢者医療特別会計予算の詳細説明を求めます。 

  村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） 続きまして、議案第19号 令和４年度矢巾町後期高齢者医療

特別会計予算の詳細をご説明をいたします。説明は、前例同様とさせていただきます。 

  総額につきましては２億5,456万円、対前年比2,712万円、11.9％の増となっております。

すみません、ページを言わないで、２ページ、３ページのところに歳入歳出の合計金額が載

ってございます。 

  なお、参考までに被保険者数、いわゆる75歳以上人口は１月末時点で3,454人でございまし

て、昨年度末より127名増加しておりまして、令和４年度以降につきましては団塊の世代の方

々の後期高齢者年齢到達によりまして、被保険者数の結構急激な増加が見込まれるところで

ございます。 

  それでは、11ページをお開き願いたいと思います。歳入になります。１款後期高齢者医療
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保険料、１項後期高齢者医療保険料１億9,488万7,000円、対前年比1,930万6,000円、11.1％

の増でございます。こちらは、岩手県後期高齢者医療広域連合において算定しました金額を

計上しておりますが、被保険者数の増加などが影響しているものというふうに捉えてござい

ます。 

  以下、２款から５款については記載のとおりとなります。歳入を終わらせていただきます。 

  続きまして、歳出でございますが、15ページをお開き願いたいと思います。１款総務費、

１項総務管理費59万2,000円、２項徴収費176万5,000円、説明欄記載のとおりでございますが、

減額の内容といたしましては令和３年度計上の保険料算定システム改修委託料の分が減額と

なったことによるものでございます。 

  16ページをお開き願いたいと思います。２款広域連合納付金、１項広域連合納付金２億

5,076万2,000円でございますが、これは歳入の後期高齢者医療保険料及び保険基盤安定負担

金繰入金をそのまま岩手県後期高齢者医療広域連合へ納付するものとなってございます。 

  ３款諸支出金、４款予備費につきましては、記載のとおりでございます。 

  以上をもちまして令和４年度矢巾町後期高齢者医療特別会計予算のご説明を終わらせてい

ただきます。よろしくお願いを申し上げます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） これで議案第19号 令和４年度矢巾町後期高齢者医

療特別会計予算の詳細説明を終わります。 

  次に、議案第20号 令和４年度矢巾町水道事業会計予算の詳細説明を求めます。 

  浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） よろしくお願いします。議案第20号 令和４年度矢巾町水道

事業会計予算についてご説明いたします。 

  １ページをお開き願います。令和４年度矢巾町水道事業会計の予算につきましては、業務

の予定量を給水戸数１万1,700戸、年間配水量を329万2,113立米、１日平均配水量9,019立米、

主要な建設改良事業、上水道第３次拡張事業といたしまして４億3,347万4,000円であります。

耐震管への布設替え等約3.2キロを実施することで、前年より１億378万1,000円の増を予定し

ているところであります。 

  ２ページをお開き願います。上段になりますが、企業債につきましては水道事業債であり、

限度額を１億円とするものです。内訳は後ほどご説明いたします。また、利率は元利均等５

年据置き30年償還を予定しており、財政融資資金における現在の利率は年0.5％であります。 

  次に、予算明細書19ページ以降をまとめましたＡ３判の水道事業令和４年度予算の概要を
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紙及びデータでお渡ししておりますので、お開き願います。Ａ３の横です。では、左側から、

水道事業第７次総合計画施策の方向といたしまして、施設整備計画及びアセットマネジメン

トの見直しと経営戦略の推進、有収率の向上、耐震化率の向上であります。 

  なお、その下に、令和２年度末における導水管、送水管、配水管の延長を記載しておりま

す。なお、それぞれにおける耐震管と耐震適合管の延長は、その下にしております。これに

より耐震管の適合率は、令和２年度末における適合率38.8％、今後の要更新対象管は主にビ

ニール管であり、27キロの延長があります。令和３年、今年度耐震管と布設延長はまだ精査

中ですが、約3.5キロを施工しております。来年度耐震管等布設延長は、約3.2キロの施工予

定であります。 

  真ん中ほどに戻りまして、令和４年度予算の概要でありますが、収益的収支は水道水をつ

くり、お客様にお届けするための財源と経費であります。収入といたしまして８億8,014万

3,000円、1,063万8,000円の減。主な収入といたしましては、お客様からの水道料金として７

億8,232万6,000円、これは令和３年度の４月から12月実績により試算しております。多少厳

しめに見積もっております。 

  次に、支出ですが、６億8,726万9,000円、778万9,000円の増であります。内容といたしま

して、原水及び浄水費として１億5,948万6,000円、内訳といたしましては水源からくみ上げ

て浄水する経費、動力費や薬品費などであります。 

  配水及び給水費として9,651万1,000円、これは水道水をお客様に給水する経費、給配水管

の修繕費等であります。総係費１億905万6,000円、これは事務経費であり、人件費やメータ

ー検針の委託料等であります。 

  減価償却費・資産減耗費として２億9,165万1,000円、これは機械設備、配水管などの減価

償却費・資産減耗費であり、現金の流れはありません。いわゆる非現金支出という位置づけ

になります。 

  続きまして、資本的収支は水道施設を建設、改良するために必要な財源と経費であります。

収入といたしまして１億4,711万9,000円、1,733万円の増であります。内訳といたしましては、

企業債として１億円、これは第３次拡張事業費の財源として見積もっております。 

  続きまして、国庫補助金です。2,956万円、生活基盤施設耐震化等交付金であります。 

  続きまして、負担金1,755万9,000円、これは道路工事移転費や消火栓更新に係る負担金と

してであります。 

  次に、支出ですが、７億3,374万3,000円、914万円の増であります。内訳といたしまして、
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営業設備費に１億6,223万4,000円、内容といたしましては水道施設の整備費用であり、各戸

につけるメーターの購入費、あと５年ごとに料金システム、会計システム等の更新を行って

いますので、その費用。あとは、西部系第５号取水井電気計装設備等の更新工事、東部浄水

場における東部浄水逆洗ポンプ更新工事等を予定しております。 

  真ん中ほどに移りまして、第３次拡張事業費４億3,313万3,000円、これは上水道管路整備

更新における費用であり、管路更新工事、城内、煙山地区ほかを予定しております。 

  続きまして、企業債償還金１億2,283万2,000円、これは建設改良費の財源として借りた企

業債の償還元金であります。なお、企業債の元金におけるデータの資料といたしまして、昨

年度、令和３年度末においては22億円でありました。今年度、令和４年３月末時点では20.72億

円、令和５年３月末では20.49億円と見積もっております。 

  なお、償還の最終年度は、30年償還で借りますので、30年後を予定しております。 

  以上で議案第20号 令和４年度矢巾町水道事業会計の詳細説明を終わります。よろしくお

願いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） これで議案第20号 令和４年度矢巾町水道事業会計

予算の詳細説明を終わります。 

  次に、議案第21号 令和４年度矢巾町下水道事業会計予算の詳細説明を求めます。 

  浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） よろしくお願いいたします。黄緑色の予算書になります。議

案第21号 令和４年度矢巾町下水道事業会計予算についてご説明いたします。 

  １ページをお開き願います。令和４年度矢巾町下水道事業会計予算につきましては、業務

の予定量を処理戸数１万400戸、年間総処理水量397万9,195立米、１日平均処理水量１万902立

米、主要な建設改良事業といたしまして公共下水道管渠建設改良事業１億5,030万4,000円、

流域下水道建設負担金として1,150万7,000円、農業集落排水処理場建設改良事業といたしま

して2,800万円であります。 

  ２ページをお開き願います。中ほどでありますが、企業債につきましては公共下水道事業

債として限度額を7,100万円、流域下水道事業債として1,140万円、資本費平準化債として

5,000万円とするものであります。水道事業同様に、利率等は元利均等５年据置き、30年償還

を予定しており、地方公共団体金融機構における現在の利率は0.5％でありました。 

  次に、予算明細書23ページ以降をまとめましたＡ３判、公共下水道事業令和４年度予算の

概要を紙及びデータにてお渡ししておりますので、お開き願います。Ａ３の横になります。
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公共下水道事業第７次総合計画施策の方向といたしまして、下水道施設の適切な維持管理と

再構築の推進であります。その下には、現在行っておりますストックマネジメント事業計画

及び年度別の計画を表として記載しております。 

  中ほどに戻りまして、令和４年度予算の概要でありますが、収益的収支は汚水を集め、処

理するための財源と経費であります。収入といたしまして７億9,435万7,000円、5,752万

8,000円の減であります。主な収入としては、お客様からの下水道使用料４億6,818万8,000円、

これも４月から12月の実績により試算しており、ちょっと厳しめに見積もっております。 

  次に、支出ですが、７億7,985万6,000円、3,619万7,000円の増です。内容といたしまして、

管渠費及び雨水函渠費として6,374万3,000円、内訳といたしまして汚水管、雨水管、それぞ

れの維持管理経費であります。 

  総係費4,595万7,000円、これは事務経費であります。 

  続きまして、流域下水道管理費１億8,865万3,000円、これは都南浄化センター維持管理負

担金であります。令和３年度までは、処理水量１トン当たり47円ということで契約をしてお

りましたが、契約方法というか、算定方法を総括原価方式に変更しております。これは、必

要な経費、流域における必要経費、処理費や人件費等を盛岡、矢巾、流域に参加している市

町村で案分するという形で、来年度からは総括原価方式に変更いたします。 

  続きまして、減価償却費・資産減耗費として４億297万5,000円、これは機械設備、下水管

などの減価償却費・資産減耗費であり、現金の流れはありません。非現金支出となります。 

  資本的収支は、下水道施設を建設、改良するための必要な財源と経費であります。収入と

いたしまして１億6,909万2,000円、内容といたしましては企業債として8,240万円、これは建

設工事費の財源です。 

  他会計出資金4,124万6,000円、これは昨年度までは一般会計負担金として計上しておりま

した。ただ、今年から一般会計負担金の充当先が減価償却費のみに充当させるため、特定支

出のための収入ということで、出資金という形で今回計上というか、見積もっております。 

  続きまして、国庫補助金4,500万円、これは社会資本整備総合交付金であります。 

  支出に移りまして、４億295万3,000円、管渠建設改良費として１億6,748万9,000円、内容

といたしましては矢巾北処理分区の鉄蓋交換工事、流通センター処理分区の鉄蓋交換工事等

を予定しております。 

  続きまして、流域下水道建設費・営業設備費といたしまして1,168万5,000円、これは流域

下水道建設負担金であります。企業債償還金として２億3,546万4,000円、これは建設改良費
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の財源として借りた企業債への償還元金であります。企業債の残額になりますが、令和３年

３月末、確定値は昨年度末では41.32億円でありました。今年、令和４年３月末では40.69億

円、来年、令和５年３月末になりますと39.16億円となる予定であります。 

  なお、来年度も30年償還を予定しておりますので、返済の末は30年後となります。 

  次に、農業集落排水事業につきまして、次の資料をお開き願います。これもＡ３横になり

ます。左側になります。農業集落排水事業第７次総合計画施策の方向といたしまして、下水

道施設の適切な維持管理と再構築の推進となります。 

  中ほどに戻りまして、令和４年度予算の概要ですが、収益的収支は集落排水を集め、処理

するための財源と経費であります。収入５億8,899万6,000円、２億7,436万3,000円の増、内

容でありますが、お客様からの集排使用料5,351万1,000円、これも４月から12月実績により

試算しております。 

  他会計負担金といたしまして１億6,236万円、特別利益として２億7,144万2,000円を今回計

上しております。これは、全員協議会のときもご説明いたしました下赤林地区が集落排水か

ら公共下水道に移管するため、その下赤林地区の資産の長期前受金の未収益分の一括収益化

であります。これは、非現金収入であります。 

  次に、支出は５億9,931万2,000円、２億3,568万3,000円の増であります。処理場費として

6,120万円、これは維持管理委託料等であります。 

  管渠費1,640万3,000円、これは管渠の補修費等であります。 

  減価償却費・資産減耗費として１億8,333万7,000円、これは機械設備、下水道管などの減

価償却費・資産減耗費でありまして、現金の支出はありません。 

  次に、特別損失として２億9,087万7,000円、これは下赤林地区の公共下水道に移管する際

の資産の残存価格の一括償却費であります。これは、非現金支出ですので、実際の現金の流

れはありません。 

  次に、資本的収支は集落排水施設を改良するために必要な財源と経費であります。収入と

いたしまして5,267万8,000円、2,132万円の減。内容といたしましては、企業債、起債及び資

本費平準化債として5,000万円、他会計出資金として240万8,000円、出資金は公共下水道のほ

うでもご説明したとおり、昨年度までは一般会計負担金でした。これも減価償却費のみに充

当するための特定支出の収入ということで、今回出資金として計上をしております。 

  次に、支出は２億3,471万5,000円、147万8,000円の減であります。内訳といたしましては、

建設改良費、営業設備費として2,818万7,000円、内容といたしましては機械等の予備品の購
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入、あとはマンホールの蓋更新工事等であります。企業債償還金２億652万8,000円、これは

建設改良費の財源として借りた企業債の償還元金であります。なお、償還の元金に関する取

りまとめたものといたしまして、令和３年３月末時点では集排は21.43億円でありました。今

年令和４年３月末では19.83億円、令和５年３月末時点における起債償還金の残額は18.26億

円と想定しております。 

  以上で議案第21号 令和４年度矢巾町下水道事業会計予算の説明を終わります。よろしく

お願いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） これで議案第21号 令和４年度矢巾町下水道事業会

計予算の詳細説明を終わります。 

  以上で付託を受けました予算６議案の詳細説明を終わります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 本日は、議案の詳細説明をもって終わります。 

  なお、３月９日、午後１時30分から議案に対する総務分科会による全体質疑を行います。

10日は産業建設分科会による全体質疑を行い、11日は教育民生分科会による全体質疑を行い

ますので、本議場に参集されますよう、口頭をもって通知いたします。 

  本日はこれをもって散会とします。大変ご苦労さまでした。 

              午前１１時５７分 散会 
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予算決算常任委員会議事日程（第３号） 

  

令和４年３月９日（水）午後１時３０分開議 

 

議事日程 

第 １ 予算議案の全体質疑（総務分科会） 

 

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

出席委員（５名） 

      委員長 廣 田 清 実 委員 

          小笠原 佳 子 委員          高 橋 安 子 委員 

          昆   秀 一 委員          小 川 文 子 委員 

 

欠席委員（なし） 

 

分科会に所属しない出席委員（１２名） 

          藤 原 信 悦 委員          吉 田 喜 博 委員 

          谷 上 知 子 委員          村 松 信 一 委員 

          水 本 淳 一 委員          赤 丸 秀 雄 委員 

          藤 原 梅 昭 委員          長谷川 和 男 委員 

          川 村 よし子 委員          山 﨑 道 夫 委員 

          廣 田 光 男 委員          髙 橋 七 郎 委員 

 

矢巾町議会委員会条例第１９条の規定により出席した説明員は次のとおりである。 

 
   総 務 課 
 総務課長補佐 藤 原 和 久 君 防 災 安 全 大和田   剛 君 
   室 長 補 佐 
 
 総 務 課 係 長 白 澤 知加子 君 総 務 課 係 長 村 松 一 樹 君 
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   企 画 財 政 
 総 務 課 係 長 高 橋 亮 介 君  高 橋 雅 明 君 
   課 長 補 佐 
 
 企 画 財 政 課  企 画 財 政 課 
 未 来 戦 略 林 野 幸 栄 君  菅 原 保 之 君 
 室 長 補 佐  係 長 
 
 企 画 財 政 課  企 画 財 政 課 
  立 花 真 記 君  飯 塚 新太郎 君 
 係 長  係 長 
 
 企 画 財 政 課  税務課長補佐 
  工 藤 高 幸 君  鎌 田 順 子 君 
 係 長  兼 係 長 
 
 出 納 室 係 長 佐々木   幸 君 

 

職務のために出席した職員 

   議会事務局長 
 議会事務局長 野 中 伸 悦 君  川 村 清 一 君 
   補 佐 
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 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

              午後 １時３０分 開議 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 会議に先立ち、委員の皆さんにお諮りいたします。 

  議会運営委員会でも決まりましたけれども、本委員会の傍聴希望者ですが、コロナ禍であ

りますので、分科会については、傍聴の許可をしないこととしたいと思いますが、これにご

異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 異議がないようなので、許可しないことといたしま

す。 

  ただいまの出席委員は５名であります。定足数に達しましたので、会議は成立しました。 

  ただいまから本日の予算決算常任委員会総務分科会を開会します。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     議事日程の報告 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付してお

ります。 

  委員の皆様にお願いいたします。今回から制度が変わりまして、さきの全員協議会でも示

したとおり、分科会の質疑については課長が出席しないため、実績や予算の根拠となる数字

の確認、制度の内容についての質疑をお願いいたします。事業の考え方や政策の方向性など、

町政に関する大きな観点での当局の考え方を明らかにするには、総括質疑でお願いいたしま

す。 

  これより本日の日程に入ります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第１ 予算議案の全体質疑（総務分科会） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 日程第１、予算議案の全体質疑を行います。 

  総務分科会に係る付託議案は、令和４年度一般会計、国民健康保険事業特別会計、介護保

険事業特別会計及び後期高齢者医療特別会計に係る予算であります。 

  なお、予算議案に対する質疑は会計ごとに行います。一般会計に係る予算については、総

務課、企画財政課、税務課、出納室、議会事務局及び選挙管理委員会の所管に対する質疑で

あります。また、国民健康保険事業特別会計、介護保険事業特別会計及び後期高齢者医療特

別会計に係る予算については、税務課の所管でありますけれども、以前にも説明したとおり、
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今申告で大変な状況になっておりますので、事前質問で回答している部分でありますので、

その中でよろしくお願いいたします。 

  質疑の方法についてお諮りいたします。質疑は、提案された議案の順に従って行います。

初めに、一般会計の歳入全般について質疑を行います。次に、歳出について款ごとに進めて

まいりたいと思います。各特別会計は、歳入歳出を一括して質疑を行います。また、総務分

科会に所属する委員の質疑が終わった後、所属以外の委員による質疑を行いたいと思います

が、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 異議がないようなので、そのように進めてまいりま

す。 

  なお、質疑に当たりましては、事項別明細書等のページをお知らせ願いますとともに、事

前質問の場合はナンバーを振っております、１番から137番まで番号を振っておりますので、

そちらの番号も示していただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

  また、質疑のルールでありますが、回数制限は設けない一問一答方式といたしますが、簡

単な質疑の場合は何点かまとめてもよいといたします。 

  なお、所属以外の委員の質疑回数は２回であります。 

  それでは、一般会計予算を議題といたします。 

  初めに、歳入について質疑を受けます。質疑ございませんか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 町たばこ税なのですけれども、よろしいですか、一応聞きます。17ペー

ジ、事前質問が９番でしておりますけれども、これ売上げが伸びているから増にしていると

いうことなのですけれども、いずれたばこというのは、健康の面からも禁煙が望まれ、町税

としてたばこ税が入ってくるのですけれども、これは健康の面からも病気や医療費に回るこ

とのほうが多くなるというか、何か本末転倒のような気がしますし、あと喫煙室を造ったり、

そこの掃除なんかも経費がかかってくるわけですけれども、この際、病院みたいに全部庁舎

施設禁煙にすべきことだと思うのですけれども、その点は町税の考え方としては…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） それは、数字的に歳入の数字はこういうふうな根拠

で出した部分であって、町のほうの方針ということであれば、やっぱり総括の部分で聞いて

いただければなと思います。 

〇（昆 秀一委員） だから、一番最初に聞いたのですけれども、分かりました。では、総括
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で。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 質問者も簡潔に内容を整理してお願いします。答弁

者も今回からちょっと特別な感じになっておりますので、答えを明瞭に、答えられない場合

は、答えられない理由を言っていただければいいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

  その他歳入ございませんか。 

  高橋委員。 

〇（高橋安子委員） ちょっと素朴な質問なのですけれども、個人町民税についてちょっとお

伺いしたいのですけれども、今まさに確定申告が毎日行われておりますけれども、徴収でき

ないというか、延滞している方も結構多いようなのですけれども、実際に確定申告しないと

いう方はいらっしゃらないでしょうか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 鎌田税務課長補佐。 

〇税務課長補佐兼係長（鎌田順子君） お答えいたします。 

  確定申告なのですが、しなければならない方としなくてもいい方というものがありまして、

絶対皆さんやらなければいけないということではなく、要するに所得税の申告というものを

しなければいけない方、しなくてもいい方という、その考え方でまず一つ分けてございます。 

  そのほかに所得税は出ないけれども、住民税のほうの申告をいただいたほうが国保税とか、

そういう計算をするときに、申告のあり、なしで特例がかかる、かからないという方があっ

たりするので、そういう場合は、住民税のほうの申告だけをいただくような申告の取り方を

しております。 

  そういう意味で言うと、基本は所得税のほうに決められている申告要件があるか、ないか。

あるいは、それぞれの方の実情に応じて相談を受けております。なので、窓口で相談がある

方についても、不安だったら事前に税務課に相談してくださいということで確認していただ

いて、来なくてもいいとか、来てくれたほうがいいよという判断をしてお伝えしております。 

  以上です。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 滞納者の中で申告をしないで滞納している人はいる

のかという質問。 

              （何事か声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  昆委員。 
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〇（昆 秀一委員） 18ページの利子割交付金についてなのですけれども、前年比減という見

込みのようですけれども、ここのところ世の中、低金利というのが続いていますところから、

160万円ほど今後も推移するのかなと感じてはいるのですけれども、町としての考え方という

のは、どのような考え方でしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 数字の根拠ですか。 

  飯塚企画財政課係長。 

〇企画財政課係長（飯塚新太郎君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  利子割交付金ですけれども、こちらのほうは、県のほうから個人県民税の各市町村の納付

割合に応じて案分されて交付されてくる形になっております。こちらのほうにつきましては、

県のほうから令和４年度の見込みということで前年比マイナス14.7％という数字をいただい

ております。それに加えて、町のほうで安全率としてマイナス２％をさらに加えまして、マ

イナス16％ということで今年度は見込んでおります。 

  委員おっしゃったとおり低金利ということで、過大な見積りはできないということで、今

後も積算のほうは進めていきたいと思っております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 32ページ、基金のところもあるのですけれども、基金の運用というのは、

現金で持っているというのもあるかもしれないですけれども、多分運用しているのではない

かなと思うので、その運用状況をお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 飯塚企画財政課係長。 

〇企画財政課係長（飯塚新太郎君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  基金のほうにつきましては、お話あったとおり、普通預金、あとは債券、ＪIＣＡ債とか、

あとは地方公共団体金融機構、あとは仙台市さんの市債ということで１億円ずつ、計３億円

保有しておりますし、あとはその他定期預金等も組んでおります。 

  こちらの運用状況につきましては、次年度の基金の取崩し見込み、そちらのほうを勘案い

たしまして、毎年、今年であれば今月中に来年度の基金の運用ということで協議の上、計画

のほうを作成させていただきまして、そちらのほうで運用を進めるという形になっておりま

す。 

  以上、お答えといたします。 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） その基金の運用、各運用があるのですけれども、やはり一番いい定期預

金に預けるのがもちろんだと思うのですけれども、そこをちゃんとアンテナを立ててやって

いるとは思うのですけれども、くれぐれももっと預金の高いところということでお願いした

いと思いますので、よろしくお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 答弁はよろしいですね。 

  その他ございませんか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 31ページのふるさと納税についてなのですけれども、クラウドファンデ

ィング型ふるさと納税というのをよく聞くのですけれども、これはふるさと納税に入るとは

思うのですけれども、これ目的があって、それをふるさと納税のように集めて返礼品もとい

うもののようですけれども、これガバメントクラウドファンディングというのが、ちょっと

何か分かりづらいのですけれども、町としての捉え方、クラウドファンディングとふるさと

納税、ガバメントクラウドファンディングとかというのは、どのような形で捉えているので

しょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 工藤企画財政課係長。 

〇企画財政課係長（工藤高幸君） ただいまの昆委員の質問にお答えしたいと思います。 

  クラウドファンディングですけれども、クラウドファンディングの場合は、これこれの、

例えば特定の事業に使うためにふるさと納税という制度を使ってお金を皆様から募るという

形になっておりまして、一般のふるさと納税、町の場合はですけれども、寄附していただく

ときに、こういった目的のものに使ってほしいという、選んでいただくような形になってお

りますので、クラウドファンディングは特定のもので、ふるさと納税のほうも分野は決まっ

ておりますけれども、特定の何というわけではなくて、例えば子どものために使ってほしい

であるとか、医療のために使ってほしいというふうな形で、たしか８つくらいの項目に分か

れております。そこの部分での違いがございますので、以前クラウドファンディングをやっ

たときは、吹奏楽部の楽器、こちらのために行ったことはございます。そういった部分で違

いがございます。そこの部分でよろしくお願いしたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 的を絞った集め方というのも、すごく効果的なところもあるので、そこ
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ら辺もよく吟味しながら、いろいろと説明というか、集め方、的を絞った集め方をするよう

にお願いしたいと思うのですけれども、そこら辺に何か考えがあれば。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 工藤企画財政課係長。 

〇企画財政課係長（工藤高幸君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  以前町で行った際のクラウドファンディング、先ほど楽器のためというのがありましたけ

れども、正直なところを申しますと、そこまで集まらなかった部分がございまして、やはり

なかなかそういった特定の目的となりますと、ふるさと納税の我々ポータルサイトを使って

事業を行っているわけですけれども、通常のページとはやはり異なるページから見てもらう

というような部分がありまして、さらにそういったほかのクラウドファンディング、日本中

のいろいろな事業がありまして、そういったものといろいろ比較なりされるという部分がご

ざいますので、なかなか普通のようには集まらなかったというのが現状でございます。現在

は、そういった部分、行ってはおりませんけれども、そういった形で集めたほうがいいので

はないかという部分で事業、そういった部分、選択肢を取ったほうがいいのではないかとい

う部分があれば、それをまた検討したいと考えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） ですから、矢巾町にとってこれが必要だというところをしっかり説明し

て、協賛を募ってというのでクラウドファンディングなりなんなりをしていくというので、

楽器のほうは集まらなかったみたいですけれども、いろいろチャレンジしていかないと、多

分これ集まらないから駄目だなといったら、集まらないと思うので、そこら辺しっかりとチ

ャレンジしていっていただきたいと思います。 

  本町の税収との関係ですけれども、ふるさと納税に伴う税額控除というのがあるわけです

けれども、その額とふるさと納税で本町が払った、本町が得た額というのの差はどのくらい

になるのかというのはお分かりになるのでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 収入…… 

〇（昆 秀一委員） 控除の額と控除、相手に控除されるわけですから、その分、矢巾町民が

控除を得た額と相手に…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 矢巾町民がふるさと納税して持っていかれた分と、

その差額が分かるかという、これいろいろ難しいのです。75％分戻ってくる。矢巾町の町民

がふるさと納税して出ていった分、それから入ってくる部分の差額というのは、数字的には
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分かる。 

              （「税務課のほうか」の声あり） 

〇（昆 秀一委員） いや、分からなかったら、分からないでいいです。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） このふるさと納税、難しいのです。矢巾町から出て

いった場合は75％戻ってくる控除があるのです。そういう部分で、そういうトータルの部分

の…… 

〇（昆 秀一委員） そこら辺調べていただきたい。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） また、それはよろしくお願いいたします。 

  その他ございませんか、歳入。 

  小川委員。 

〇（小川文子委員） 先ほどの債権のところなのですけれども、ＪＩＣＡ債、それから仙台市

債というのをお聞きしましたけれども、どこにそれが記載されているのか、分かれば教えて

いただきたいのですけれども。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 飯塚企画財政課係長。 

〇企画財政課係長（飯塚新太郎君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  大変申し訳ございません。債権の銘柄については、記載しているところはございませんの

で、基金の内訳として、決算書のほうに合計の額は掲載しておりますけれども、その個々の

銘柄については、記載していないところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  予算のほうなので、これからどこにかけるという部分があると思うので、記載できないか

もしれません。 

  その他ございませんか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 29ページの委託金、県からいわてグラフであったり、県議会だよりとい

うのを配布委託料というのをいただいているわけですけれども、これは行政区で配布しても

らうためのものだと思うのですけれども、町の配布物は、それは委託料に入っていないかも

しれない。ほかに例えば町社協のものとか、ほかの団体というのは、委託料というはないの

でしょうか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 立花企画財政課係長。 
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〇企画財政課係長（立花真記君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  配布に関しての委託金というのは、こちらの２点になってございまして、今お話しされま

した社協とか、その他団体から配布の委託料というのはいただいてございません。 

〇（昆 秀一委員） ただで配布している。 

〇企画財政課係長（立花真記君） 気持ちで配布しております。 

  以上、お答えいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか、歳入。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 歳入の27ページ、結婚新生活事業補助金、これ40歳以上は対象にならな

いようですけれども、これは目的は結婚してもらうため、そしてお子さんをという目標だと

は思うのですけれども、これ40歳以上の方にとっては、何かちょっとかわいそうだなという

ふうに思うのですけれども、結婚して町民が幸福な生活を送るのに年齢は関係ないと思うの

で、その辺の補助金だと思うのですけれども、年齢の幅というのを引き上げるようなことは

ないのでしょうかお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 立花企画財政課係長。 

〇企画財政課係長（立花真記君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  こちら、補助金で運営している部分もございまして、現在は県等の対象要件に合わせて39歳

以下というところでございます。ご要望等はあるというところは心得まして、ただ来年度に

つきましては、この内容で事業のほうは進めさせていただきたいというふうに考えてござい

ます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） まず、今年度はということですけれども、来年度以降、例えば県からの

補助金であれば、町で何とか工面するなり、そういうふうな努力をしないと、何か年齢で区

別される、何かジェンダー平等とか、そういうふうなところとかもあるので、しっかりそこ

もしてほしいと思うのですけれども、まずそこはそれとして。 

  35ページ、食用廃油回収代金というのがあるのですけれども、事前質問では、なるべく廃

油を出さないようにということなのですけれども、施政方針にもありましたけれども、ゼロ

ごみという、食用油は、昔は石けんとか、そういうふうなところから作ったりしたのですけ
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れども、リサイクルもできるように思うのですけれども、そこら辺の…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） これ調理場のほうの…… 

〇（昆 秀一委員） 失礼しました。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） やってお金をもらっている。廃油を、結局調理場か

ら出た油を回収して、６万円のお金をもらっているという、なので出さないようにというわ

けには、廃油を、そこで処理を…… 

〇（昆 秀一委員） 分かりました。給食のほうですね。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） はい。 

  その他ございませんか、歳入。 

  小川委員。 

〇（小川文子委員） 事前質問のほうの４番といいますか、法人町民税の滞納件数のことなの

ですけれども、残り４件、２名程度となっているということで、まず大変収納率がいいわけ

でございますが、ちらほら店を閉めている方もいたりしますけれども、倒産件数というのは

分かっているものでしょうか、そこをお聞きしたいと思います。税務課管轄ではないかもし

れないので、一応。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 倒産件数は、税務のところではないと思いますし、

というか…… 

〇（小川文子委員） 商工リサーチか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） そうですね、町のほうでは把握していないと思いま

す。そうですよね。 

  その他ございませんか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 27ページの地域バス交通等支援事業費は、多分総務かな、これ事業者が

申請を取り下げたということですけれども、何か全協で説明があるようなのですけれども、

この日詰線というのは、日詰から盛岡までになるのだと思うのですけれども、これ利用が減

ったから廃止なのか、利用が増えて補助金が要らなくなったのかというところの廃止に向け

たものかというところをお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 工藤企画財政課係長。 

〇企画財政課係長（工藤高幸君） ただいまの昆委員からの質問にお答えいたします。 

  昨年度予算計上していた地域バスの補助金なのですけれども、こちらは日詰線に係るもの
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が申請があったということで予算計上していたのですけれども、事業者のほうが、その申請

を取り下げた。ここの部分でなぜこういった補助金が発生したのかといいますと、日詰線、

徐々に利用率が上がってきておりまして、補助対象路線からは一旦外れたということなので

すけれども、昨年からのコロナの影響で利用者が減ってしまったといった部分で補助の申請

をするのですけれども、基本的に国庫補助の要件を満たしていれば、先に国庫補助が該当に

なるのですけれども、その国庫補助のタイミングにちょっとうまく、ちょっとずれてしまっ

たということで、その場合、県補助という制度がございまして、県補助の場合は、県が２分

の１、そしてその路線を通る市町村が２分の１をそれぞれ案分して補助をするという制度に

なっております。ということで、日詰線なので、盛岡市と矢巾町、紫波町という３市町で案

分する予定だったのですけれども、県交通のほうがこの申請を取り下げたということで、令

和３年の９月補正のほうでは、そこの部分の歳出予算並びに補正予算、そちらのほうは減額

補正ということで対応した次第です。 

  先ほどお話があった全員協議会のほうは、ちょっとまた別の路線の話ですので、日詰線と

はまた関係のない部分でございます。 

  以上、お答えいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  その他ございませんか、歳入。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、次に歳出に入ります。 

  １款議会費、質疑ございませんか。よろしいですか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、次に２款総務費に入ります。質疑

ございませんか。 

  高橋委員。 

〇（高橋安子委員） 42ページの人材育成事業についてお伺いしたいのですけれども、国際交

流協会の補助金について144万円、去年と同じように手当してございますけれども…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） すみません、これ文化スポーツ課。 

〇（高橋安子委員） 変わったのですね、分かりました。すみません。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 高橋委員。 

〇（高橋安子委員） そうしたら、防災ラジオについてちょっとお伺いしたいと思います。 
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  防災ラジオは、６時半から７時まで30分、朝晩ということで放送しておりますけれども、

ちょっと周りの人の話を聞いて、内容はすごく充実しているのですが、一番聞きたいお悔や

みコーナーとか、役場と農協からのお知らせのところがいつ入るか分からないという話がよ

く出ております。それで、もしできれば、一番最初に６時半から、この内容充実のために予

算も多く取るということでございますので、できれば６時半から一番大事なところのお悔や

みコーナーとか、町あるいは農協からのお知らせを入れていただければいいのではないかな

と思っているのですけれども、土日に関しては、大体６時55分頃にお悔やみコーナーがある

ので、それに関してはいいのですが、その辺のお考えをちょっとお伺いしたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 菅原企画財政課係長。 

〇企画財政課係長（菅原保之君） それでは、お答えいたします。 

  今高橋委員お話ししたとおりでございます。ＪＡさんについては、毎日ではなくて週１回、

木曜日にやっているものでございました。それから、あとはお悔やみにつきましては、何回

か議会でお話しいただいたのですけれども、番組が始まってすぐにお悔やみしてほしいとい

うのもあったのですけれども、さすがにそれはちょっとあれだなということで、土日と同じ

ように最後のほうに行っています。なので、番組が始まる、その日に今日のメニューという

か、こういったことでやりますという順番を順番どおり放送していくような工夫をしていき

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  以上、お答えさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしくお願いいたします。 

  その他ございませんか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 40ページの町長の交際費、これ昨年も総括かな、言ったのですけれども、

令和２年度の決算で56万円、令和３年度も令和４年度と同様で160万円で予算を組んでいたの

ですけれども、昨年町長に対して、この交際費、コロナ禍もあるので、削減してはというふ

うに提言したら、これは町長も削減してもいいというふうにおっしゃられていたのですけれ

ども、令和４年度もこのような160万円ついているわけですけれども、この予算、前年度踏襲

でずっとつけていくつもりなのでしょうか。この辺、コロナ禍の影響も鑑みて、そういうふ

うなことというのは考えられないものなのかお聞きします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村松総務課係長。 

〇総務課係長（村松一樹君） お答えいたします。 
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  昆委員おっしゃるとおり、令和２年度の実績では、56万三千何がしということで実績ベー

スで見ますと、当初予算からは、最終的にはかなり減っているというところではございまし

た。ただ、担当課といたしましては、当初予算につきましては、例年どおり予算要求をさせ

ていただいたところでございまして、コロナ禍で令和４年度どのような事業執行になるかと

いうところは、まだ不透明なところはございますので、経過を見ながら削減のほうを進めて

まいりたいなと考えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 予算を立てるときに、やっぱりそこを町長は、そういうふうに言ったわ

けだから、そこら辺も町長査定で見なかったのかどうか分からないですけれども、今後そこ

もしっかりと伝えていただきたいと思いますので、お願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  高橋委員。 

〇（高橋安子委員） 48ページの地域おこし協力隊募集広告業務委託料についてお伺いいたし

ます。 

  これにつきましては、何か今年３月31日で、今いらっしゃる新田さんが終わるということ

なのですけれども、今募集しているにもかかわらず、今何人か応募してきている方がいらっ

しゃるのでしょうか。 

  何か所かに募集しているということで回答があったわけですけれども、仕事の内容を幾ら

か限定して募集しているのか、あるいは全く、矢巾町に来て何をやりたいかというような感

じで募集しているのか、お伺いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 立花企画財政課係長。 

〇企画財政課係長（立花真記君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  令和３年度につきましては、通常の企画提案型という募集方法と、あとミッション型と申

しまして、今委員お話ありました業務内容を特定した中での募集を２口してございまして、

中身につきましては、ミッション型につきましては、募集タイトルとしまして、「マルチク

リエイターとして小さなまちを魅せましょう」ということで、簡単に言いますと、情報発信

等の業務を担っていただくという形での募集をしてございました。そちらに関しましては、



－ 53 － 

実は応募等ございまして、中身を特定したもの、そちらについては今採用に向けて話を進め

ているところでございまして、やはり企画提案型という幅広の募集よりは、その中身を特定

して絞っての募集というのも今回の件で成果が見られそうだというところで、引き続き令和

４年度につきましても、今現在決まっているミッション型というのはないのですけれども、

庁舎内各課再度相談しながら、引き続きそちらの募集のほうは進めてまいりたいというふう

に考えてございます。 

  以上、お答えいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 高橋委員。 

〇（高橋安子委員） 今まで多いときは、３人いらっしゃいました。今年３月に辞められる新

田さんは、ウェルベース矢巾の関係ですごくお世話になって、３年間一生懸命やってくださ

いました。今何人かいらっしゃるということだったのですけれども、応募している方が、１

人でしょうか、それとも多くでしょうか。 

  もう一つミッション型というの、例えば矢巾を広めるためのミッションも、それは大事な

ことですけれども、例えば今学生が一生懸命になっている南昌山の西部開発の観光について

も、そういう得意な人っているのではないかなと思いますので、その辺のところも募集の内

容にしてもらえればいいのではないかなと思うのですけれども、いかがお考えでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 立花企画財政課係長。 

〇企画財政課係長（立花真記君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  今現在応募の関係では、具体的にはお一人の方とお話をしているという状況でございます。

二、三名ということではなくて、今具体的に進めている方はお一人のところで、引き続き募

集のほうは続けていくというような状況でございます。 

  また、そのミッション型につきまして、今お話ございましたが、南昌山という観光分野と

いうことになるかと思いますが、そちらのほうにつきましては、産業観光課とも内々にはち

ょっと話はしているようなところで、やはりそういった部分必要だなというのは、お互い認

識をしているところでございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他ございませんか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 41ページの職員研修事業ですけれども、これ大変ｅラーニングとか、今
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のコロナ禍必要だと思うのですけれども、これ先日の一般質問で女性もどんどん出すという

ような話ではありましたけれども、ここら辺、研修の予定、どういうふうな計画をしている

のか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 白澤総務課係長。 

〇総務課係長（白澤知加子君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  来年度の職員研修につきましては、新たにｅラーニング研修年間利用料というのを26万

4,000円で計上しています。こちらにつきましては、昨年昆委員のほうから質問がありました

オンライン研修だけではなく、ｅラーニング研修も必要だというようなお声を反映させまし

て、全職員が自席でいつでも自分の都合に合わせて研修が利用できるようになっております。 

  その他の研修につきましては、例年どおり計画しておりますけれども、市町村アカデミー

研修、こちらは千葉県千葉市でございますけれども、これも今はコロナ禍でございますけれ

ども、例年どおりの25万円程度を計上しているところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） これ、職員ということでここに入るかどうかは分からないのですけれど

も、管理職、例えば特別職なんかの研修もしっかりとできればやったほうがいいと思うので

すけれども、ここはどうでしょうか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 白澤総務課係長。 

〇総務課係長（白澤知加子君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  特別職につきましても、市町村アカデミーのほうで研修を行っておりますので、ここの職

員研修事業ではない事業になりますけれども、例年町長や副町長が市町村アカデミーのほう

に行って研修をしておりますので、そちらのほうを計上しております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか、総務費。 

  小川委員。 

〇（小川文子委員） 48ページの市街地循環バスのところでございますけれども、矢巾町のバ

スが大変古いということで、なかなか更新が難しいのだと思いますけれども、排気ガスがデ
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ィーゼルで、かなり臭いがきついといいますか、今のＳＤＧｓにはちょっと反していると思

うのですけれども、何かもう少し小型のもうちょっと性能のいいのに換えることができない

か、あるいはあのバスで次の車検がいつで、車検が通るのかどうか、その見通しについても

ちょっとお聞きをしたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 工藤企画財政課係長。 

〇企画財政課係長（工藤高幸君） ただいまの小川委員のバス車両の質問についてお答えいた

します。 

  こちらのバスですけれども、そのとおり、大変古いものとなっておりまして、我々のほう

も買換えの必要性というのは感じております。ただし、以前ちょっとお答えしたかもしれな

いですけれども、財政事情の部分等鑑みまして、ちょっと来年度の予算計上はしていないと

ころですけれども、令和５年度、こちらについては、ぜひそこの部分で更新したいなと思っ

ておりまして、今バス事業者などともいろいろ協議しながら、どういったバスがあそこにふ

さわしいのかという部分もございまして、そういった車両の構造などもいろいろ検討してお

ります。 

  また、車両性能、環境に配慮したもの、そういった部分についても当然今後選択肢になっ

てくると思いますので、そういった車両の際には、結構国の補助金なども活用できるような、

そういった部分、積極的に取り入れていきたいなと思っています。 

  なお、車検のほうに関しましては、こちらは事業用の車両となっておりますので、毎年車

検となっておりまして、今年度の車検も問題なく通っておりますので、まず来年度も、あと

１年ちょっとぐらいは頑張っていただきたいなとは思っております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他、総務費。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 42ページの行政デジタル化推進事業、これは事前質問のほうの43番でし

ていたのですけれども、これ１か月４万1,250円掛ける12か月、どのくらい利用があるのかと

いうのがちょっとよく分からないのですけれども、これ１か月幾らというシステムをつくっ

て、これ１回で済まないもの、メンテナンス料ということでしょうか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村松総務課係長。 

〇総務課係長（村松一樹君） お答えいたします。 
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  事前質問でもいただいております転入等ということで、転入や転居、転出に係る手続ガイ

ドを町ホームページのほうで公開してございます。こちらはクラウドサービスとなっており

まして、業者が作成したホームページ上で、その手続についての内容を矢巾町職員が簡単に

カスタマイズすることで公開したものを、どなたもホームページ上で確認して簡単に必要な

持ち物等を調べることができる仕組みとなっております。利用につきましては、10月から12月

の手続件数になりますけれども、転入のほうで130件のアクセスがございました。その中で、

手続件数といたしまして、転入の手続は人口動態調査のほうからになりますけれども、475件

の転入手続がございましたので、その内訳がそのまま利用者ということで考えますと、27.4％

の方が転入の手続において利用していただいておるのかなというふうに考えております。ほ

かには、そのページの最後のほうにアンケート機能もついてございまして、２件だけでした

けれども、星５ということで比較的評価は高いのかなというふうに考えております。 

  今後４月の繁忙期において、矢巾町、特に転入件数の多い町でございますので、そこのと

ころで効果実証のほうを検証していきたいと考えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  高橋委員。 

〇（高橋安子委員） 50ページなのですけれども、防犯灯設置事業補助金についてお伺いいた

します。 

  事前質問のナンバー58、ここに防犯灯設置事業補助金の設置場所というふうにありまして、

19行政区、102基となっております。これは、新規設置のみの数字でしょうか、お伺いいたし

ます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 立花企画財政課係長。 

〇企画財政課係長（立花真記君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  こちらにつきましては、各自治会からの要望といいますか、申請という中での件数になっ

てございまして、内訳としましては102基のうち更新、いわゆるＬＥＤに替える部分が92基、

新設については10基というふうになってございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 高橋委員。 
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〇（高橋安子委員） 前にもちょっと申し上げたと思うのですけれども、ＬＥＤはそのまま更

新ということでいいと思うのですけれども、新規で防犯灯を設置するというのは、結構田舎

のほうというか、山間地だと行政区の会費もなかなか大変でございまして、申請するという

のができないところも考えもあるみたいなのです。表を見ていると、やっぱり中心寄りのほ

うがすごく多いような気がするのですけれども、これ総括でももう一回お話ししたいと思い

ますけれども、これは出た全部の数字なのでしょうか、それとも違うところからも要望はあ

ったけれども、やっぱり諦めたというようなところはないのでしょうか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 立花企画財政課係長。 

〇企画財政課係長（立花真記君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  こちらの要望件数、申請件数につきましては、全てこちらの予算計上させていただいてご

ざいます。特に本当にお困りだというのは、直接聞こえてこない部分もございますので、そ

れにつきましては、何かの機会にお話があれば、それに沿ってこちらもできる部分で対応さ

せていただければというふうに考えてございます。 

  以上、お答えさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 47ページの総合開発委員会の体制の見直しをしているということなので

すけれども、この見直し、どのような見直しをするのか。例えば充て職をなくするとか、そ

ういうふうな、どのような形でしょうか、お願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 高橋企画財政課長補佐。 

〇企画財政課長補佐（高橋雅明君） お答えいたします。 

  総合開発委員の見直しですけれども、今県立大学の先生とも意見交換をしながら中身を詰

めておりますが、現在60人の総合開発委員ということで、各種団体の代表の方あるいは一般

の住民の団体の代表の方ですとか、充て職で大体埋まっているところなのですが、それでは

やっぱり今の時代難しいのではないかということで、意見聴取については、幅広く町が行い

つつ、その内容が住民の意志を生かしたものかどうかという、そういう部分を主に検証でき

るような、比較的少人数の体制が望ましいのではないかということで協議しております。人

数的には、60人は多過ぎて、まともな議論になりにくいということで、多くても20人ぐらい

ではないかということで、そういった形で今検討を進めている最中でございました。 

  以上、お答えします。 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  その他ございませんか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 48ページの地方創生事業委託料、これはまちづくりステーションハバタ

ークの管理運営、これに776万2,000円、具体的なところというのは、この中に人件費とかも

入っているのか、そこら辺をお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 立花企画財政課係長。 

〇企画財政課係長（立花真記君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  こちら地方創生事業委託料776万2,000円でございますが、このうち530万円ほどがこちらの

施設の管理委託料となってございまして、こちらのほう人件費等含まれるものとなってござ

います。また、残りの約246万円の委託料につきましては、まちづくりサポーターを育成とい

うことでの委託料を予定してございます。こちら令和３年度につきましても、同様の事業と

して進めておりまして、令和４年度も施設管理と併せてまちづくりサポーター育成の事業を

進めているというような内容となってございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  その他ございませんか、総務費。 

  小川委員。 

〇（小川文子委員） 48ページの予約型乗合バスが、なかなか伸びないということで、月60人

ということでございますけれども、何か改善策を、ここではちょっとあれかもしれないけれ

ども、月で変動は大きいですか、それともほとんど常連客でしょうか、そこをお聞きします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 利用者。 

  工藤企画財政課係長。 

〇企画財政課係長（工藤高幸君） ただいまの小川委員の質問にお答えいたします。 

  こちらのほう、事前質問のほうでお答えしたとおり、１日60人ということでありましたけ

れども、ちょっと予算の要求時期と今の間でちょっと期間が空きまして、最近になりますけ

れども、利用者のほうは、直近の部分でお話しいたしますと、月100人を超える利用までは増

えてきております。そこの利用者の状況という部分につきましてですけれども、常連の方々

も、常連というのが正しい言い方かはちょっとあれですけれども、本当に毎日利用するよう

な方もいらっしゃいます。年間大体240日くらいの運行日になっておりますけれども、９割方
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使われるような方もいらっしゃいますし、当初主に線路の西側だけの利用者というところも

ありましたけれども、最近は東のほうも利用者増えてまいりまして、だんだんと町全体を走

っているようなものがございます。 

  ただ、我々のほうとしては、サービスとして、実際使った方々からは非常に好評を得てお

りますけれども、そもそものサービスを知らないという部分があります。以前のほうでもお

答えしましたけれども、ここら辺の部分、ちょっとなかなか周知がまだ行き届いていないの

かなという部分がございます。ここ一、二年のところコロナという部分で、なかなかそうい

った直接伝える場面というのは、難しい状況にはございますし、我々ホームページ等あるい

は先日ラジオ等でもＰＲいたしましたけれども、そういった機会が、継続的に続けていくこ

とが、やっぱり周知、まず第一という部分がございますので、そういった広報活動というも

のに力を入れていけば、自然と利用者も増えていくのではないかなと考えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  その他ございませんか。 

  高橋委員。 

〇（高橋安子委員） 56ページの参議院選挙についてお伺いします。 

  事前質問の65番のほうでは、参院選が250万円ほど増となったのは、期間が長いことから、

その分の投票管理者や立会人というような説明がございます。その参院選のときに、今現在

で不在者投票の役場以外の投票所は考えていらっしゃるのでしょうか、お伺いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原総務課長補佐。 

〇総務課長補佐（藤原和久君） ご質問にお答えいたします。 

  ２年前の県議会選挙のときに、矢幅駅で期日前投票所を設けたわけですが、今度の参院選

につきましては、コロナ禍もありまして、今検討中ではございますが、予算のほうは計上さ

せていただいております。場所についても矢幅駅がいいものなのか、あとは一般質問でも当

然させていただいておりますけれども、スーパーからもそういったお声をかけていただいて

おりますので、どういった形が一番いいものなのかという点も含めまして、コロナ禍と併せ

まして今後検討させていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしくお願いいたします。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 選挙費についてなのですけれども、期日前投票ですけれども、立会人と
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いうのが集まりづらいような気がするのですけれども、その状況についてお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原総務課長補佐。 

〇総務課長補佐（藤原和久君） お答えいたします。 

  昆委員から今ご指摘があったとおり、そのとおり集まりづらいというのが現状でございま

す。選挙前に広報のほうでも募集しますということでお声がけをさせていただきながら、毎

回応募していただいている方も実際いらっしゃいます。ただ、全員間に合っているのかとい

うと、そういうわけではございませんので、あとは正直、明推協の方々とかにもお声がけし

ながら、地域の方から誰かいませんかということで、何とか立会人のほうをお願いしている

状況です。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） そこで私、若い人にということで、18歳になったら18歳の学生みたいな

のもいいのではないかなと思うのですけれども、そこはどうでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原総務課長補佐。 

〇総務課長補佐（藤原和久君） お答えいたします。 

  そのとおりでございますので、実際若い方も、20代の方も広報を見て来ましたという方も

いらっしゃいますので、そういうふうな方々から口コミで広めてもらいたいと思いますし、

何か機会があれば、選挙管理委員会のほうでも周知を図ってまいりたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） そういうふうな周知もあるし、学校に直接言ってもいいような気がする

のです、高校とか、18歳になったらとかと、そういうふうにして、集まらなくてもそういう

ＰＲというのを広くしてもらえればいいと思いますので、よろしくお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原総務課長補佐。 

〇総務課長補佐（藤原和久君） お答えいたします。 

  ご提言ありがとうございます。学校のほうにというのが現実的に、検討はさせていただき

たいと思いますが、正直高校生となってくると、保護者の方々のお話とか、ご説明させてい

ただかなければならないのかなと思っていましたので、そこら辺も含めまして、今後検討さ

せていただきたいと思います。ありがとうございます。 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようですので、ただちょうど１時間くらいたち

ましたので、ここで休憩を取りたいと思います。 

  再開を２時40分といたします。 

              午後 ２時３０分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 ２時４０分 再開 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） それでは、再開いたします。 

  次に、９款消防費、質疑ございませんか。 

  小笠原委員。 

〇（小笠原佳子委員） 事前質問表で23ページのナンバー119番の災害対策事業の消耗品の内訳

ということで、令和４年度は増額していただいて大変にいいことだと思うのですけれども、

新型コロナの感染症対策の避難所開設のための消耗品ということで、段ボールベッドとか、

実際のところ、やっぱり消耗品ということは、未使用であったとしても、何年かしたら更新

しないといけないというようなものなのでしょうか、お伺いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 大和田防災安全室長補佐。 

〇総務課防災安全室長補佐（大和田 剛君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  段ボールベッドの消費期限といいますか、これはメーカーのほうにも確認したところ、特

に期限はないというふうに聞いております。ただし、紙製ですので、使っているうちに劣化

したりとか、あるいは保管の状態が悪くてかびてしまったりとか、そういった場合は使えま

せんと聞いておりますので、その分の整備を含めたところの調達でございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 小笠原委員。 

〇（小笠原佳子委員） 関連なのですが、こういう消耗品をそろえて、今の矢巾町の体制で何

人ぐらいの避難の方の受入れが可能なのかお聞きしたいです。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 大和田防災安全室長補佐。 

〇総務課防災安全室長補佐（大和田 剛君） ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

  そもそも矢巾町が令和３年度から備蓄品等を調達いたしましたが、それは過去の災害の実

数、例えば平成25年８月の豪雨災害、これにつきましては、約360名ほどの方々が何らかの被
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災に遭ったというふうに聞いております。ですから、その数値を一応実数と捉えまして、そ

のぐらいの人数は収容できるような備蓄品を整備しているところでございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  小川委員。 

〇（小川文子委員） 私も同じところなのですけれども、やっぱり災害になると、トイレが一

番大変かなと思って、自動ラップ式トイレというものがどんな形のトイレで、そして１台当

たり幾らぐらいするものなのか、お聞かせください。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 大和田防災安全室長補佐。 

〇総務課防災安全室長補佐（大和田 剛君） ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 

  ラップポン・エールというものを調達する予定としておりますが、値段につきましては、

16基調達するようにしております。１基約18万円というところでございます。これは、自動

式でございまして、座って用を足した後にボタンを押せば自動的にラップで包んでくれて、

臭いも衛生上もよいというところから導入を考えたところでございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 105ページの消防施設整備負担金、これ関連して事前質問の115番で高規

格救急自動車償還のということですけれども、この高規格救急自動車の利用状況、活用状況

はどうなっているのでしょうか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 大和田防災安全室長補佐。 

〇総務課防災安全室長補佐（大和田 剛君） 高規格救急自動車につきましてですが、稼働状

況でよろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇総務課防災安全室長補佐（大和田 剛君） 少々お待ちください。今年度の救急車の稼働で

ございますが、合計962件出動ということでございます。 
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  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） その962件の中で、どのような利用というか、活用が多いのかお伺いしま

す。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 高橋総務課係長。 

〇総務課係長（高橋亮介君） ただいまの昆委員の質問にお答えいたします。 

  962件ばかりなのですが、まず医大への転院搬送が、消防無線機入れての感覚的な部分も入

るのですけれども、これはやはり医大が来てからというのは、増えている部分はございます。

あとは、コロナ前に比べて、印象の部分も大きいのですけれども、やはり人が活動して、実

は救急件数は減っています。コロナ前に比べて人の移動が少なくなってくると、やはり事故

とか病気のリスクというのも当然に下がってきますので、そこで一定程度、通常多いのは、

やはり高齢の方になればなるほど病気であるとか、この時期であれば朝方かかるとかがやっ

ぱり多いのです。そういったところが多い、ご想像のとおりだとは思うのですけれども、そ

こに矢巾町独特の地域的要因的な部分として、医大の転院搬送が少し重なっているのかなと

思っております。 

  高規格になりましたので、救命率は当然に向上しており、あとは対ウイルス性といいます

か、ほとんど除菌性能についても導入したときに内覧をやったのですけれども、東京消防庁

で採用されている新しい除菌システムなんかも入れたりもしておりますので、そういったと

ころで能力が上がっているというところでございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  その他ございませんか。 

  高橋委員。 

〇（高橋安子委員） 105ページの非常備消防についてお伺いします。 

  消防団の処遇改善として報酬等の引上げをするという説明がありましたけれども、内容に

ついてお伺いいたします。例えば火事や災害への出動は分かりますが、消防演習等で朝早く

会社へ出勤する前から練習して出勤して、さらに戻ってきてから夜、消防演習のための活動

をしている姿とか、それから火事、火災があるときには広報活動と、再三実施しているよう

でございます。そういうときにもこの手当があるのかどうか、お伺いしたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 大和田防災安全室長補佐。 
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〇総務課防災安全室長補佐（大和田 剛君） ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

  処遇改善としまして、報酬面、改善するわけでございますが、特に実際の非常時の対応、

あと訓練等での非常時への対応というところで、消防演習、あとその他火災広報と、それに

つきましても非有事の際の手当、それを支給する予定としております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他ございませんか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 108ページの災害対策事業費の中で、先日要配慮者用の避難所開設運営訓

練というのを行ったと思うのですけれども、私もウェブ上で参加させていただきましたけれ

ども、これは総務課に質問していいのかどうか、福祉課であれば、後で総括で質問しますけ

れども、この個別支援計画というのが立てられると思うのですけれども、この要支援者全員

にこれは作っているというふうな、福祉課のほうでは言っていましたけれども、訓練という

のはどうなっているのか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 大和田防災安全室長補佐。 

〇総務課防災安全室長補佐（大和田 剛君） 避難行動要支援者の訓練に関してですが、名簿

登録された方につきましては、誰が、どういった組織が避難行動支援するのかというのが個

別避難計画のほうで定められております。ただ、これ定められておりますが、実際的な避難

訓練等までは至っていないことでありまして、その皮切りとして先日要配慮者用、医療的ケ

ア児を対象とした避難所の開設ですが、これをお見せした上で４年度から実際的に避難支援、

避難訓練等を行う予定としております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） さっき言った自動ラップトイレなんかもすばらしいもので、お金もかか

るかもしれないけれども、その避難所というのに安心して行けると思うので、ぜひそういう

方たちというか、医療ケア児を含めて、そういう人たちが安心できるように避難訓練を含め

てやっていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 答弁はよろしいですね。 

  その他ございませんか。 

  高橋委員。 
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〇（高橋安子委員） もう一点お伺いしたいのですけれども、総務で研修したときに、そこの

倉庫の中に食料の備蓄がかなりあったような気がしています。あれは、賞味期限が切れた場

合、どのように処分しているのかと。 

  それからもう一つ、現在矢巾町では企業数社と災害協定書を締結しております。これ締結

しているのは、どういうところ、何社ぐらいあるのか、もし分かればお伺いしたいと思いま

す。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 大和田防災安全室長補佐。 

〇総務課防災安全室長補佐（大和田 剛君） 質問にお答えさせていただきます。 

  まず、１つ目の食料等の備蓄でございますが、これは消費期限が切れてから廃棄等するの

ではなくて、切れる前に訓練等、あるいはローリングストックで逐次新しいものに替えてい

きますので、その賞味期限が近くなったものについては、社会福祉協議会、福祉課等でやっ

ていますフードドライブ等で活用させていきたいというふうに考えております。 

  また、災害協定のほうでございますが、飲物あるいは食料等の生活必需物資につきまして

は、現在11か所と矢巾町、協定を結んでおります。そういったところの協定も活用した上で、

しっかり連携体制を取りながら対応してまいりたいというふうに考えております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  高橋委員。 

〇（高橋安子委員） 今食料備蓄の話ありましたけれども、これから災害時訓練を行うに当た

って、各地区で、以前私のほうの行政区でもやったことがあるのですけれども、その備蓄を

いただいて、どういうものかというのを作って食べたりしたことがあるのです。それから、

昔のまきで炊く釜、ああいうのなんかもみんなで、若い人たち、今私さえも忘れてしまって、

うまく炊けない場合があるのですけれども、ああいうのも訓練の中にこれから入れていって

いただければと思いますし、その備蓄もそのときにできるだけ使っていただきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。回答はいいです。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしくお願いいたします。 

  その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、次に10款教育費は、教育施設整備

基金積立事業であります。質疑ございませんか。 
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              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、次に12款公債費、質疑ございませ

んか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、次に13款諸支出金、質疑ございま

せんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、次に14款予備費、質疑ございませ

んか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、これで一般会計予算の質疑を終わ

ります。 

  次に、国民健康保険事業特別会計予算の質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、国民健康保険事業特別会計予算の

質疑を終わります。 

  次に、介護保険事業特別会計予算の質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、これで介護保険事業特別会計予算

の質疑を終わります。 

  次に、後期高齢者医療特別会計予算の質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 質疑がないようなので、これで後期高齢者医療特別

会計予算の質疑を終わります。 

  以上をもちまして総務分科会に所属する委員による質疑を終わります。 

  次に、総務分科会に所属しない委員による質疑を行います。質疑できる回数は１人２回ま

でとします。なお、質疑に当たりましては、会計及び明細書のページをお知らせ願いますと

ともに、先ほど言ったとおり、事前質問の番号をお知らせ願います。 

  それでは、質疑を受けます。質疑ございませんか。 

  山﨑委員。 
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〇（山﨑道夫委員） 町税の関係でお聞きをしますが、矢巾町の企業は、一部上場あまりない

のですが、コカ・コーラが去年というか、昨年撤退といいますか、移転をしたわけですが、

今度その後にプロロジスという企業が入ってくるということで30日が着工となっていますが、

この税収に対する影響というのは、どの程度というふうに捉えているのか、そこ１点だけお

聞きしたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 鎌田税務課長補佐。 

〇税務課長補佐兼係長（鎌田順子君） お答えいたします。 

  法人税の当初予算での見込みにつきましては、企業規模の大きい法人ということで、例年

ベースで考えております。プラマイゼロというところです。実際のところ、そちらの企業さ

んの資本額、それから従業員数、そういうところを見て、何号法人かという最終的なところ

が出てきますので、そこの辺りを含めまして、予算としては、例年どおりの件数で計上して

おります。 

  詳細につきましては、実際にこちらのほうにいらして、どういうふうな企業状況になるか

というところを見させていただいてからの判断になると考えております。 

  以上です。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） 例年どおりということなのですが、実際移転したコカ・コーラの影響と

いうのは、ほとんどないというふうに捉えているのか、その辺のことだけでいいですので、

お聞きしたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 鎌田税務課長補佐。 

〇税務課長補佐兼係長（鎌田順子君） お答えいたします。 

  移転されましたコカ・コーラさんにつきましては、本社機能ということで、言うと申し訳

ございませんが、従業員数がすごく多かったとか、そういうところでもちょっとありません

でしたので、そういう意味で、今度いらっしゃるところも含めて大きく影響は出ないという

ふうに考えております。そのため大きく影響の出ない予算というふうに考えてございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  川村委員。 
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〇（川村よし子委員） ２点あるのですけれども…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） １点ずつお願いします。 

〇（川村よし子委員） ページ数で15ページ、固定資産税の滞納件数と滞納の主な理由という

ことで質問させていただいて、回答がなされているのですけれども、滞納件数が多いわけで

すけれども、固定資産税、土地、家屋の固定資産税だと思うのですけれども、そういう中で、

年齢構成とか、そういうのは把握されているのでしょうか。 

  それから、固定資産税と、それから介護とか国保のところで滞納しているのかどうか、そ

ういうダブりというのですか、そういうのはどのように把握しているか、お伺いしたいので

すけれども。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 鎌田税務課長補佐。 

〇税務課長補佐兼係長（鎌田順子君） お答えいたします。 

  固定資産税の直接の滞納されている方と、その方に介護、その他の付随した滞納があるか

という件について、細かく人数とかを今この場で取っているということではないのですが、

全般的にこれだけ滞納しているという方はほぼなくて、どれか一つ滞納している方というの

は、全体的に滞っているという方が多いという傾向はございます。 

  長期にわたっている方も何人かいらっしゃいますので、そういう方につきましても、極力、

要するに税金、本税と、それから延滞金分というふうにどんどん膨らんでまいりますので、

延滞金が膨らむ前に、できるだけ解消できるように本税のほうの収納には特に力を入れて対

応しているところでございます。必要でしたら件数を取りますが、傾向としてそういう傾向

はあるということで回答とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村委員。 

〇（川村よし子委員） ２回目ですから、あれですね。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ２回というのは、２問ですから。同じのであれば。 

〇（川村よし子委員） 同じのなのですけれども、ちょっと調べてほしいということかなと私

は思っているのですけれども、ちょっと私の友人でたまたまトコタウン周辺の開発ですごく

財産があったわけですけれども、固定資産税が何年後から大変で、納められなかったと、そ

ういう事例があるのですけれども、矢巾町でも今後こういうふうに開発が進むことによって、

そういう方が出てくるのではないかなと思うのですけれども、どうなのかなと思いながら。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 見込みですから、それはちょっとここでは答えられ

ないと思いますし、もしもさっき言ったとおりの資料が欲しいのであれば、税務課さんのほ
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うでは用意すると言っていますので、正直言って、税務課さん、私の名簿では３名名簿にな

っておりますが、２人バツになっておりますので、ぜひそういう部分であれば、税務課のほ

うに聞いていただければなと思います。 

  その他ございませんか。 

  川村委員。 

〇（川村よし子委員） どなたかの事前質問の中で、庁内のデジタル化というか、事前質問の

回答の中の62、ページ数で51です。庁内情報システムの中で、委託先、こういう感じで盛岡

市が多いのですけれども、その上の61ページとかもどのようになっているのかお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 61番でしょう、61番の電子計算業務運営事業。 

〇（川村よし子委員） そうですね。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 使用料。 

〇（川村よし子委員） はい、61番。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 委託料の、これも盛岡市のほうが多いかという質問

ですか。 

〇（川村よし子委員） はい。どういう状況…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 矢巾町でやっているところがないのではないの。 

  菅原企画財政課係長。 

〇企画財政課係長（菅原保之君） お答えいたします。 

  賃貸借のところでよろしかったですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇企画財政課係長（菅原保之君） 賃貸借につきましては、リース会社との契約になっていま

したので、県内ではそういった業者は今、我々が契約しているところはありません。 

  以上、お答えさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  吉田委員。 

〇（吉田喜博委員） 44ページの財産管理費の中で、一番下の委託料の中で、町有地草刈業務

委託料65となっておりますけれども、この場所と面積を教えていただきたいです。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 高橋総務課係長。 
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〇総務課係長（高橋亮介君） すみません、ちょっと資料を開きますので、お待ちいただけれ

ばと思います。すみません。ゆうゆう広場です。ゆうゆう広場なので、大体１から２ヘクタ

ールだと思いますが、それと旧矢中跡地草刈りなので、ここのかっこうグラウンドの北側の

部分、今グリーンに見えているところの部分、ここが約３ヘクタールほどですので、その半

分1.5ヘクタールほど。あとは、風張住宅の隣の町有地のところ、その他細かいところありま

すけれども、箇所箇所の部分で必要に応じてというところで大体なっているところでござい

ます。面積的には、おおむね、細かいところはちょっと寄せ集めないという部分ありますけ

れども、３ヘクタール以上になるかと思います。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  吉田委員。 

〇（吉田喜博委員） もう一つお願いします。 

  婚活の中で30歳、29歳か、39歳か、これが男女両名とも39歳以下であれば大丈夫なのです

か、それとも39歳以下と、あとは59歳以下とか、そういうのではどうなのですか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 立花企画財政課係長。 

〇企画財政課係長（立花真記君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  年齢につきましては、世帯、いわゆる旦那様、奥様、両方39歳以下というふうな要件とな

ってございます。 

  以上、お答えさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 男女平等だから。 

  その他。 

  藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） 消防のドローンの件でちょっと確認したいのですが、このドローンは、

これから何点かお聞きしたいのは、消防ドローンになっていますけれども、これは役場のド

ローンと消防ドローンというのは、まず違うのか、同じなのか、それが一つと。 

  それから、ドローンというのは、航空法で登録していなくてはいけないのです。そこの登

録料は、この中に入っているのかどうか。 

  それから、ドローンのここに講習負担金というのがあるのですけれども、これが免許取得

の講習の負担なのか。これは、なぜ聞くかというと、農業用ドローンというのは、大体１人

30万円ぐらいかかるのです。今大分ドローンの免許の取得者が増えてきていますので、まあ
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いいや、それは次に聞きます。まずそこまで。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 大和田防災安全室長補佐。 

〇総務課防災安全室長補佐（大和田 剛君） ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

  ドローンにつきましては、役場管理のものと消防団管理のものがございまして、それぞれ

幾つかの種類がございますが、同等のレベルのやつを同等数保有しているところでございま

す。 

  なお、ドローンの講習に係る費用等でございますが、新たに資格を取得するという費用に

つきましては、令和４年度については見送ってございます。ただし、登録あるいは資格の更

新に係る費用につきましては、計上しているというところでございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） ちょっと関連でもう一回聞きますけれども、役場と消防が別なのであれ

ば、それぞれ何基ずつあるのかということと、あと免許の取得が何人ぐらいそれぞれ取られ

ているのか。あと、さっき言った農業用ドローンの免許取得者が多くなっているのです。だ

から、そういうのを活用するというか、その人たちを連れてきて、多分ちょっと講習プラス

すれば使えるのだと思うのです、ゼロからやらなくても。そういうような予定があるのかど

うか、ちょっと確認します。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 菅原企画財政課係長。 

〇企画財政課係長（菅原保之君） お答えいたします。 

  役場のドローンにつきましては、今年度までは企画財政課のほうにありましたが、所管替

えで来年度から防災安全室のほうに移ります。機体につきましては、２機ございます。ファ

ントムというやつとマビックという２台があります。役場職員の有資格者につきましては、

今年度で４名になってございました。１回の資格、２日間で取るのですけれども、大体25万

円くらいかなと思っています。さらに、免許代というかが、恐らく１万数千円かかります。

２年か３年で１回更新があるという形になっております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 消防のほうも同じなのかな。 

  大和田防災安全室長補佐。 

〇総務課防災安全室長補佐（大和田 剛君） 質問に答えさせていただきます。 

  消防団が保有しているドローンにつきましては、全部で３機でございます。先ほど係長か
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らもご説明があったとおり、ファントム、マビック等の機種でございます。 

  なお、消防団の資格保有者につきましては、すみません、ちょっと今数字がございません

で、消防団で資格保有者は８名となっております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） この農業用ドローンと併用するかは、総括でもう一

回、いいですか。 

  高橋総務課係長。 

〇総務課係長（高橋亮介君） ただいまの藤原委員の質問にお答えいたします。 

  農業ドローンとの免許の併用の件だったのですけれども、確かに、実はこれ団で取得した

ときの事務の担当でございましたので、そのときに検討したのですが、費用的には、すみま

せん、免許の種別が異なる、所管が異なるような話で、実は費用圧縮効果、そのときは出す

ことはできませんでした。ただ、あとは扱う機体が違くなってくるので、少しその点におい

ても難しい面があるかなとはあったのですが、ただ団のほうにはそのとき持っている方、ど

れくらいいますというリサーチを１度やっておりまして、農業用の方、操縦はできなくても、

やっぱりドローンの動きが分かっている方が水先案内人的に近くにいたのを、農薬散布を見

ていただけると分かると思うのですが、田のくろの反対側にいて、こっちこっちとかやって

くれる人、ああいう方がいるだけで、私もライセンス取らせてもらっていましたけれども、

やっぱり安心感が違います。そういったところで裾野を広げる意味と、あとは機材の特性を、

ドローンという特殊な、我々人間、地に足をつけて住んでいます。今度は鳥の目ですから、

そういったのの感覚を持っている方、多ければ多いほど安全運行、有利な運行ができますの

で、そういった意味で農業用のライセンスの方も団としては押さえているところでございま

すので、そういうふうな運用となっておりますので、説明とさせていただきます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） ドローンは、それこそ我々の法人のところも来年１機入れるのですけれ

ども、これからどんどん増えていきますから、だから逆に言えば、ドローンの事故的なよう

なやつも、これからいろいろ想定されますので、少しその辺も含みながら、免許もあり、機

体もあり、いろいろ航空法もありと、こういう条件がいろいろありますので、それを念頭に

置きながら今後の対応をして、少し検討してほしいなというふうに思います。暖かくなれば、

この辺飛んで歩きますから、よろしくどうぞ。 
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  もう一点、これは別な話になると思うのですけれども、108ページに災害ボランティア保険

負担というのが３万6,000円あります。これは、災害ボランティアというのは、どこまでの範

囲を災害ボランティアと呼んでいるのか。消防団とか、防災士とか、いろいろいると思うの

ですけれども、そこのところをちょっと教えてください。分からなければ、後で。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ちょっと今調べていますので、調べた後にまた答弁

をもらいますから。その他ございませんか。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） 一般会計予算書の136ページ職員の採用と退職についてお伺いします。 

  採用について、今役場の正職員、またそれ以外の方も結構キャリアを踏んでいる方が多く

て頼もしいなと思っております。正職員の場合のキャリアを踏んでいれば、何歳ぐらいまで

採用されているのか、年は大体でいいです。 

  それから、今回この資料を見れば、退職のほうも８名見込みという形でありますが、逆に

この８名はあれですか、定年退職だと思うのですが、定年退職前、60歳を待たずに退職され

る方、もし分かる範囲であれば、教えていただきたいなと思っております。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 白澤総務課係長。 

〇総務課係長（白澤知加子君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  まず、１点目の採用の年齢上限でございますけれども、昨年度行いまして、今年度５月に

採用となった職員については、年齢上限を40歳としている職種もございます。 

  そのほかの質問でございますが、給与明細書の136ページの退職の人数のことでございます

けれども、まずこちらに記載しておりますのは、一般会計で退職する人数でございます。こ

ちらの８名につきましては、２名が定年退職となっております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） ２名が定年退職ということは、６名はその前に、キャリア挑戦とかされ

るので退職されるという解釈でよろしいでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 白澤総務課係長。 

〇総務課係長（白澤知加子君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  ６名につきましては、定年退職を待たず退職する職員の人数でございます。 

  以上、お答えといたします。 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  水本委員。 

〇（水本淳一委員） 106ページ、９款消防費の令和３年度に女性消防防災士育成業務委託料と

ありましたけれども、これ岩手県消防団員確保対策費補助金から10名の養成をする予定とい

うことでしたけれども、今年はなくなっていますけれども、10名全部やりまして、今年、今

後どうなるか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 大和田防災安全室長補佐。 

〇総務課防災安全室長補佐（大和田 剛君） ただいまのご質問にお答えします。 

  女性消防団の方も、また令和４年度新たに募集するわけでございますが、その募集で入ら

れた方につきましては、引き続き育成を図ってまいりたいというふうに考えております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 水本委員。 

〇（水本淳一委員） それでは、この補助金、また今度立てるわけですね、こっちのほうに。

はい、分かりました。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、ちょっと３万6,000円のほう。 

              （「後刻お願いします」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） では、後刻に、ちょっと３万6,000円の部分がなかな

か難しいみたいなので、後刻といたします。 

  これで総務分科会に所属しない委員による質疑を終わります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 以上をもちまして本日の議事日程は全て終了いたし

ました。 

  本日はこれをもって散会とします。 

  なお、明日10日は産業建設分科会による全体質疑を行いますので、午後１時30分に本会議

場に参集されますようお願いいたします。本日は大変ご苦労さまでした。 

              午後 ３時１４分 散会 
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予算決算常任委員会議事日程（第４号） 

  

令和４年３月１０日（木）午後１時３０分開議 

 

議事日程 

第 １ 予算議案の全体質疑（産業建設分科会） 

 

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

出席委員（７名） 

      委員長 廣 田 清 実 委員 

          吉 田 喜 博 委員          藤 原 梅 昭 委員 

          長谷川 和 男 委員          川 村 よし子 委員 

          山 﨑 道 夫 委員          髙 橋 七 郎 委員 

 

欠席委員（なし） 

 

分科会に所属しない出席委員（１０名） 

          藤 原 信 悦 委員          小笠原 佳 子 委員 

          谷 上 知 子 委員          村 松 信 一 委員 

          高 橋 安 子 委員          水 本 淳 一 委員 

          赤 丸 秀 雄 委員          昆   秀 一 委員 

          小 川 文 子 委員          廣 田 光 男 委員 

 

矢巾町議会委員会条例第１９条の規定により出席した説明員は次のとおりである。 

 
 産 業 観 光 課  産 業 観 光 課 
  宮   麗 子 君  照 井 和歌子 君 
 係 長  係 長 
 
 産 業 観 光 課  産 業 観 光 課 
  佐 藤 寿 信 君  阿 部 麻 美 君 
 係 長  係 長 
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 道路住宅課長  道 路 住 宅 課 
  藤 原 淳 也 君 ま ち づ く り 川 村   学 君 
 補 佐 兼 係 長  推進室長補佐 
 
 道 路 住 宅 課  道 路 住 宅 課 
  阿 部 幸 司 君  菅 原 信 人 君 
 係 長  係 長 
 
 上下水道課長  上 下 水 道 課 
  村 井 秀 吉 君  菅 原 佑 紀 君 
 補 佐 兼 係 長  係 長 
 
 上 下 水 道 課 
  照 井 義 秀 君 
 係 長 

 

職務のために出席した職員 

   議会事務局長 
 議会事務局長  野 中 伸 悦 君  川 村 清 一 君 
  補 佐 
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 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

              午後 １時３０分 開議 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 会議に先立ち、委員の皆さんにお諮りいたします。 

  本委員会の傍聴希望者ですが、コロナ禍でありますので、分科会については傍聴を許可し

ないことといたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 異議がないようなので、許可しないことといたしま

す。 

  ただいまの出席委員は７名であります。定足数に達しておりますので、会議は成立しまし

た。 

  ただいまから本日の予算決算常任委員会産業建設分科会を開会します。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     議事日程の報告 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付してあ

ります。 

  委員の皆さんにお願いします。さきの全員協議会で示したとおり、分科会の質疑について

は、実績や予算の根拠となる数字の確認、制度の内容についての質疑をお願いいたします。

事業の考え方や政策の方向性など、町政に関する大きな観点で当局の考えを明らかにするの

は、総括質疑でお願いいたします。 

  また、答弁のほうも、昨日もありましたけれども、答えられない部分に関しては、そうい

う部分ではっきり言っていただければ、委員の皆さんも優しいですから、よろしくお願いい

たします。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     答弁の保留について 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昨日後刻となっておりました質問に対して報告が来

ておりますので、局長のほうからよろしくお願いいたします。 

〇議会事務局長（野中伸悦君） それでは、昨日総務分科会で答弁保留になっておりました案

件について説明いたします。 

  質問は、災害ボランティア保険負担金についての内容ということで質問がありました。こ

れの答弁でございますが、回答でございますが、災害時に矢巾町職員退職の会からの活動支



－ 78 － 

援者50人分の災害ボランティア保険に係る負担金であり、１人当たり710円掛ける50人を計上

しているものでありますということでございましたので、よろしくお願いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第１ 予算議案の全体質疑（産業建設分科会） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） それでは、これより本日の日程に入ります。 

  日程第１、予算議案の全体質疑を行います。 

  産業建設分科会に係る付託議案は、令和４年度一般会計、水道事業会計及び下水道事業会

計に係る予算であります。 

  なお、予算議案に対する質疑は、会計ごとに行います。一般会計に係る予算については、

産業観光課、道路住宅課、上下水道課及び農業委員会の所管に対する質疑であります。水道

事業会計及び下水道事業会計に係る予算については、上下水道課の所管に対する質疑であり

ます。 

  質疑の方法についてお諮りします。質疑は、提案された議案の順に沿って行います。初め

に、一般会計の歳入全般について質疑を行い、次に歳出について款ごとに進めてまいりたい

と思います。公営企業会計は、歳入歳出を一括して質疑を行います。また、産業建設分科会

に所属する委員の質疑が終わった後、所属以外の委員による質疑を行いたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 異議がないようなので、そのように進めてまいりま

す。 

  なお、質疑に当たりましては、事項別明細書等のページをお知らせ願います。それから、

事前質問の場合は、ナンバーをお願いいたします。また、質疑のルールでありますが、回数

制限は設けない一問一答方式としますが、簡単な質疑の場合は何点かまとめてもよいことと

いたします。 

  それでは、一般会計予算を議題といたします。 

  初めに、歳入について質疑を受けます。歳入は、２款地方譲与税、12款分担金及び負担金、

13款使用料及び手数料、14款国庫支出金、15款県支出金、16款財産収入、18款繰入金及び20款

諸収入についてであります。質疑ございませんか。 

  長谷川委員。 
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〇（長谷川和男委員） 13款６目です。22ページの矢巾町駐車場使用料について質問いたしま

す。駅西駐車場使用料334万円の見込みを計上しているが、歳出で101ページの矢巾町駐車場

維持管理事業を見ると612万5,000円となっておりますが、要は歳出の状態が大きいわけでご

ざいますが、質問事項17で回答をして、事前質問であるように、確かにコロナで利用の台数

が減少していることは理解しておりますが、しかしながらサービス施設としての枠を超えつ

つあるのではないかと考えます。使用料が一番多い年度はいつであったか、金額は幾らであ

ったか。また、駐車場区画数に対する令和２年度の時間貸し、月ぎめ等の利用率は幾らか。

それと、月ぎめの待機者は夏と冬で違うと思うが、いずれにしろ何人ぐらいが待機している

状態であったのか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村まちづくり推進室長補佐。 

〇道路住宅課まちづくり推進室長補佐（川村 学君） お答えいたします。 

  ３点ほどご質問いただいたと認識しておりますが、まず初めに、使用料が一番多い年度と

いうことでございますが、平成27年度でございました。633万5,480円の収入がございました。 

  次に、令和２年度における駐車区画数に対する利用率でございますが、まず１つ目、時間

貸しにつきましては40.53％、それから月ぎめにつきましては41.83％となってございます。 

  次に、月ぎめ駐車場に対する利用の待機者のご質問でございますが、昨年中でございます

が、10月でございますが、１名待機者、いわゆるキャンセル待ちがございましたが、日にち

を置かず利用に結びついたということでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  長谷川委員。 

〇（長谷川和男委員） 今の回答では、多い年度からすると、令和４年度予算は金額的に２分

の１と、かなり差があるが、広報活動など利用台数を増やす工夫など行っているのか、お伺

いします。このような利用率で予算も歳出が多くなっていることから、駅西の駐車場の在り

方について、今後精査する必要があると思われるが、これは総括でもお伺いしたいとは思っ

ておりますが、できれば回答をお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村まちづくり推進室長補佐。 

〇道路住宅課まちづくり推進室長補佐（川村 学君） お答えいたします。 

  駐車場の利用率を増やす取組というご質問、ありがとうございました。駅西駐車場でござ

いますが、平成21年４月からオープンということで、利用実績を見ましたところ、平成27年、
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先ほど申し上げましたが、平成27年度までは増加してございましたが、翌年平成28年度から

実は減少に転じているという結果でございます。まず、一つの要因としては、駅東口に民間

の駐車場が、実は平成28年４月にオープンしておりまして、それに伴う減少ではないかと、

このように当局では考えております。 

  ちなみにですが、平成27年度と平成28年度を比べた比較台数ですが、3,000台ほど減少して

おりました。ご指摘いただきました利用率向上の取組につきましては、一番まず、最近やっ

ておらなかったという点反省しまして、広報やはば、それから町のホームページ、駐車場を

管理しておりますやはぱーくの指定管理者に対しまして、やはぱーくのホームページ等で広

く利用の案内をさせていただきたいと考えております。 

  あともう一つは、予算のご可決後になるわけでございますが、矢幅駅の多目的ホールの改

修を見込んでおりますので、そちらの事業とタイアップしながら駐車場と駅、そして東西を

つなぐ何か方法がないか検討したいと考えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  長谷川委員。 

〇（長谷川和男委員） 私も駅西の駐車場、これは駅舎と同時に公共機関を利用して矢幅駅を

利用していただきたいということで理解しておったのですが、大型のスーパーも、また駅前

のほうにも駐車場、その他区画整理が終わってからの周辺の駐車場もできて、この利用が少

なくなってきているというのは理解しておりますが、今後このことについては、十分なる検

討をして利活用できるような方向でお願いしたいと。これは、答弁要りません。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  川村委員。 

〇（川村よし子委員） ページ数で同じ22ページの13款の１の６目です。町営住宅のことなの

ですけれども、回答をいただきましたけれども、倍率のことなのですけれども、この回答の

中でも森が丘住宅が５倍とか、明堂住宅が３倍というような、比較的新しいところが倍率が

高いようなのですけれども、若い世代の入居の方々というのは、どのようになっているのか、

それは調べているでしょうか、お伺いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 菅原道路住宅課係長。 

〇道路住宅課係長（菅原信人君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  やはり委員さんご指摘のとおり、森が丘住宅、明堂住宅については、募集をかけるとかな
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り、５倍、４倍ということで倍率が高くなっております。その中には、やはり若い子育て世

帯、ひとり親世帯、募集に来るのですけれども、抽せんになってしまうので、どうしてもそ

の方優先というような入居にはならずに、やはり高齢者の独り世帯が入居されるようなケー

スもございます。 

  また、三堤住宅なのですけれども、今年度につきましては、倍率はそんなに高くなかった

のですけれども、そこを狙ってというわけではないのですけれども、若い子育て世帯が入る

というような状況になっております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村委員。 

〇（川村よし子委員） これは、町営住宅のことなので、マスタープランとかもあるのですけ

れども、やはり倍率が高いということは、多分ずっとあったと思うのですけれども、新しい

町営住宅のことはあれですけれども、７年後というような形なのですけれども、今後そうい

う町営住宅についての若い人たちの入居というか、援助とか、そういうのは何か考えている

のかお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） すみません、それは総括のほうに、方向性ですから。 

〇（川村よし子委員） 分かりました。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） 20ページの12の１の３農林水産業費負担金の件なのですが、これは昨年

度310万円、今年度88万2,000円ということで、これ下がっているのの意味と、支出は308万円

になっているのです。こことの何か整合性というか、何か変わったのかな、システムが、そ

こをちょっと確認したいのですが。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐藤産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（佐藤寿信君） いきいき農村基盤整備事業の、こちらについては88万2,000円

ということで分担金になります。今委員お話しのとおり、事業費としては308万7,000円とい

うところの中で補助金として、ここは分担金の部分なのですが、補助金として220万5,000円

のほうが別に出てまいりまして、そこの分の負担分というところになります。今回の部分の

中身については、暗渠排水と湧水処理の事業の分になるのですけれども、前年度予算額と変

わった部分というところでございますけれども、こちらいきいき農村基盤整備事業、県単事

業に切り替わったタイミングで農事組合法人ですとか、個人の法人さんについては、県から
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の直接補助事業ということで、矢巾町の予算を通らずに実施可能となっておりまして、そち

らに行った部分もございまして、予算額としては、比較で見た場合、少額になってございま

すし、昨年度予算執行時に前倒しで昨年度の予算でやった地区もあるというところでこうい

った令和４年度当初の予算計上となっているところです。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  その他、歳入。 

  髙橋委員。 

〇（髙橋七郎委員） 28ページの４目２節の農業振興費補助金のいわてニューファーマー支援

事業費補助金、これ何の事業なのか、これをお願いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐藤産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（佐藤寿信君） お答えします。 

  いわてニューファーマー支援事業費補助金ということで、新規就農者の助成事業に対する

補助金でございます。歳出のほうになりますと、85ページの上段の担い手育成事業の中に新

規就農者関係の助成事業が出て参るのですが、農業次世代人材投資資金ですとか、こういっ

た部分に当たっていく事業になっております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  その他歳入ございませんか。 

  川村委員。 

〇（川村よし子委員） 回答書の20番、21番のことなのですけれども、児童手当交付金、それ

から児童福祉施設費負担金、これは保育所とかも含めてだと思うのですけれども、それが減

額になっているのですけれども、少子化のために、この減額になっているという回答なので

すけれども、今後…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 子ども課ですよ、明日です。 

〇（川村よし子委員） すみません。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ゆっくりでいいですから、手を挙げる前に整理して

お願いします。 

  その他歳入ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 歳入はないようなので、次に、歳出に入ります。 
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  歳出は、２款総務費は、６目企画費、企画総務事業ふるさと矢巾会運営費補助金、空き家

対策事業、９目不動盛岡線等花壇整備についてであります。質疑ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、次に移ります。次は、３款民生費、

国民保養センター管理運営事業についてであります。質疑ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、次に移ります。 

  ４款衛生費は、水道事業会計繰出事業及び浄化槽設置整備事業についてであります。質疑

ございませんか。 

  山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） 浄化槽の関係で聞いておきますが、まだまだ浄化槽設置の全体の数は、

かなり残っているだろうというふうに思いますが、今の補助事業としてどの程度年間設置し

ているのでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 照井上下水道課係長。 

〇上下水道課係長（照井義秀君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  浄化槽設置整備事業ですけれども、年間の予算としては、年に４基を計画しております。

実績といたしましては、おおむね４基、令和３年度実績ですと３基設置してありますので、

おおむね４基の設置がずっと続いている状況でございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） このペースでいくと、計画が達成できるというのは、まだまだ時間がか

かることになると思いますけれども、何年ぐらいを見ているのでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 照井上下水道課係長。 

〇上下水道課係長（照井義秀君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  現在手元にある資料ですと、まだ浄化槽の整備が終わっていない世帯数でいいますと、

134世帯ございますので、年間４基でやっていくと、まだまだ年数がかかるわけですけれども、

なかなか整備に意欲的ではない方もいらっしゃいますし、家の建て替えとか、そういったも

のに合わせて浄化槽とか下水道整備したいという方もいらっしゃいますので、少しずつでも

水洗化率を上げていきたいというふうに考えております。 

  以上、お答えといたします。 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、次に５款労働費、質疑ございませ

んか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、次、６款農林水産業費、質疑ござ

いませんか。 

  長谷川委員。 

〇（長谷川和男委員） ページ数で86ページ、３目の農業振興費の矢巾町鳥獣被害防止対策協

議会負担金についてですけれども、850万円ということで、これは令和３年度の予算ではなか

ったことなのですけれども、事業をされて今度またということなので、850万円の内訳につい

てお伺いしたいと思います。 

  また、これについて、85ページの同じ文言の協議会負担金という、一文字も違わずあった

ので、あれと思ったけれども、やはり一文字ぐらいどこか違うように書いていればのみ込め

るのですけれども、その辺のところをお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 照井産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（照井和歌子君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  まずもって名称が全く同じとなってしまったことに対しまして、ちょっと内容を分かりか

ねる部分があったことに対して、申し訳ございませんでした。 

  まずは、86ページの850万円の協議会の負担金でございますけれども、こちらにつきまして

は、今年度熊やイノシシの農作物被害が多かったことから、電気柵の補助事業を検討してご

ざいます。電気柵の補助事業をこちらの協議会のほうで行うことによって、町から負担金を

支出するものでございます。 

  計画といたしましては、個人の方に個別に上限額を設けて２分の１補助を検討しておると

ころでございますけれども、不動中山間地域、こちら岩清水、舘前、和味の山沿いにつきま

しては、こちらの中山間地域で山沿いに電気柵を設置したいというようなお話も頂戴してお

りますので、電気柵補助事業の内容につきましては、地域の皆様方と協議を行いながら検討

してまいりたいと思ってございます。 
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  それから、前のページの85ページの負担金55万円につきましては、内訳としては５万円が

前年度から引き続きの例年の負担金５万円となってございますし、増額となった50万円につ

きましては、猟友会の会員の方も減少してきていることもございまして、新たに狩猟免許を

取る際の補助事業として、こちらの協議会で補助事業を行いたいと思っておりまして、そち

らの新規のハンター補助金ということで、上限額50万円の５人分ということで計上させてい

ただいております。 

  以上でございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  長谷川委員。 

〇（長谷川和男委員） 今のありがとうございました。 

  同じくページ数では87ページの経営体育成支援事業補助金361万2,000円の予算ということ

で、昨年とほぼ同額、12万円ほど多いですけれども、これはやはば農業担い手応援事業補助

というふうに理解しておりますが、私の今質問するところは、県が国との連携で就農支援策

を令和４年度新規就農者に対して強化することを打ち出して、49歳以下の新規就農者に対し

て、機械や施設などの新規投資の負担を減らすため、最大1,000万円の支援をすると打ち出し

て、県も国もそのことになっているのですけれども、県は４分の１、国は２分の１の負担補

助、町はこれをどのように生かして推進していくのか、ちょっとそこのところを教えていた

だきたい。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐藤産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（佐藤寿信君） お答えをいたします。 

  まず、87ページの経営体育成支援事業及びやはば農業担い手応援事業につきましては、そ

れぞれ国、県の補助事業が経営体育成支援事業でございますし、やはば農業担い手応援事業

につきましては、町単独の機械等の補助事業になってございます。その上で、今お話しいた

だいた新規就農者の国のほうで新たに打ち出した事業でございますが、こちらにつきまして

は、予算上は85ページの右上、経営構造対策事業のうち担い手育成事業の新規就農育成総合

対策事業交付金150万円のところが該当になってくるところでございます。 

  実は、こちらについては、国、県連携しながら新たな事業を行うということで大変注目さ

せていただいているところですが、先日県のほうで行われました担当者会議におきましても、

まだ具体的な要綱、要領、落ちてきていないところではございます。その上で、国のほうの

事業の概要というところで我々のほうで把握している部分を少しお話しさせていただいた上
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で、矢巾町としてどう取り組んでいくかというところをお話ししたいと思うのですが、今お

話にあった経営開始への支援ということで、経営開始時に49歳以下の認定新規就農者さんに

対して、開始資金として最大1,000万円支援するということで出ているところでございます。

今こちらについては、公庫、無利子融資の上、その償還金を助成するような形を取るような

話が流れてきているところでして、形状が通常の補助事業のような形になるのか、そういっ

た償還を補填していくような形になるのか、ちょっと分かりかねるところでして、予算上は、

その辺については、よく詳細が出た上で、もし補正が必要であれば、補正を取りながら進め

ていきたいなというところでございます。 

  いずれにせよ新たな事業ということで、最大限活用しながら取り組んでまいりたいと思っ

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 長谷川委員。 

〇（長谷川和男委員） 大型な事業に係ることだと思いますので、これからの農業、厳しいな

がらも、やはり新たなことを考えていく人たちに対して応援を、ぜひ町の行政としても応援

していただけるようにお願いをいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 答弁はいいですね。 

  その他ございませんか。 

  髙橋委員。 

〇（髙橋七郎委員） 事前質問の19ページの91番、特用林産施設等体制整備事業補助金、これ

は明細ちゃんと詳しく書いてもらったのですけれども、生産者が９名ということで、令和元

年から令和３年まで同じなのですけれども、生産量が減ってきているということと、もう一

つ、ほだ木がすごく高くなってきているという話をお聞きしまして、それ生産者のほうから、

今予算が1,560万円余ほど見ているのですけれども、それに対してもう少し足してほしいとか

という話があるのですかがまず１点と。 

  それから、数量が減ってきていますので、その値段が安くなっているという話を聞いてい

ましたけれども、そこら辺がもうちょっと何とかしてほしいということも言われているのか、

その２点についてお伺いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 照井産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（照井和歌子君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  特用林産の関係の補助金の増額希望があるかどうかということですけれども、現在の段階

では、令和４年度の当初予算に要望したとおりの金額でございまして、特に増額の希望とい
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うのは出てございません。 

  それから、生産高のほうがちょっと令和３年度見込みですけれども、減っているところで

ございますけれども、こちらにつきましては、生産者の方９名ということで記載になってお

りますけれども、令和３年度組合としては９名なのですが、お一人の方がちょっと体調不良

でお休みになっているということで、生産高のほうもちょっと減額になってくる見込みとな

ってございます。 

  それから、値段が安くなってきているというところでございますけれども、そちらにつき

ましても、今のところは組合さんのほうから特に要望等は出ていないところでございます。 

  以上でございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 髙橋委員。 

〇（髙橋七郎委員） 町としてＰＲ事業とか何とか、キノコの方々は一生懸命やっているよう

なのですけれども、町としての応援か何かやっていますか、その点についてお伺いいたしま

す。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 照井産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（照井和歌子君） ＰＲ事業につきましてですけれども、令和３年度、それ

から令和２年度もコロナの関係でちょっと試食販売とか実施できておりませんで、盛岡地方

のしいたけ協議会というのもあるのですけれども、そちらのほうでも試食を伴う販売、ＰＲ

というのができておらない状況でございますけれども、試食ではなく、ペッパー君というお

人形を使った対面販売ではない方法でのＰＲ等も検討してございましたので、試食を伴わな

いＰＲ事業というのを来年度も検討してまいりたいと思ってございます。 

  以上でございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  その他ございませんか。 

  藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） さっき鳥獣駆除事業について話ありましたけれども、ハンターが足りな

くなっているということで増員しなければいけないような状況だと思うのですけれども、今

何名いて、それを何名に増やそうとしているのか、そこのところをまず確認したいと思いま

す。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 照井産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（照井和歌子君） お答えいたします。 
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  現在猟友会のメンバーが22名となってございます。22名なのですけれども、やはり高齢化

のほうが進んできておりまして、今現在で平均年齢が65歳というふうになってございます。

令和４年度のハンター補助ということで５名分見込んでございますので、まずは来年度５名

の増員ができればいいなというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） 雫石町ではかなり増やして頑張っているようなのですけれども、女性も

頑張っているのです、雫石町のところでは。その辺の、それこそジェンダーの話があるので、

男女関係ないと思うのですけれども、その辺の女性も含めながら考えているかどうか、一つ

と。 

  それから、要は捕った後のその処分、これが一番大変だと思うのですけれども、何か盛岡

広域圏でそれを処分できるような場所を造るとか、造らないとかという話をちょっと耳にし

たことがあるのですけれども、その辺のところの話はあるのですか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 照井産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（照井和歌子君） お答えいたします。 

  まずは、女性のハンターということで、もちろん来年度女性の方で免許を取りたいという

方がいらっしゃいましたら、補助をしながら応援してまいりたいと思いますし、ちょっと今

猟友会の名簿、手元にございませんが、女性のハンターも矢巾町で今２人ほどいらしたかと

思います。 

  それから、捕獲した後の処分ということで、今現在盛岡広域の鳥獣被害対策協議会でジビ

エの加工処理施設のほうの設置が可能かどうかというところを検討してございます。こちら

については、ジビエなので、その後の加工して食肉にするとか、皮を再利用するですとか、

そういった施設を盛岡広域で建設することが可能かどうかという研修会等を現在開いて検討

しているところでございます。 

  捕った後の処分が大変だということで、来年度の、85ページの有害鳥獣駆除委託料という

ところがあるのですけれども、猟友会に対して委託している部分なのですが、そちらのほう

をちょっと見直しまして、処分の費用まで見込むということで、昨年度より増額して計上さ

せていただいております。 

  以上でございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 山﨑委員。 
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〇（山﨑道夫委員） この駆除した、いわゆる有害鳥獣の埋葬というか、皮とか骨とか埋める

のですが、その場所は、今個人のいわゆる土地に埋めているようなのですが、これをまずち

ゃんと町有地みたいなものを用意して、そういう場所に捨てるという、埋めるという話も猟

友会の間では話をしているというようなことも聞きましたけれども、まず１点は、それがど

の程度見通しとしてあるのか。 

  それから、猟銃の２種免許、20万円から32万円かかるということで、これは銃の種類によ

って違うだろうというふうに思いますが、10万円の補助ということですから、今までからは

前進しましたけれども、やっぱりその辺の手当がしっかりなされないと、なかなか猟友会の、

いわゆる会員数も増えていかないということになるだろうというふうに思います。 

  雫石町は、やっぱり半額補助でやっているようです。20万円の場合は10万円、32万円の場

合は16万円と、そういうふうな個々によって半額補助していると。それから、もう36人もい

るそうなのですが、いわゆる新しい年度に５人から10人増える可能性があるという、特に若

い女性が非常に関心を持っていると。 

  くくりわなの、その狩猟免許も結構免許を取るにはかかるというふうな話なのですが、そ

ういったものもこれ技術として免許を持っていないとできないと思います。箱わなとかいろ

いろあるのですけれども、くくりわなが一番イノシシの場合はいいようなのです。ただ、く

くりわなは足をぐっと締めるから、最後には猟銃で仕留めなければならないということもあ

って、わなの資格と猟銃の資格がなければ、これはいわゆる効果が出ないということで、や

っぱりそういった両面の部分で検討していく必要があるだろうというふうに思います。 

  それから、雫石町は、私たち11月１日だかに行ったときは、50頭捕獲したと。矢巾町は、

そのときは３頭イノシシ、熊は６頭だったと思いますけれども、捕獲しているということな

のですが、矢巾町における捕獲も当然そうなのですが、電気柵、今度協議会を通じて電気柵

の設置についても委託をするということなのですが、３段にしてようやく効果が出るという

ようなことなのです。だから、雫石町は、もう百十何キロめぐらしているのですけれども、

上限が８万円でしたかで、農家負担も７万円ぐらいあるようなのですが、結局は荒らされる

と、例えば稲の場合は、１反歩荒らされると、そこの米はもう全部出荷できないと。３反歩

荒らされると３反歩全部駄目になる。というのは、見た目はほとんど変わりないけれども、

臭いが残るのだそうです、炊いたときに臭いがすると。だから、もうそれは農協としては受

け入れないということなのですので、矢巾町の場合、そこまでまだいっていないのですが、

やがて増えてくるのは間違いないだろうと。 
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  したがって、そういった電気柵の対策をしっかりやっていかないと、当然リンゴとか、果

樹なんかにも関わってきますけれども、増えてからでは、やっぱりどうしようもない、いわ

ゆる物すごく多産系なものですから、イノシシは豚系統ですので、だから１回すんでしまえ

ば、もうどんどん増えていくと。したがって、今やっぱりそこまでいっていないうちに手を

打たないと、これはもう大変な状況になってきますので、例えば中山間地の直接支払交付金

の活用とか、それぞれの地区でもいろいろ考えて、今度は手を挙げるようですけれども、計

画するだろうとは思いますが、やっぱりそれをしっかりと町としても支えて、的確といいま

すか、適正といいますか、うまく指導していかないと、やっぱりイノシシ被害は防げないと

思いますので、その辺しっかりやってほしいということがありますので、その考え方をお聞

きしたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 考え方でなくて、まず埋めるところと…… 

〇（山﨑道夫委員） 今の段階でどのぐらいの計画になっているか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ３つあったと思うのです。埋める場所の提供と、そ

れから免許を取得するときの矢巾町の補助と、電気柵はどのくらいの長さを見ているかとい

う部分でよろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 照井産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（照井和歌子君） お答えいたします。 

  まずは、１点目、駆除した後の埋葬する場所についてですけれども、猟友会のほうからも

要望をいただいておりまして、まだ検討中というところで、現在のところは見通しはまだ立

っていないのですけれども、引き続き協議を行いまして、検討してまいりたいと思ってござ

います。 

  それから、免許の補助についてでございますけれども、私も昨年度雫石町さんのほうから

いろいろ勉強させていただきまして、狩猟免許取得の補助事業というのをお聞きして、今回

予算のほうに計上させていただいたのですけれども、今現在は上限額10万円補助ということ

で予算のほうを計上したのですけれども、委員さんのほうからご指摘ありましたとおり、さ

らに30万円とか、取得に係るようなものがあった場合にも半額補助ですとかできるように今

後また勉強して検討させていただきたいと思います。 

  電気柵についてですけれども、不動中山間地域においては、山沿いに岩清水、舘前、和味

で計画しておりまして、山沿いに約７キロほどの電気柵というふうに聞いてございます。そ
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のほかにつきましては、すみません、個別の個人の方の圃場を囲うものに対して上限額、そ

れこそ雫石町さんのような上限額８万円と、あと２ヘクタール以上ということで２人以上で

組になってやる場合について、こちらについても検討しておりますけれども、ちょっと地域

の方とお話ししていたときに、もしかして個人の圃場を囲うのではなく、不動の中山間地域

のような形でやりたいというお話もちょっと区長さんのほうからもいただいたりもしていま

したので、そちらの補助事業の内容につきましては、予算計上の段階では個別の圃場を検討

して予算計上したのですが、これからまた地域の方とお話合いを重ねて、どういう形で電気

柵を導入していったらいいかというのを検討してまいりたいと思ってございます。 

  以上でございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  髙橋委員。 

〇（髙橋七郎委員） 92番、この内容を書いてもらったのだけれども、ちょっと私に理解でき

ないので、この内容をもうちょっと詳しくお知らせと、それ何組織を見込んでいるのか、こ

の点についてお願いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 照井産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（照井和歌子君） お答えいたします。 

  増額の理由でございますけれども、これまで取り組んでいる組織、それから事業に加えて、

田んぼダム事業を行うと、その分が加算されますよということで、来年度の当初予算で増額

を見込んでいるところでございます。 

  この田んぼダム実施が見込まれる組織ということで８組織を計上して予算計上をしてござ

います。 

  以上でございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐藤産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（佐藤寿信君） 田んぼダムのお話出ましたので、補足をさせていただきま

す。 

  田んぼダムの取組につきましては、議会のほうでも何度か取り上げていただいて進めてい

るところでございます。８組織という形で今お話をさせていただきましたが、残念ながら、

まだ明確に、その組織さんとどういうふうに進めていこうというレベル感のところまで進め
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られているものではございません。ただ、事前アンケート等におきまして、積極的に協力い

ただけるという組織１組織、また町として進めていくのであれば、ぜひ協力したいという組

織13組織意向をいただいてございますので、その上で、より効果の高いといいますか、特に

岩崎川沿い、一番被害が大きかったところに一番効果的なところを上手に協力しながら進め

ていければなと思いながら対応しているところでございますので、よろしくお願いをいたし

ます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） 今のに関連して、もう少しちょっと中身を確かめたいのですが、田の面

積の５割が補助条件というのがあります。それで、この田んぼダムというふうな考え方は、

湿田対策をまずやっているのです、田んぼは。どの時期にどういうふうにやるかという、そ

ういった要領が全く分からない状況です。今煙山が、たしかやっているのは2.6ヘクタールや

っているのかな、今、煙山地区が。それがまず試験的にやられていると思いますけれども、

例えばその湿田においての田んぼダム、20センチぐらい水を入れると、煙山ダムに入るぐら

いの流量をまず補えるという話なのですが、これ新潟から発祥したのですけれども、水害対

策ということにはなると思います。 

  ただ、私たちは作業をするのに、できるだけ田んぼを乾かして作業をしたいというのもあ

りますので、それとの兼ね合いがあって、理解を十分にしないと、難しいなと思っています

けれども、例えば何月頃から何月頃を予定しているのか。それから、やり方とすれば、水は

田んぼに入れるわけですから、今ほとんどバルブで入れています。そのバルブを使った状態

で入れるのか、それともその堰を止めて入れるのか、そういったやり方が全く分からないの

で、そういったやり方。それから、10アール当たり何ぼ補助しているのか。あとは、尻水口

の排水の施設というか、そういう器具も必要だということで、そういったことを今詳しくし

ゃべることはできないと思いますけれども、今言ったことの何項目かにわたってちょっと説

明してほしいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐藤産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（佐藤寿信君） 田んぼダムの取組について、もう少し詳細なところでお話

をさせていただきたいと思います。 

  今年度煙山地区、２人の認定農業者様にご協力いただきまして実証をしたところでござい

ます。その上で、転作田の話については、ちょっとまた別途お話をさせていただきますけれ
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ども、現在水稲をやっている圃場での実証の結果ですけれども、取組期間といたしましては、

大体６月から稲刈り頃、10月、11月あたりまでの取組でいいのかなと思っているところでご

ざいます。実際にどういった形で対応するかと申しますと、排水の部分に排水スピードをゆ

っくりにするような何らかの仕掛けを施すという形でございます。今の実証している圃場に

つきましては、排水の丸いところのフリードレーン式ということで、その高さを自分で上げ

下げしながら管理できるようなつくりになっているところなのですけれども、その排水の口

をちょっと絞ってあげて、要は大雨が降って水がたまったときに、その田んぼから水が抜け

るスピードをゆっくりにすることによって、その先の川の水の増える量をゆっくりにすると

いう取組でございますので、一番簡単な取組としては、大体30アールのでかいところに排水

口が２つあったとすれば、より下流側のほうの排水口の一番出口のところにそういった仕掛

けをひとつ施していただくだけで、その田全体がゆっくり排水するようなつくりになります

ので、そういった取組でいいのではないかなというところで感覚を持ったところでございま

すし、そういったことをお話しさせていただきながら、普及拡大を図っていきたいなと思い

ます。 

  その上で、それこそ特に転作等々をしておりますと、畑作をやっていると水は天敵ですと

いうところございます。多面的機能、追加のお金をもらうためには、対象水田の50％以上で

田んぼダムの取組をやる必要があるというところ、確かにそのとおりでございまして、なお

かつ今の水田に対する転作率を考えると、ほぼ転作田以外の全ての田んぼで田んぼダムの取

組をやらないと、50％達成というのは厳しいのかなと思っています。その上で、転作田、例

えば麦とかやっているところで実際に田んぼダムの取組をやるのをどう考えるかというとこ

ろについては、今後検証の対象ではあるのですけれども、ただ、今年ご協力いただいた２つ

の農家さんに実際に聞き取り確認をしたところ、これについては、作物に多大なる影響が出

るので、恐らくはやめたほうがいいのではないかなという話は、実際いただいているところ

でございます。 

  この結果については、普及センターさんとかにご相談させていただきながら、転作でもこ

の作物ならいけるとかというところを分析しながら進めていきたいなと思いますので、よろ

しくお願いします。 

  長くなりましたが、よろしくお願いします。 

              （「あと補助金」の声あり） 

〇産業観光課係長（佐藤寿信君） 補助金につきましては、今のような要件はございますけれ
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ども、10アール当たり400円ですが、ほかの取組をやっていると事実上10アール当たり300円

の助成単価だったと記憶しております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） 中身は大体分かりましたけれども、かなり厳しい内容です。総括質疑で

またやりますけれども、なかなか厳しいなと今聞きました、転作田が多い状況ですから。ま

ず、そこは分かりました。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  吉田委員。 

〇（吉田喜博委員） 87ページの畜産業費ということで、和牛改良協会負担金とあります。こ

の和牛改良協会というのは、今現実に活動しているわけですか。そしてまた、和牛というの

は、和牛だけですから、ホルスは入らないと思うのですけれども、今この中で繁殖何頭、そ

れから肉何頭、そして肥育農家が何戸か、ちょっと教えていただけますか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 照井産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（照井和歌子君） お答えいたします。 

  和牛改良協会につきましては、農業共済の盛岡地域センター、それから矢巾町、農協さん、

それから農協の畜産部会、それから町内の畜産農家で構成される団体となってございまして、

現在も活動をしてございます。 

  農家数ということでお答えさせていただきたいと思いますけれども、令和３年度繁殖牛の

農家数で47件、それから肥育のほうはゼロ件となってございます。 

  以上でございます。 

              （何事か声あり） 

〇産業観光課係長（照井和歌子君） 活動内容につきましては、研修の実施、それから畜産農

家の方に助成事業を行っているということでお聞きしてございます。助成事業、補助金のよ

うな助成メニューを実施しているということでお聞きしてございます。 

  以上でございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  もしも、分からないときは、もう少し考えてお願いします。 

  その他。 
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  藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） 事前質問の、これは87、88番なのですけれども、稲作農家応援事業、両

方とも。これでちょっと気になったのは、コロナの影響による云々と書いているのですが、

これは来年度コロナの影響があった場合にという意味なのか、もうはっきりこれ助成金だと

思うのですけれども、その辺が出るということが決まっているのか、それちょっと確認した

いのですが。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐藤産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（佐藤寿信君） お答えいたします。 

  稲作等農家応援事業ということで、新たな事業として設定をさせていただいてございます。

昨年度新型コロナウイルスによって米価下落等々でダブルパンチということで、農家さんに

ついては、ごめんなさい、昨年度といいますか、令和３年度、多大なる影響を受けたと認識

してございます。こちらについては、コロナの対策に対する交付金である地方創生臨時交付

金事業として想定して予算計上させていただいているところでございまして、そういった位

置づけの中で、新型コロナウイルスにより影響を受けたというところで書かせていただいて

いるところでございます。 

  通常ですと、いわゆる主食用米、米余りといった中で、いわゆる米の機械に対する助成制

度というのは、ほぼあり得ないような、いわゆる補助金関係になっているところでございま

して、そこを何とか今回コロナウイルスの影響が大きかったということでメニュー化して助

成事業として立ち上げたところでございます。 

  つきましては、再来年以降の状況については、もしも同じような交付金がありまして、使

えるようであれば、検討ですけれども、そうでない場合には、なかなか継続的に実施という

のは、厳しいものと認識してございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） そうすると、令和３年度の米価下落に対する対応ではなく、令和４年度

のことを想定して、これを予算化したというふうに理解していいのかな、まず一つは。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐藤産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（佐藤寿信君） 申し訳ございません。言葉足らずでございまして、令和３

年度に被害を受けた現状を受けて、令和４年度に事業を実施してございますので、例えば令

和４年度にこれから収束にずっと向かっていったとしても、この事業については、少なくと
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も当初予算分については、実施していくというところでございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） 分かりました。来年度以降は、来年度以降ということですね。 

  それでは、そのページでもう一点、シイタケ栽培の、これも事前質問の89になるのですけ

れども、シイタケ栽培の栽培農家は18名と、ここにありますけれども、さっき９名から１名

減ったという話、ちょっとしていましたので、そことの関連性はどうなのかなと思って、今

確認するのですが。 

  それと、この18名というのは、原木シイタケと菌床シイタケ、多分両方一緒の数字ではな

いかと思うのですけれども、そこのところの区別、それちょっと確認します。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 照井産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（照井和歌子君） お答えいたします。 

  シイタケ栽培者数は18名となってございまして、先ほど申し上げた９名というのは、特用

林産の補助事業を申請している煙山、すみません、ちょっと正式名称を忘れてしまったので

すけれども、組合がございまして、そちらの組合に登録しているのが９名となってございま

す。 

  それから、この18名の菌床と原木の内訳のほうは、申し訳ございません。ただいま手元に

資料がございませんが、18名となってございます。 

  以上でございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他、あと何件ぐらいありますか。 

  では、途中ではありますけれども、１時間過ぎておりますので、ここで休憩に入りたいと

思います。 

  再開を２時45分といたします。 

              午後 ２時３４分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 ２時４５分 再開 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） それでは、再開いたします。 

  先ほど後刻といたしました菌床シイタケと原木シイタケの割合について答弁ができるよう

になったみたいなので、許します。 

  照井産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（照井和歌子君） 先ほど申し訳ございません。保留にしておりましたシイ
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タケ栽培者数の内訳でございますけれども、18名、こちらは全員原木シイタケの生産者とい

うことで、生産者の人数となってございます。 

  以上でございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 菌床シイタケはないの。 

〇産業観光課係長（照井和歌子君） 会社としてアグリプランさんは、菌床シイタケをやって

いるところもございますけれども、こちらの名簿の中のほうには入ってございません。 

  以上でございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  原木シイタケが18名で、菌床シイタケの部分は入っていないので、それは把握していない

ということなのですか。 

              （何事か声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 原木が個人で菌床は企業でやっている。個人でやっ

ているところは届出は出していないということかもしれません。把握ができていないという

こと。 

  質疑ございませんか。 

  山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） 先ほど藤原委員が聞いた中身で確認したいのがありますので、事前質問

の87番の、これは稲作等応援事業、水田機能向上の補助金の内容ですが、ここにある排水ま

す等の設置、１万円掛ける50か所で50万円、この内容についてお聞きしたいと思います。 

  それから、その下の区画拡大工事、これは多分くろを取っ払うという、畦畔を外すという

ことだろうというふうに思いますが、政府が出した水田活用の直接交付金では５年間に１回

水を入れろと、くろを復活しろというあんばいの今政府案が出ていますが、これを考えると、

ちょっと逆行しているような感じもしますけれども、外していいのか、外さないべきか、ち

ょっとその辺の兼ね合いがあるので、中身ちょっと教えてください。 

  それから、もう一つ、矢巾町の農業担い手としての登録件数、これここに数ありますけれ

ども、ここ５年ぐらいで大きく変わってきているでしょうか。そして、あと法人は８法人だ

と思っていますが、その数も変わりないでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐藤産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（佐藤寿信君） 事前質問の87番と90番関連でお答えをいたします。 

  まず、稲作等農家応援事業で想定事業として書かせていただいている排水ます等の設置及
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び区画拡大工事でございます。まず、排水ます等の設置につきましては、現状稲作農家さん

の中で、それこそ土側溝といいますか、そのまま板の排水のようなままのところがあるもの

と認識しております。コロナ対策というところを掲げておりますので、そことの整合性につ

いては、よくよく確認しながら進まなければならないとは認識しておりますが、そういった

方につきましても、先ほど少し出ました田んぼダムの取組とかを見据えた中で、うまく活用

いただければなという思いの中で、こういった形で設定をさせていただいているところでご

ざいます。 

  もう一つ、区画拡大工事でございます。水田活用の直接支払交付金の見直しに伴いまして、

いわゆる田のくろを全部取ってしまうという話については、またどこに対して、この助成金

を当て込んでいこうかと、選定するときに悩む中身だなとは私自身感じているところでござ

いますけれども、ここの区画拡大工事そのものにつきましては、圃場整備がなかなか入れて

いない地区の水稲をやっているところの、例えば２枚やるところの間を取って１枚にすると

いったような工事についても対象にできればなと思うところでございまして、そういった部

分でも区画拡大工事という想定で制度設計をしたところでございます。 

  ２点目の矢巾町農業の担い手の数の関係でございます。まず、近年の動向でございますけ

れども、委員お話しのとおり、集約化等の取組に伴いまして、個人の農業者数は減っている

上で、組織あるいは法人の数が増えているといった全体的な動向がございます。その上で、

矢巾町の法人化した、例えば集落営農９ありますけれども、そちらがこの事前質問の回答の

中のどこに入ってくるかというと、認定農業者の105経営体の中に含まれているところでござ

います。 

  なお、集落営農組織にかかわらず、個人でも大きくやるということで法人化して取り組ま

れている方も近年は多数見受けられますので、ぜひぜひそういった形でどんどん頑張ってい

ただきたいなと思っております。 

  以上、お答えといたします。 

              （「８法人ですか」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ９。 

              （「９法人」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ９法人もこの105の中に入っているということでよろ

しいですか。 

              （「分かりました」の声あり） 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  川村委員。 

〇（川村よし子委員） ページ数で84ページのＰＲイベント企画運営委託料、これはどこに委

託されるのか、１か所なのか、何か所か分かりませんけれども。 

  それから、６次産業化支援事業委託料、これも一緒です。これ９万4,000円なのですけれど

も、１か所なのか、矢次のみそ作りとか、それとも違うところなのかなという思いながら。 

  それから…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） まず２つにしましょう、まず先に。ＰＲイベントと

６次産業の支援事業委託料ということで。 

  照井産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（照井和歌子君） お答えいたします。 

  ＰＲイベントの企画運営委託料、こちらにつきましては、令和３年度においては、一般社

団法人カダルさんに委託をしてございます。コロナの影響でちょっと事業の実施が難しいと

ころでございましたけれども、令和４年度も同様に委託を行ってまいりたいと思ってござい

ます。 

  それから、そのすぐ下の６次産業化支援事業委託料、こちら９万4,000円につきましては、

地元学び塾というものを開催しておるのですが、こちらの企画運営を同じく一般社団法人カ

ダルさんに令和３年度も委託したところでございました。企画まではいったのですけれども、

やはりコロナの影響で、３回企画したのですが、３回とも残念ながら中止になってしまった

ところでございます。令和４年度はぜひ開催したいと思ってございます。 

  それから、先ほどみそ作りの関係とか出たかなと思うのですが、そちらにつきましては、

同じく84ページの一番下のところに６次産業化推進事業費補助金ということで30万円を計上

してございます。こちらが６次産業化の事業を行いたいという方に対する補助金となってご

ざいますので、よろしくお願いいたします。 

  以上でございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村委員。 

〇（川村よし子委員） ありがとうございます。それで、６次産業化推進事業の補助金の上の

矢巾の恵みを味わう夕べ実行委員会、昨年はできなかったのですけれども、今年度は予算も

取っているのですけれども、今回は予定はしていると思うのですけれども、できないのでは

ないかと私は悲観的に思っているのですけれども…… 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） やる方向で予算は取っていかないと、やれないでし

ょうから。 

〇（川村よし子委員） そうですね。ちょっと商工関係になるのですけれども、矢巾の野菜、

キノコとか、そういうのを町内の事業所で、６次産業ではないのだけれども、そういうとこ

ろには予算はなかなか取られていないのではないかなというところで、特に今度法律が変わ

って、漬物屋さんとか、商工関係の漬物屋さんとかがすごく響く状況なのですけれども、そ

のことについては、商工関係のところで聞けばいいですか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） いいと思います。いいと思うのですけれども、ちょ

っと質問の内容が、６次産業をやっている漬物屋さんとか、そういうところの補助金のメニ

ューはないのかということでよろしいですね。 

〇（川村よし子委員） それでもいいです。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐藤産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（佐藤寿信君） まず、１点目の矢巾の恵みを味わう夕べでございます。委

員お話しのとおり、令和２年度、令和３年度とともに予算計上したものの、事業自体は実施

できていないところでございます。そういった中で、例えば関東圏のふるさと矢巾の会の皆

さんとの連携とかといった構想は、そのまま継続して持っているところではございますけれ

ども、昨今の状況におきまして、より具体的などうしていったらいいかという打合せまでは

たどり着けていないところでございます。今どちらかというと、地産地消の方向性での、例

えば支援事業のようなというところもございましたので、組織として矢巾の恵みを味わうイ

ベントとしての位置づけについてはあるところですし、構成員の皆さんのお話を聞きながら、

コロナ開けの持っていき方、在り方については、常に協議させていただきながら進めていけ

ればなと思っているところですので、よろしくお願いをいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 補助メニューは、６次産業の漬物とかというのは考

えているのか。 

  照井産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（照井和歌子君） 補助メニューについてですけれども、今現在のこちらの

６次産業化推進事業費補助金の交付対象事業となっているのが、農産物を加工するために必

要な施設を整備する事業、それから農産物を加工して、新たな商品を創出するための事業、

それから農産物を活用した商品開発等に必要な知識や技術を習得するための事業に対して補

助をすることとなってございますので、そちらに関連した事業に対して補助してまいりたい
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と思ってございます。 

  以上でございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） これは申請制度ですね。 

  藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） 観光関係の話が出てこないので、一つだけ確認したいのですが、南昌山

の今…… 

              （「観光は商工のほうで」の声あり） 

〇（藤原梅昭委員） 産業観光課。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） どっちも産業観光課。 

〇（藤原梅昭委員） 95。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 農林水産、95はきっと次の７款になるのではないで

すか。 

〇（藤原梅昭委員） そうか、そうか。失礼。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ７款です。 

  その他。 

  吉田委員。 

〇（吉田喜博委員） さっきの和牛協会のことなのだけれども、繁殖農家が47件と、肥育農家

がゼロ件、頭数は聞いておらなかったけれども、頭数と、あとこれから要は畜産関係、だん

だん衰退してきているわけなのですけれども、それをやはりこれから上げていくような、頭

数を増やして、農家件数も増やしていくような施策というのは、何か考えていらっしゃいま

すか。考え、やばかったな。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ですから、頭数とかであれば。 

  照井産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（照井和歌子君） お答えいたします。 

  頭数についてでございますけれども、令和３年度の飼養頭数が331頭、こちらのほうは黒毛

の飼養頭数が331頭、それから短角のほうの飼養頭数が２頭というふうになってございます。 

  以上でございます。 

〇（吉田喜博委員） 要は、肥育のほうの頭数。 

〇産業観光課係長（照井和歌子君） 肥育はゼロです。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 登録されている部分しか分からないと思うのですけ
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れども。 

  その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、これで終わります。 

  次に、７款商工費に入ります。質疑ございませんか。 

  藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） 先ほどは失礼しました。そういうことで南昌山の伐採、これについてち

ょっと確認したいのですが、昔登ったときに、全然見通しが悪くて、そこをばさっと切るの

だと思うのですけれども、どの程度どういう形になるのか。あと、その切った木、それはど

のような処分になるのか、そこをちょっと教えてください。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（阿部麻美君） ただいまの南昌山の支障木の伐採ということですが、来年

度展望台を整備するに当たりまして、頂上の景観を確保するために伐採を計画してございま

す。現在森林管理署の担当官とともに、一度現地視察は行いまして、どういった形で切るの

かというのは、次年度、もう一度雪解け後に現地踏査をしながら進めていくことになるかと

思います。ですので、今現段階で面積等はまだ割り出しができていない状況でございます。 

  場所につきましては、展望台、ちょうど東側を町内一望できるようになっておりますが、

そちらを見晴らしたときに、枝木が邪魔をして景色が見えない状況になっておりますので、

根元からの伐採というよりは、支障となっている枝を伐採しながら、まずは眺望を考えると

いうことと、皆様からの要望としましては、どうしても岩手山を眺められるような一部眺望

が欲しいといった要望もございますが、そちらにつきましては、かなりの面積を伐採しなく

てはいけないということもございますので、こちらのまた現地踏査しながら検討していくと

いうことでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） 大体感じは分かりましたけれども、本当に景観が大分変わると思うので、

期待していますけれども、岩手山が見えないのは残念だけれども、かなり大変なので、それ

は理解できます。 

  それで、ここのところに施工期間とか、完成は11月頃の予定だという回答があるのですけ

れども、これはまず一つは、あそこ登山できます。そういう登山に対する、その間ストップ
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するのか、あるいは別なルートにするのか、そこの確認と。 

  それから、ここのところに希少鳥獣保護になっています。これは、何々今イメージしてい

るのか、そこのところを教えてください。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（阿部麻美君） お答えいたします。 

  まずは、工事の施工期間でございますけれども、ちょうど８月から10月といたしましたの

は、今委員さんからご指摘ございました、その鳥獣保護の観点から工事に入られないという

ことで指導が入ってございます。その種類につきましては、すみません、ちょっと私今ここ

でお答えできる資料を持ち合わせておりませんでしたので、後刻こちらのほうはご報告させ

ていただきたいと思います。 

  登山道につきましては、こちら展望台を整備するに当たりまして、５合目から頂上までモ

ノレールを設置して資材等を運ぶように計画しております。登山道に沿ってモノレールを張

ることにしておりますけれども、ちょうど脇に沿うような形で設置するように今現在検討し

ておりますので、そこが安全面を確保できないということであれば、ちょっとそこの一般道

の登山コースは、閉鎖という形を取らせていただきたいと考えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  川村委員。 

〇（川村よし子委員） ページ数で92ページの商工振興費の中の商工振興事業の中の商工振興

対策事業補助金1,235万円ある、これが商工会にだと思うのですけれども、商工会の事業で地

元の企業を応援するような補助金とか、そういうのは、どのようになっているのかお伺いい

たします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 宮産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（宮 麗子君） お答えいたします。 

  こちらの商工振興対策事業補助金というのは、そのとおり矢巾町商工会に補助金として１

年度分補助するものでございます。商工会独自で町内の企業に対しての補助ということです

けれども、特にそういう補助事業というのは伺ってはおりませんけれども、補助というより

も事業として、いろいろビジネス連携交流会であったりですとかＥＣサイトの開設セミナー
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を行う、販路開拓関連の事業でしたりとか、あとは創業者事業所向けのセミナーとか、そう

いうのを実施するというところが主な事業となっております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村委員。 

〇（川村よし子委員） 先ほど農業振興のところで野菜とか、お米とか作っているわけですけ

れども、地元の企業で加工する６次産業とは関係ないかもしれないのですけれども、言葉で

は。でも、実際は６次産業です。そういうところにやっぱり補助金というか、ちょっと志み

たいなのが必要ではないかな。 

  私やまぶどうの会に入っているのですけれども、やまぶどうの会の一生懸命やっている役

員さんたちがいるのですけれども、たまたま資料を見ていたら、漬物屋さんが今までヤマブ

ドウを使っていたのに使わなくなったのです。いや、どうしてなのかなと思いながらあれで

すけれども、そういうところもやっぱり地元の大根を使ったり、ニンジンを使ったり、そう

いうふうなことが必要なのだろうなと、漬物屋さんにちらっといつか、二、三年前に聞きに

行ったのです。そうしたら、いや時期的なものだから、市場から仕入れたほうがいいとか、

そう言われたのです。でも、やっぱり農業振興をやるには、ちょっとそういうところを考え

ていただきたいなと思って、担当者としてどのようにお考えでしょうか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（阿部麻美君） ご質問ありがとうございます。今お話ありました部分につ

きましては、観光振興の予算のほうで特産品の開発補助金というものがございます。こちら

がページ数でいいますところの96ページの特産品開発事業の一番下のところに20万円で計上

しておりますが、１団体10万円の上限でございまして、総事業費の５分の４の補助金内容と

なっております。農林サイドの６次産業の補助金につきましては、どちらかというと生産者

というか、農業者さんが独自に商品開発をするときに主に使う補助金内容になっておりまし

て、当係の方で用意しているこのメニューにつきましては、そういった対象者を限定するわ

けではなくて、町の特産品として今後売り出していけるようなものづくりをする事業者さん、

町内外問わずこちらのほう補助金対象となっておりますので、金額的には上限10万円という

ことでございますけれども、こちら開発に当たりまして、まずは試験的に作ってみたいとか、

最終的にそれがまた別の形の商品になっても構いませんし、まず何か町のＰＲに特産品を作

ってみたいという事業所さんに対する応援事業となっておりましたので、こういったものを

積極的にご活用いただけるひとつメニューとしてご提案できるかと思います。 
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  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村委員。 

〇（川村よし子委員） 関連なのですけれども、先ほどは漬物屋さんという話をしたのですけ

れども、この令和３年度、令和２年度は、どのくらいの事業所の方が使われているのでしょ

うか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（阿部麻美君） 今年度の実績でございます。まだ３月、もう３月に入りま

して、申請がまだ上がっていない件数も１件あるのですけれども、今年度２件こちら実績が

ございます。まだいずれも商品として商品化といいますか、販売には至っておりませんが、

２件、小松製菓様と、あとは浅沼醤油さんと２件の商品開発を進めておりまして、こちらの

申請を今年度中に上げる予定でございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村委員。 

〇（川村よし子委員） 町内では、いろんな商売をやっている方がいて、たまたまホウレンソ

ウとか、大根とか、いろいろ豆腐とかもあるのですけれども、地元の物を使って販売してい

るところがたくさんあるのですけれども、そういうところに声かけ、こういう補助金がある

のですよという声かけなんかは、どのようになっているのですか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 特産品を開発するのであって、先ほどから言ってい

るのは、企業さんがどうして使わないのかというのは、やっぱり売れるか、売れないか、市

場のものだと思うのです。 

  川村委員。 

〇（川村よし子委員） 例えば下北には産直さんがありますけれども、そこの中でブルーベリ

ーを作っている方がいます。そういうブルーベリーを加工することもできると思うのです。

たまたま私が行っているお店は、個人名を出すわけにもいかないのであれですけれども、乙

部のほうからブルーベリーを仕入れて加工して、矢巾町の商品として売っているのです。そ

ういうふうなところは、対象にならないのか。だから、地元の農産物を仕入れたら、10万円

とは言わないのですけれども、幾らかでもやるような助成というのが、今必要なのではない

かなと思うのですけれども、どうでしょうか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（阿部麻美君） 今うちの補助金要綱には、町の農産物を使うか、もしくは

農産物等使えなくても、矢巾町というふうにＰＲできるような、例えば商品パッケージです
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とか、町のそういった取組をＰＲできるような形状になっていれば可ということで要綱は定

めております。 

  今お話ありました町外のものを使って作るとなったときには、ここはどういうふうに矢巾

町をうたえるかというところになってくるかと思うのですけれども、それでも何らかのその

ものを使う、例えば町外のものを使っても、矢巾町のＰＲができる何かつながりがあるので

あれば、それは商品として認められると思いますので、そこもしそういった事業者さん等い

らっしゃいましたならば、一度私どもにおつなぎいただいて、お話を伺いながら進めていけ

たらなと思っております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） ちょっと１つだけ確認しておきたいのですが、93ページの企業誘致推進

事業、これ159万円ほどの予算なのですが、再三人口減の話もあって、特に女性が町内から町

外に転出するのが多いということで、いろいろ企業誘致をぜひ進めてくれということで話を

しているわけですけれども、この推進事業というのは、具体的に言えば、どんなような形で

進めようとしているのか、ちょっとお聞きしたいのですが。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 宮産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（宮 麗子君） お答えいたします。 

  企業誘致の推進事業ですけれども、例年度と同じような形でトップセールスとか、いろい

ろセミナーとか、首都圏でも開催しますので、その旅費ですとか、あとは盛岡広域でこれか

ら協議会、来年度ちょっと新たな協議会、また設立になるのですけれども、そちらの負担金

ですとか、県とか、いずれ広域で企業誘致推進していこうということで負担金等設けており

ます。 

  あとは、一応新たな事業といたしましては、企業誘致を推進するべくパンフレット、リー

フレットを作成して、より魅力をＰＲしていこうということで交通の便がいいことですとか、

いろいろ利点がありますので、あとは町のソフト面の優遇措置も存分にＰＲしていこうとい

うことでパンフレットを作成する予定としております。 

  やはり雇用の創出ということで企業誘致は欠かせない取組だと思いますけれども、今現在
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やはり産業用地が不足しているという一番重要な課題がございまして、こちらのほう、今年

度いろいろ問合せが来た中で、取りまとめてみたのですけれども、最大需要で10ヘクタール

くらいやっぱり不足しているような状況でございますので、今回盛岡南道路の事業化という

こともありますので、産業用地の拡大というところを町として大きなビジョンを掲げて、計

画的に行っていって、雇用創出、地域活性化につなげていける企業誘致活動をしてまいりた

いと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） そのとおり産業用地がなかなか不足しているということは、前々からあ

るわけですけれども、盛岡の南公園、あそこのところにまた盛岡市独自で産業用地を広げる

と、創設するということで進めているわけですけれども、そういうところとの連携とか、コ

ラボとか、何か進める上での進め方の中ではなかったのでしょうか、それちょっと確認した

いのですが。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 宮産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（宮 麗子君） お答えいたします。 

  盛岡のほうでも今回盛岡南道路周辺を産業用地整備するということで決まりましたけれど

も、こちらのほうは、まず近隣の市町村ですとか、県に報告するという形で私たちも大体２

月に聞いたような情報です。全員協議会、盛岡市で開催する少し前に私たちも聞いた情報に

なりますけれども、やはり一体として盛岡市までだからとか、矢巾町というところで市町村

境で全く別とすることもなく、やはり物流拠点として非常に注目されているところですので、

町として今後産業用地を拡大する上では、そちらのそこの地区も一緒に取り組んでいければ

いいのかなとは思いますが、特に今のところは、盛岡市と連携して何かをするという方向性

はまだ何も決まっていない状況でございます。 

  以上です。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、次に移ります。 

  次、８款土木費、質疑ございませんか。 

  長谷川委員。 
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〇（長谷川和男委員） ３点ほどありますけれども、１点ずつ。ページ数で98ページの８款２

目の道路維持、これは事前質問で取り上げておりましたが、道路環境整備委託料ということ

でＰＣＢ、トリクロロエチレン化学物質124個の安定器について、令和３年度調査で有害処理

基準に基づき処理施設に委託のこと、それでこれは有害物質ということなので、このＰＣＢ

有害物質について、町内にはこの124個で終わっているのか、他にもこの物質がある器具が、

私はまだあるのではないかというふうに思いますが、これは有害物質であり、完全なる調査

をしてあるのであれば、その対応をしていただきたいと思いますので、お伺いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部道路住宅課係長。 

〇道路住宅課係長（阿部幸司君） それでは、お答えのほうさせていただきます。 

  今回ＰＣＢの廃棄の委託料ということで、今回調査した部分につきましては、まずＰＣＢ

なのですけれども、こちら燃えにくい物質で、今まで絶縁性に優れている物質だということ

で、昭和47年以前に作られた変圧器とかコンデンサー、これらに入っているよということで、

今回私たちのほうで持っている施設の中で対象となったのが街路灯になります。街路灯で一

番古いというか、昭和47年以前に造られたと思われるのが、まず流通センター内の街路灯、

こちら240か所ありましたので、そちらのほうを対象にまず全灯調査したと。その中で121基

該当になっておりましたので、そちらの121基と、あとは流通センター以外の街路灯、315基

あるのですけれども、そのうちのＬＥＤ化が済んでいない部分の101基、その部分を全部調査

を行った。そうしたならば、３基が発見されましたので、121基と３基で124基分今回の処分

委託料として計上させていただいておりまして、ほかの私たちで管理している部分について

は、全て調査のほうは終了しているということになります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 長谷川委員。 

〇（長谷川和男委員） まだあるようでございますので、全然ないというわけではないですね。 

              （「なし」の声あり） 

〇（長谷川和男委員） 処理施設というのは、北海道ということなので、東北にはないのかな

というふうに思いますが、いずれ124個で量的にどのぐらいなのか分かりませんけれども、結

構処理単価が大きいものですから、十分、あるとすれば、今おっしゃったのでは、ないよう

な感じですけれども、まだあるかもしれないので、そのときはよろしくお願いします。 

  それでは次に、同じく98ページの除雪事業についてお伺いをいたします。この冬は、12月、

１月にかけて降雪量が例年になく多かったわけでございますが、町内の委託作業をされた皆
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さん、また担当課も早朝より本当に寒いときにいろいろ働いていただいたことに、職員の皆

さんに感謝申し上げます。 

  それで、特にもこの冬場の道路を見て感じたことですけれども、歩道は人も安心して、車

も交通は車道を安心して走行できるということがもっともなことですが、除雪によって、除

雪、車道は大型除雪車で脇に、中にはもう凍ったのもがりがりとやっていくわけです。とこ

ろが、歩道があるところ、車道と同じ並行しているわけですけれども、歩道は歩道で除雪で、

多分担当課のほうもその作業をされておるというふうに見ておりますが、そうしますと、横

断歩道、歩道から車道に出るところの横断歩道の脇に結構またいで歩くか、そういうところ

が多少見受けられましたので、実は私も体験したのですけれども、１月18日から19日に、ふ

だんあまり歩くことがないですけれども、これは207号、矢巾停車場線というのかな、矢巾交

番の近くの横断歩道を南から家に帰るために行ったら、またいで、すぐ跳ねようとしたけれ

ども、昔ならぽんといくのですけれども、高齢なものですから、ぽっといったら、車がぼっ

と、本当にもう幅がないのです、車道と歩道のところの辺りのところ。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） すみません、簡潔に短くお願いします。 

〇（長谷川和男委員） どうしても気がついて、それ以来３度ほど行ったときには、除雪して

おったのですけれども、そういうところが何か所か見受けられましたので、それは大きな道

路のところが特にあるようでございますので、これは令和４年度の対策の中で考慮して、検

討していただきたい。事故でも起きたならば大変なわけですので、今言ったところで交通事

故で死んだ人もおりますので、そういうことで、交番の前であっても、そういう事故が起き

ているのでございます。 

  できれば、前にも質問してというか、お願いしたことがあるのですけれども、道路の融雪

装置を特に今停車場線、医大までの間は、歩行者が朝夕なり、もう常に大変、矢巾町で一番

通行のあるところでございますので、ぜひこの点について県のほうに強く要望して、そうい

う融雪装置をするというようなことも…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 長谷川委員、これは総括でお願いしたほうがいいと

思います。 

〇（長谷川和男委員） 除雪作業をして起きたもののことなので、関連があったので、話した

ので。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ですけれども、今のことは、課長とか町長がいる中

で、設備を設置したほうがいいのではないかというのであれば方向性なので、できれば総括
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でお願いします。 

〇（長谷川和男委員） 併せてやるようにということであるので、その点について併せてご答

弁をいただきたい。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部道路住宅課係長。 

〇道路住宅課係長（阿部幸司君） それでは、お答えをさせていただきます。 

  まず、ちょっと除雪の方法についてなのですけれども、車道と歩道ということで、それぞ

れ除雪する業者さんなり、私たち職員なりがおりまして、基本的には車道のほうを先にやっ

ていただいて、その後に私たちとか、歩道のほうをやるというような形で連携を取りながら

やっているのですけれども、どうしてもちょっと県道と町道の境の部分になってしまうと、

そういった連携が薄れてしまって、私たちのほうの歩道を先にやって、その後に県道のほう

の大きい車が来て、歩道が埋まってしまうということで、今年も何件か、そういった苦情の

ほういただいておりまして、そこは私たちのほうでもすぐ行って、歩道は確保するような形

のほうは取らせていただいておりましたけれども、来年度以降に向けましても、県との連携

の除雪もしておりますので、県と引き続きそういった情報交換しながら、県が委託している

業者さんとも連携しながら、なるべく歩行者の方に迷惑がかからないような形で除雪のほう

は進めさせていただきたいなと思っております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） お願いですけれども、前置きの部分もいいと思うの

ですけれども、そこも簡潔に、明瞭に、あと質問のほうの内容が、その前置きの部分で質問

の内容が消えてしまうような感じもありますので、どの部分をちゃんと質問したいか、その

ための前置きという部分もあると思いますので、そこら辺も簡潔にお願いいたします。よろ

しくお願いします。 

  長谷川委員。 

〇（長谷川和男委員） もう一点でございます。99ページですけれども、８款の土木費、３目

の道路改良事業の工事請負費について質問をいたします。 

  まず、矢巾町内では、岩手医科大学附属病院の開院により、交流人口の増加に伴い、交通

量の増加も顕著であります。道路の損傷箇所も多く見られることから、そんな中で計画的に

舗装、補修を行っていくために、令和３年３月、舗装の箇所、施設、そんな施設計画を策定

したことは評価いたすものでございますが、今まで僅かな町単独費で舗装、補修を行ってき

たところであるが、この個別計画を策定したことから、社会資本整備総合交付金事業の対象
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として、補修が行えるものと考えることから、この交付金事業で舗装、補修を行う事業費及

び現段階で予定している主な路線をお伺いをいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部道路住宅課係長。 

〇道路住宅課係長（阿部幸司君） お答えをさせていただきます。 

  今回予算要求させていただいております１億1,273万円のうち、個別施設計画のほうの計画

に基づいて修繕する路線につきましては、一応予算上では6,000万円ほどを見込んでございま

す。路線につきましては、５路線を予定しておりまして、１つ目が中央１号線、そしてあと

は西部開拓線、釜淵線、安庭線、和味線ということで、全体で1.6キロほど整備というか、修

繕のほう行いたいというふうに考えてございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 長谷川委員。 

〇（長谷川和男委員） 関連質問ですけれども、個別計画では、令和４年度に補修する延長

1,600メートルほど、1.6キロですけれども、6,000万円で1.6キロの舗装工事等が果たしてで

きるのかというふうに思うわけでございますが、せっかく計画を立てて予定した補修内容で

ございますので、延長をこなしていかなければ、その計画は絵に描いた餅というふうになる

のではないかと思いますので、財政が厳しいとは思いますが、計画を尊重した予算を組む必

要があると考えることから、この点に関しては、総括的にお伺いをいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部道路住宅課係長。 

〇道路住宅課係長（阿部幸司君） お答えをさせていただきます。 

  今回6,000万円分ということで1.6キロのほうを予定しているのですけれども、実際なかな

か予算的にも厳しいような状況のところはあるのですけれども、個別施設計画をつくった際

に、実際路面の状況のほうを全て調査しておりましたので、そちらの中で、本当に悪い部分、

赤で表示されるような悪い部分を優先的に行って、いただいた予算の中で効率的にできれば

いいかなというふうには思ってございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 国の補助メニューにあるそうですから。 

  その他ございませんか。 

  髙橋委員。 

〇（髙橋七郎委員） 事前質問の21ページの107番、ちょっとここのところ、矢巾町の活動交流

センターの維持費なのですけれども、ここのところに説明欄書いてもらったのだけれども、
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ちょっと私理解できないので、ご説明してほしいということがまず一つ、先にお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村まちづくり推進室長補佐。 

〇道路住宅課まちづくり推進室長補佐（川村 学君） お答えいたします。 

  事前質問の107番の矢巾町活動交流センターの維持管理の委託料の増額についてのご質問

ということでございますが、実はこの文、非常に短く、そして簡潔に書いたということで、

大変分かりづらかったなと、申し訳ございませんでした。こちらの経緯を申し上げますと、

平成22年９月30日まで遡りまして、矢巾町とやはぱーくを今運営している矢幅駅前開発（株）

との協定書の中に記載している内容を、その年ごとに、いわゆる金額の改定を見ましょうと

いう決まり事で行っております。 

  その根拠となるのが大変難しくて、日本銀行で作成しております企業向けサービス価格指

数というのがございます。これご説明しますと、非常に難しい算式があるわけですが、端的

に申し上げますと、基準がございまして、1000分の30というのがございます。1000分の30を

基準として、その数値を超えた場合については、改定をするという内容の協定になってござ

います。今回維持管理業務でございますが、これは指定管理料になるわけでございますが、

日銀の発表する数値で計算しましたところ、1000分の52の数値が出たということで、改定に

値するということでございます。 

  あとは、その数式に基づいて計算した結果、500万何がしの増額が令和４年度以降必要だと

いうことでございます。 

  なお、毎年この計算をして、維持管理であったり、運営費というのもございますが、そち

らを計算してまいるということでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 髙橋委員。 

〇（髙橋七郎委員） これは、年々高くなっているのですか、まず、それ。減額になることも

あるのですか、この点。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村まちづくり推進室長補佐。 

〇道路住宅課まちづくり推進室長補佐（川村 学君） お答えいたします。 

  日銀の指数を使うということで、やはり景気であったり、雇用の状態であることが表れて

いるとお聞きしておりますので、例えばですが、景気が低迷するのであれば数値が減る、あ

るいは景気が好調するとなれば、人件費の高騰が考えられますので、数値が変動するという

ことでございますので、上下はあるかと、そのように感じております。 
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  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） 今のところの関連でちょっと確認したいのですけれども、今1000分の30と

いうことで、平成27年と比較して1000分の30という意味なのか、それとも前年と比較して

1000分の30なのか。これから毎年数値を出すということであれば、毎年1000分の30を超えな

ければクリアなのか、そこのところをちょっとまだ分からないので、教えてください。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村まちづくり推進室長補佐。 

〇道路住宅課まちづくり推進室長補佐（川村 学君） お答えいたします。 

  この1000分の30という基準は変わりはないわけでございますが、今までは変更がなかった

ということでございまして、平成27年３月を基準に毎年見た結果、変更があったということ

で今回改定とさせていただいているところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 基準が平成27年ということです。それで、毎年見直

し。 

  藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） ということは、基準はあくまでも平成27年がずっと基準になるわけ。そ

れに対しての1000分の30。1000分の30、逆に下がった場合は下げるのだ。金額がでかいから。

そこのところは、何、今まで分かっていたの、それともその協定書を見過ごしていて、今回

分かったのか、そこのところを、では。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村まちづくり推進室長補佐。 

〇道路住宅課まちづくり推進室長補佐（川村 学君） お答えいたします。 

  例年６月の日銀の指数を用いて、毎年駅前開発（株）の代表の方、ＮＩＰＰＯさんにはな

るのですが、その方と事前に協議をさせていただきます。今年の数字、６月の数字を見たら、

変更が生じる、生じないということで価格が変動しない場合もございますし、今回は数値が

上がったということで、指定管理料のほうが500万円ほど上がったということで、お互いの確

認の中で、改めて協定書をつくるという内容でございます。 

  したがいまして、例えばですが、昨年度はＳＰＣ、運営費の改定をさせていただきました。

令和２年度の数値に基づいて、令和３年度に増額をしたと。令和３年度の６月で運営費の数

値を見ましたならば、その基準が変動がなかったということでございましたので、令和４年
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度以降については、令和３年度の数字で、その先を行くということの協定書の変更を行って

おります。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） より分からなくなってきた。 

〇（藤原梅昭委員） 平成27年ではなくて、今度は令和２年度がベースになるの。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 基準が平成27年で、来年度からは基準日がまた変わ

るの。 

〇道路住宅課まちづくり推進室長補佐（川村 学君） 基準日は変わらない。６月の数値で作

成はするのですが、その後の日銀の数字で変動するという、ちょっと難しい。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 去年までは1000分の30なかった。 

〇道路住宅課まちづくり推進室長補佐（川村 学君） なかった、ぎりぎり以下だったのです

が…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ぎりぎりなくて、今回は超えてしまった。 

〇道路住宅課まちづくり推進室長補佐（川村 学君） 超えたので、はい、そうです。 

〇（藤原梅昭委員） 下がったときは下げる。 

〇道路住宅課まちづくり推進室長補佐（川村 学君） 下がります。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） なかなか難しいです。初めの協定の中に入っている

のでしょう。 

〇道路住宅課まちづくり推進室長補佐（川村 学君） そうです。補足でよろしいですか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村まちづくり推進室長補佐。 

〇道路住宅課まちづくり推進室長補佐（川村 学君） 補足でお答えさせていただきますが、

変動幅の金額、例えば500万円が毎年増えていくということで今後推移する、13年間、今現在

あるのですけれども、その金額はどこから来るかといいますと、予備費という総額の中から

の支出になりますので、107億円とよく呼ばれておりますが、その総体の金額は変わらない。

その負担行為の中での変動を見ているということで補足させていただきたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） また分からなくなった。総額は変わりない、項目の

中で動いているということでよろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 金額的には、項目の中で107億という数字の中で動い

ているので、今のところ、これが変動が大きくなれば、また変わるでしょうけれども…… 

              （何事か声あり） 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 予備費の中で動いているということです。補足を聞

くと、補足された分分からなくなってしまいますので。 

              （何事か声あり） 

〇道路住宅課まちづくり推進室長補佐（川村 学君） その際は、ご説明でまた…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 補正…… 

〇道路住宅課まちづくり推進室長補佐（川村 学君） 思いますが…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 難しい話でしたが、なかなか、理解できたと思いま

すので、次、質疑ございませんか。 

  山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） 時間も経過していますので、端的に聞きます。 

  これは、事前質問のナンバー104、予算書は99ページになりますけれども、生活道路の整備

なのですが、令和３年度の継続路線を含む３路線を予定していると。場所は、検討中です。

それから、現在の要望箇所91か所、このうち未着工34ですが、この引いた57件は、施工済み

あるいは施工中ということなのか、施工中のものがあるかどうかの確認ですけれども。 

  それから、未着工の中で、どういう内容、例えば舗装の要望なのか、あるいは道路そのも

のを、カーブを変えてほしいとか、そういうものなのか、ちょっとそれだけまず聞きたいと

思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部道路住宅課係長。 

〇道路住宅課係長（阿部幸司君） お答えをさせていただきます。 

  今回34件と書かせていただいた部分につきましては、あくまでも生活道路の未着工部分と

いうことになります。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 未着工という内容は。 

〇（山﨑道夫委員） 57件は施工済み。 

〇道路住宅課係長（阿部幸司君） 施工済みで、全くの手つかずが34件、これは本当に生活道

路ということで、砂利からアスファルト舗装にしてほしいという要望の部分が34件という形

になってございます。それらを生活道路も含めて、拡幅してほしいとか、歩道を設置してほ

しいとか、そういった部分まで含めますと、全体では、要望的には187件いただいておりまし

て、全くの未着工は94件、この94件は、その生活道路プラス拡幅とか、歩道設置とか、そう

いった部分も含めての件数という形になります。 

  以上、お答えといたします。 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） まだまだあるということですね。34件は舗装だとい

うことで。 

  川村委員。 

〇（川村よし子委員） すみません、今と関連するのですけれども、同じ99ページの道路新設

改良費というところも今の生活道路があるということで１点、でないところをちょっと…… 

              （「マイクを通して」の声あり） 

〇（川村よし子委員） すみません。上から社会資本整備事業というのが5,850万円、これは医

大の前の道路かなと思いながら見ていたのですけれども、そのことと。 

  それから、その下のほうに防災安全対策事業として工事請負費１億1,270万円、これは生活

道路が少ないのに、新設の道路がいっぱいお金が使われていて、特にも東北本線の拡幅には

２億幾らというのがあって、その要望をいっぱい出したと思うのですけれども、道路住宅課

として出した、この割合というのが町長査定されたのかどうかお伺いします。生活道路が。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ある程度、103の項目には出ていますので、事前質問。 

  阿部道路住宅課係長。 

〇道路住宅課係長（阿部幸司君） お答えをさせていただきます。 

  査定されたかどうかというのは、ちょっと別の話になってしまうのですけれども、社会資

本整備事業で工事請負費4,800万円、あと大きかったのが１億1,273万円、あとその下の東北

本線の踏切拡幅工事の負担金、こちらのほうは交付金事業として国のほうに申請している部

分になりますので、ある程度大きな金額をもって整備を進められる部分という形になってご

ざいます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 交付金をもう申請していて、それが下りてきている

部分でやらなければならない事業でしょう。 

  川村委員。 

〇（川村よし子委員） それで、８ページの地方債のところの道路整備事業、限度額が２億

2,980万円になっているのですけれども、どこがこのくらいになるのか、借金になるのかお伺

いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ちょっと待って、８ページ、一気に飛ばれると。２

億2,980万円というところ。 

              （「そうです」の声あり） 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 起債の目的、道路整備事業。すみません、ちょっと

関連性がちょっと分からないみたいなので、これは後刻とさせていただきます。 

  まだありますかね、土木費。 

  山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） これは、矢幅駅の東西自由通路、これはいつも私駅を利用するたびに思

うのですが、夏、クモの巣が、特に北側です。南側は日当たるから、あまりクモの巣が張ら

ない。北側にクモの巣がびっしり張るのです。それは、ＪＲに要請して、いわゆる電車線の

起電を停止するのだけれども、その工事の手続をして、掃除はすると思いますが、その間隔

が恐らく長いのではないでしょうか。すごくクモの巣がつくのです。あそこで休んでいる人

たちもいるけれども、これ掃除したらいいのにねといつも言っている人がいるのです。やっ

ぱりそういう町の玄関口ですから、これＪＲとの協議が必要だと思いますが、やっぱりしっ

かり要請して、適宜掃除して、クモの巣ぐらいは取っておかないと、ちょっと来た人たちは、

随分汚い駅だなと思うわけです。そのようにほかのほうきれいでも。やっぱりそういった気

遣いをするべきだというふうに思いますので、これはやっぱりこれからの町としての心がけ

ということで聞いてもらえればいいですけれども、よろしくお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村まちづくり推進室長補佐。 

〇道路住宅課まちづくり推進室長補佐（川村 学君） お答えいたします。 

  自由通路の北側の線路のほうのクモの巣ということでお話いただきました。実は令和２年

度事業で実施しております。決算金額ですが、517万六千何がしということで、こちら町のほ

うの一般会計からの支出ということでございます。 

  山﨑委員おっしゃるとおり、夜間の作業で電車が来ない時間帯、それも貨物列車も結構通

る東北本線でございますので、電車が通らない時間の短時間でやる工事というか、清掃とい

うことで、行う業者につきましても、ＪＲさんの指定する業者ということを行っております。 

  これ本来であれば、毎年やりたいところでもありますし、山﨑委員さんのおっしゃるとお

り、きれいな駅舎ということだと思いますが、先ほど申し上げましたとおり、500万円が毎年

掃除代でかかるということで、毎年やるには忍びないというか、難しいのかなと、担当的に

は思っております。 

  ただ、定期的にはやりたいということで、予算計画上は３年置きにやりたいと思っておる

ところでございますので、あとは中のほうの清掃を徹底しながら、取れる部分は竹ぼうきと

か、長いほうきで掃除の清掃員の方にはお願いしておりますので、何とかその辺ご理解いた
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だきながら、定期的には行うということで答弁させていただきたいと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） まだあるかもしれませんけれども、ここで休憩を取

りたいと思います。 

  再開を４時といたします。 

              午後 ３時５１分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 ４時００分 再開 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 再開いたします。 

  先ほど後刻といたしました起債に関するのが答弁できるように準備できたということがあ

りましたので、発言を求めます。 

  阿部道路住宅課係長。 

〇道路住宅課係長（阿部幸司君） お答えをさせていただきます。 

  私たち使うほうで、なかなか借りるほうとか詳しくちょっと分からないで、うまく説明で

きるかあれなのですけれども、道路事業として起債として今回上げていたのが、まず交付金

事業と、あと町の単独費という２つに分かれていまして、交付金事業のほうとして起債をす

るのが中央１号線の分が2,250万円、あとは防災安全のほうの踏切とか安庭線、島線、この分

の起債が１億3,830万円、あとは道路維持の長寿命化のほうとしてが、西部開拓線とか和味線

の部分で2,460万円、あとは橋梁維持補修として古舘橋が1,330万円、ここまでが交付金のう

ち起債として借りる分、もう一つが町単独費の中で起債する分が、中央１号線で760万円、通

学路関係の南矢巾踏切とか安庭線で910万円、長寿命化のほうで西部開拓線とか和味線の部分

で450万円、そして最後に橋梁の維持補修で古舘橋で990万円、これらを足すと、先ほど８ペ

ージの上から２番目、道路整備事業の起債の限度額２億2,980万円と、こちらの内訳になると

いうことでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（阿部麻美君） 南昌山の頂上に生息する希少種でございますが、クマタカ

でございました。よろしくお願いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） それでは、質疑を再開いたします。 

  土木費はございませんでしょう、よろしいですか。 
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              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 次に、11款災害復旧費、質疑ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、これで一般会計予算の質疑を終わ

ります。 

  次に、水道事業会計予算の質疑に入ります。質疑ございませんか。 

  髙橋委員。 

〇（髙橋七郎委員） 事前質問の133番、秋津神社の配水管更新工事なのですけれども、これ時

期ちょっとお聞きしたのは、今川目から土砂を運搬して道路がかなり傷んでいます。恐らく

道路住宅課で補修工事か何かすると思うのだけれども、そこのところをまだ掘るというよう

なことも考えられるので、それはどっちが先か、どっちが後か、ここら辺よく相談しながら、

せっかくきれいになったところを一生懸命掘って、まだなるなんていうことにならないよう

に検討してもらえればなと思っています。 

  以上です。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 菅原上下水道課係長。 

〇上下水道課係長（菅原佑紀君） すみません、ただいまのご意見にお答えいたします。 

  秋津線のこちらの配水管の更新事業につきましては、我々のほうで冬期間の施工だと冬期

補正とかいって、工事費が余計にかかる部分もありまして、このように書かせていただきま

したけれども、簗川ダムの土砂運搬をやっているのも分かっておりましたので、そこら辺に

つきましては、国土交通省とか、そういったところと連携を取りながら、施工時期について

調整して行っていきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

  以上、お答えいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） これは、予算の詳細説明のときの話とリンクした話ですが、塩ビ管は27キ

ロあるということで、そういうお話でしたが、この塩ビ管は、配水管の中に入っている塩ビ

管なのでしょうか、まずそれ１点。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 菅原上下水道課係長。 

〇上下水道課係長（菅原佑紀君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  令和２年度の塩ビ管の延長を指していると思いますけれども、27キロは配水管のものにな
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っております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） そうすると、配水管は236.9キロあるということですよね、長さ。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 菅原上下水道課係長。 

〇上下水道課係長（菅原佑紀君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  配水管は、平成30年度までは236キロだったのですけれども、令和元年度に流通センターの

分が統合になりまして、15キロ増えまして、令和２年度には251キロになってございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） そうすると、配水管251キロまで長さが延びたのですが、そのうちの27キ

ロが塩ビ管で、それで耐震化は、大体３キロから3.5キロぐらいずつやるという予定なのです

が、そうすると、８年から９年はまずかかるというふうな計算になりますが、この塩ビ管と

いうのは、耐用年数40年過ぎているのはないのでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 菅原上下水道課係長。 

〇上下水道課係長（菅原佑紀君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  耐用年数なのですけれども、40年を超えている路線も現在ございまして、そちらのほうか

ら優先的に更新事業を行っているところでございます。今年度の速報値なのですけれども、

まだ工事が全部終わっていないので、確定ではないのですけれども、一部の塩ビ管をポリエ

チレン管にダウンサイジングして工事を行ったりしておりまして、今年度は大体５キロ以上

の塩ビ管の延長を減少させることを成功させております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） ポリエチレン管というのに換えていると。これは、耐震上は、まず塩ビ

管よりは強いのだろうと思いますが、何年ぐらいの耐用年数なのでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 菅原上下水道課係長。 

〇上下水道課係長（菅原佑紀君） お答えいたします。 

  すみません、ちょっと言葉足らずで申し訳なかったのですけれども、塩ビ管の一部をポリ

エチレン管に換えていて、基本的にはダクタイル鋳鉄管というものに換えてございます。ポ

リエチレン管に換えているのは、あくまでもダウンサイジングで75ミリを50ミリに縮小した
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りとか、そういったところにつきましては、ポリエチレン管を使用して更新していっている

ところでございます。ポリエチレン管の耐用年数は40年でございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） 大体今の話で理解できました。 

  それで、これはまたちょっと中身が違うのですが、耐震化率の関係で、ここに出ていたの

は、配水管の中で38.8％という説明を受けたような気がしますが、いわゆる236.9、今251キ

ロになったと言いましたけれども、適合しているのが90.4、だから若干下がるのかな。これ

は、必ずしも100％にならなくても、いわゆる耐震的には、今ももっていますので、安全性は

担保されているかもしれませんけれども、万が一のことを考えれば、できるだけ100％という

ことを目指しているでしょうけれども、そういった、全国的に今非常に水道管の破裂とか、

かなりありますけれども、そういった心配というのは、どうなっているのか。かなり心配な

のか、矢巾の場合はまずまずだというのか、その辺の感覚的な話なのかもしれませんけれど

も、お聞きをしたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 菅原上下水道課係長。 

〇上下水道課係長（菅原佑紀君） お答えさせていただきます。 

  委員さんが先ほどおっしゃられた38％というのは、耐震化率ではなく、耐震適合化率とい

うものでございまして、耐震管と耐震適合管というのがあれまして、接ぎ手の部分で違って

きているのですけれども、どちらもダクタイル鋳鉄管のものでございます。ですので、強度

的にはそこまで耐震管、耐震適合管だからという違いは、そこまではないものと私的には感

じているところでございます。 

  それで、こちらの矢巾町の配水管に危険を感じるかどうかというところの質問でしたけれ

ども、全国的に見て、耐震化率は、矢巾町が特別低いわけではなく、平均程度のところに位

置してございますので、そこのところについては、今後も引き続き耐震化を進めてまいって、

より安心できるような水道事業としての運営をしていきたいと思っております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） 分かりました。非常に頑張ってやっているのは理解していますので、さ

らに計画どおり進めるように応援もしていますので、よろしくお願いします。 

  それから、下水道の有収率、これは…… 



－ 122 － 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 下水道は下水道で。 

〇（山﨑道夫委員） 農集も下水道だから…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 農集も。次に下水道ありますので…… 

〇（山﨑道夫委員） ちょっと待ってください。大体聞けるところは聞いて、漏水管の更新、

有収率の向上ということが上がっていますが、水道の有収率今何ぼでしょう、目標は何ぼに

なっているか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 菅原上下水道課係長。 

〇上下水道課係長（菅原佑紀君） 水道の有収率は、令和２年度の段階で94％になっておりま

す。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 目標は。 

〇上下水道課係長（菅原佑紀君） 目標は100％なのですけれども、基本的には95％を超えれば

いいのかなというところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

              （「安心しました、ありがとうございます」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  川村委員。 

〇（川村よし子委員） 水道会計のページ数で19ページなのですけれども、まず19ページを聞

く前に、水道料金の滞納者、延べ件数を実世帯数と延べ件数をお知らせください。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村井上下水道課課長補佐。 

〇上下水道課長補佐兼係長（村井秀吉君） それでは、お答えいたします。 

  滞納者の人数ということなのですけれども、こちらのほうでは、上下水道課の場合ですと、

督促手数料、期限内に納付がない場合に督促手数料を出した上で、今度は給水停止を執行し

ますよという通知を出して、給水停止を行うということになります。最終的には、給水停止

の執行者ということで申し上げますが、毎回２か月置きに執行はさせていただいているので

すが、約20件ほどとなります。ただし、この20件ほどでございますけれども、給水停止を執

行すると、即日または翌日には既に納付してしまうということがございますので、長期の滞

納者ということでいうと、そういう意味では件数はあまりないということでございます。 

  滞納ということで申し上げますと、可能性とすると、町外に転出しているケース、そうい

った場合が、後々残ってきているかなというふうに考えております。 
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  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村委員。 

〇（川村よし子委員） 次の質問ですけれども、ページ数で19ページ、収益的収入及び支出の

収入の表の中の営業外収益の中のその他の利息が480万円あります。この480万円は、大体昨

年も同じだったと思いますけれども、有価証券、３億円ぐらいあったような気がするのです

けれども、今現在はどうなのかお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村井上下水道課課長補佐。 

〇上下水道課長補佐兼係長（村井秀吉君） お答えいたします。 

  先ほど委員のほうからお話あったとおりでございますが、３億円、国債でございますけれ

ども、こちらの利息になっておりますので、昨年と同様のということになっております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村委員。 

〇（川村よし子委員） 先ほど給水停止になった件数20件の方たちは、通帳から引き落としが

できなくなって停止になるのですか。それとも、直接支払いができなくて停止になるのか、

そこもお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村井上下水道課課長補佐。 

〇上下水道課長補佐兼係長（村井秀吉君） お答えいたします。 

  まず、上下水道料金でございますが、今委員おっしゃるとおり、口座振替もございますけ

れども、あとは納付書、これまで金融機関のみということが多かったとは思うのですが、コ

ンビニでの納付とか、スマホ決済とか、クレジットカード払いなどが納付方法としてありま

して、特定の納付方法によって滞納が生まれるというよりは、クレジットの場合は、制度と

してあまり滞納はなることはないのですが、口座振替、あとは納付書で納める、コンビニで

納めたりするパターン、金融機関で納めたりするパターン、それらが中心になろうかという

ふうに思っております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

              （「分かりました」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、これで水道事業会計を終わります。 

  次に、下水道事業会計予算の質疑に入ります。質疑ございませんか。 
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  山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） 下水道の有収率は、今どの程度でしょうか、それから農集と。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 照井上下水道課係長。 

〇上下水道課係長（照井義秀君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  １月末現在の有収率ですけれども、公共下水道が74.7％、農業集落排水が85.7％、公共下

水道と集排を足した値で75.4％ということで、おおむね令和２年度決算と横ばいという状況

になっております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） そこで、これ老朽管ということで漏水が結構あるのだろうというふうに

思います。それから、特に流通センターの関係は、雨水が入り込んでいる可能性もあるでし

ょうけれども、かなり鉄蓋交換しています。それから、ますの修繕もしたと思いますけれど

も、今後の計画、鉄蓋の計画もあるように答弁にもあるようですけれども、それに向けた事

業計画、何年ぐらいで改修していきたいというのがあると思いますので、その辺の考え方を

聞いて、それで終わりたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 照井上下水道課係長。 

〇上下水道課係長（照井義秀君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  矢巾町の下水道の更新の計画としましては、流通センターに限らず老朽箇所ございますの

で、ストックマネジメント計画というものを立てまして、更新計画を立てております。現在

の計画が令和２年度に策定したもので、令和３年度から令和８年度の６か年を計画年度とし

て立てているものです。 

  その中でいいますと、管渠の更生工事、これを大体6.5キロ、マンホールの蓋の交換を460か

所を実施する予定となっております。これは、あくまでも補助事業で行う分でございますの

で、このほかにも点検とかを行って、状態が悪いものがあれば、単独費を追加して修繕を行

っていくということでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、以上をもちまして産業建設分科会

に所属する委員による質疑を終わります。 

  次に、産業建設分科会に所属しない委員による質疑を行います。質疑できる回数は１人２

項目までといたします。 

  なお、質疑に当たりましては、会計及び事項別明細書等のページをお知らせ願います。 

  それでは、質疑を受けます。質疑ございませんか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 51ページの２総務費、１総務管理費の町民憲章推進事業ですけれども、

これはお花だと思うのですけれども、これ今までずっと消耗品費と、あと環境美化整備業務

委託料ということで、これ消耗品というのは、花の苗かなとは思うのですけれども、そこら

辺、まずお伺いしたいのですが。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（阿部麻美君） 消耗品についてですが、こちらはおっしゃるとおり、花苗

の金額になっております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） これをずっと見ていくと、消耗品225万円、平成31年、令和２年257万円

と199万円というふうに、だんだん、だんだん増えてきているのです。それで、令和２年もま

た増えていて、令和３年、令和４年と増え続けているのですけれども、これ本当にきれいに

なることはいいですけれども、花より団子というのもあるし、やっぱり困っている、コロナ

禍で本当に困っているほうの、花がきれいなより団子が欲しい人もいると思うので、これ増

え続けるというのがちょっと分からないのですけれども、そこら辺の考え方、なぜ増えてき

ているのかということ。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（阿部麻美君） ただいまのご意見にお答えしたいと思いますが、確かに花

壇の整備する距離数も年々実は増やしてきておりまして、令和４年度におきましては、今ま

でスマートインターチェンジの東口のほうであれば、入り口の手前でしたが、橋の工事が終

わったことに伴いまして、そこに隣接する花壇も来年度は増やしての予算要求となっており

ます。本来であれば、こちらの金額の見直しですとか、あとは一部企業の方々にご協力いた

だく等の、皆さん花植えはボランティアでやっていただいておりますので、そうした企業さ
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んへの働きかけというのも本来でしたら行っていかなくてはならないかなと考えております。 

  今後の方針につきましては、それこそ今花と緑のまちの推進ということで今花壇整備を進

めておりますので、そういった事業の展開につきましては、今後検討してまいりたいと思い

ます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 今後検討するということは、だんだん減らしていくということだとは思

うのですけれども、このコロナ禍だから減らしてほしいと私は逆に思うのです。606万円、こ

れシルバー人材センターに委託ということなのですけれども、六百何万円あったら何に使え

るかなというふうに私考えるのですけれども、減らすという方向性は分かるのですけれども、

そこら辺の、なぜそうなったのかというところ。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） これは、ちょっと総括で聞いていただければ、きっ

と今の部分であれば、延長して増えている部分が実態なので、これからやっぱり考え方とす

れば、コロナ禍の中でこの部分を…… 

〇（昆 秀一委員） では、なぜ延長に。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 私たちもやっているのですけれども、ちょっと延長

が、白沢かな。 

              （「今回増やした理由というの、その延長を、どうし 

                て延ばしたかという」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） それも答えられない。 

  では、ちょっとそれも含めて、どういう経緯で長くなったのか。 

  阿部産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（阿部麻美君） お答えいたします。 

  今年度行っていなかった15、16花壇分を令和４年度増やしているわけなのですが、そこは

橋の架け替え工事で看板等を花壇に設置していた関係でそこに着手できなかったのですが、

看板等の撤去も行われましたので、本来の計画どおりの花壇数で実施するということで今回

予算計上しておりました。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） 今の関連です。私も花壇の話の不動盛岡線の件でお聞きします。 
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  まず、四、五年前は、本当に大変な作業でありました。ただ、去年、たしかおととしもそ

うだったと思うのですけれども、令和３年度は建設業協会の協力か、委託したのかあれです

が、植栽シャベルというのですか、へらというのですか、ああいう形だけで作業ができるよ

うな形にしまして、結構よかったのですが、令和４年度もそういう方針を取るのですかとい

うのと、それからあと今距離を聞いたら、また北側には若干延ばしますという話、私何を言

いたいかというと、その区画の分け方とか、それから今回はこういう作業方法を取るのでと

いう話、我々結構区画持っていたので、二十何人集めたら25分で終わったのです。そういう

話がよそからも聞こえて、どういう区画の分け方をしているのですか。よそでは世帯数が多

いのに区画数が少ない、地元だから多いのかなとか、そういう話があって、その辺の方法を

きちっと指示していただきたい。お願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（阿部麻美君） お答えいたします。 

  区画割につきましては、自治会さんですとか、あとはご協力いただける企業さんに人数と

時間帯がどのくらいできるかというのを伺いながら区画配分しておりました。確かに令和２

年から作業、田園有機を、既に堆肥を土に混ぜ込んだりですとか、作業を建設業協議会の一

部地域貢献で行っていただいているところもございまして、格段と作業量が減って、時間数

が短縮されております。その配分ももうちょっと考えながら来年度事業を検討していきたい

と思っておりますし、今年度同様田園有機を混ぜ込むという作業も含みで準備した段階で各

自治会さん、ボランティアにご協力いただく予定でございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） 一緒に聞けばよかったのですが、今年度、令和３年度町長に質問したと

き、１色でもきれいだと、作業が簡単でよかったでしょうというような言い方をされたので

すが、私は２年前の２色のほうがきれいだったのですが、その辺はコストの話をしているの

でしょうか。それとも、その花の寿命の話で１色にしているのですか、それを確認して終わ

ります。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（阿部麻美君） お答えいたします。 

  私ども今年度黄色１色にしましたのは、矢巾町の今イメージカラーというのが黄色という

ことで進めておりまして、ヒマワリ畑、あとは５月の菜の花等、ちょっと黄色に統一してい
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たところもありましたので、すみません、そういった流れで、では今年は黄色でいこうかと

いうことで１色の黄色にいたしました。いろんなご意見もあると思いますので、そういった

声をちょっと伺いながら、来年度、一応予算、事業計画上はまた黄色でいきたいなと思って

いたのですけれども、ちょっと周りの意見も参考にしながら決めていきたいと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  水本委員。 

〇（水本淳一委員） 事前質問で84番ですけれども、親元就農給付金、これ農業次世代人材投

資資金の要件に満たない方ということで、継続、令和２年度からの人、それから新規のほう

は令和４年度からと、これダブっていないのですけれども、年額60万円で２回ということで

すけれども、そうですと、ダブっていないから今年は60万円になるのではないかと思ったの

ですけれども、その点はどうなのでしょう。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐藤産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（佐藤寿信君） お答えいたします。 

  85ページの矢巾町親元就農給付金の見込みというところでございます。対象につきまして

は、継続の方お一人というか、夫婦型で１組の方に支払う見込みと、同じように夫婦型の方、

新たに令和４年度からということでの想定をして60万円掛ける２組という想定になってござ

います。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 水本委員。 

〇（水本淳一委員） 継続の人は、令和２年度から令和３年度ですから、当初２年間で支払う

ということなのですけれども、今回は令和４年度ですので、終わっているのではないかなと

思ったのですけれども。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐藤産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（佐藤寿信君） お答えをいたします。 

  令和元年から始まった方が１組ございまして、その方が令和３年上半期で交付終了になり

ます。それで、令和２年から始まった方がいらっしゃいますので、その方が継続で見込まれ

ている１組、そして新たにもう一組というような想定で予算計上させていただいております。 

〇（水本淳一委員） 支払うのは、令和３年の人は…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 令和３年度から継続の人が１組いて、新規に新しく
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見込まれる人が…… 

〇（水本淳一委員） 令和４年度に…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 令和４年度の予算の中に入っている。だから、60万

円掛ける２という…… 

〇（水本淳一委員） 継続の人は令和２年度からだったら…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） というか…… 

〇（水本淳一委員） 終わってしまっている、２年間だから。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 令和３年度に始まっているのでしょう。 

〇（水本淳一委員） この書き方がちょっと分からない。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 継続の方は、いつからなっているか、それだけ分か

ればいいのではない。 

  佐藤産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（佐藤寿信君） お答えいたします。 

  現状で、例えば上半期、下半期といったところでの情報を持ち合わせておりませんので、

ちょっと調べさせていただいて回答させてください。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 曖昧な回答より、しっかりした回答をいただきたい

と思います。 

  その他ございませんか。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） 事前質問の99番、先ほども質問ありました南昌山の山頂について、明日

説明があるので、私もできればそれを聞いてからと思っていましたが、まずどういう大きさ

のものを山頂に設置するのかという部分を明日聞けるのでいいのですが、何か先ほどの話で

は、資材を搬入というか、持っていくのにモノレール設置とかと言っていました。私、てっ

きりウインチで上げるのかな、もしくはヘリコプターをチャーターするのかなと思って、そ

んな大きいのを建てるのかというのは明日聞きますが、本当にそういう形をもってやっても、

1,000万円弱の990万円でできるのか。 

  それから、あと期間が、ここに施工は８月、10月はできないから11月ということは、11月

の１か月以内の作業であれば、そんな大きいものではないと思うのですが、ここは11月だけ

の施行になるのでしょうか。それを確認します。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部産業観光課係長。 
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〇産業観光課係長（阿部麻美君） お答えいたします。 

  まずは、工期なのですが、８月から10月のこの３か月間で行って、11月に完成ということ

で、今予定してございました。ちょっと分かりづらい表現だったかもしれません。 

  モノレールの設置につきましては、私どももほかの手段もちょっと見積りを取ってのこの

判断でございまして、ヘリコプターをチャーターすることも方法の一つとして考えたのです

が、こちらですと、もっと1,000万円規模のお金がかかってきてしまいまして、こちらのほう

は断念したところでございます。このヘリコプターも東京の会社でないとチャーターができ

なくて、なおかつ天候によって左右されてしまうので、この日と決めても天候が悪ければ、

また期間が延びてしまって、この割いた時間の費用が発生するといった事情もございまして、

モノレールとなりました。 

  なお、モノレールも、本当に資材を運ぶだけのトロッコみたいなものといいますか、小さ

いもので必要最低限の規模感のモノレールを設置することで現在検討しておりまして、こち

らも建設業協議会、まだ事業者は決まっておりませんので、町内の建設業協議会さんにご相

談して、ちょっと参考見積りという形でいただいた中で予算要求しております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他ございませんか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 98ページの交通安全施設整備事業、事前質問の101番にあるのですけれど

も、これカーブミラー等更新、街路灯のＬＥＤ化というのですけれども、これ例えばデリネ

ーターというのは、どこに入っているのかお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部道路住宅課係長。 

〇道路住宅課係長（阿部幸司君） お答えをさせていただきます。 

  デリネーター、白いポールの視線誘導標なのですけれども、あちらのほうは、交通安全施

設整備事業の工事請負費の中に白線とか、ドットラインとか、そういったのをやるときに一

緒に直すということで、そちらの工事費の中のほうに含まれていますし、あとは４月から９

月の間に町内３か所に分けてパトロールを行って、穴ぼことか埋めるのですけれども、そち

らのほうにも若干ですけれども、デリネーターのほうの修繕ということでは、設計の中には

含めております。 

  以上、お答えといたします。 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） デリネーター何本くらいを予定しているのかお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部道路住宅課係長。 

〇道路住宅課係長（阿部幸司君） お答えをいたします。 

  一応設計上になるのですけれども、30本ということで設計はしておりますが、壊れている

の多数あるのですけれども、通学路とか、そういったところを中心に先に直していきたいな

というふうに考えてございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 今日も何か発見したので、そこをしっかり、通学路になっているのでお

願いしたいと思うのですけれども、その中でデリネーターとは違うのですけれども、看板、

田園のほうの南西にある一時停止のところ、分かりづらいところ、看板になっているのです。

それも交通安全施設になると思うのですけれども、それ倒れたり、すごく危ないような状態、

土のうで止めているのですけれども、おもしにして、すごく危ないので、これ何かしらでき

ないのかなというふうに思うのですけれども、いかがでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部道路住宅課係長。 

〇道路住宅課係長（阿部幸司君） お答えをいたします。 

  そういった危ない、危険な場所があるのは、パトロールのときも私たちも注視はしている

のですけれども、あった際に一言お声がけいただければ、そこは私たちのほうで確認して、

修繕するところは修繕していきたいと思っております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  小川委員。 

〇（小川文子委員） 南昌山の展望台の話なのですけれども、木を切って見晴らしよくして展

望台を造るというのは、観光面では大変いいかと思いますが、南昌山の山そのものが急峻で、

あそこは泥岩でできているために、崩れやすいというのか、それから吸収率が悪いというの

ですか、大雨が降ると、一気に下に流れてくるという性質があるようで、それが南昌トンネ

ルのほうのいろんな被害をもたらしてきたわけなので、その木を切る場合には、やっぱりそ
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こら辺を考えて切らなければいけなくて、根は残すということだったので、それはそれなり

の配慮はあると思うのだけれども、大雨のときには、大体南昌山の雨量でダムとか全部決ま

ってくるので、そこはかなりそういう環境調査をする必要があるのではないかということが

あるかと思います。 

  それから、もう一つは、クマタカという、それこそ絶滅危惧種がいるとは知らなかったで

すけれども、矢巾町というぐらいで、鳥がすごく多いのです、矢巾町は。ですので、やっぱ

りそういう生態系の調査というものをやって、その生態系に影響を与えないようなやり方で

整備をしていかなければならないだろうと思いますので、その点は…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 矢巾町のチョウのチョウは町ですから…… 

〇（小川文子委員） 矢巾のハは羽なのだよ、羽。だから、鳥の羽なの。そんなこともありま

して、ちょっとそこをお聞きします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（阿部麻美君） ご提言ありがとうございます。確かに森林管理の観点、元

々南昌山展望台は治山施設として森林管理署が平成10年に造ったものでございます。今は、

治山施設とともに、観光面でぜひとも利活用をということで森林管理署と協定を結んで当町

のほうで管理している施設でございますので、その森林保全管理の部分と、あとは生態系は

もちろん、希少鳥獣もいますので、守っていかなくてはいけないと思います。この点に関し

ましては、森林管理署の専門官とも現地のほう確認しながら影響のない範囲で、かつ登山客

に喜んでいただけるような取組をしていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 小川委員。 

〇（小川文子委員） もう一つですけれども、ひまわりパーク、とても私もいいと思っていま

すけれども、菜種油とか、ヒマワリをそろそろ何か６次産業化にしてはどうかなと思うので

すが、いつも種とか、そういうのは活用できないハイブリッドといいますか、Ｆ１といいま

すか、そういうものを使っているのだということだったので、今年も、令和４年度もまたそ

ういう種なのかなと思って、そろそろ半分ぐらいでもいいのだけれども、そういうふうに生

かせるようなものに変えていったらどうかなと思いまして、お聞きします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 阿部産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（阿部麻美君） お答えいたします。 
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  実は、今年度から和味のフラワーパークと煙山ひまわりパーク、２つで畑を整備しており

ます。今年和味の一角を食用のヒマワリを植えてみたのですが、ちょっと圃場の状態が、水

はけが悪くて、大きく成長しなかったのと、途中で茎が倒れてしまって、種取りにはなかな

か至らず、本当に鳥の餌ぐらいのものにしかなりませんでした。実は、こうした取組を見て

くださっている県内の事業者さんから、ぜひとも食用の種をまいて、それを６次産業といい

ますか、商品開発に使ってみたいということで、これはその事業者さんが独自で商品開発す

るのですけれども、ぜひとも町内の農家さんにもご協力いただきたいということでお話をい

ただいておりますので、こちらの栽培につきましては、令和４年度に和味の畑を使って、ち

ょっと食用のヒマワリを植えることを事業化していきたいというふうに考えております。ま

た、この件につきましては、経過につきましては、ご報告させていただきたいと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 保留答弁。 

  佐藤産業観光課係長。 

〇産業観光課係長（佐藤寿信君） 先ほどは失礼いたしました。新規就農者の助成の令和４年

度の120万円の内訳でございます。 

  対象になっておりますのは、令和２年度の下期のほうから事業活用をした個人の方の分が、

令和４年度の上期までということで、半分の30万円。そして、令和４年度に新たに見込む夫

婦型が、夫婦型ということで1.5倍ということで１年全体で90万円という内訳になってござい

ます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  これで産業建設分科会に所属しない委員による質疑を終わります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 以上をもちまして本日の議事日程は全て終了いたし

ました。 

  本日はこれをもって散会といたします。 

  なお、明日11日は教育民生分科会による全体質疑を行いますので、午後１時30分に本議場
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に参集されますようお願いいたします。本日は大変ご苦労さまでした。 

              午後 ４時４３分 散会 
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予算決算常任委員会議事日程（第５号） 

  

令和４年３月１１日（金）午後１時３０分開議 

 

議事日程 

第 １ 予算議案の全体質疑（教育民生分科会） 

 

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

出席委員（６名） 

      委員長 廣 田 清 実 委員 

          藤 原 信 悦 委員          谷 上 知 子 委員 

          水 本 淳 一 委員          赤 丸 秀 雄 委員 

          廣 田 光 男 委員 

 

欠席委員（１名） 

          村 松 信 一 委員 

 

分科会に所属しない出席委員（１０名） 

          吉 田 喜 博 委員          小笠原 佳 子 委員 

          高 橋 安 子 委員          昆   秀 一 委員 

          藤 原 梅 昭 委員          長谷川 和 男 委員 

          川 村 よし子 委員          小 川 文 子 委員 

          山 﨑 道 夫 委員          髙 橋 七 郎 委員 

 

矢巾町議会委員会条例第１９条の規定により出席した説明員は次のとおりである。 

 
 町民環境課長  町 民 環 境 課   
  佐々木 美 香 君  藤 原 一 仁 君 
 補 佐 兼 係 長  係 長   
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 福祉課長補佐  
  佐々木   円 君 福 祉 課 係 長 藤 澤 のり江 君 
 兼 係 長 
 
   健康長寿課長 
 福 祉 課 係 長 立 花 敦 志 君  田 口 征 寛 君 
   補 佐 
 
 健 康 長 寿 課  健 康 長 寿 課  
  伊 藤 めぐみ 君  遠 藤 訓 子 君 
 係 長  係 長 
 
 健 康 長 寿 課  健 康 長 寿 課  
  藤 井 実加子 君  小 原 朋 子 君 
 係 長  係 長 
 
 文 化  文化スポーツ課 
 スポーツ課長 花 立 政 広 君  泉 山 弘 道 君 
 補 佐 兼 係 長  係 長 
 
 文化スポーツ課  学校教育課長 
  佐々木   龍 君  高 橋 俊 英 君 
 係 長  補 佐 兼 係 長 
 
 学 校 教 育 課  子 ど も 課 長 
  村 上 純 弥 君  細 越 一 美 君 
 係 長  補 佐 兼 係 長 
 
   煙 山 保 育 園 
 子ども課係長 沼 田 光 徳 君  田 村 礼 子 君 
   副 園 長 
 
 学校給食共同 
  袖 野   巌 君 
 調 理 場 次 長 

 

職務のために出席した職員 

   議会事務局長 
 議会事務局長  野 中 伸 悦 君  川 村 清 一 君 
  補 佐 
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 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

              午後 １時３０分 開議 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ご苦労さまです。始まる前に委員の皆様にお知らせ

いたします。 

  本日午後２時46分に東日本大震災の犠牲者の方々への黙祷をささげたいと思いますので、

ご協力よろしくお願いいたします。 

  会議に先立ち、委員の皆さんにお諮りいたします。本委員会の傍聴希望者ですが、コロナ

禍でありますので、分科会においては傍聴を許可しないことといたします。これにご異議ご

ざいませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 異議がないようなので、許可しないことにいたしま

した。 

  ただいまの出席委員は６名であります。定足数に達しておりますので、会議は成立いたし

ました。 

  なお、５番、村松委員は、都合により欠席する旨の通告がありました。 

  ただいまから本日の予算決算常任委員会教育民生分科会を開会します。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     議事日程の報告 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したと

おりであります。 

  委員の皆様にお願いします。先日までと同じように、さきの全員協議会で示したとおり、

分科会の質疑においては実績、予算の根拠となる数字の確認、制度の内容についての質疑を

お願いいたします。 

  事業の考え方や政策の方向性は町政に関する大きな観点で、当局の考えを明らかにする質

疑は総括質疑でお願いいたします。 

  それから、昨日も見られましたけれども、質問者は前置きも必ず質疑の中では必要だと思

いますけれども、前置きも質問も簡潔明瞭にお願いいたします。 

  あと答弁する方々も数字を持ち合わせていない場合は、後刻として結構です。それから、

答えられない部分は答えられない部分としてはっきり言っていただければ幸いです。 

  それから、今日本日はちょっと多いので、挙手の上、はっきり手を挙げて、はいと言って
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いただければ、後ろのほう見えませんので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、これより本日の日程に入ります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第１ 予算議案の全体質疑（教育民生分科会） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 日程第１、予算議案の全体質疑を行います。 

  教育民生分科会に係る付託議案は、令和４年度一般会計、国民健康保険事業特別会計、介

護保険事業特別会計及び後期高齢者医療特別会計に係る予算であります。 

  なお、予算議案に対する質疑は会計ごとに行います。一般会計に係る予算については、町

民環境課、福祉課、健康長寿課、文化スポーツ課、学校教育課、子ども課及び学校給食共同

調理場の所管に対する質疑であります。また、国民健康保険事業特別会計、介護保険事業特

別会計、後期高齢者医療特別会計に係る予算については、健康長寿課の所管に対する質疑で

あります。 

  質疑の方法についてお諮りします。質疑は、提案された議案の順に沿って行います。初め

に、一般会計の歳入全般について質疑を行います。次に、歳出について款ごとに進めてまい

りたいと思います。各特別会計は、歳入歳出を一括して質疑を行います。また、教育民生分

科会に所属する委員の質疑が終わった後、所属以外の委員による質疑を行いたいと思います

が、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 異議がないようなので、そのように進めてまいりま

す。 

  なお、質疑に当たりましては、事項別明細書等のページをお知らせ願います。そして、事

前質問の場合は、番号が前に振ってありますので、よろしくお願いいたします。 

  また、質疑のルールでありますが、回数制限を設けない一問一答方式としますが、簡単な

質疑の場合は何点かまとめてもよいことといたします。 

  それでは、一般会計予算を議題とします。 

  初めに、歳入について質疑を受けます。歳入は、12款分担金及び負担金、13款使用料及び

手数料、14款国庫支出金、15款県支出金、16款財産収入、17款寄附金、18款繰入金及び20款

諸収入についてであります。質疑ございませんか。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） ページ数29ページ、一般会計ですが、事前質問で33番で出ております関
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連でご質問させていただきます。 

  部活動の指導員の成り手不足という回答をいただいております。お聞きしたいのは、この

成り手不足の要因を把握されているのか。それから、探している方には、例えば資格とか、

それから年齢とか、そういう制限があるのか、ちょっとまずそこを確認させてください。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村上学校教育課係長。 

〇学校教育課係長（村上純弥君） ただいまのご質問にお答えします。 

  まず、成り手不足の要因の部分についてですけれども、やはり部活動の時間、夕方、例え

ば４時半から６時とか、ちょっと働いている方にとっては、なかなか対応するのが厳しい時

間帯だということもありまして、なかなか成り手を探すのが難しいというような状況でして、

今やられている部活指導員の方は、教員のＯＢだったりとか、あとは非常勤で講師として来

ている先生、その授業が終われば、もうお帰りになられますので、それの後の時間とかを対

応して、活用して当たっているような状況になりますので、そういった要因でなかなか成り

手がいないのかなというふうにこちらで把握しております。 

  あと資格とか年齢の部分につきましては、特に求めているものはございませんので、どな

たでも時間、活動できるのであれば、そちらの指導員のほうになれるのかなというふうに考

えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） 何人もいればよろしいのですが、今回４人に対して３人しかという話で

あります。目標は、何人ぐらいを想定されているのか。あと、今時間が、当然授業が終わっ

た後の話なので、夕方からというのですが、この指導員の方はあれですか、練習試合とか、

もしくは当然大会のときの指導とかも踏まえるから、ある程度拘束時間が長いという部分な

のでしょうか、その辺併せて、分かる範囲でいいので、よろしくお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村上学校教育課係長。 

〇学校教育課係長（村上純弥君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  何人くらいというところですけれども、やはりこれは補助事業を活用しておりますので、

県の枠というのがございます。ですので、まず見つけられる範囲での要望というふうな形に

なっておりますので、今の、できれば各校２名ぐらいがいいのかなというふうには考えてお

りますけれども、今の規模で続けていければなと思っておりますし、学校のほうでも、やは

りどうしても対応できないわけではないというところもありますので、その教員の配置とか
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にもよるかとは思うのですけれども、いずれ同程度、同規模でやっていきたいなと思ってお

ります。 

  練習試合とかの拘束時間ですけれども、当然練習試合とか、大会とかの指導もしていただ

くのですけれども、部活指導員の年間の時間というのが決まっておりまして、その範囲内で

活動していただくというふうになっておりますし、実は部活の時間も制限がございます。１

週間当たり11時間というふうな時間数で活動してもらっています。平日は２時間以内、必ず

１日休みを設けること、休業日も必ず土曜日か日曜日、どちらかお休みして、３時間以内と

いうふうな決められた時間で活動しております。ただ、大会とかはまたそれとは別に考えて

おりますけれども、そういった形での活動となっております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  藤原委員。 

〇（藤原信悦委員） 一般会計予算書20ページ、12款１項の２です。ここに衛生費負担金とな

って、節として未熟児養育医療費負担金であります。これ前年予算も25万円ですけれども、

これの算定はどのような形で出るのかお知らせください。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 伊藤健康長寿課係長。 

〇健康長寿課係長（伊藤めぐみ君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  令和４年度の見積りとしまして、その年の申請者数によりますけれども、人数として５人

程度を予定して算定しております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他、歳入ございませんか。 

  藤原委員。 

〇（藤原信悦委員） それでは、一般会計予算書の21ページ、12の１の５、これは事前質問が

出ていまして、質問ナンバー14、２ページになりますけれども、学校給食費の未納について

伺います。 

  個別に未払い14件あることは確認してあるとの回答ですけれども、その後納入方法等につ

いて確認を取られているのかどうかを確認いたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 袖野学校給食調理場次長。 
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〇学校給食共同調理場次長（袖野 巌君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  事前にこちらのほうでも給食費が口座から引き落としできない場合、そういった場合は納

付書に落として、納付書のほうを皆さん、そういう未納の方には通知しておりますし、それ

とあとは滞納というか、期限になっても１か月しても払わない人たちにも次、そういった通

知、督促通知を出しておりまして、２回そういった段階を踏みましても未納の方もいる場合

は、私たちが夕方に納付指導に行ってお願いするという、そういった流れになっております。 

  以上、お答えとします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか、歳入。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原委員。 

〇（藤原信悦委員） 35ページ、20款４項１目、食用廃油回収代金の件について伺います。 

  質問のほうでは39番ですけれども、回答に揚げ物を調理する回数を減らし、なるべく廃油

を出さないとありますけれども、廃油については、これはリサイクルに回していますよね。

ですから、別段、確かにいっぱい使うのは問題だとは思いますけれども、必要な範囲内であ

れば気にすることはないような気がするのですけれども、その辺についてどのように対応さ

れているのか伺います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 袖野学校給食調理場次長。 

〇学校給食共同調理場次長（袖野 巌君） ただいまのご質問にお答えします。 

  廃油を出さないというか、出しても出さなくてもリサイクルされているから、それは確か

にクリーンな形では処理されておりますけれども、こちらのほうとしても廃油量というか、

そういったのは少し減らしてＳＤＧｓに少し貢献しましょうという、そういった目標も調理

場内にありまして、やっぱりむやみやたらに3,000トン以上、4,000トンになったり、5,000ト

ンになったり出さないように心がけようかということで、少し揚げ物の数を減らしたりとか、

あと揚げ物以外でも蒸し物とか、あとは焼き物とか、そういったものも給食のほうでいろい

ろ子どもたちに要望されておりますので、そういった形で揚げ物オンリーにならないような

形になってくると、どうしても下がってくるような形にもなりましたので、こんな形で進め

ております。 

  以上、お答えとします。 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  歳入はないですよね。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようですので、次に歳出に入ります。 

  歳出、２款総務費は、消費者行政事業、戸籍住民基本台帳事業、国際交流補助金事業、財

産管理事業のうち旧南昌グリーンハイツ及び岩手ビッグブルズアリーナに関するものであり

ます。質疑ございませんか。 

  藤原委員。 

〇（藤原信悦委員） それでは、一般会計予算書65ページ、３の１の３、生活支援体制整備事

業委託料についてです。ちょっと教えてほしいのですけれども、この生活支援コーディネー

ターの職務とは何でしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 65ページ、民生費ではない。ページ数。 

〇（藤原信悦委員） ページ数が、３款の１の３です。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 今２款、さっき言ったとおり、ちゃんと聞いてくだ

さい。総務費とか、その他説明しましたから、私ちょっと鼻が詰まっていて、口が回らない

のですけれども、今２款ですから、よろしくお願いします。２款ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、次に３款に入ります。民生費に質

疑ございませんか。 

  藤原委員。 

〇（藤原信悦委員） 大変失礼しました。３款の１の３、ページ数で65ページです。質問事項

一覧では、70番の質問ナンバーになっています。生活支援体制整備事業委託料1,227万円ほど

ありますけれども、この中の説明に出てきます生活支援コーディネーターの職務というかは

どのようなものなのかお教えいただきたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 遠藤健康長寿課係長。 

〇健康長寿課係長（遠藤訓子君） お答えいたします。 

  生活支援コーディネーターは、地域の困り事や課題を発掘しながら、その課題の解決につ

いて考えたり、あと地域の方々と一緒に考えたり、あとはその困っていることに関して考え

るだけではなくて、その仕組みだったり、例えばなのですが、居場所づくりをどうしようか

ということとか、あとは買物問題とか、移動が困っているとか、それぞれ地域でいろいろな
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困り事があるものを、その地域でどのように解決していくかを地域の方と一緒に考えて、そ

の仕組みをつくっていくことが役割となっております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原委員。 

〇（藤原信悦委員） そうしますと、そういう解決策については健康長寿課さんと何か相談さ

れながら進めるということでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 遠藤健康長寿課係長。 

〇健康長寿課係長（遠藤訓子君） お答えいたします。 

  令和３年度につきましては、コーディネーターには１層と２層というものがございます。

１層のほうは、全体を把握といいますか、総括する役割がありまして、２層は、各、こちら

ですと、２層に４法人委託させていただいておりまして、４人でエリア分けをして、地区担

当のようにしておりますが、その１層のコーディネーターを、今は健康長寿課の職員がほか

の業務と兼務をしながらやっておりました。このコロナ禍もございまして、なかなか２層の

コーディネーター４人とも相談しながら活動しておりましたが、思うような活動に至れてい

ないところもありまして、次年度別のところに、新規事業の介護特会のほうになりますが、

新規事業の立ち上げのところとコラボレーションしてといいますか、併せて生活支援コーデ

ィネーターのほう、１層のほう、町職員はサポートをするということで、１層のほうもでき

れば委託をして、本腰を入れて地域づくりに取り組みたいと考えております。令和３年度は

１層を健康長寿課の職員が、令和４年度以降は健康長寿課の職員と１層、２層のコーディネ

ーターで進めていきたいと考えております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原委員。 

〇（藤原信悦委員） そうしますと、職員の方も兼務という格好で今まで動いてきていて、い

ろいろとやっぱり課題というのは結構出ていると思うのですけれども、これについても含め

て今後一緒にやっていくということで理解してよろしいでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 遠藤健康長寿課係長。 

〇健康長寿課係長（遠藤訓子君） お答えいたします。 

  はい、そのとおり、丸投げではなく、町のほうも一緒に取り組みさせていただきたいと考

えております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他、民生費。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） ページ数60ページのアウトリーチ事業についてお伺いします。 

  事前質問にも66番で出ておりますが、まず聞きたいのは、町内にひきこもりの方はどれぐ

らいいるのか想定されているのか、まず聞きたいのと。 

  それから、この事前質問の回答では、２月25日時点で５ケースを支援しておりますという

ことで、令和３年度の実績は５件という解釈でよろしいのですか、その辺ちょっとお伺いし

ます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐々木福祉課課長補佐。 

〇福祉課長補佐兼係長（佐々木 円君） お答えさせていただきます。 

  ひきこもりの件数につきましては、現在把握しているのが、約で申し訳ございません。10名

ほどは、我々のほうで把握している件数はあります。そちらにつきましても、支援者のもの

とか、あとはこういう事業を使いまして、できれば出てきていただきたい、社会のほうに出

てきて活動というのでしょうか、そういうものをしていただきたいというようなところで支

援はさせていただいております。 

  令和３年度のケースの関係で５件ということで、その中でもその方々を実際訪問したりと

か、そういう形で対応させていただいているというような状況になります。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） ひきこもりという定義も各県によって違うようで大変だと思いますが、

ちょっと10名はあまりにも少ない、桁違いではないかと思っています。私は、自分の地元と

いうか、近所だけでも３件ぐらい知っているので、町内にはもっとあるのではないかと思っ

ていますので、今後大きな社会課題という捉え方を国でもしているようなので、その辺努力

していただきたいと思います。回答は要りません。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  藤原委員。 

〇（藤原信悦委員） 一般会計予算書63ページ、３の１の２、医療的ケア児等在宅レスパイト

事業給付費と、それから医療的ケア児等コーディネーター業務委託料のところで質問でござ
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います。 

  レスパイト給付費、前年度から153万6,000円ほど低い金額で予算を載せられていますけれ

ども、これは何か理由がございますか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 立花福祉課係長。 

〇福祉課係長（立花敦志君） ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 

  議員おっしゃるとおり、委託料といいますか、給付費そのもの、金額、当初予算ベースで

本年度よりも結構な額、減という格好を取らせていただきましたけれども、正直なところ、

本年度につきましては、恥ずかしながら、今実績が上がっていないような状況にございます。

これにつきましては、私どもの周知不足というところももちろんございますし、たまたまと

いう捉え方で申し訳ないのですが、ニーズといいますか、そこまで要望をいただかないで済

んだのかなというふうに捉えてあるところでございます。 

  レスパイトという事業名でやらせていただいておりますけれども、いずれ医療的ケアが必

要なお子様方、障がいを抱えたお子様方をふだん見ていらっしゃるご家族様が、冠婚葬祭等

で何か緊急に出かけなければならないとか、何か突発的な事案が発生した場合に、その間に

訪問看護ステーションの職員のほうが様子を見るといいますか、見守りをするというふうな

事業内容になってございますので、この点につきましては当初予算ベース、確かに削減して

いるところではございますけれども、町内の要望をこちらとしても洗い出しといいますか、

より周知のほうを徹底してまいりたいと思ってございました。ということで当初の段階では、

金額のほうちょっと減させていただいたところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原委員。 

〇（藤原信悦委員） 私の母親が自宅介護しているときも、やっぱりこれで私とかみさん、ち

ょっと用事があるときに出かけることができましたので、ぜひ、これは金額を減らして予算

を組んでいますけれども、よく周知いただいて、そしてやっぱり介護疲れで共倒れにならな

いように、何とか配慮していただく方向で動いていただきたいと思います。回答は要りませ

ん。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  水本委員。 

〇（水本淳一委員） 先ほどの続きですけれども、65ページ、老人福祉費ですけれども、先ほ

ど新規事業とかお話ししていましたけれども、ここの増加の理由をお伺いします。 
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  それから、令和３年度の事業としてサロンへの訪問等、地域の課題の把握ということを前

載っていました。高齢者に優しいお店紹介発行に向け情報収集とかありましたけれども、こ

れは高齢者に優しい店の紹介というのは、もう出来上がっているのか、そういうところをお

伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 遠藤健康長寿課係長。 

〇健康長寿課係長（遠藤訓子君） お答えいたします。 

  生活支援コーディネーターの委託料が増加している理由は、先ほどお話しいたしました１

層のコーディネーターを委託で考えておりまして、この事業の専属をお願いして専任で頼む

というところで委託料を723万円ということで、前年度より増額となっております。 

  ２点目、高齢者に優しいお店でございますが、これ生活支援コーディネーターが高齢者に

優しいお店ということで、お店を回って、実際訪問してご理解いただけるお店に、あとは認

知症のサポーター養成講座も受けていただけないかということでお話をしまして、お店の方

にサポーター養成講座も受けていただいて、認知症の理解をいただいた上で、高齢者に優し

いお店ということで認定とさせていただいておりました。 

  一般質問の答弁のところで13か所ということで回答させていただきまして、その後、認知

症のサポーター養成講座をやっておりますキャラバンメイトという連絡会という、その普及

活動をしている会があるのですが、そちらのほうに確認いたしましたところ、さらに企業さ

んで受けていただいたところが３者ほど追加になったということで聞いておりますので、認

知症に優しいお店ということでステッカーもお渡しして、できればお店に貼っていただきた

いということもしていただいて、今コーディネーターのほう、今年はそのお店をまず回った

りとか、あとは「じょい」という情報誌、そちらのほうも使いながら、少し発信、コロナ禍

でもできる仕事をということで、あまり人に接することはできませんでしたが、そのような

発信をするとか、あとは理解していただける方を見つけて一緒に活動していただけるように

という働きかけのほうを行ってまいりました。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  その他。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） 64ページのシルバー人材センターについてお伺いします。 

  まず、現在の登録者数、押さえていれば、その数値をお願いしたいし、またその数値とい
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うのは、５年前と３年前と比較して、増えているのか、減っているのか、変わらないのか、

その辺の数値との比較の傾向だけでよろしいので、お答え願います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 遠藤健康長寿課係長。 

〇健康長寿課係長（遠藤訓子君） お答えさせていただきます。 

  シルバー人材センターのちょっと最近の、直近のところは確認はしていなかったのですけ

れども、今年度の秋時点、年度初めと年度の中間で会員さんの様子ってどうなっているのか

なということで、事務局さんとお話しさせていただいたことがございました。そうしたとこ

ろ、令和３年４月だと236人、そして９月の上旬になりましたら221人ということで、やはり

加入される方もあれば、お年の理由だったりとか、ご本人さんの都合でやはり辞められる方

もいらっしゃるということを聞いておりました。 

  仕事の内容も様々ございますが、体力を使うものとかもございますので、なかなか来てい

ただきたいというところもありながら、会員さんを募るのに苦労されているところのお話は

伺っております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 傾向は。 

〇健康長寿課係長（遠藤訓子君） 私が捉えておりますのは、令和２年なのですが、令和２年

は231人で、ほぼ横ばいで、ちょっと増減のところで、ここ数年の傾向を、すみません、捉え

ていませんでしたが、ただ増やすというところで考えますと、なかなか厳しいところもある

現状は伺っております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

              （「はい、ありがとうございます」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  水本委員。 

〇（水本淳一委員） 62ページの３款１の２ですけれども、難聴児補聴器購入助成事業給付費

ですけれども、これは難聴の方というのは、どれくらいいるのか、この内容、あるいは何割

負担であるとか、そういうのを内容をお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 立花福祉課係長。 

〇福祉課係長（立花敦志君） ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 

  まずもって難聴児の人数のところ、すみません、今持ち合わせている資料がなくてお答え
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できなくて申し訳ないのですけれども、この事業、難聴児の補聴器購入助成事業というもの、

この事業の対象としておりますのが、聞こえの部分のデシベルというのがあります、その単

位でいったときに、いわゆる身体障害者の手帳を取得するに至らないぐらいのというふうな、

非常に曖昧な表現ではございますけれども、一般の方よりは聞こえないのだけれども、手帳

を取るほどではないというふうな曖昧な表現であれなのですが、しかしながら日常生活にお

いて必要と思われるような方、当然いらっしゃると思いますので、そういったお子様方、ご

家族さんから、あるいは教育機関等からご相談があった際に対応させていただくということ

でこの事業を計上してございました。 

  すみません、人数につきましては捉えてございませんでした。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） この金額は何名分とかあるのですか。 

〇福祉課係長（立花敦志君） この金額につきましては、お一方分ということで予算計上して

ございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） 71ページ、町立保育園運営事業についてお伺いします。 

  ふれあい保育シルバー人材派遣の作業内容ですが、園内の消毒作業と思われます。このと

ころオミクロン株の拡大によって毎日何名ぐらい依頼して、どのようなところの消毒を１日

何回程度行っているのか。また、この内容というのはあれですか、消毒作業以外には、お手

伝いいただいているという部分ではないのでしょうか、その辺の確認をお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 田村煙山保育園副園長。 

〇煙山保育園副園長（田村礼子君） ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

  シルバー人材のほうから派遣をいただきまして、日常的に朝６時から10時までと夕方３時

半から６時半まで、５名の方のローテーションで業務をお願いしております。 

  清掃業務のほかに、子どもたちの保育園の場合、時差出勤しておりますので、朝の受入れ

のときに、保育士の補助的なサポートとして、一緒に受入れをしていただいたり、それから

食事の準備とか、遊具の消毒とか、そういうようなことを日常的にお願いしております。 

  以上でお答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 
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              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  谷上委員。 

〇（谷上知子委員） 59ページのちょうど真ん中辺の民生連絡員活動事業のところです。そこ

に上から３行目の報償費と謝礼の金額についてですが、内容と金額について、報償費はどう

いったことに使われたのかということと、謝礼はどういう謝礼で、多分何人か分だと思うの

ですが、そのことをお聞きします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 言っておきますけれども、予算ですから、どういう

ふうに使う予定で予算を組んだのかという部分で言ってもらえれば、令和３年度の実績の部

分でなく、そういう聞き方をしていただければ、予算なので。 

  佐々木福祉課課長補佐。 

〇福祉課長補佐兼係長（佐々木 円君） お答えいたします。 

  報償費につきましては、こちらのほう、令和４年11月30日をもって今の民生児童委員さん、

任期満了ということで、その方々が継続していただければ非常によろしいのですが、やっぱ

り事情によって退任されるという方々がおるかもしれませんので、その方々の記念品代とい

うか、盾とか、そういうものに使いたいということで計上させていただいております。 

  これにつきましては、実際年数によって、１期から２期とか、長い方であれば、３期、４

期とかやっている方いらっしゃいますので、それ以上やっていただいている方おりますので、

その方々に若干金額で差をつけるわけではございませんが、そういう形で何名かおるかもし

れないということで計上させていただいているものでございます。 

  それから、謝礼につきましては、こちらのほうは民生連絡員ということでの町からの報酬

という形で計上させていただいております。こちらにつきましては、会長が７万1,500円、そ

れから委員それぞれ会長ほか、会長は１人７万1,500円ですけれども、ほか52名、主任児童委

員が３名おりますが、含めまして52名につきまして、一人頭６万5,000円ということで計上さ

せていただいております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、民生費を終わります。 
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  次に、４款衛生費、質疑ございませんか。 

  藤原委員。 

〇（藤原信悦委員） ページ数は、一般会計予算書で75ページ、４の１の１、成人検診事業に

ついて伺います。 

  前年度の予算に比べますと153万円ほど予算額が減っております。一番問題になるのは受診

率なのですけれども、人数は出ていますけれども、受診率は上げ止まりか、下げ止まりか、

多分下げ止まりだと思うのですけれども、その辺、受診率、どれぐらいになっていますでし

ょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 小原健康長寿課係長。 

〇健康長寿課係長（小原朋子君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  まず、令和３年度なのですけれども、がん検診事業につきましては集団検診から個別検診

に変更させていただいたものが一部ございます。あとは、コロナ禍によりまして、日程をさ

わやかハウスで行った集団検診もございます。実績につきましては、やはり集団検診、さわ

やかハウスで行ったものに関しては、令和３年度、胃がん検診と肺がん検診、結核検診をさ

わやかハウスで行いました。胃がん検診につきましては、令和２年度と比べて100名ほど増加

をしております。これは、令和２年度もコロナ禍において日程を変更したということもござ

いましたが、今年度につきましては昨年度よりは少し増えているという状況になります。そ

して、肺がん検診につきましては、昨年度ですと2,055名の方に受けていただいておりますが、

今年度に関しては1,397名の受診者ということで、800名ほど少なくなっている状況でござい

ます。 

  あとは、がん検診でいいますと、乳がん検診、子宮頸がん検診、あとは大腸がん検診につ

きましては個別検診を行っておりますが、こちらに関しては令和２年度と比べて受診者は増

加しているというところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  藤原委員。 

〇（藤原信悦委員） そうしますと、大きくどの部分で予算は少なめになっているのか分かり

ますか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 小原健康長寿課係長。 

〇健康長寿課係長（小原朋子君） お答えいたします。 
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  令和３年度受診者数が少し減った部分がございますので、その実績に合わせて令和４年度

計上させていただいているところです。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  水本委員。 

〇（水本淳一委員） 76ページ、がん患者医療用補正具購入費助成金ということで、これはど

のような内容なのかお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 小原健康長寿課係長。 

〇健康長寿課係長（小原朋子君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  こちらは、新たな事業として令和４年度計上しておりますが、がん治療をされている方で

治療により脱毛になって、医療用のウイッグが必要な方への支援策として計上しておるもの

でございます。 

  内容としましては、医療用ウイッグ１台分、助成額を２分の１助成するものでございます。

上限は２万円としております。 

  令和４年度は10名計上しているところです。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  水本委員。 

〇（水本淳一委員） それから、76ページの妊産婦健診等送迎委託料でありますけれども、事

前質問74番、これで上限１万円の支援ということで、これはどのような方法で助成するのか

お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 小原健康長寿課係長。 

〇健康長寿課係長（小原朋子君） こちらについては、妊婦及び母子手帳を交付してから１年

間なので、産後も含めて妊産婦への助成を予定しているものになりますが、妊婦さんにタク

シーチケット、お一人１万円分を助成させていただいて、100円単位で使えるものを想定して

おります。具体的には、妊婦健診や、そのほかの受診、あとは産後であれば、お子様の健診、

予防接種受診、そのほかに母子保健事業に使っていただける内容と考えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  その他ございませんか。 
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  藤原委員。 

〇（藤原信悦委員） 一般会計予算書77ページ、４款１の１、精神保健事業のところで質問い

たします。 

  この質問が事前質問事項としては、75番の質問として出されております。その回答の中で

自殺対策講座の対象者を拡大し、自殺を防ぐ啓発活動を強化という文言が書かれております。

これは、具体的に回数とか、そういうものって決まっているのか確認いたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 予算ですから、どのくらいでこういう予算になった

かという聞き方をしていただければ。 

  藤澤福祉課係長。 

〇福祉課係長（藤澤のり江君） ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

  こちらの講座ですけれども、ゲートキーパーの養成講座につきましては今年度よりも１回

多く回数を考えておりまして、７回開催したいと考えております。そして、接客をされてい

るような業種の方に対しましてもゲートキーパーの養成講座を行いたいと考えておりまして、

そこはこれから調整を図るところなのですけれども、そこの部分に向けまして対象者といい

ますか、拡大を考えております。 

  また、小学校のＳＯＳの出し方教室におきましても、来年度は新規に小学校２校入らせて

いただく予定にしておりましたので、今年度は小学校１校でしたから、そこも２校に増加と

いうか、させていただきたいと考えております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） 80ページの環境美化事業について、その中に監視カメラ購入費、計上に

なっています。どこで設置利用するのか。64万円は何台分の購入なのか、その辺の区分、ご

説明お願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐々木町民環境課課長補佐。 

〇町民環境課長補佐兼係長（佐々木美香君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  こちらの環境美化事業の監視カメラの購入費は、これ１台分となっております。設置予定

というか、検討している部分といたしましては、今まで不法投棄の多発している温泉に上が
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るところの待避所の付近ということを考えておりますが、ちょっといろいろな条件がありま

すけれども、その予定でおります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） ぜひその不法投棄防止のために活用をお願いしたいと思います。 

  別の質問をさせていただきます。81ページのごみ処理場運営事業についてお伺いします。

今回町長は、ごみ焼却炉を減らして、負担金を削減したお金で赤ちゃん子育て応援給付金事

業を創設して、その財源をここから出すというような答弁されておりますが、焼却炉のここ

二、三年の動向として、減量傾向なのか、もしその辺がデータがあれば教えてもらいたいと

いうか、データなければ肌感で構いませんが、減っているのかどうか、ちょっとお伺いして

おきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐々木町民環境課課長補佐。 

〇町民環境課長補佐兼係長（佐々木美香君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  環境施設組合のほうのごみ処理量というふうになるかと思いますけれども、今ちょっと町

のほうに着目すれば、伸びてはいたのですけれども、最近の政策のおかげかちょっと分から

ないのですけれども、この令和３年度においてはちょっと減っている感じはしております。

いろいろな施策のおかげなのか、それとも環境施設で厳しく取り締まっているせいかはちょ

っと分かりませんが、このような傾向があると思います。 

  ただ、負担金については、いろいろな経費が込みになっている部分もございますので、そ

の部分については私のほうからお答えできません。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  水本委員。 

〇（水本淳一委員） 82ページ、矢巾斎苑の工事請負費ですけれども、今年はどのような工事

をやるかお聞きします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐々木町民環境課長補佐。 

〇町民環境課長補佐兼係長（佐々木美香君） お答えさせていただきます。 
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  矢巾斎苑の工事請負費ですけれども、こちらのほうは令和４年度は火葬炉のうち１号炉の

ほうのセラミック張り替えとスリーブ管の補修というふうな工事内容となっております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、次に９款消防費、消防費は福祉避

難所運営事業に係る項目についてであります。質疑ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、次に10款教育費、質疑ございませ

んか。 

  藤原委員。 

〇（藤原信悦委員） 予算書では111ページ、10の１の３、事前質問では質問ナンバー121番、

印刷製本費、これについてですけれども、郷土理解のための社会科副読本を編集、発行する

ということですけれども、これは誰が監修して、誰が発行責任者になっているか伺います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 高橋学校教育課課長補佐。 

〇学校教育課長補佐兼係長（高橋俊英君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  こちらのほうは、発行編集自体は学校の先生方あるいは教育研究所の職員が編集委員会み

たいなものを立ち上げ、そちらで議論し、いいものを作るということになりますが、発行主

体につきましては矢巾町教育委員会が発行するということになってございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原委員。 

〇（藤原信悦委員） そうしますと、編集内容については事前に協議されて、みんな確認の上

で発行されてということでございますね、そのように理解してよろしいでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 高橋学校教育課課長補佐。 

〇学校教育課長補佐兼係長（高橋俊英君） みんなというのがどこの範囲までというのはござ

いますが、いずれ編集内容をある程度議論して、ある程度の確認先に確認して発行するとい

うことになってございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  その他ございませんか。 
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  水本委員。 

〇（水本淳一委員） 110ページですけれども、不来方高校教育振興会補助金、令和２年度から

ずっと見ますと、70万円、60万円、そして令和４年度は50万円と減ってきていますけれども、

これ何か理由があるのかお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 高橋学校教育課課長補佐。 

〇学校教育課長補佐兼係長（高橋俊英君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  例年教育振興会の予算等ございます。やはり振興会のほう、例えば不来方高校の遠征費と

か、そういったものに補助するような内容になってございまして、やはりコロナ禍で大会の

ほうが大分なくなるといったところで繰越金が非常に増えてきておるところでございます。

ですので、例年ですと、ある程度の決まった金額でございましたが、双方ちょっと協議した

上で、今回は減らした額ということでさせていただいております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） 教育研究所運営事業についてお伺いします。111ページです。 

  まず、学校適応指導事業と学校適応支援事業、この違い、何となく理解しているつもりで

すが、まずここの内容を確認してから質問させていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 高橋学校教育課課長補佐。 

〇学校教育課長補佐兼係長（高橋俊英君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  学校適応指導事業につきましては、教育研究所の中にこころの窓という教室がございます。

いわゆる居場所づくりというところで、そういった子どもたちを見てあげる教室がございま

す。そちらの運営事業費、人件費等を計上させていただいている事業となってございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） もう一つ。 

              （「適応支援事業は」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村上学校教育課係長。 

〇学校教育課係長（村上純弥君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  適応支援事業のほうにつきましては、各学校に配置している適応支援員、あとは特別支援

教育支援員の人件費となっております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他ございませんか。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） それで、ここの経費、会計年度任用職員、多分この経費から見れば１名

ずつだと思うのですが、この方たちはこころの窓とか、学校配置といいつつ、学校も小学校

だけでも４校あるわけですが、このようなところへの稼働日数、これそれぞれどれぐらいな

のでしょうか、その辺をお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 高橋学校教育課課長補佐。 

〇学校教育課長補佐兼係長（高橋俊英君） 先ほどは大変失礼いたしました。ただいまのご質

問にお答えいたします。 

  まず、学校適応指導事業の人件費につきましては、平日５日間、年間まず土日抜きの部分

で稼働日を設定してございますし、また学校適応支援事業の中の特別支援教育支援員さん、

あと学校適応支援員さん、それぞれ全部合わせて15名ほどおりますけれども、こちらの方は

それぞれちょっと個別に、学校の事情もございまして、いろいろありますが、例えばお一人

ベースになるところは年間1,026時間、１日６時間以内。あとは学校ですと、例えば夏休みと

か、年末年始、あと春休み、そういったところを抜いた部分ですので、ちょっと何日という

ところではないのですが、1,026時間マックスという形でお願いをしているところでございま

す。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） これも先ほどのひきこもりではないのですが、やっぱり学校へなかなか

登校しない、タッチ登校とかと、私もこの頃聞いたのですが、そういうところとか、こころ

の窓もそうなのですが、やっぱりそこら辺大事にしてほしいのです。経費が随分安いなと、

こころの窓の対応する方、それなりのキャリアのある方が対応するのに、この経費かと思う

のですが、今回の予算はそうなっていますから致し方ないにしても、この辺の部分、やっぱ

り今心というか、精神的に問題を持っています子どもさん方が多いという部分もありますの

で、ぜひ力を入れていただきたいなと思っております。 

  答弁は要りません。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 予算を少し今度は頑張ってほしいということで、ま

だまだちょっと途中ですけれども、今回は46分という制限がありますので、３分ぐらい前に
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は議場に戻っていただきたいので、ここで休憩といたします。 

  基本的には45分開会というわけではない、50分開会になると思いますけれども、議場には

46分の３分前ぐらいには必ず入っていただくようにお願いいたします。 

  それでは、休憩に入ります。 

              午後 ２時２９分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 ２時４７分 再開 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） それでは、再開いたします。 

  質疑の前に訂正の部分が２回ほど来ておりますので、まず最初に佐々木福祉課長補佐。 

〇福祉課長補佐兼係長（佐々木 円君） すみません。先ほど赤丸委員さんのほうからありま

したひきこもりの人数ということで、私10名ということでお話しさせていただいたのですが、

重層的支援体制整備事業にいろいろ事業がありまして、参加支援事業というのがありまして、

ひきこもりとか、高齢者の方とか、そういう方々をフリースペースということで、今のえん

じょいセンターのほう、そちらのほうに来て参加させていただくという方々が10名というこ

とで、そちらと勘違いしておりました。正確には、37名を把握しているということです。 

  以上、訂正して回答とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしくお願いいたします。 

  それから、小原健康長寿課係長。 

〇健康長寿課係長（小原朋子君） 先ほど成人検診事業の減のところで藤原委員さんからご質

問をいただいた件に少し加えさせていただきます。 

  令和４年度、皆さんへの案内通知、一緒にできるものは一緒にするということで、印刷製

本費を見直して減額をさせていただきます。あとは、検診委託料なのですけれども、自己負

担額の部分を検診機関へ本人が納めていただいて、その差額を町へ請求していただくという

ことになりますので、その部分の減額というところになります。 

  よろしくお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  それでは、再開いたします。教育費、質疑ございませんか。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） 113ページ、スクールガードボランティア保険料についてお伺いします。 

  まず、この金額は何名を想定した経費でしょうかというのと、それからほぼ小学校学区だ
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と思いますが、この学区ごとエリアの、そのスクールガードの人員目標数なるものは設定し

てあるのでしょうか。 

  以上、伺います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村上学校教育課係長。 

〇学校教育課係長（村上純弥君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  こちらのボランティア保険料につきましては、145名分を計上させていただいております。

あと各学区のスクールガードの目標人数というものは定めてございません。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  藤原委員。 

〇（藤原信悦委員） 会計予算書は123ページ、10款４の６、歴史民俗資料館日直業務委託料に

ついて伺います。 

  令和４年度会計年度任用職員からこちらに切り替えられるということですけれども、人数

は何人ぐらいを予定していますか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 泉山文化スポーツ課係長。 

〇文化スポーツ課係長（泉山弘道君） ただいまの質問にお答えします。 

  人数につきましては、今までと変わらずに５名体制で引き続きやる方向で考えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  藤原委員。 

〇（藤原信悦委員） あくまでも業務内容は管理業務と書いていますけれども、施設管理業務

でよろしいのでしょうか、そのように理解して。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 泉山文化スポーツ課係長。 

〇文化スポーツ課係長（泉山弘道君） ただいまの質問にお答えします。 

  そのとおり施設の管理業務ということで行いたいと考えています。 

  以上でございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  その他ございませんか。 

  水本委員。 

〇（水本淳一委員） 124ページですけれども、日本スポーツマスターズというのが行われます
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けれども、矢巾町では９月23日から24日にかけて男子バレーボールということで600名を想定

していますけれども、この23日、24日だけですか、その前後いろいろ交流とかあるのか。あ

とそのときに、町のいろいろ宣伝すると思いますけれども、それは体育館の中でちょっとや

るのか、どういう感じでやっていくのかお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐々木文化スポーツ課係長。 

〇文化スポーツ課係長（佐々木 龍君） お答えさせていただきます。 

  交流事業等は、特に計画はしてございません。なので、23日、24日、２日間の試合になり

ます。 

  それから、宣伝の部分については、まずはおもてなしということで、いらっしゃった選手

の皆様に町の特産の何かドリンクとかを提供させていただきますのと、あとはおでんとかの

振る舞いをちょっと商工会なり、観光協会なりと協力しながら、体育館の１階のホールのロ

ビーのところで実施したいなというふうに考えてございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他ございませんか。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） ページ数が122ページ、佐々木家屋根ふき替え工事の請負費の内容につい

てお伺います。 

  まず、3,000万円を計上しておりますが、以前ふき替えた分除きのところを全部やられるの

かという部分と、この請負工事費はその屋根部分だけで3,000万円なのか、まずその辺をお願

いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 泉山文化スポーツ課係長。 

〇文化スポーツ課係長（泉山弘道君） ただいまの質問にお答えします。 

  今回の佐々木家曲家のかやぶき屋根のふき替えでございますが、平成30年に南側につきま

しては一度ふき替えは終わっておりますので、今回はその残り全ての屋根の部分のふき替え

ということになります。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） そうすれば、随分きれいになっていいですね。それで、まずあそこの部
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分、今後の利用予定はどうするのかというのと、今の屋根ふき替え、今かやぶき屋根ふき替

えの技術者がいないと全国的な課題になっていますが、工期はいつ頃を設定するのか、その

辺お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 泉山文化スポーツ課係長。 

〇文化スポーツ課係長（泉山弘道君） ただいまの質問にお答えします。 

  技術者がちょっといなくなっているというのは、減っているというのは、まずそのとおり

でございまして、一応青森等にも業者がいらっしゃいますので、時期的には、まず春雪が解

けて暖かくなったあたりから始めまして、まず年内のふき替えを想定しております。 

  以上、お答えといたします。 

              （「今後の利用計画は」の声あり） 

〇文化スポーツ課係長（泉山弘道君） 失礼しました。 

  今後の利用につきましては、現在曲家のほうでもいろいろイベントを多数開催しておりま

すが、これからそのとおり屋根もきれいになりますので、より多くの、それこそ文化スポー

ツ課内でさらに連携を図りながら、観光等含めてさらに充実した運営をしていきたいと考え

ております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  水本委員。 

〇（水本淳一委員） 113ページの小学校維持管理事業の工事請負費ですけれども、これ令和３

年度以降から３年間煙山小学校において学級を１クラス増やすという内容だと思いますけれ

ども、この人数、現在もその見込みというのは変わらないのか、増え方というか、ちょっと

もっと大変だという状態なのか。今年はどういう工事をするのかお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村上学校教育課係長。 

〇学校教育課係長（村上純弥君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  工事費の部分かと思うのですけれども、煙山小学校の教室の拡張といいますか、増設のほ

うは今年度、令和３年度でまず一旦終わりになりまして、こちらは通常の小学校の維持修繕

だったりとか、設備の修繕だったりというところでの工事費になっております。 

  煙山小学校の状況ですけれども、当初、昨年度の今時点では、令和４年度の新入生が４学

級になると見込んでいたのですけれども、ぎりぎり３学級で収まったというような状況にな

っております。以降、やはり今の時点では、令和５年度は４学級、あといろいろ周りの状況
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が変わってこなければ、今の状況でいけば、令和６年度は３学級、令和７年度は４学級、令

和８年度は３学級、３学級、４学級というような繰り返しで見込まれているような状況にな

っております。 

  ですので、教室のほうは、まず十分といいますか、まず足りなくなることはないのかなと

思っておりますけれども、ただやはり特別に支援を要するお子さんが増えておりますので、

どうしてもやっぱり空き教室は確保しておいて、何かあったときにそこで対応できるという

ような体制が取れるので、今年度もまず工事させていただいて、こういった若干余裕を持た

せているような状況になっております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他ございませんか。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） ページ数が126ページの共同調理場事業について２点質問あるので、１点

ずつ質問させていただきます。 

  まず、今回当初予算で計上されている業務委託料ですが、6,765万円ほどあります。これは

当初なので、どのように変わるかあれですが、これというのは、まず業務コストが軽減され

た想定額を計上しておるのか、まず確認して、それからこの業務委託、拡大したわけですが、

業務委託による何人中何名が雇用希望されて、雇用継続されるのか、その辺お願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 袖野学校給食共同調理場次長。 

〇学校給食共同調理場次長（袖野 巌君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  まず、業務委託の6,765万5,000円というこの金額ですけれども、こちらのほうは前にも全

員協議会のほうでご説明いたしましたけれども、３年間の長期継続で、この金額で３年間、

１年6,500万円ですけれども、これ掛ける３で契約するということで、10月の全員協議会のほ

うで皆様のほうにご説明いたしました。そういう形でこの当初予算は、そのとおり、6,700万

円何がしの金額が３年間業務委託として支払われる形になります。こちらのほう、東洋食品

株式会社という東京のほうでも大手の給食調理の業者になりますけれども、幾らぐらいか削

減になるのかという、そういったご質問もございまして、私も去年の予算とか、いろいろ今

年の予算も組みながら考えましたけれども、やはり昨年までは矢巾町で雇用していたパート

さんだったり、正職員さん、あとはそういったののほかに三八五貨物さんのほうに給食の配

送だったり、そういったものを委託していましたり、あと雇用していたりして支出していま
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したので、その辺の金額的なものがみんな学校調理の業務委託のほうに回っていって6,700万

円何がしの金額になることになりますので、思ったほどの削減にはなりませんでした。全体

的に358万6,000円ほどの削減となる形になりました。 

  あとは、今まで雇用していた調理員さんとか、パートさん、そういった方々、今度の東洋

食品のほうに引き続き雇用になるのかという、そういったご質問を先ほど受けたような気が

しましたけれども、こちらのほう、パートさん、今25名いますけれども、採用希望される方

々、11月に説明会をやりまして、そして12月には面接をして、去年中に採用の内定通知は出

しておりますけれども、25名のパートのうち23名の方が今度の４月から東洋食品のほうで採

用になります。あとは、こちらのほうの１名正職員、役場のほうの調理員の正職員の方も退

職なされて、この東洋食品のほうで働きたいという、そういった希望が出ております。 

  雇用条件、待遇の面につきましても、教育長が９月に答弁していましたけれども、業者の

ほうとはしっかりと交渉しまして、今までの会計年度任用職員よりも少し高いような賃金体

制で私らのほうで交渉しております。 

  以上、お答えとします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） まず、再雇用については安心しました。 

  それで、もう一点の質問ですが、今回一般質問で１月から２月のオミクロン株拡大によっ

て、学級閉鎖を含めて５回町内の学校が休業したという話でありますが、多分これの判断と

いうのは前日の夕方等で対応されているかと思います。そのときの翌日の給食の対応という

のはどうなるのですか。例えば2,100食分作って、35人学級休むから35人分減らすとか、その

辺の対応なんか、どのようにやっているのでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 袖野学校給食共同調理場次長。 

〇学校給食共同調理場次長（袖野 巌君） ただいまのご質問にお答えします。 

  今委員さんおっしゃるとおり、学年閉鎖、学級閉鎖が２月から頻繁にございました。今お

話ししたように、前日の５時前までに学校のほうから明日は学級閉鎖にしたいとか、そうい

った問合せが来れば、何とか業者さんのほうと掛け合って食材のほうの調整を図ったりして、

そして何とか食材のほうが無駄にならないように栄養教諭、県から派遣されている栄養教諭

ですけれども、その方が知恵を絞っていろいろやり繰りをしていました。 

  ところが、当日の朝に、やっぱりうちで学級閉鎖しますので、１クラスだったり、２クラ
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スなしになりますと、そういった悲しい電話もあります。そういったときも、何とか栄養教

諭が業者と交渉を重ねて、幾らかでも食材を無駄にしないような対応をしておりました。あ

とは調理場内のストックできる冷蔵庫にも幾らか入れられないものか、調理員の人たちと、

午前中給食を作りながら、その話ばかりしているのですけれども、そういったことをやりな

がら、何とか食材を詰めて詰めて、そして無駄にしないような、そういった策を取っており

ました。あと３日で終わりですけれども、そういった形でやっているところでございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、これで一般会計の質疑を終わりま

す。 

  次に、国民健康保険事業特別会計予算の質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、これで終わります。 

  次に、介護保険事業特別会計予算の質疑に入ります。質疑ございませんか。 

  水本淳一委員。 

〇（水本淳一委員） 23ページ、通所型サービスＣ業務委託料ということなのですけれども、

23ページの上段、上から７行目のところですけれども、市町村の保育士等が公民館等で生活

機能向上や栄養等の改善、３か月から６か月ぐらい短期間で行われるサービスということで

すけれども、これにかわる方ですけれども、どれくらいの方が、これ１人当たり何回出席と

いうか、参加されるか。支障というか、体の支障の程度はどれくらいなのか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 遠藤健康長寿課係長。 

〇健康長寿課係長（遠藤訓子君） お答えいたします。 

  この通所型サービスＣの構想としましては、１回当たりのグループ、会場をちょっとおで

んせハウスを想定しております。その想定と初めて取り組むものなので、無理のないところ

で８名を想定しております。８名で週１回、毎週通っていただいて、３か月間のプログラム

を行います。そうしますと、３か月間ということだと、年間だと４グループなので、マック

スで32人ということにはなりますが、こちらの対象になる方は、介護保険のほうでいいます
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と、要支援１、２になられた方で介護保険サービスを利用されていない方と、あと総合事業

というものがございます。介護保険によらない事業のほうになりますが、そちらのほうで基

本チェックリストという25項目の生活状況やら身体の状況を確認する項目がございますが、

そちらのほうを用いながら認定された方、その方々を地域包括支援センターがきちんと必要

のある方をアセスメントしまして、通所型Ｃサービスの利用につなげるという流れとなりま

す。 

  なので、ちょっと人数は少ないですが、この方々がもしもうまく、目指すところというも

のがリハビリといっても、いろんなリハビリがございまして、身体的なリハビリの方もあれ

ば、もしかして低栄養の方だと栄養士さんに関わってもらって、例えば体重の増加とか、あ

とは口腔機能、認知の予防の部分も、その方に応じて取り組んでいく予定となっております。 

  その方々が、もしその後介護保険サービスを利用しなかった場合を想定しますと、今のと

ころお一人当たりがかかっている介護保険料が１年間で約170万円ぐらいかかっていらっし

ゃいますので、32人全員がずっと介護保険を利用しないというところはないかもしれません

が、半分の方でも成功していただければ、介護給付費のほうも抑制になりますし、あとはそ

の方自身が誰かのお世話になるとか、不自由なことではなく、自分のしたい生活を継続して

送ることができるという人生100年時代になりますので、その幸せにつながる事業になるかな

と考えております。 

  すみません。もしかしてお答えがそれたかもしれませんが、以上、お答えとさせていただ

きます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、次に後期高齢者医療特別会計予算

の質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、これで後期高齢者医療特別会計の

質疑を終わります。 

  以上をもちまして教育民生分科会に所属する委員の質疑を終わります。 

  次に、教育民生分科会に所属しない委員による質疑を行います。 

  質疑できる回数は１人２項目までとします。なお、質疑に当たりましては、会計及び事項
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別明細書等のページをお知らせ願います。事前質問の場合は、ナンバーでお願いします。 

  それでは、質疑を受けます。質疑ございませんか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 一般の歳出、３款１項３目、65ページの生活支援体制整備事業委託料の

内訳というのが、第１層が723万円で１法人に２名、第２層は、令和３年度と継続して504万

円ということになっているのですけれども、これどうやって委託というのを決めるのですか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 田口健康長寿課長補佐。 

〇健康長寿課長補佐（田口征寛君） お答えいたします。 

  委託事業者につきましては、それぞれ各地域にある社会福祉法人と随意契約ということで

考えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 社会福祉法人だけがそういうコーディネートできるわけでもないと思う

ので、やっぱり随意契約というよりは、こういう計画があるわけですから、いろんなところ

に声をかけていったらいいのではないかなと思いますし、あとこういう「じょい」って作っ

ていますけれども、これも皆さん知らない人、ほとんどだと思います。それもまずＰＲしな

ければならないでしょうし、そういう仕事をこの生活支援コーディネーターの方がやられて

いるのかなというふうに大変疑問に思いますので、今後第１層もほかの社会福祉法人に委託

するかもしれないですけれども、これ安い予算ではないですので、しっかりとやっていただ

きたいと思いますし、あと以前生活支援コーディネーターって、町社協のほうにいったと思

うのですけれども、そこの活動が不透明だったように思います。そこは、はっきり形にある

ものではないですけれども、形あるものもあるので、そこら辺もしっかりとやってほしいと

思うのですけれども、そこら辺どうでしょう。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 遠藤健康長寿課係長。 

〇健康長寿課係長（遠藤訓子君） お答えいたします。 

  生活支援コーディネーターのお仕事といいますか、役割ですが、今まで行ってきたこと以

上に活動していただくことを考えているのは、先ほど説明いたしました通所型サービスＣ、

こちらの事業にも一緒に入っていただきまして、その利用者さんの地域において、その方が

通所型サービスＣ、３か月で終わってしまいますが、機能回復した後に、次に活動できる場

につなぐ、今までの介護予防事業だと教室が終わると終了ということになってしまって、そ
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のままで終わってしまっていたものを、生活支援コーディネーターがその利用者さんの住ま

いの地域を確認しまして、その方が活動できる場を見つけたり、ない場合はつくるという仕

掛けもする役割を想定しております。ということで、今まで以上の活動をしなければならな

いということで、１層のほうを専任で委託することを考えました。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） この４法人、委託しているわけですけれども、何か介護のほうに偏って

いる、今の言い方では思うのですけれども、これ新生会のほうも入っていますので、そこら

辺、何か介護のほうばかりに偏らないようにしていただきたいのですが、そこら辺の考え。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 田口健康長寿課長補佐。 

〇健康長寿課長補佐（田口征寛君） お答えいたします。 

  実は、去年から始めた事業で、コロナ禍もあったりして、そのままできること、できない

ことなどもございました。そしてまた、始めたばかりと言うとちょっとあれなのですけれど

も、実際にまた今年度実施してみて、それぞれ各地域での実施内容を、その成果とか、評価

しながら、また別な例えばＮＰＯさんとか、そういうところでもできるところがあったりす

れば、そういうことも含めながら、また次年度とかに改めて事業者の選定等することで考え

ていきたいと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 今町社協の生活支援コーディネーターも以前介護保険の制度のほうであ

ったかと思うのですけれども、そこも同じような役割をしているのであれば、今まで何をや

ってきたのだろうかなというふうに感じるわけです。だから、今後何とかしていくという話

ではあるのですけれども、やっぱりこれ第２層委託料というのは兼任でやっているわけです

けれども、ほかに認知症のほうの事業であったり、包括のほうの事業だったりということの

職員も入ってくるわけですから、しっかりそこは見ていかないといけないかなと思いますけ

れども。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） これは、やっぱり総括のほうになって、来年度予算、

今来年度予算を審議しているわけなのですけれども、この考え方は、やっぱり総括のほうで

令和５年度の予算の考え方としてやっていただくことのほうが、今の段階では答えられない

と思いますので、総括のほうでやっていただければなと思います。 
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              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  小川委員。 

〇（小川文子委員） この事前質問のほうの72番なのですけれども、健康チャレンジ事業運営

支援業務委託料が、今度はこれまで町が行っていた参加者の申込み受付や、活動量計の購入

及び管理、健康セミナーの企画運営などについて、令和４年度は（株）ドリームゲートに委

託するということで、ドリームゲートは医大の敷地の中にありますメディカルフィットネス

の来年からは運営会社ということになりますけれども、町と両方でやらないと、あっちにま

で行ってやるのが大変ではないかなと思うのですが、全部を委託するのか、町のどこか１か

所でもそれもやりますというのか、そこら辺ちょっとお聞きしたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤井健康長寿課係長。 

〇健康長寿課係長（藤井実加子君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  まずは、健康チャレンジ事業、ドリームゲートのほうに業務委託ということで、基本的に

は健康増進施設のウェルベースのほうで母体となって実施していただくように考えておりま

す。ただ、職員も担当職員がおりますので、一緒に連動しながら事業実施していきますし、

現在さわやかハウスのほうに測定機器ございますので、そちらも継続して使っていただけま

すので、全て基本的にはドリームゲートさんに引き受けていただくように構想は考えており

ますけれども、町が全く関与しないということではなく、これまでと同様に引き続き一緒に

事業を運営していくというところになっております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 小川委員。 

〇（小川文子委員） 確認ですけれども、ではさわやかハウスでも受付はできるということで

すか。それとももう受付は一本化にするのか、そこだけちょっとお聞きします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） チャレンジ事業。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤井健康長寿課係長。 

〇健康長寿課係長（藤井実加子君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  受付は、一旦お話を伺ったり、せっかく窓口に来ていただいたお客様からはお申込書を頂

いたりとかという、そういう支援はいたしたいと思いますけれども、取りまとめとしてはド

リームゲートのほうにまとめてお願いする予定となっております。 
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  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。つなぐということはやるというこ

とで。 

  その他ございませんか。 

  川村委員。 

〇（川村よし子委員） ページ数で66ページ、介護予防施設事業、えんじょいセンター運営事

業で、事前質問の中の66、えんじょいセンターのスタッフが清掃、お掃除のことを聞いてい

るのですけれども、私は、このえんじょいセンターの令和３年から始めましたよね、利用人

数、このコロナ禍の中でどれくらいの人が来ているかお伺いします。 

  ということは、えんじょいセンターに来る方は要支援というか、昔の要支援のような方、

運転する人もいるのですけれども、足がない人、タクシーで来ているかもしれないのですけ

れども、そういう方たちをもっと来られるような体制を取ってほしいなと思っていたので、

利用人数を聞きます。 

  以上です。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 遠藤健康長寿課係長。 

〇健康長寿課係長（遠藤訓子君） お答えいたします。 

  今年度は、コロナの影響もあってか、やはり利用控えも見られました。今年度のところ、

４月から３月の途中までですが、全体でご利用していただいた人数、様々な事業に建物もお

貸ししていますので、3,388名の方がご利用していただいております。多くは認知症の事業で

ありますカフェとか、おれんじデー等のほうの利用が多いですけれども、その中で移動問題

につきましては、今のところもえんじょいセンターのスタッフとやはり課題ということは確

認しておりました。何とか利用をさせてあげたいというところもありまして、今のところな

かなかその課題の解決につながるところが見いだせておらず、引き続き何とかえんじょいセ

ンター、もしくはどこか通える場所につなげるようにというところを引き続き検討してまい

りたいと思います。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村委員。 

〇（川村よし子委員） 課題として移動ということなのですけれども、えんじょいセンターで

スタッフは、本当のプロの方たちがいます。やっぱり3,388人というような人数の方が利用し

ていた、ボランティア入れないでそのくらいですよね。そういう中で、やっぱりスタッフが
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そろっているので、そこに来るような手段とか、あと移動のこととか、もっと令和４年度は

考えたほうがいいのではないかなと思うので…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） それちょっと待って、やっぱりそれは総括のほうで、

清掃事業とか、それからえんじょいセンター運営委託料は18万円しかないので、今後そうい

うえんじょいセンターを活用するための方向性とするのであれば、やはり総括のほうで、ち

ょっと予算が少ないのではないかと、総括のほうでもっと利用促進をするための質疑をして

いただければなと思います。 

〇（川村よし子委員） はい、分かりました。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 先ほど言ったのは、総数ですから、スタッフも入れ

て。 

〇（川村よし子委員） ボランティアは入っていないのですよね。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 入って、総数。 

  その他ございませんか。 

  髙橋委員。 

〇（髙橋七郎委員） 70ページの病児保育事業負担金がありますけれども、教育長行政方針で

煙山保育園に令和４年度から医療的ケア児、病児等を受け入れ、支援体制を整えると表明し

ていますが、準備状況と何人なのか。 

  それから、１人、期間があるのでしょうけれども、どれぐらいの期間を見ているのか。 

  以上、その３点をお聞きしたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 沼田子ども課係長。 

〇子ども課係長（沼田光徳君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  予算書上、病児保育事業の負担金というのは、今実施しています盛岡市と紫波町、滝沢市

と協定を結んでいるほうの予算になってございます。 

  今委員からご質問ありました煙山保育園の実施については、ちょっとこの予算とは関係、

ここの部分とは関係ないのですけれども、状況としましてはおかげさまで令和３年度中に医

療的ケアのガイドラインが策定できました。議員の皆様にも、来週全員協議会のほうでも改

めてご説明させていただくのですけれども、そういったところでケアするためのガイドライ

ンというものは策定いたしました。 

  来年度ですけれども、答弁書のほうにも記載してございましたけれども、予定では２名の

受入れと、あとはそれに伴う看護師の配置１名というふうに考えてございます。 
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  以上、お答えといたします。 

              （「ありがとうございます」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 私も聞いたら、病児と病児後保育は来年度からはや

らないのだそうです。だから、盛岡市と紫波町にそれはまだ頼れるので、今検討中であると

いうことでしたので、何かやっぱり間違えるのです、そういう部分では。 

  その他ございませんか。 

  川村委員。 

〇（川村よし子委員） ページ数で24ページ、民生費国庫補助金のところです。保育士等処遇

改善臨時特例交付金、これをもらうときには子どもの人数でやるのでしょうか、保育士の人

数でやるのでしょうか。職員数、各保育園違うのですけれども、子どもの人数、年齢とか、

そういうのでやるのでしょうか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 沼田子ども課係長。 

〇子ども課係長（沼田光徳君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  事前質問のほうでも、すみません、お答えさせていただいたのですけれども、こちら保育

園に在籍している児童数を基に、それぞれの年齢別に単価が決められていますので、そこで

精算して補助額を計算してございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村委員。 

〇（川村よし子委員） すみませんです。給料表とかは国に提出しないで、どうして平均9,000円

というのが出るのでしょうか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 平均ですから、給料表出さなくても大体何％上がる

という部分で、平均ですから、そこ。沼田子ども課係長。 

〇子ども課係長（沼田光徳君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  各園からは、計画書という形で、元々の給料が幾らというところまではないのですけれど

も、この職員に対してこれぐらい上げますというような計画書はいただいてございます。そ

こは、この制度にもありましたとおり、３％、9,000円程度ということなので、一律9,000円

でもないですし、一律３％でもないと。そこは施設のほうの考え方で、その方々上がるかと

いうのは各施設で検討していただくというような内容になってございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 
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  その他ございませんか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 76ページの４款１項１目の妊産婦健診等送迎委託料、これ事前質問の74番

にもあるのですけれども、タクシー事業者を５社想定しているということなのですけれども、

これ公募で事業所を決めるということではあるのですけれども、今チケットでというふうな

お話だったので、今障がいの福祉チケットというのが540円の24くらいで、妊産婦は１万円と

いうことでありましたけれども、これ私もタクシーをやっていたから分かるのですけれども、

普通のタクシーでは何も、何もというか、補助みたいなのもしてくれないし、もしも何かあ

った場合にどうするのかというところまでしないと、何のための助成なのかというふうにな

ってしまうので、しっかりとそこを業者選定、介護タクシーなりなんなり、ほかのタクシー

であればドアを開けてくれて、ちゃんと介助してくれるというところもありますので、そう

いうところをしっかりしないと、ただチケットを配って５社公募で募りましたよではちょっ

とどうなのかなというふうに思うので、そこら辺の設定だったり、選定のほうを移動手段だ

けではなく、そういうところの支援、ケアもしっかりとしてほしいと思いますけれども。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 田口健康長寿課長補佐。 

〇健康長寿課長補佐（田口征寛君） お答えいたします。 

  今のいるタクシー事業者さん、候補の事業さんとは一応事前に打合せなどはしておりまし

て、そういった今委員さんからお話しいただいたところもお伝えしているところでございま

す。そして、あと介護タクシー、福祉タクシーというのも今委員さんからお話しいただきま

したので、福祉タクシー事業者さんのほうでも対応できるかどうか検討していきたいと思い

ます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） そこら辺、検討していただけるということだから、いいとは思うのです

けれども、しっかりそういうところを見極めながら支援を、ただチケット配っただけでなく、

やってほしいと思います。 

  以上です。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね、答弁は。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 
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  山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） 教育費の教育総務費なのですが、111ページ、これは赤丸さんのほうから

も質問がありましたが、学校適応指導員、これかなり大変な仕事だと思いますけれども、そ

れぞれ小学校等に配置になっているでしょうけれども、この学校の配置人員と、それから大

ざっぱと言えばあれですが、主な仕事内容、こころの窓の話もありましたけれども、それか

ら下のほうの学校適応特別支援員、教育支援員というのがありますけれども、これについて

も、これは年間の勤務時間、1,026時間がマックスだという話をお聞きしましたが、配置の人

数と、それから15名ほどいるということですが、小学校ごと、あるいは中学校もあるとすれ

ば、その配置人員と業務の内容をお知らせください。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 高橋学校教育課課長補佐。 

〇学校教育課長補佐兼係長（高橋俊英君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  ちょっと２事業に絞って答弁させていただきたいと思います。まず、学校適応指導事業、

こちら先ほどこころの窓というところでお話をさせていただきました。こちら１人で、一応

こころの窓に通ってきている子どもたちの勉強を見たりとか、一応そういった形で対応させ

ていただいていると。確かになかなか近年増えてきているというところもございます。１人

で大変なときは、例えば私も技術の教科を教えに行ったりとか、教育委員会の職員がそれぞ

れの持ち味を出した指導をしたりとか、そういった形で対応させていただいているところで

あります。 

  あと学校適応支援事業につきましてです。まず、こちら支援員さんの名前、２つございま

す。学校適応支援員と特別支援教育支援員、２種類ございます。適応支援員につきましては、

各校で小、中６校ございますけれども、１人ずつとなっております。こちらにつきましては、

例えばクラスそれぞれその場に応じて、例えばその子どもさんの勉強をちょっと補助的に見

てあげたりとか、そういった形、対象が児童生徒さん分け隔てなく対象になります。 

  特別支援教育支援員につきましては９名おります。内訳につきましては、徳田小学校１名、

煙山小学校２名、不動小学校２名、東小学校２名、矢巾中学校１名、矢巾北中学校１名とな

ってございます。こちらは特別支援ということですので、相手が特支の子どもさんたちの面

倒を見ると、児童生徒さんの相手方によって適応支援員と特別支援教育支援員というふうな

分け方になっております。総勢15名ということになってございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 
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  山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） それは、県補助金と、それから町単もあると思うのですが、その内訳は

どうなっていますでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 高橋学校教育課課長補佐。 

〇学校教育課長補佐兼係長（高橋俊英君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  学校適応指導事業、こころの窓につきましては町単になってございますし、あと先ほどの

学校適応支援事業、適応支援員さんと特別支援教育支援員さん、こちらも町単となってござ

います。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他ございませんか。 

  小笠原委員。 

〇（小笠原佳子委員） 76ページの妊産婦健診委託料ということで、一般的な健診は14回とい

うことで、子育て支援の一環で多子児童の健診回数を増やすことはできないでしょうかとい

うことを12月の一般質問でさせていただきまして、このこと今回の予算にはどうなのかなと

思ってお聞きします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 小原健康長寿課係長。 

〇健康長寿課係長（小原朋子君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  令和４年度は、多胎妊婦、14回の健診のほかに５回追加をした形で、ここ数年二、三組の

実績がございますので、その分を計上させていただいてございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 計上されたということで。 

  その他ございませんか。 

  藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） １点だけちょっと確認したいことがあるのですが、117ページの学校ＩＣ

Ｔサポート業務委託料ということで、これは60万5,000円の予算があるのですが、まずこの内

容をちょっと確認したいのですが、そこから。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村上学校教育課係長。 

〇学校教育課係長（村上純弥君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  こちらの予算ですけれども、小学校費のほうにも取っておりまして、こちらはＧＩＧＡス
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クール、ただいまいろいろ進めておりますけれども、その関係で学校でのＩＣＴ活用に係る

サポート支援業務を委託して、要は支援員を派遣して、いろいろ学校の先生の困り事とか聞

きながら、こういった対応をすればいいですよというようなアドバイスをする業務を委託す

るものになります。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） 先生方のサポートという形になるわけですね。それで、今いろいろ問題

になっているのは、自宅で子どもたちが、いわゆるリモート授業をするような形があるわけ

ですけれども、そういうののサポートというのは、ここの中にはどこに該当するのですか、

それちょっと確認します。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村上学校教育課係長。 

〇学校教育課係長（村上純弥君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  やはりどうしても各家庭に帰ってしまうと、そちらのサポートというものはできませんの

で、ある程度学校のほうで操作を先生なり、こういった支援員なりが教えて、まず疑似的に

そこでやってみるというような形を取った上で、持ち帰りをしてもらっている状況です。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） 学校で分かる範疇であれば、それはそれで対応はできるのですけれども、

それでも分からないという子どもがいるはずです。そういう場合のサポート体制というのは

取っているのか、取っていないのか、そこのところを確認します。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村上学校教育課係長。 

〇学校教育課係長（村上純弥君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  直接的には取っておりませんので、やはり分からない場合は先生に聞いていただいて、学

校のほうで学んでいただくというような形しか、ちょっと今の段階ではできないのかなと思

っております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） 今のところ対応は取れていないということなのでしょうけれども、将来

的に今のところはそこまでではないかもしれませんけれども、やっぱりそこのところも対応

できるような体制をきちんと取っていかないと、いわゆるそういう授業が受けられないとい
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う子どもが出てくる可能性もあるので、ある学校ではそういう子たちのために特別出てもら

うようなクラスをというか、教室を、そこを準備していくとか、そういう体制も取っている

ところもあるようなのですけれども、それでできるところはそれでいいのでしょうけれども、

できない部分についてはやっぱり直接行って指導するとか、何かそういう対応方法というの

をひとつ考えていかないと、あり得る話なので、そこのところは検討お願いしたいなと思っ

ていました。回答は要りません。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、これで教育民生分科会に所属しな

い委員による質疑を終わります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 以上をもちまして本日の議事日程は全て終了いたし

ました。 

  本日はこれをもって散会といたします。 

  なお、明日、明後日は休日休会、14日は総括質疑を行いますので、午前10時に本議場に参

集されますようお願いいたします。本日は大変ご苦労さまでした。 

              午後 ３時４２分 散会 
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 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

              午前１０時００分 開議 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 会議に先立ち、委員の皆様にお諮りいたします。 

  本委員会の傍聴希望者には、委員会条例第17条第１項の規定により、傍聴の許可をしたい

と思いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ご異議がないようなので、許可することに決定いた

しました。 

  ただいまの出席委員は15名であります。定足数に達しておりますので、会議は成立しまし

た。 

  なお、５番、村松信一委員、16番、廣田光男委員は、都合により欠席する旨の通告があり

ました。よろしくお願いいたします。 

  ただいまから本日の予算決算常任委員会を開会します。 

  直ちに予算決算常任委員会の会議に入ります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     議事日程の報告 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したと

おりであります。 

  委員の皆様にお願いいたします。さきの全員協議会で示したとおり、総括質疑については、

事業の考え方や政策の方向性など町政に関する大きな観点で当局の考えを明らかにする質疑

であります。実績や予算の根拠になる数値の確認、制度の内容については、分科会で議論を

尽くしておりますので、本日は総括質疑として、さきに述べたようにお願いいたします。 

  これより本日の議事日程に入ります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第１ 予算議案の総括質疑 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 日程第１、予算議案の総括質疑を行います。 

  ９日から11日までの３日間において令和４年度の一般会計、各特別会計及び公営企業会計

予算に対する分科会ごとの全体質疑は終了しましたので、本日は総括質疑を行います。 

  総括質疑は会計ごとに行いたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 異議がないようなので、会計ごとに行うことに決定

いたしました。 

  初めに、令和４年度矢巾町一般会計予算について総括質疑を受けます。 

  長谷川委員。 

〇（長谷川和男委員） ７点ほど質問がありますが、最初の４点ほどは、順次質問させていた

だきますので、よろしくお願いを申し上げます。 

  令和４年度の施政方針でレインボー大作戦と題して、重点的に取り組む事項、町の将来像

に向けた施策の方針を示されました。ぜひその作戦を成功されるよう願うが、令和４年度予

算作戦を実現するために、重点的に取り組む事項に対して、具体的にどのような予算措置が

なされているのか、お伺いをいたします。 

  ２点目、観光産業活性化の予算内訳を教えていただきたいと思いますが、特に花と緑を基

軸にした取組について、一体的にプロモーションをやるとあるが、宣伝だけでは活性化につ

ながらないと思うが、具体的にどのような成果を目指して取り組むのか、お伺いをいたしま

す。 

  次に、ゼロごみ６Ｒの推進ですが、環境の間断は待ったなしの状況でございます。予算措

置された額が少ないようにも思いますが、その予算の内容を伺いたい。施政方針では、担当

課は、町民、事業者、大学、行政が一体となり推進とあるが、少し具体的な内容が見えてこ

ないので、町民環境課はどのように取り組むのか、所見をお伺いしたいと思います。 

  次に続いて、子育てに優しいまちづくりの予算の内訳を教えていただきたい。この件につ

いては、同僚の代表質問、一般質問でも取り上げておりましたが、それをいかにして矢巾町

の魅力に、移住につなげていくのか、大きなテーマだと私は思います。予算措置された内容

をどのように移住、定住につなげていくのか。それ以外に移住、定住につなげる要素判断と、

何を考えているのか、所見をお伺いをいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） では、私のほうから予算に関連するところに

ついてお答えをさせていただきたいと思います。 

  まず、重点的に取り組む事項といたしまして、予算のほう、ご説明いたします。施政方針

に掲げた項目につきましては、まず観光産業の活性化ということで、こちらは自然公園保守

管理事業、観光資源開発事業、煙山ひまわりパーク維持管理事業、町民憲章推進事業、史跡

公園整備事業に１億1,410万円ほどの予算を計上させていただいております。 



－ 181 － 

  また、子育てに優しいまちづくりという項目につきましては、産後の家事支援、あと産後

ケア事業、あと子ども医療費助成事業、あと煙山保育園の運営事業、赤ちゃん子育て応援給

付金に、こちらは9,172万円ほどを予算を計上させていただいています。 

  あとゼロごみ６Ｒの推進、こちらはごみ減量対策事業と環境保全事業に242万円ほどの予算。

ＤＸの推進につきましては、マイナンバーカードの交付事業、マイナポイントの申請支援、

あとは自治体オンライン手続の推進事業、あと住民記録システムの改修に3,240万円ほど予算

を計上しております。新たな地域コミュニティの構築につきましては、行政区管理運営事業、

コミュニティ組織育成事業、あとコミュニティ施設整備事業に2,770万円。町民との対話を通

じたまちづくり事業につきましては、こちら広報事業39万1,000円。最後の財政の健全化、事

務事業評価推進事業に15万9,000円。最後の２点につきましては、予算が少ないのですが、こ

ちらは内部の努力によって行うものですので、こういった形になっておりまして、これが町

長が施政方針で述べましたレインボー大作戦における重点的に取り組む７項目の予算措置内

容となっております。以上、お答えといたします。 

  あともう一点、移住、定住の部分、子育て支援の魅力をどう移住、定住につなげていくか

というご質問に対しても私のほうからお答えをしたいと思います。 

  代表質問、一般質問の中でも議論をしてまいりましたけれども、子育て支援というのは、

今後矢巾町が移住、定住を進めていく上で、大きな魅力づくりの一つにしてまいりたいと思

います。利子補給という形の中では、外から来る方に対してだけだったのですが、この子育

て支援の仕組み自体は、今住んでいる方にとっても非常にいいものになっていくと思います。

まず、その中に住んでいる人自体が、この町よくなったよね、とても住みやすいね、子育て

しやすいねというような環境を築くこと、それをＰＲしていくことで移住、定住につなげて

まいりたいと思っているところでございます。 

  また、ほかの部分につきましても、あくまで移住、定住に関係してくるところで一番大き

な要素というのは、やっぱり人づくりだと思います。そういったところも今後まちづくりサ

ポーターといった制度もございますので、そういった方々を増やしながら、移住、定住の求

心力になるように進めてまいりたいと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 花と緑に関わる部分の推進ということでご質問があったわけ

でございますけれども、これまで町では、県道不動盛岡線あるいは県道矢巾停車場線、あと
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は矢幅駅前、ここで花を住民と一緒に植えて、沿道の方々に花と緑を楽しんでいただくとい

うような計画をやってございますし、あとは煙山ひまわりパーク、あとは昨年は和味フラワ

ーパークも立ち上げまして、そちらも結構観光客が増加しているとともに、交流人口も増え

ているのかなというふうに考えてございます。 

  今まで点と点を結びつけてやってきたわけでございますけれども、それを線にして、ある

いは面にして、広範囲にそういった花と緑にあふれたまちづくりを行いつつ、住民に対して

も、そういった機運の醸成を図ってまいりたいというふうに考えてございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 吉田町民環境課長。 

〇町民環境課長（吉田 徹君） ３点目のゼロごみ６Ｒ、産学官連携という部分についてお答

えしたいと思いますが、ここであえて言わせていただきますけれども、これまでの３Ｒ、リ

デュース、リユース、リサイクルに加えて、新たにリフューズ、リペア、プリサイクル、こ

の３つのＲを加えた６Ｒを町民のほうに、これまでも青空教室とかもありましたけれども、

そういういろんな機会を捉えながら、より進めて、どちらかというと、ソフト事業がメイン

にはなりますけれども、大きく予算を取らないですけれども、その中でも令和３年度は、例

えばリサイクルモアとか、予算を使わずどんどん拡大してきた部分があるわけでございます。

そういったところに力点を置きながら、産学官、大学とか、そういうところとかからもいろ

いろお知恵を拝借したりする機会も設けたりしながら、あとは官民連携のほかに官福連携と

かも図りながら６Ｒを推進してまいりたいと思います。よろしくお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他。 

  長谷川委員。 

〇（長谷川和男委員） 分科会でも質問をいたしましたが、関連がありますので、総括質疑さ

せていただきます。 

  町のホームページでは、学校や橋梁補修など、計画的に施設の長寿命化を図るため、個別

計画を策定しているが、昨今この長寿命化計画や個別計画をこぞって策定しているのが、こ

れは経済成長期などに多くの公共施設を建設したことから出てきているものでございますが、

その結果、現在老朽化が多く見受けられることから、計画を策定した上で国庫補助や交付金

事業の対象として、各課では、施設の長寿命化を図るために鋭意計画を立案されていると思

います。 

  万が一、その計画に沿わないことで事故でも発生したら、言葉がちょっときついかもしれ
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ませんが、言語道断であると私は思います。予算が厳しいのは重々理解しているが、多くの

町民が利用する学校など公共施設を、少なくても計画に計上した予算を配分しなければ、分

科会で申し上げました絵に描いた餅となってしまい、またその計画を見直すことは、さらに

見直すのに予算を計上することは、非常に無駄な努力と予算となる。財政当局としては、ど

のようにこれを考えているのか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） お答えいたします。 

  まず、公共施設の考え方につきましては、今長谷川委員がご指摘のとおり、高度経済成長

期の中で、たくさん施設が造られてきて、今度人口減少になってきた段階で、今度は老朽化

がどんどん、併せて進んでいくという中で、非常に今後計画が難しい、維持管理が難しいと

いう状況というのが現実です。 

  これまでもちょっと度々ご指摘がされ、例えば体育館の屋根の案件でありますとか、皆様

方に非常にご心配をおかけしてきた経緯もございますが、公共施設等の総合管理計画をつく

らせていただきまして、まさに委員がご指摘のとおり、個別計画が策定されております。そ

の中で、予防保全を取るべきもの、あるいは事後保全でいいものといった形の中で、その保

全の在り方を時間で管理するのか、状況で管理するのか、あるいは壊れる前にどのようにし

ていくのかという対処方針をそれぞれ示させていただいておりますので、ここは二重の投資

にならないような形で公共施設の維持管理には努めてまいりたいと思います。 

  いずれにしましても、良好に使える環境があって、初めて公共施設としての機能が維持さ

れるものでございますので、そうした観点の下で財政運営をしてまいりたいと思いますし、

計画に沿った形で保全の管理を各課と連携して進めてまいりたいと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  長谷川委員。 

〇（長谷川和男委員） しっかりとお願いをいたします。 

  次に、駅西駐車場については、分科会でも私取り上げましたが、利用率が低いということ

については、利用率アップのために広報活動は引き続き、今はコロナの関係でやっていない

ということでございましたが、ぜひこれは続けていただきたいと思います。 

  駅西駐車場は、矢幅駅に隣接した土地は3,100平米の土地となっております。中心市街地の

商業地域であり、また一等地でもあります。この土地から生み出される金額の駐車場使用料
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は、町民にとって利便性や公共サービス的なことを考えると、一概に金額だけではないとい

うふうに思いますが、やはり一等地であることから、駐車場利用率も維持しつつ、この敷地

の有効利用方法を考える時期に来ているのではないかと思います。土地の価値を生み出すこ

との政策も考える必要があると思いますが、この駅周辺区画整理事業も終わり、駐車場とし

ての数も多々多くなってきたことが、その原因の一つとなっておりますので、極端な言い方

ではないのですけれども、その駐車場の役割を今まで十分果たしてきたものと思いますので、

今後遅滞なくこの土地利用について考えをお聞きしたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐々木道路住宅課長。 

〇道路住宅課長兼まちづくり推進室長（佐々木芳満君） 駅西の駐車場につきましては、分科

会のほうでも説明したとおり、今現在収入300万円、400万円、多いときで600万円程度という

ことでお話をさせていただいたところでありますが、駅西、まず約3,000平米ちょっと超えた

形の面積があります。こういったところの、今駅西のほうでもショッピングセンターとかが

できていますけれども、やはりまだ若干駅の東側、西側では温度差があるのかなというふう

に考えております。 

  駅西の駐車場につきましては、今後約10年ぐらいで、10年経過しない前に、先ほど財政課

長のほうからもありましたけれども、予防保全のために駐車の機器、駐車場のゲートとか、

中の機械とか、そういったものを約1,000万円程度かけて更新というふうなのが10年スパンぐ

らいにやらなければなりません。そういった観点から、それ以上に収入は当然ありますけれ

ども、ただ、今現在露天の駐車場ということで、そういった部分を今後は、いろんな土地利

用を検討しながら、先ほど長谷川委員のほうからも話ありましたけれども、駐車場の維持も

若干しつつ、駅西のにぎわいを創出するために土地利用を検討していかなければならない時

期に来ているというふうにまちづくり担当のほうとしては認識しているところですので、今

後いろんなパターンを考えながら、最近北上市の東口の駐車場なんかでも複合的な、元々露

天の駐車場でしたけれども、そこを複合的な土地利用を図るというようなこともしておりま

すので、いずれそういった時期に駅西の駐車場も来ているのかなというふうに痛感している

ところでありますので、そういったところを今後議員皆様方のご意見も踏まえながらいろい

ろ検討してまいりたいというふうに考えておりますので、その際は、いろいろご指導いただ

ければと思います。よろしくお願いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  長谷川委員。 
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〇（長谷川和男委員） 施政方針の中の５項目で、新たな地域コミュニティの構築として、自

治会活動と行政と自治会が互いに補完し合いながら地域自治と協働の精神の下に推進するこ

との一つに、今までの敬老会の在り方について見直しを改め、自治会行事として開催してい

ただき、敬老の日の趣旨に基づき、多様な開催ができることから、自治会コミュニティ敬老

会または同クラブでも歓迎されているというふうに私は思っておりますが、今までの敬老会

等の開催では、町長はじめご来賓の皆さんのご挨拶をいただいておりましたが、慣例として

行政に今度の改革によって、ご案内がないとも限らないわけでございますので、40自治会か

ら行政に案内については、私は文書でメッセージ等で対応され、これは町長さんが都合で職

員の方が出席するとか、そういうことでは、非常に多用になって困るというふうに私は判断

しているのですが、このことについて、最初のきまりが必要であると私は思うので、お伺い

するのですが、参考までに私は15年くらい前から敬老会は地域公民館で開催し、皆さんのふ

だん着のままで来てもらって、祝ってもらうよう議場で何度かこのことは質問をさせて、発

言をさせていただいております。そういうことで、この件について、どうお考えなのか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  新年度から地域での敬老事業の開催に移行するということで、長谷川委員のほうからそう

いう、例えば来賓というような対応がどのようになるのかということでございますが、この

ことにつきましても、やはり41コミュニティ、それぞれのいろんな考え方がおありかと思い

ます。地域のほうからご意向として、町からの例えば出席を求められるような場合について

は、いずれ役場の組織の中で調整しながら、対応するような形になろうかというふうに考え

てございます。いろいろご配慮も含めたご発言、ありがとうございます。 

  以上でございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他、ございませんか。 

  高橋委員。 

〇（高橋安子委員） 一般会計予算の中から３点ほど質問させていただきます。 

  まず、１点ずつお伺いいたします。42ページの人材育成事業についてなのですが、国際交

流協会補助金について、令和４年度、コロナの関係もあると思うのですけれども、どのよう

な計画をされているのか、お伺いします。コロナが収束しない場合は、リモートの交流事業
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を実施すると思いますが、そうであれば、どこの学校の何年生を対象に行うのか、お伺いし

ます。 

  それからもう一点、それ以外に、例えば町内在住の外国の方とも交流事業を持つ考えがな

いか、お伺いいたします。 

  以上です。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 田村文化スポーツ課長。 

〇文化スポーツ課長（田村英典君） お答えいたします。 

  人材育成、国際交流事業の関係でございます。まず、本来であれば、継続してアメリカ、

フリモント町との交流、それから今年度、昨年度から実施しておりますオーストリア、オリ

・パラの交流ということで、招聘事業、それからこちらからぜひとも訪問させていただきた

いなということで予算を組みたいところではあったのですが、ご質問、ご指摘のとおり、コ

ロナ禍ということで、なかなか行き来が実現できないであろうということで、今回に限って

は、その部分の予算は大幅に落としまして14万4,000円ということで、これについては、ほぼ

事務費ということで、ご指摘のとおり、オンラインの交流という形でやらせていただく形に

なるのかなということでございます。 

  この件につきましては、国際交流協会の中でも役員の皆様でこの状況を検討させていただ

きまして、やはりちょっと行き来するのは難しいでしょうねということで、もう一年我慢し

ましょうということで、こういった予算になっているという状況でございます。 

  具体的にどこの小学生あるいは中学生と交流するかということは、これから春の交流協会

の総会等で決めさせていただきますが、オーストリアとの交流については不動小学校さんと

かでもやらせていただいておりましたので、継続してやらせていただければなというふうに

考えてございます。 

  それから、矢巾町に在住の様々なお国の皆様、外国人の皆様いらっしゃいますので、この

方ともぜひとも交流したいということで２年間頑張ってきたのですが、なかなかそのタイミ

ングごとに感染が拡大してしまいまして、実現に至らないという状況がありましたので、何

とか収束しそうだなというときには、公民館でも、やはぱーくでも使わせていただいて、様

々な皆様と交流会を開きたいなというふうに思っておりますので、その際はよろしくお願い

いたします。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 高橋委員。 
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〇（高橋安子委員） ぜひ、縁あって本町に在住している外国の方々ですので、矢巾町をもっ

と知っていただいて、矢巾町をもっと好きになっていただきたいと思いますので、ぜひ実現

していただきたいと思います。よろしくお願いします。 

  次に、46ページの庁舎管理事業工事請負費についてお伺いいたします。事前質問の内容で

は、庁舎東側の非常階段の修繕工事と庁舎及び旧保健センターのトイレ、手洗い場の自動水

栓化の工事とのことでございました。私は、いつも北側のほうに車を止めているのですけれ

ども、それで、ちょっと気になることが１つございます。入り口のところに障がい者用の駐

車場がちょうど庁舎のすぐ北側のほうにございます。あそこには、手伝いが必要な方は呼び

出してくださいという看板があって、とても優しい心遣いだと感じております。ただ、よく

目にするのは、ご自分で運転していらっしゃる車椅子の方、この方たちが、雨とか雪のとき

に、車から降りて庁舎に入るまでにぬれてしまうときがあります。駐車場から庁舎まで、北

側のほうであれば、本当に短い距離なのですけれども、そこに何とか屋根の整備をしてはど

うかと思うのですけれども、その考えはありますか、お伺いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） おっしゃる内容は、非常に私も理解いたします。

当初予算には計上していないところですが、今後設置と、その内容も含め、いろいろ検討の

上、今年度になるか、令和４年度中の補正になるか、その辺は検討させていただきたいなと。

前向きに進めたいと考えます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 高橋委員。 

〇（高橋安子委員） ぜひお願いいたします。本当に車から降りて、降りる、乗るのもちょっ

と時間がかかるのです。それでちょっと大変だなと思っていつも見かけておりますので、ぜ

ひよろしくお願いいたします。 

  次に、95ページの自然公園維持管理事業についてお伺いいたします。南昌山展望台の改修

について、県立産業技術短期大学校矢巾キャンパスと本町の地域連携事業として、卒業研修

で取り組んでくださった事業ということで、この間見せていただき、プレゼンに参加させて

いただきました。南昌山展望台のデザインについての発表を工藤君と三上君がやってくれま

した。南昌山は、宮沢賢治がこよなく愛した山だったことがよく分かる、すばらしい作品で

した。階段や天気輪など、全てにきめ細かなデザインでした。次は、予算を何とか捻出し、

彼らが描いた作品を実現するのが町の役割だと思っております。 

  この作品が予算の関係でできなかったでは済まされないような気がしております。彼らは、
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南昌山に登って現地調査や賢治の作品を読んでイメージしたデザインをそのまま実現したい

と思う気持ちは、プレゼンに参加した私をはじめ皆さんが思ったことではないかなと思って

おります。予算が足りない場合は、町内や企業等の協力やクラウドファンディングを行い、

実現してほしいと切に思っております。 

  銀河鉄道の舞台は南昌山であることは、放送大学の教授である谷口先生も認めております。

南昌山を大きくＰＲして寄附を募ってもよいのではないかなとも思っております。全国的に

賢治ファンは多いと思います。寄附してくださった方には、南昌山と保養センターをセット

でご案内ということも保養センターのためにもなるのではないかなと思っております。 

  よく、俳優さんで宮沢賢治のファンだという方に武田鉄矢さんがいるのです。時々花巻に

は来ているといううわさも聞いております。最近では、米津玄師さんが「カンパネルラ」と

いう曲を出しております。これは若い人たちにもよく聞かれております。それほどすばらし

い山なのです。本町でこの山を宣伝しない手はないと思います。これから大きなＰＲをして、

ぜひぜひこの南昌山のほうにも足を運んでいただきたいと思うのですが、もう一つ、ちょっ

と提案があります。 

  この間の説明では、上のほうの展望台を造る木材とか材料は、トロッコで頂上まで運ぶ予

定だというような説明をいただきました。そうしたら、もし可能であれば、そのトロッコを

少し丈夫なものにしていただいて、展望台完成後は、高齢者や障がいをお持ちの方にも気軽

に山に登っていただけるようであれば、すばらしいことだなと私は感じました。その計画は

あるのかどうか、考えがあるのかどうかお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） ただいまの南昌山展望台に関するご質問ということで、まず

事業費につきましては1,127万5,000円ということで、令和４年度に計上させていただいてご

ざいます。この金額につきましては、取りあえず補助事業、県の地域系推進費を取り込みま

して、この事業費で十分間に合うということで、できるだけ産業技術短期大学、お二人のご

希望というか、ご提案に沿った形で改修ができるように進めてまいりたいというふうに考え

てございます。 

  今お話がございましたお金が足りない場合は、寄附等を募ったらよいのではないかという

お話もございますけれども、万が一足りない、もしくはこれに関連づけて何か観光ＰＲ的な

部分、もしくは事業ができるのであれば、そういった寄附を募るのもいいのかなというふう

に考えてございますので、ご提案をいただきまして、ありがとうございます。 
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  また、２点目のトロッコの件でございますけれども、あくまでも今回は仮設ということで

計上させてございます。なかなか丈夫なものにして、それを工事が終わった後も使い続ける

というのは、恐らく維持管理のほうが大変なのかな。特に山道は結構狭いですし、そこに危

険というところもありますから、ご提案はご提案として受け止めまして、可能かどうかは検

討させていただきたいというふうに考えてございます。 

  よろしくお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 併せてお答えをさせていただきますが、今高橋安子委員から、実は放

送大学の谷口先生、私も今日ちょっとメモしてきたのですが、もうすごい、名作童話「銀河

鉄道の夜」を天文学の視点から読み解くということで、そしてこの間、先ほどお話あった産

技短の工藤さんと三上さん、しかし学生たちはよく勉強しているなと。そして、その中で、

私は何といっても、天気輪の柱のことが出たのです。それから、あとは宮沢賢治が藤原健次

郎とあれする親友としての日輪、山と日輪。 

  だから、やっぱり今南昌山の展望台、今度予算を皆さん方からご可決賜れば、その方向で

進めさせていただきますが、あともう一つは、南昌山に登山して、登って、達成感を感じな

いと、見晴らしが非常に悪いと。そこで、南昌山よりも東根山に、いわゆる東根山は見晴ら

しがいいと。私、恥ずかしいことですが、南昌山には何回も登っているのですが、東根山に

はまだ一回も登ったことがないので、今年ぜひ登ってみたいなと。 

  それで、何を言いたいかということは、今度の盛岡の森林管理署の宮沢署長さんは、矢巾

町の要望は分かったと。その見晴らし台を造るのに合わせて、まず矢巾町が眼下に見えるよ

うな木を伐採してもいいということの了解をいただいたのです。そして、それを一つ解決し

たら、次、宮沢署長には、当時宮沢賢治が恐らく南昌山に登られたときは、岩手山も見えて

いたと思うと。そうしたら、何か感心したような顔をして、分かりましたと。そのことも、

ただあそこ一面伐採するわけにはいかないので、例えば今もうドローンとか、そういった機

器があるので、どの辺の木を切ったらならば、いわゆる岩手山も見ることができるか、そう

いったことの調査をぜひ今年はやってみたいと。 

  今矢巾町でもドローンを所有しておりますので、担当職員たちと一緒になって、産技短の

学生も巻き込んで、そういう夢のあることをぜひ取り組んでいきたいなと。そして、今トロ

ッコの話、宮沢賢治はトロッコのこともいろいろ童話であれしているのですが、私は、そう

いうことよりも、これは将来です。矢幅駅の西口から城内山、南昌山、ロープウエーかゴン
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ドラ、そういうこと、ちゃちなことを考えないで、できれば、そういう。だって、大ケ生か

ら矢巾の駅前まで昔は、大ケ生金山の金鉱石を運ぶためにあったと。私らもその記憶がかす

かにあるのですが、だからもしそういったロープウエーとかゴンドラ、あまり大きい声では

言えないのですが、今どこでもスキー場大変なようなので、ただその許可、城内山だったら、

南昌山はやっぱり国のあれなので、国有林ですので、そういうこともみんなで考えていくこ

とが大事ではないのかなということで、ぜひ賢治の南昌山、南昌山の賢治と、イーハトーブ、

夢のあることをみんなで考えていきたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 大変広大な発言でした。 

  その他ございませんか。 

  水本委員。 

〇（水本淳一委員） 今南昌山の展望台ということが出ましたけれども、私にとっては、町長

は今度向こうのほうに登りたいと言っていますけれども、私、南昌山、ちょっと大変かなと

思って、城内山だけでもしょっちゅう登りたいと思いますけれども、城内山のほうは、こち

らは見えるけれども、南昌山方面が見えないのです。だから、そちらのほうも見えるような

環境にしてほしいと思いますけれども、いかがでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 確かに城内山の展望台から見た場合に、東側のほうはよく見

えるのですけれども、西側は見えづらいということで、その辺の木の伐採等、道等も含まれ

る部分もありますので、その辺は検討させていただきたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  その他ございませんか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） それこそ、あれもやれ、これもやれというのは、夢はあっても、それを

実現するのは、やはり予算の裏づけが必要だと思います。それをどう捻出するのかというこ

とが大切でありますけれども、そこで税金の面で、町たばこ税についてですけれども、これ

は分科会でもお話ししたのですけれども、これどう算出されているのか。ただ単に、単純に

前年の売上高で税制の改正を考慮して算出している、計上しているのだとは思うのですけれ

ども、それとは別の面でも考えなければならない税金だと思います。 

  いずれたばこは健康の面からもいろいろなリスクを抱えることになることは、周知のこと

であります。できれば、健康のためには、禁煙が望まれるところではあると思います。です
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が、町の大事な財源であるところから、町としては、まず声を大にして禁煙を勧めていない

という印象が私にはあります。 

  ですが、例えばたばこによる健康被害において、医療費がかかることが言われております

し、ほかにも喫煙所の維持管理、それから掃除であったりの経費もかかってくることになり

ます。そこがはっきりと金額として出てこないのですけれども、もしかしたら、そういう医

療費であったり、喫煙に関する経費を算出すれば、町たばこ税の歳入よりも歳出が多くなる

ということは考えられないでしょうか。そうすれば、もうこれは本末転倒ということになる

わけですが、何よりも町民の健康被害、はっきり言われているわけですけれども、これは町

として、せめて役場敷地内での喫煙は、病院と同等に禁煙すべきではないでしょうか、その

お考えをお伺いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） 役場敷地内の禁煙がよいのではないかというふう

なお話でございますが、数年前にこの法律が改正になった際に、町としては、全面禁煙か一

部に喫煙する場所を設けて、それ以外は禁煙とするかということの２つを選択する中から、

一部は喫煙できるようにするというほうを選択したところでございます。と申しますのは、

その当時の考え方を確認しましたけれども、やはりある種、吸わない方にとっては、確かに

退けたいというか、そういったことはないほうがいいのですけれども、吸われる立場の方も

いらっしゃるのは、一定数いらっしゃるというのは事実です。それから、来客の方々にとっ

て、全面的にというふうなことを強制するのは芳しくないという考え方、それからもう一点

は、敷地外ならいいだろうといって、ついつい周辺の道路でたばこを吸ったりすることが予

想されるといったこともあって、結局は一部喫煙というふうな形を選択したと聞いておりま

す。 

  それからまだ何年かしかたっていない状況の中で、社会の要請として、どこもかしこも

100％禁煙になって、喫煙する方々もいろいろな面で気をつけていくというふうなことが一般

的になってきた暁には、全面禁煙というのもあるものかなとは思っておりますが、今すぐと

いうことは考えていないところでございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） まず、今考えていない、これからはどうなるか分からないということだ

と思うのですけれども、いずれそういうふうな流れになってくるし、来客があったとしても、

この町は、矢巾町は健康のためにそういうふうにたばこは吸わないようになっているのだと
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いうふうなのも一つのＰＲになると思いますし、やはりそういうところを考えていくという

のが、流れでもそうなっていると思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  川村委員。 

〇（川村よし子委員） いっぱいあるのですけれども、私は今は１点だけ。歳入の中のページ

数で22ページなのですけれども、町営住宅のことを、22ページ、それから23ページの児童手

当、児童福祉施設の負担金の減の理由なのですけれども、町営住宅は、滞納者が令和元年、

令和２年、令和３年と件数が10件ぐらい、令和元年はコロナがなかったのであれですけれど

も、令和２年度はコロナが発生したので、滞納件数が31件、令和３年度はまだ終わっていな

いのですけれども、答弁の中で39件、未納者が多くなってきているという状況。 

  それから、ですので、若い人たちが生活に困っている状況なのだなというのが入居倍率な

んかでも三堤住宅、森が丘、明堂住宅でも３倍以上の倍率になっている。そういう中で、矢

巾町の町営住宅の計画というのが７年後に計画されているので、若い人たちが定住するには、

やっぱり町営住宅、今すぐ建てることはできないので、若い人たちを定着させることが、こ

こ一、二年の計画として立てることが必要だと思うのです。ですので、やはり何かしらの入

居したくてもできなかった人たちに助成をして、町営住宅並みの対応をする、それが必要だ

と思っております。 

  特にも23ページの中の児童手当と児童福祉負担金の減という、30名ほどの減なのですけれ

ども、これも少子化をこれからもどんどん、どんどん繰り返すような、続けていくような状

況だということなので、やっぱり若い人たちに経済的支援、それはやっぱり町営住宅のこと

も含めてやることが必要ではないかなと思います。 

  施政方針演述の中では、企画の中で定住促進のメニューがたくさんありますけれども、今

住んでいる若い人たちの希望をかなえることが今必要だと思うのですけれども、その辺はど

のようにお考えでしょうか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐々木道路住宅課長。 

〇道路住宅課長兼まちづくり推進室長（佐々木芳満君） まず、町営住宅に関しての滞納件数

につきましては、確かに件数的に、あるいは金額的に若干増えている形にはなっていますが、

実はある一定の数名の方が、ちょっと件数自体は、その月ごとに拾っていますので、多いの

ですけれども、滞納者に関しては、30名も50名もいるということではなくて、そういう形で

若干生活面で資金的にきついということで滞納している方がいらっしゃるということになっ
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ています。 

  ただ、先ほどコロナによって若い方々のということですけれども、確かにそういう理由も

あるかもしれませんが、町営住宅の使用料に関しては、コロナで居住支援のほうをさせてい

ただいていましたので、それに申し込んできていただいて家賃を下げるという方法も我々と

しては、取らせていただいておりましたので、もうそういう方がいらっしゃるのであれば、

ぜひ役場のほうにご相談に来ていただくようにお話ししていただければと思います。我々と

しても、数名の方といいますか、町営住宅に居住の方がそういう支援を求めて申し込んで来

ていただいて、実際に家賃を下げたという実績もありますので、そういった状況になってお

ります。 

  あと倍率につきましては、３倍、５倍程度ということですけれども、もうちょっと前の10年

ぐらい前に関しては、むしろ７倍から10倍ぐらいいたというふうに記憶しております。若干

今は倍率自体は下がってきているのかなというような気がしていますが、そういった面でも、

いずれにしても入居したいという、住宅に困窮しているという方がいらっしゃるのは現実で

すので、そういった支援は行っていきたいと思います。 

  あと町営住宅、７年後と言いましたけれども、遅くても令和７年には着手ということにな

りますので、令和７年中とすれば、あと３年、４年のうちには町営住宅、入居できるような

形に持っていきたい。 

  先般もお話ししましたけれども、現在入っている矢巾住宅、高田住宅の51戸の世帯の方々

のほかに若い子育て世代の方々あるいは単身の方というようなところも、今いろいろ検討し

ているところです。ただ、川村よし子委員おっしゃるような１年、２年では、なかなか制度

的には難しいわけなのですが、併せて今後倍率が増えてくるようなことがあるのであれば、

一般のアパートを借りて町営住宅にするという制度もありますので、そういった部分では、

今後町営住宅の建設と併せて、そういった部分も検討していきたいなというふうに考えてお

ります。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 田村子ども課長。 

〇子ども課長（田村昭弘君） ただいまの国庫負担金の児童手当と保育所運営費負担金の減額

についてご説明をいたします。 

  川村委員ご指摘のとおり、事前質問にもお答えしましたけれども、30名ほどの子どもたち

の減少を見込んで計上しております。その対策としまして、新年度において赤ちゃん子育て
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応援給付金を創設したところでございまして、出生数の改善に貢献できるのではないかとい

うふうに見込んでおります。 

  そして、出生数が改善して、保育所に入っていくわけですけれども、保育士の確保対策と

しては、保育士等処遇改善交付金をまた令和４年度に新設して、保育士の確保に努めていく

ということにしておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村委員。 

〇（川村よし子委員） 両課長からの答弁をいただきましたけれども、ちょっと納得がいかな

いので、２つほど質問させていただきます。 

  住宅のことなのですけれども、課長の答弁では居住支援というもの、現在入居している方

が経済的に困ったならば、入居支援というのがあるということなのですけれども、現在入居

している方は、そういう支援があるということは、広報とか、いろんなところで多分知らせ

ていると思います。250世帯ほどあるのですけれども、そういうふうな形ではやっていると思

いますけれども、これから入ろうとする方たちには、やはりこのことは分からないし、それ

から入居が始まるというのは、令和７年前後ですので、現在収入面から町営住宅に入ろうと

いう方に支援することが早期に求められていると思います。そのことは、町営住宅に入ると、

居住費が少し安くなって、地域の活性化にもつながると思うのです、消費を増やす。ですの

で、早期にアパートを借りて、入居させる。そういうことが求められていると思うのですけ

れども、そういうのは補正で組むことができるのでしょうか、お伺いします。 

  それから、子ども課の課長にお伺いしますけれども、今の答弁の中で、保育士の処遇改善

のことが出されましたけれども、保育士の処遇改善は、令和４年度は矢巾町はどういうわけ

か煙山保育園の保育士の処遇改善はされません。そして、中小の未満児、ゼロ歳児の保育所

というか、無認可、認可保育所がありますけれども、そういうところは対象になりませんよ

ね、そのことはどのようにお考えですか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐々木道路住宅課長。 

〇道路住宅課長兼まちづくり推進室長（佐々木芳満君） 現在入っている方々、先ほど言った

ように、支援については、広報あるいはホームページでお知らせしておりますし、あと相談

が来れば、当然そういった部分のお話もさせていただいているところであります。 

  あとは、恐らく町営住宅に入っていなくて、町営住宅に入りたいというものも含めて、生

活支援ということで福祉課のほうでもそういった居住の支援というのも行っておりますので、

一体となって町営住宅と福祉の観点で支援してまいりたいというふうに思っております。 
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  それと、アパートとかを借り込んだものを制度をつくって、補正とかでということになり

ますが、これにつきましては、いろんな手続が、国との手続とか、そういったものもありま

すので、すぐ補正でというような、例えば令和４年度の補正で対応するというのは、ちょっ

と難しいかもしれませんが、そういった部分は、これからいろいろ、まだ建設までは時間が

あるというご指摘がありますので、そういった部分も含めて検討してまいりたいというふう

に思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） 煙山保育園の保育関係の改善がなされないという

ことについてご質問があったのかなと思いますので、お答えしますが、先般の一般質問の際

等にもお答えしたのですけれども、この国が進めている処遇改善につきましては、明らかに

公共でも対象にはなるとされておりますけれども、矢巾町としましては、民間と公共のとこ

ろで既に最初から差がある。煙山保育園のほうが処遇がよいと、それは我々と同じ、一般職

と同じ給料表を適用させているということもありまして、引上げをする必要性について検討

いたしましたが、今回はしないと。これは、矢巾町だけがそう判断しているものではなく、

周辺市町村からも情報を得ましたけれども、やはり同じ考えだということが確認できまして、

公共の保育に関しての処遇改善は実施しないというふうな結論にしたというところでござい

ます。 

  以上です。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 田村子ども課長。 

〇子ども課長（田村昭弘君） 先ほどの認可外の施設に対する処遇改善の件についてお答えさ

せていただきます。 

  今回の処遇改善事業は、所管する保育園は12保育園、施設というふうに答弁したわけです

けれども、それは市町村事業で実施するものでございます。そのほかに矢巾町には認可外保

育事業所が４か所あるのです。医大のなかよし保育園をはじめあるわけですけれども、そち

らの処遇改善はしないわけではなくて、矢巾町を通さない、国で直轄で処遇改善が行われる

というふうに認識してございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

              （「分かりました」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） まだあろうかと思いますけれども、１時間たちまし

たので、ここで休憩を取りたいと思います。 
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  再開を11時10分といたします。 

              午前１０時５９分 休憩 

              ――――――――――― 

              午前１１時１０分 再開 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 再開いたします。 

  皆さんにお願いしたいのですけれども、質問の内容の中で重複して、前の答えが来ている

部分もありますし、まだまだありますので、質問者も要点をまとめて、簡潔明瞭に、あと答

弁のほうも簡潔明瞭にお願いいたします。まだまだ質問者があると思いますので、前置きの

部分も必ず質疑には必要だと思いますけれども、そちらのほうもできるだけ簡潔明瞭にして

いただければ、分かりやすいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  質疑ございませんか。 

  藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） 前置きは短くしろということですけれども、まずは昨日で閉幕した北京

オリンピック、本町から出場した髙橋幸平選手、練習中のアクシデントを乗り越え、男子回

転日本人最高位の12位、本当に感動をありがとうございました。２月４日に開幕した北京オ

リンピック・パラリンピックの開催の中、２月24日から突如として始まった一方的なウクラ

イナへのロシアの侵攻、原発まで砲撃し、まるで第三次世界大戦でも始まるような侵略、軍

事攻撃がいまだに続いております。小麦をはじめとした食料安全保障への懸念、ロシアから

の北方領土、北海道の安全保障の懸念がある中、東日本大震災、さらに原発の脅威を経験し

た者として、ウクライナからの難民の受入れ及び支援に対する考え方をまず伺っておきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えいたしますが、まず、今ロシアによるウクライナへの侵攻につ

いては、本町でもできることからということでやはぱーくには、ウクライナに平和をという

ことで非核平和のまちを宣言している町として、それから今度15日、明日から田園ホールで

ライトアップを、まず青と黄色のをやらせていただくということで今進めておりますが、こ

の難民の受入れ支援については、受入れについては、これからやっぱり皆さんとも、そして

国際交流協会ともしっかりこれから協議をしていきたいなと、こう思っております。 

  そこで、私どもも今世界が一つになって戦争を反対しておるわけですが、早く収束する方

向なのかどうか、今の状況では、なかなか見極めることが非常に困難な状況にありますので、

そういうこともしっかり見極めながら、まず支援については、今やはぱーくでも募金箱の設
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置とか、そういうふうなこと、また企業による支援も出てきておるのですが、町としての難

民の受入れ、県内の自治体でも早く示されたところもあります。だから、このことについて

は、私はできれば、私ども上部団体に町村会がありますので、町村会とこのことについて協

議して、できる限り一定の方向づけをさせていただくということで検討してまいりたいと思

います。 

  いずれウクライナに平和をということで、難民の受入れ支援、このことには今後の動向を

見極めながらしっかり対応してまいりたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思いま

す。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 浅沼福祉課長。 

〇福祉課長（浅沼圭美君） 補足いたします。 

  ウクライナへの人道危機救援金として、日本赤十字社を通じて、様々今までも災害があっ

た際に、日本赤十字社を通じての募金箱の設置に関して、私どものほうでも町ホームページ

を通じて、３月８日に掲載しております。また、役場庁舎においても早急に設置して対応し

ていきたいと思っております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） いずれ人ごとと思えない状況ですので、大震災のときには、逆に我々支

援していただいた、そういうこともありますので、ひとつその辺のところは十分認識なさっ

ていると思うのですけれども、早急なる対応とともに、早く終わってくれればいいなと。 

  そんな中、先月17日から開会した本町矢巾町議会、コロナ感染の対応の中、令和４年度施

政方針にレインボー大作戦と銘打ちスタートしたわけですけれども、そういう予算議会でし

たけれども、パワハラ質問で始まった一般質問は、ちょっと衝撃だったわけです。町民のた

め何とかしたいという思いが強い口調になったと思われる節もあるわけですが、受け取った

職員の気持ちが一番大事というふうな受け止め方をしながら、それを感じていながら、手を

打たない幹部職員の対応についても、非常に問題であったかなというふうに感じていますの

で、そこのところはひとつ肝に銘じて、今後の対応をお願いしたい。 

  ＳＤＧｓ宣言の中で、前にもありましたけれども、一人の百歩より百人の一歩と、そうい

うことを大事にしながら、矢巾町として早急な対応を願う一人でございます。172名の職員、

ほぼ同数の臨時職員、それだけの人数がいるわけですけれども、その職員が持っている力を

最大限発揮していただくことこそ、さらに進化する矢巾町ができるのではないかと、そう思
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います。職員こそ町内、町外問わず、町民の一人であるということも忘れずに、力を最大限

に発揮できる職場改善を願うわけですが、今後の取組について何か考えがあれば、お伺いし

ておきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 今藤原梅昭委員から、昆秀一議員のハラスメントのことについての関

連のご質問でございますが、まず私一つだけ議員さん方にご理解していただきたいのは、実

は平成27年７月５日、もうご存じのとおり、矢巾町ではあってはならないことがあったわけ

です。その前後にもいろいろと事がありました。一つ一つ事例を挙げれば、本当に数がたく

さんであれなのですが、そのときに、私は、正直なところ、いわゆる本町の町立学校の生徒

が自殺をすると。それで、私もそのときに、おまえは人殺しの町の町長かと、それから恥ず

かしくないのかと、俺は矢巾町の出身だけれども、今矢巾町の出身とも言えないと、そうい

う電話をたくさん頂戴しました。そして、家にも電話を頂戴して、無言の電話もいただきま

した。 

  それで、もう私は、本当にあの当時、今日正直にお話をさせていただきますが、教育委員

会がもう機能不全に陥って、対応できないような状況の中で、そのときに、いろんな方にも

相談して、進退を含めて考えたわけですが、そのときにある先輩から言われたのは、そうい

う覚悟があるのであれば、この際、しっかり組織の見直しをして、みんなから信頼されるよ

うなまちづくりを考えていったらどうなのかと。 

  そこで私は、そのときに職員の皆さんから嫌われても、またいろんなリスクがあっても、

やはり間違っていること、またずさんな仕事、そして町民の皆さんのためにならないような

ことは、これは自分も律しなければならないし、職員にも律してもらわなければならないと、

そういう思いできたわけでございます。 

  そこで、あとは当時私が最初お世話になったときは、伊藤清喜という副町長がおったわけ

ですが、以心伝心で、私が親父の役をやれば、彼がお母さん役で、そしてお互い以心伝心で

やってきたと。そういう状況もいろいろありまして、そこで、いろいろ機能しなかったこと

はあると思いますが、いずれ私は、やはりみんなに、町民の皆さん、そしてこの町全体が信

頼される矢巾町に何としてもしたいと、そういう思いであったことだけは、ご理解をしてい

ただきたいと。 

  それから、今度の一般質問でハラスメントの内容、私も、答弁、質問のやり取りを見せて

いただいて、反省しなければならないところもあると思いますが、いずれ事実に沿わないと
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ころもありますので、そこはやっぱり私は明らかにしていきたいなということで、そしてこ

の際、もうはっきり言いまして、このことでお互いしっかり対応していく中において、これ

からの職場の組織、風土の在り方をしっかり改善していきたいということで、そういう思い

であることだけは、ご理解をしていただきたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） この件に関しましては、今議会のほうにも報告があ

る調査をしているという部分なので、その報告がない中でのここで質疑するのは、やっぱり

的確ではないと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） まず、いずれ職場改善を願うことが第一ですので、職員の力を十二分に

発揮できるように、町長だけでなく、幹部の皆さんもそこのところを肝に銘じて対応してほ

しいと、それが私の願いです。 

  最後に、コロナワクチンの接種対応についてお伺いします。私も先月の27日、集団接種を

受けさせていただきました。以前は、病院に行って接種したわけですけれども、今回は、モ

デルナのほうが早いということもあるし、あと集団接種の状況を、どうなのかなということ

もあって、行ってみました。毎土日、いろいろ対応していただいている皆様には、本当にご

苦労さまです。大変感謝申し上げております。その中で、町民とアルバイトに来ている、派

遣、アルバイトに来ている方から、何点か私のほうにご意見ありました。その内容を今ここ

で言いますけれども、後でこれは次回以降も対応について何とかしてほしいと、そういう意

見でしたので、明日からどうのことのではなく、そこも踏まえて聞いてほしいなと思います。 

  まずは、やはりそれこそ高齢者からスタートしたわけです。高齢者というか、関係者から

スタートして、高齢者が集団接種に行ったわけですけれども、靴を脱いで、スリッパに履き

替えて、また靴に履き替えると。この動作が非常に大変だと。スリッパも、これは経費の節

減でしょうけれども、非常にふにゃふにゃなスリッパで歩きにくいということで、つまずい

て転びそうになることも多々あったみたいなのです。そこで、ぜひ土足のままでできないか

と、いわゆる体育館のような広いところで、これよそではやっているのです。矢巾町だけは

迷路みたいなところをぐるぐる回って行くような形になっているわけですけれども、そうい

う対応をぜひしてほしいと。 

  それから、丸椅子に立ったり座ったりする回数が多くて、丸椅子というのは、背もたれが

ないために、後ろのほうに転びそうになるのです。だから、非常に危ないという話をしたの

だけれども、多分椅子の調達ができなくて、丸椅子のままだと思うのですけれども、そこの
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ところも椅子に座って、私も五、六回ぐらい座ったり立ったりして、最後まで受けたのです

けれども、そういう立ったり座ったりの回数が多くて、かつ危ないということがあったので、

それをまず２つ目に指摘しておきたいなと。やっぱり広いところで、あまりそういう回数の

少ないところでやってほしいと。 

  それから、捨てるものをわざわざ渡されたと、靴の袋、上着の袋、それから何か時間を書

いた名札というか、札のようなもの、あとスリッパ、これ全部ごみゼロの町としては、ごみ

を出すような、そういう対応をしているわけですけれども、非常にそれが無駄だし、靴の場

合には、それこそ脱いだり履いたりということも含めてもったいないなと。 

  それから４つ目には、どういう形で選んだのか分かりませんけれども、スタッフが非常に

多く感じたということで、何か私もそれは感じました。だから、そのスタッフを有効に使う

ために、やっぱりそこのところは、場所の関係もあるのでしょうけれども、やっぱり見直す

必要があるのではないかと。 

  それから、ワクチンの接種日によって、ワクチンの接種人数が多かったり、少なかったり、

これはワクチンが足りるのか、足りていないのか分かりませんけれども、そういう対応にな

っているらしいのです。よそでは、例えばラインアプリを使って、急に行けなくなったとか、

そういう場合の対応としてラインでばんと流すと、それ以外の年齢制限関係なく、集まって

くるような対応をしているのです。だから、そういうそれを事前に登録しておいて、欠員が

出たときには、すぐ流すと。そうすると、すぐ集まってくるらしいのです。そういう対応が

できていないのかどうか分かりませんけれども、いずれ昨日、おとといも、土曜日が午後か

らだけで250人、日曜日は朝からやっているのですけれども、そこだけで二百二、三十人しか、

多分やっていないと思うのです。少なくとも倍ぐらいできそうです、感覚的に。そういうよ

うな対応になっているということ。 

  それから、要はそういうこと、来ているアルバイトの人あるいは派遣の人たちが、あるい

は町民もそうだと思うのですけれども、いろんな意見を持っているのです。やっぱりその意

見をよく聞いて、そういう人たちの。今日よりも明日、あるいは今週よりも来週と、そうい

う改善の対応がちょっと薄いのかなと、感覚的に。あるいは矢巾町だけの中しか見ていなく

て、よその会場、紫波町だとか、盛岡市だとか、いろいろあると思うのですけれども、そう

いうところの様子を、人のいいところを見てまねしろとよく言うわけですけれども、そうい

うような対応が、ちょっと薄いのではないかという指摘です。 

  あとは、もう最後あれですけれども、時間がかかり過ぎると。これは、多分ぐるぐる、ぐ
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るぐる回って、立ったり座ったりしているから、時間がかかり過ぎると思うのですけれども、

四、五十分かかっているのです、入ってから出るまで。よそでは、その半分ぐらいで済むの

です、二、三十分ぐらいで。そんないろいろ、まだあると思うのですけれども、いろんな指

摘が出ているので、やっぱりそれを謙虚に受け止めて、きちっとこれ、ワクチンの接種に限

ったことではないですけれども、そこのところを謙虚に次回以降、多分第６波の次は第７波、

第８波と来るのだと思うのです。そういうときにぜひ生かしてほしいなということで質問を

終わります。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） 貴重なご提言、ありがとうございます。まず、何点かありま

したので、一つ一つご回答したいと思います。 

  まず、１点目、さわやかハウスは、従前から、ワクチン接種が始まる前から、一般の集団

接種とか健診とかでやっておりまして、そういった施設の構造上、やはり診察されるお医者

であるとか、看護師さんの対応であるとか、そういう部分で屋内施設であそこを選んだとこ

ろでございまして、一長一短あるわけでございまして、選挙のように土足で入って、ずっと

出られるような形であればいいわけですけれども、どうしても施設の構造上、やむを得ない

部分がありますので、土足でやるという部分については、今のところはなかなか難しいとこ

ろなので、ご理解をいただきたいと思います。 

  また、紙スリッパについては、まさしく私もそのようには受け止めております。接触を避

けるために使い捨てでというような形にしているわけですけれども、そこの部分につきまし

ては、いずれ脱いでいただいた靴は、袋に入れて巡っていただいているわけでございますが、

スリッパのつまずきそうになる部分とか、なかなかそういう慣れない部分、使いづらいとい

う部分は、ちょっと改善に向けて検討してまいりたいというふうに思います。 

  ２点目でございます。丸椅子で立ったり座ったりする際に、高齢者の方が背もたれがない

ので、危険だというようなことにつきましても、これもちょっと検討させていただきたいと

思います。 

  あとは、ごみゼロについても、まさしく環境に配慮しなければなりませんので、私どもと

いたしましては、安全かつ適切にワクチン接種をすることを一番重要視はしておりますけれ

ども、そういう意味でスタッフからのそういった意見とかにつきましては、集約、共有しな

がら、対応しているつもりでございますが、今ご指摘ありましたように、必ずしもその部分

が伝わっていない部分もあるかもしれませんので、そこら辺の情報共有の在り方についても、
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いま一度総点検をさせていただきたいと思います。 

  あと５番目、ワクチンの接種日によって、いわゆる接種間隔によって多かったり、少なか

ったりということのご指摘でございます。まさしく昨日日曜日は500人体制で受入れは取れて、

スタッフもちゃんと準備はしていたわけですけれども、予約がなかなか埋まらずに、予約の

方法については、今藤原委員からラインの話もありました。ラインは採用はしておらないで

すけれども、ネット予約で、常に24時間体制で増減、出入りありますので、そういう部分に

ついては、問題はないかなというふうに思っておりますけれども、日曜日の接種、今だんだ

ん若年化してきております。ということは、高齢者が大体めどがついて、一般のお勤めの方

々も、もう30代の方も接種していますので、そういう意味では、日曜日に接種すると、月曜

日、なかなか休みづらいとか、そういったこともあって、予約が埋まらないのかなというと

ころもありますけれども、いずれ町といたしましては、せっかく医療従事者の皆様にもお休

みのところ出てきていただいて、そういう500人体制で受け入れる体制を取っておりますので、

ネットあるいはやはラヂ！等でも呼びかけはさせていただいたのですけれども、いずれ６か

月の間隔で、もう６か月たっていれば、どんどん、老若男女問わず対象になる方には、接種

の申込みをしていただくように広報、周知を努めてまいりたいというふうに考えております。 

  あとは、時間がかかり過ぎる部分につきましては、そこら辺は、私どもの担当者のほうで

お隣の紫波町、あそこは体育館、サンビレッジでやっているわけですし、あと盛岡の状況と

か、集団接種の状況とか、そういった他市町村の状況とか、県の状況も確認はしております

けれども、いずれ時間短縮に向けましては、いま一度先ほどのスリッパとか、そういった椅

子の関係もそうですけれども、総点検しながら、適切な対応につなげてまいりたいというふ

うに考えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 大変大切なことではありますけれども、予算の部分

から大分外れてきましたので、やはりここは予算決算常任委員会でございますので、その審

議をしっかりしていただきたいと思いますので、令和４年度の予算についてよろしくお願い

いたします。 

  その他ございませんか。 

  藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） 何も予算から外れているわけではないだろうよ。コロナのための対応を

今考えているわけだから、場所を動くにしても、何にしても、予算が関係してくるわけだか
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ら、そういう進行はおかしいぞ。 

  まず、今さわやかハウス中心に考えているという話をしましたけれども、さわやかハウス

に限らず、やっぱり矢巾町の施設、いろいろあるわけだから、今のような内容を踏まえなが

ら、やっぱり靴を、もしさわやかハウスでやるのであれば、土足のまま入られるようにする

とか、そういう対応をしない限り、時間の短縮にもならないし、あるいはさっき言った袋が

一つでも少なくなるような対応ができないと思うので、そこのところは再検討したほうがい

いと思う。 

  それから、さっきラインの話をしましたけれども、これはラインは、いろんな自治体で利

用していますから、そこに登録しておけば、もうすぐ空きましたよとぶわっと行くのです。

そういうような対応ができるから、わざわざ広報で流したり、あるいは何か分からないけれ

ども、それから流すのではなく、もう既に登録していると。空いたら、もうすぐその人たち

から返事が来ると、そういう体制を取れているから、それはちょっと勉強してください。 

  以上です。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えいたしますが、今藤原梅昭委員からもご指摘があったことにつ

いては、真摯に受け止め、また反省すべきところはちゃんと反省して、私もさわやかハウス

ではなく、対がん協会と、それから南昌病院、いろんな方々からのご意見もそれぞれあるわ

けでございます。もうさわやかハウスの対応は、お年寄りさんたちにとっては、ここまで本

当に親切に対応してくれるのかというようなお声も聞いておりますし、だから今ご指摘あっ

たこととか、いろんなご意見、ご提言があると思います。 

  次、第７波あってはならないのですが、もし次にそういうようなことがあったならば、今

のご意見、ご提言をしっかり受け止めて、前向きに検討してまいりますので、ひとつご理解

をいただきたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他ございませんか。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） 私は、ふるさと納税についてちょっとお伺いします。内容は、ふるさと

納税の目標額を上回る分、これを以前から言っております基金化に組入れの取組について伺

います。 

  令和４年度もふるさと納税額は、今年度と同じ４億円という形の中で、充当事業の支出額
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を策定しています。それは、よいことであります。前もお話ししたように、せっかく職員の

知恵を出して、上回る分寄附いただいておりますので、それはやっぱりそれなりの使い方に

向けて、決算時期に、どこに何ぼ使ったか分からない、６億円もらえば６億円がばらまかれ

た形で決算報告になると。それは、それなりに補正予算の中で説明はあります。ありますが、

そういう使い方ではなく、やっぱり私は、苦しい中、財政厳しい折は分かりますが、これは

これとしての基金化が必要と思いますので、ぜひその検討をお願いしたい。 

  何度も言いますが、目標額を上回る分、今回の予算に計上された分は、それはそれとして、

採決になったら、それはそれなりに使えばいいし、それ以上の部分についての基金化という

ことでお話しさせていただきます。伺います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） では、ふるさと納税に関するご質問にお答え

をしたいと思います。 

  基金の創設ということにつきましては、赤丸委員から以前からもご提言をいただいている

ところでございまして、私どもも基金化、早期に実現したいなと思っているところでござい

ます。しかしながら、現在予算を編成して、例えば４億円で上回った額についての基金化と

いうような話でご提案をいただいております。しかしながら、大変今財政状況というものが

厳しくて、例えばそれが補正予算で１億円ずつ増えていくと、当然ながら返礼品やその他関

連事務に関係してくる費用もそれと同じく計上していくことになります。したがいまして、

４億円だからといっても、逆にいうと、それを基金化してしまうと、ただ単に財政調整基金

を財源としてやっていくしかなくなってしまうという形になります。ですので、ここ数年は、

このような状況が続くとは思われますけれども、その予算額を上回った部分を基金化すると

いうことではなくて、きちんと基金化をして、このような使い方をしますといったところに

皆さんから賛同いただけるような形に持っていきたいと考えておりますので、その点につい

ては、ぜひご理解していただければと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） 舌足らずで申し訳なかったです。私も経費を除いた分、今年度であれば、

およそ52％ほどが経費にかかるという話なので、48％部分のところを基金化という部分でお

話しさせていただいたものです。 

  それで、３年ぐらい前でしたか、４年だったか、すごくいただいたときありました。その
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とき町長は、事ある会合の中で、ふるさと納税10億円超えて、15億円超えて、16億5,000万円

になりましたと、たしかそこで終わったと思っていますが、町民は、その金どこに行ったの

だといまだに言うのです。どこに使ったのだと。要は、当然我々みたいにこうして皆さんの

資料を見て、こういう事業に充当されています、何かにというのだけれども、だって町民は、

目標が10億円だったら、その残った分が何に使われたのだ、いや、今年みたいに雪が多かっ

たから除雪費に２億円出さなければなかったのだというのならば、まだ分かるのですが、そ

ういう状況が実際の町民の声なのです。 

  ですから、私は、先ほど言ったそちらの基金から取り崩すのは、当然やらなければならな

い部分の基金でありますから、いいと思います。ただ、私が言ったように、せっかく町職員

等が知恵を出して、目標額を上回った分の半分近くを基金化として、どうしても使わなけれ

ばならない部分に振り向ける、この部分は、私はぜひ考えていただきたいと思っています。 

  何もどこかの家計みたいに、１回定期にしたから下ろさないというのではなく、当然予算

は動いていますから、その中で使っていくのはいいと思いますが、決算時にどこに使ったか

分からないような表示のされ方をしても、町民も分からないと思うし、その辺をやっぱり我

々18人が理解してもどうしようもないというところを踏まえて、もう一回答弁いただきたい

と思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） すみません、私の理解不足で、ちょっとずれ

た答弁をしてしまったかもしれませんけれども、いずれにしましても、ふるさと納税につき

ましては、今予算に関する説明書、こちらのほうでどのような使われ方をしたのかと、使い

方をしているのかとお示ししております。ここにいる人だけではなくて、町民の皆さんがど

のように活用したか知りたいというようなお話があると伺いました。そういうお声があると

するならば、できるだけ分かりやすく今後どのような形で生かされているのかというのは、

寄附してくださった方々にも同じことが言えると思いますので、そういった伝え方はしてい

きたいと思います。 

  しかしながら、繰り返しになりますが、もう本当に赤丸委員がおっしゃるように、そうい

う基金化をして、職員の頑張りを積み立てていくようなことができれば、本当にいいことだ

と思います。しかしながら、現状それが難しいため、このような形を取らせていただいてい

るということについては、ぜひご理解をしていただきたいと思います。何もこれを否定して

いるわけではなくて、私どもも基金化をしていくような健全的な使い方になっていけばいい
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なと思っております。また、それを目指して、様々な事務事業の見通しなども行っておりま

すので、もう少し時間はかかると思いますけれども、その点だけご理解いただければと思い

ます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 私のほうからも補足をさせていただきますが、まずご存じのとおり、

ふるさと納税というのは、平成20年度からスタートしたわけです。実際町が初めてふるさと

納税に取り組むかといったのは、平成27年度なのです。そこで赤丸委員、私どもは、そうい

った、今まで取り組んでおらなかったけれども、今財政が非常に厳しいから、もう私どもの

やはり努力で何とか、その財源の補填になるのであれば、やるべきではないかということで

スタートしたのが本音なのです。 

  だから、今ここに来て、大きな金額になってきたから、そのお金がどうなっているのかと

いうことなのですが、どうなっているかということ、これは町政の運営のために反映されて

いるわけでございますので、だから私はいつでもお話しさせていただいて、先ほど16億

5,000万円の話、これは職員の努力でできたのだということは、お話ししたことは事実であり

ますし、そのとおりでございます。ただ、そのお金の一部でも基金に積み立てられるような

財政状況であれば、やります。今もう本当に職員たちが必死になってこじ開けて、そしてお

願いして、それが一つの形になってきておるわけです。 

  そこで、どうか赤丸秀雄委員には、まず職員たちよくやっているなと、これからも一生懸

命やれと、そしてこの財政が健全化になってきて、今のところ、令和８年度を目途にして、

これから何とかそれまでに財政健全化を図っていきたいと。その後、これから学校建設とか、

いろいろあります。できるのであれば、スポーツ運動公園とか、そういったこれからいろん

なことに取り組んでいかなければならない。そのために、今私どもは必死になって取り組ん

でおります。そして、特産品の開発も矢巾町は足りないから、こういうことに取り組んでい

くべという職員たちが、まさにひたむきな努力で積み重ねて、矢巾町は本当に特産品がない

のです。その中で血のにじむような、本当に必死になってやっていることだけはご理解して

いただきたい。 

  それから、間違っても町民の皆さんと一緒になって、おらもほに何さ使っているか分から

ねえじゃということのないように、そういうことは、私そういうことをお聞きすると、もう

悲しくなります。こういうことを一生懸命やっている職員が悲しむと思います。だから、赤
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丸委員、逆に私は叱ることだけやってきたのですが、褒めることはあれなのですが、褒めれ

ば職員も一生懸命になりますから、だから先ほどの藤原梅昭委員にちょっと戻るのですが、

私は、もう間違っていることとか、ずさんな仕事、これには本気になって怒っているのです。

そして、それは複数で、そして必ず怒るだけではなく、こうやってみたらどうなのだという

ことを示して怒っておるのです。怒りっ放しではないのです。だから、委員さん方にもそこ

は、職員にも私そういうふうにやっておりますので、何とか理解していただきたいなという

ことでひとつよろしくお願いをいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） ＰＰＰ、ＰＦＩ方式の調査検討業務委託料、これは今までも同僚議員か

ら町内事業者の、いわゆる町内における様々な公共施設、これが老朽化してきて、そろそろ

建て替えの時期とか、あるいは検討の時期に入るというようなことで、できるだけ町内事業

者を参入をさせて、そして町内事業者の活性化、それから矢巾町の経済の好転を図るべきだ

ということで今までもありました。ようやくまたそれに向けてスタートしようということで、

私は非常に高く評価をしているわけですけれども、今後いわゆるどこにまだ、どの業者も決

まっていないと、業務委託。そういうことなのですが、どのような、研究会とか、あるいは

勉強会もやっているというようなことですが、その方向性というのは、ある程度持っている

と思いますけれども、その部分について、まず一点お聞かせいただきたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） その点については、私からお答えさせていただき

ます。 

  総務課の予算として計上させていただいたのですが、どちらかといいますと、実は、主と

する部分というのは、公共施設なりをうまくやっていこうという部分も確かにあるのですけ

れども、それを行う際に、どうもやっぱり大手ばかりを相手にしてしまうというふうな傾向

がある。それから、全国的にもやはりＰＰＰ、ＰＦＩということになれば、地元も何らかの

形で参入できるような門戸を広く、結果としては、大手になったりしていますけれども、門

戸は開けるようにする。ただ、今何が不足しているかというと、そういった部分に、ＰＰＰ、

ＰＦＩについてのノウハウを例えば町内の事業所がどれだけ持っているかといいますと、な
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いに近いのです。ですので、そういった部分をまず勉強していただくような機会を始めなが

ら、具体的な場所なり、施設なりをターゲットにいろいろ検討できるように、そういう環境

づくりをしましょうというところでの今回のスタートというふうに考えておりました。 

  これは、やはり全国的にこういったことを手がけている事業者というか、受託する業者さ

んは、どうしても限られるので、そういったところから選んでということになってくると思

いますが、いずれ勉強会、研究会を始めるというふうな考え方でおります。その後に、具体

的な案件をいろいろ提案していけるようにしていきたいなと考えております。 

  以上です。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） ぜひこれを進めてもらって、町内事業者も官民協働で参加できるような、

そういった体制づくりをぜひつくっていくようにお願いしたいと。 

  次に、小中学校の関係で、小学校が特に、中学校もそうでしょうけれども、全国的にコロ

ナウイルスが感染をして、特に小学生の感染が非常に広がっていると。今朝もＮＨＫでやっ

ていましたけれども、そうした中、私どもの町でも学級閉鎖あるいは学年閉鎖、そして休校

ということで、これがまたもしかすれば出てくるのかなというふうなことで懸念をしている

わけですけれども、この前代表質問でもお聞きしましたが、本町においては、今まで、あの

時点では２校、煙山小学校の高学年、そして矢巾北中でリモート授業をやったと。いろいろ

な対応策はあると思いますが、どうしても学校に行けないという状況になれば、やっぱりそ

ういった対応策を取っていくということが、今現在はそういう考えだろうというふうに思い

ます。それに向けて、様々なまた学校現場と教育委員会が教育して、対応策を取ってきて、

準備は進めていったということですので、そういったことについては、非常によかったなと

いうふうに思っておりますが、今後リモート授業をやる上でも、この前は休校とか、あるい

は学級閉鎖は、前の日の夜とか、あるいは朝方とか、夜中とか、その判断をせざるを得ない

状況があって、なかなか厳しい問題点があるというお話でしたが、いつまで続くか分からな

いこの状況の中で、こういうことが春休み後にも起こってくる可能性もあるだろうというふ

うに考えます。 

  そうした中で、教育委員会、そして学校として、どのように今後問題点を克服して、そし

て例えばついていけない子どもがいれば、それに対応していくという体制を取らなければな

らないだろうというふうに思いますので、そういった対応策についてお伺いしたいというふ



－ 209 － 

うに思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  まさに委員おっしゃるとおり、今後のためにもＧＩＧＡスクール構想でせっかく整備しま

した端末を有効活用していくというのは、教育委員会、学校でもそのとおり思っています。

今年度は、特に導入して、活用の１年目ということで、なかなか教員が、あるいは子どもた

ちも慣れない部分もあったかもしれません。来年度に向けてなのですけれども、まず先日の

一般質問でもお答えいたしましたけれども、各学校で持ち帰りの練習を始めております。そ

の中で、ちょっとまず思ったのが、どうしても中学校、それから小学校の高学年は、比較的

端末を持ち帰っても力があるからいいのですが、低学年、やはり端末、低学年にとっては、

ちょっと重いのかなというところが懸念しているところもございますので、常に日々持ち帰

っているところをどうしていくかというのは、来年度に向けての学校との協議をしていかな

ければならないなと思っております。 

  それから、やはりそもそもＧＩＧＡスクール、ふだん使いをしましょうという目的がござ

いますので、コロナにかかわらず、ふだん先ほど言いました持ち帰ったときに、どういう使

い方をして、学校側も子どもたちも慣れていくのかというところは、これはもう来年度、活

用の２年目に入りますので、そこを詰めていかなければならないと思っております。その中

で、リモートで授業をやる場合なのですけれども、これもやはり学校の先生のスキルによっ

て、非常に違いがあります。昨年度も町内全体の研究大会ということで、このＧＩＧＡスク

ールについての勉強会をやったのですが、同じように来年度も各学校の先進的に進んでいる

先生方の授業の活用方法を共有して、どの学校でも満遍なく端末を使うようにしていきたい

なと思っているところでございます。 

  以上でございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） 課題はいろいろあるということですが、特にスキームの問題で、先生方

がやっぱり差が、どんな取組をやっても差は出てくるだろうというふうに思いますが、特に

リモートに関しては、かなりまた差が出るという可能性はあるだろうというふうに思います

が、それに対する今指導体制といいますか、いわゆる技術力を上げるというか、知識力を上

げるというのは、今どのような対応をしているのかお聞かせください。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 田中舘学校教育課長。 



－ 210 － 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  まず、今年度は、事務局職員が各学校に行きまして、まず主に操作方法について、先生方

からの質問を受けて対応するということを行ってまいりました。それから、その後に実際に

授業にどうやって活用していくかというのは、なかなか事務局職員ではできない部分ですの

で、これは各学校の校内研修を行って、情報担当の教員が各校にはおりますので、その方が

中心になって勉強会をしております。さらに、来年度ですけれども、今回の予算にも入って

いるのですけれども、県の支援センターを県のほうで開設いたしますので、そちらのほうに

本町でも参加して、事務局だけではなくて、県のほうのセンターを活用して、その操作です

とか、あるいは授業の活用のほうなんかもサポートしていきたいなと思っております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） いずれコロナ対応については、学校現場もかなり大変な思いをしている

だろうというふうに思いますが、やっぱり子どもたちが遅滞なくといいますか、授業が進む

ような体制を取っていってもらいたいというのが率直なお願いでございますけれども、まず

そこについては、今後取り組んでいくということですので、ご期待を申し上げたいと思いま

す。 

  それから、盛岡南道路の事業推進が見えてきていますが、これによって、いわゆる圃場整

備等に遅れが出てきているわけです、再調査をしなければならないと。矢次地区あるいは広

宮沢地区の今後のスケジュール的なものはどうなっていくのか、まず１点お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 今圃場整備関連のお話があったわけでございますけれども、

矢次地区につきましては、今実施設計、令和２年度に事業採択なりまして、今実施設計をや

ってございます。先日もそうなのですが、盛岡南道路の線形が明らかになってきた中で、や

はり変更はどうしても必要になるのかなというふうに思ってございます。そこは、十分矢次

地区の地権者さん、受益者の皆さんの了解をいただきながら、盛岡南道路についても説明を

しながら、前進するように、圃場整備事業は早急に進むように、今調整を図っているところ

でございます。 

  また、広宮沢地区につきましては、やはり盛岡南道路の件で、当初南道路が来る前は、同

意していただいた方が、南道路をきっかけに地域から外してほしいというような要望があっ
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たことは事実でございます。そういうお話もあった中で、やはり広宮沢地区の皆さんの同意

というものを取るのに時間がかかるというところもありまして、令和４年度には採択をでき

るように今進めてはございますけれども、その辺やはり今後の線形に十分注視しながら、影

響のないように、圃場整備、大分やはり水が、パイプラインではなく土側溝で来るような部

分。あとは、反別が狭いと、汎用化されていない田んぼで長年やってきたということで、や

はり今後の農業経営を進める上では、そういった圃場整備事業をぜひ取り組みたいというよ

うな地元の熱意もございますので、広宮沢地区につきましても、ぜひ推進できるように、盛

岡南道路の推進と併せて、そこは進めていきたいというふうに考えてございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 関連ですか、でなければちょっとここで切りたいの

ですけれども。 

              （「関連だけ」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） 矢次地区については、今年度説明会を予定しているということですが、

日程的な部分では、いつ頃を予定しているのでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 既に推進協議会というところでやっているわけでございます

けれども、幹事会総会のほうは、既に済んでおりまして、その盛岡南道路に関わる部分も含

めて今後の圃場整備の在り方については、既に進めているところでございます。 

  受益者全員となると、その辺、ちょっと今手元に、日程いつやるのかというのはございま

せんけれども、やっていきますので、よろしくお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 期日は決まっていない。 

              （「決まっていない」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 期日が決まっていないということでよろしくお願い

します。 

  まだあると思いますけれども、12時を回りましたので、ここで昼食のための休憩を取りた

いと思います。 

  再開を午後１時といたします。 

              午後 ０時０３分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 １時００分 再開 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） それでは、再開いたします。 

  質疑ございませんか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 町長の交際費ですけれども、毎年、毎年160万円予算計上しております。

ところが、このコロナ禍においての決算額というのは、令和２年度合計56万3,098円、令和３

年度は２月の時点で合計57万2,941円となっていて、半分も執行されていません。このことに

ついての考えをお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） 先般の分科会のほうでも答弁したと思いますが、

当初予算においての考え方は、コロナ禍等がない状況で予算を計上させていただいたところ

ではございます。そして、実際どのぐらいかかるかというのは、そのとき、その年によって

かなり変化しておりますので、最終的には補正等で減額をするというふうな考え方で取って

おりましたので、そういうふうな予算取りとなってございます。 

  以上です。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 私、昨年のこの予算決算常任委員会の場で、その考えを伺ったところ、

町長は次のように答弁なさっております。これ議事録からですけれども、町長交際費という

ことで、これは私の関係する交際費とか旅費については、担当課にも減額するように指示し

ておりますとはっきり述べておりますけれども、町長、これ覚えていますでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） まさにそのとおりでございます。ただ、今総務課長が答弁したように、

今コロナ禍が収束すると、当然これから矢巾町でもまちづくりのいろんな取組が出てくるわ

けでございます。だから、まず今のところ、いわゆる減額して、増額するよりも、まず当初

予算でお願いをして、そしてその状況を見極めて減額するということで、そのときの答弁と、

ならば差異があるのではないかということになりますが、実は今度令和４年度もまちづくり

によって、いろんな動きが出てきます。そして、そのことによって交際費に係るお金も出て

くるわけでございますので、ただ何回もお話しするように、コロナ禍が収束しないときは、

もうこれは私としての活動もできなくなるわけでございますので、そこのところはひとつご

理解していただきたいということで、本来予算編成からいくと、経常的経費で分かっている

のは、減額すべきものでございますが、交際費というひとつのこれからのいろんなまちづく



－ 213 － 

りをはじめ活動する中で、そういう当初予算で計上させていただくということにひとつご理

解をいただきたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） これ何か入るを量りていずるを制す、制していないような気がするので

すけれども、その点の考えについてはいかがでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） いずるを制すという部分、今回歳出予算ですので、

そういうふうな考え方も確かにあろうかと思うのですが、制することがふさわしくないとい

いますか、制することによって活動制限が発生するような内容のものについては、ある意味

見込み予算という考え方を取らざるを得ないのかなという考え方です。なので、交際費に関

しては、そういった性質のものであろうなというふうに考えているところでございますので、

ご理解願います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他ございませんか。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） 定住化推進の部分で、若い方への奨学金の給付型について質問させてい

ただきます。一般質問したのですが、ちょっと時間配分がまずくて、押しが足りなかったの

かなという部分でちょっとお話しさせていただきます。 

  一般質問のとき、今年度から導入した給付型奨学金については、５名の方に適用して、年

間180万円使うという形になっていました。私は、それはそれとして画期的でいい制度だなと

思っております。ただ、今回私が提案的にお話しさせていただくのは、もう少し人数を増や

して、５人で180万円であれば、もう５人ぐらい増やしてやっていただけないかと。内容は、

まず若い方に定住していただくという部分では、まず今中学校でも７人に１人が貧困と言わ

れていますし、矢巾町の場合は就学援助給付金受給者、あと生活保護世帯で約１割強、11％

から12％の方がいるという現実であります。ですので、大学生を主体にした給付型奨学金は、

当然いいと思いますが、私はこういった前にも、二、三年前に教育長とも話したことがあっ

たのですが、やっぱり中学校から高校に行くのにも経費がかかって大変だというお話も聞き

ます。 

  当然そういった意味から私が言っているのは、学校が終わって矢巾町に残って、矢巾町か
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ら通える範囲内で仕事に就いていただいて、その方が当然働くのですから、所得も得るでし

ょうし、それから町にいるのであれば、県民税、町民税を払っていただくという観点から、

そういう中での給付型奨学金制度を拡大してほしいという部分であります。まず、その辺を

ちょっと再度確認した上でお話しさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  まず、以前一般質問とかでも委員と議論をさせていただいたのですけれども、まず今回給

付型の特別奨学金制度を今年度から開始して、その中で次の段階といいますか、委員のご提

案の定住に結びつくような奨学金の制度についてなのですが、前一般質問のときにお話しし

た中で、ほかの都道府県でやっている例として、労働部門の政策として、貸与型の奨学金を

借りている人が、もしその市に帰ってきたら、あるいはＩターンみたいな感じでいった場合

に、その奨学金の返済を補助しますよいう制度のお話をさせていただきました。そういう制

度もありますし、あるいは貸与型の奨学金で地元に帰ってきたら、一部を免除しますよとい

う、そういう奨学金の制度をやっている市も県内にはございます。 

  令和４年度、私どもとして、そういう制度を実際に使っている市が、どういう効果があっ

たとか、学生にとってどういう意識を持って就職のときには臨めたかと、そういったのをち

ょっと調査してみたいなと思っていました。やはりその制度を考える上で、実際にやってい

るところを参考にさせていただいて、矢巾町にとってどういう奨学金制度がいいのかなとい

うのを検討したいなと思っています。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） 私も他県の部分については、若干調べたこともありますが、今回ちょっ

と議会中だったので、滝沢市が若者定住施策に予算をつけてやるという、内容までちょっと

私も議会中で余裕がなかったので、調べてはおりませんが、そういう形で若い方への定住を

やっぱり推進している自治体、国がコロナ禍でなかったら、これを拡大するという話も３年

ぐらい前には検討していたのですが、いろいろな予算の配分の関係で、これは今止まってい

るような状況、もしくはやっていますが、審査が厳しいのか、適用される学生さんが少ない

という部分も聞いておりますから、そういう部分も。 

  私は、確かに今課長がお話しされたように、ぜひ調べていただいて、定住化推進の一つと

して考えていただきたいと思っていますし、まず一つは、本当に何度も言いますが、給付型
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の奨学金については、どちらかというと、大学生をイメージしていますけれども、今言った

ように高校生、前も私一般質問で言いましたが、貧困格差が学力格差につながっていると。

ただ、この学力格差も18歳を過ぎれば、やっぱりおのれの置かれている立場、能力、その辺

を考える部分があって、やっぱりそれ以上は望まないそうです。ただ、15歳、16歳でそれを

感じた人間は、社会人になっても、やっぱりいびつな考えというのですか、言葉が適切かど

うか分かりませんが、そういう状況になるそうです。ですから、大学生も確かに大事ですが、

高校を終わって家庭の事情で地元にいて勤める方もいる、そういう方については、やっぱり

拡大してほしいなと。昔から教育は利子のつかない財産という言葉が通っています。そうい

った意味で、ぜひこれは若者の定住化施策の一つとして、今回の当初予算には５人分しか見

込んでいませんが、今後拡大する方向で検討していただきたいと思いますが、教育長なり、

町長の見解があれば、お聞かせ願いたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） 私のほうからお答えさせていただきます。 

  まず、今委員お話しのとおり、今年度は人数的にはそういうふうな形ですけれども、これ

については、若者への支援、それからいわゆる中学校卒業の人たちへの支援、トータルでい

ろんな形で、町としては様々な形で支援をしております。その一つとして、この給付型とい

うのを考えたわけです。その先には、１人でも２人でも増やしていきたいというのは、その

とおりです。それから、いろんなアイデアがそこには生まれてくると思います。こういった

ところにこういうふうな形で、先ほど課長が申し出たとおり、他市町村の施策についても検

討させて、検証させていただきたいと思いますし、うちでできることは、どんどん拡大させ

ていきたいという考え、それは思っておりますので、少しお時間をいただきたいと、そう思

います。よろしくお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  水本委員。 

〇（水本淳一委員） 河川のしゅんせつ管理の関係ですけれども、町のほうでは、中州除去と

いうことで逆堰のほうをやっていますけれども、太田川のしゅんせつのことでちょっと、お

ととしですか、馬場線のところ、あの辺り、上のほうをやりましたけれども、まずきれいに

取り除かれた、でももう少し土を取ってもいいのではないかと思いながら、まずきれいにな
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ったと思っていました。そして、去年ですけれども、今度またその上流を行ったわけですけ

れども、地元の人から、何か雑草しか取っていないのではないかと、上のところ、土を取っ

ていないのではないかということで、いろいろ相談したのだけれども、自然環境、ホタルと

か、そういう住んでいるのも考えて、これ以上取れないような説明もあったということで、

それでは草だけ取ったら、すぐ氾濫して、またちょっと怖いなという話を間接的に訴えられ

まして、そこでちょっと伺いますけれども、逆堰でもそのような問題がなかったか。そして、

その掘る量というのは決まっているのか、深さが、これ以上掘っては駄目だとか、そういう

のがあるのか、ちょっと草だけしか取らないと受け止めた人もいるようなので、それをちょ

っと掘ってはいけない理由があるのか、そこをちょっと、こっちも同じだと思って。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） しゅんせつの方法ですね。 

〇（水本淳一委員） はい、お願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐々木道路住宅課長。 

〇道路住宅課長兼まちづくり推進室長（佐々木芳満君） 令和４年度は、引き続き逆堰のほう、

しゅんせつするというような予算計上をさせていただいております。 

  現在３年目、ちょっと予算的にも大きめに交付税対象ということでしゅんせつのほう進め

させていただいております。太田川につきましては、県河川ということで県で管理していま

して、県でも鋭意、岩崎川、太田川、芋沢川、それぞれしゅんせつを行っていただいており

ます。やはり県のほうも国土強靱化という観点から、いろんなところに手をかけていただい

ていて、非常に感謝しているところです。深さあるいは土量、そういったものについては、

先ほど例えば希少動物とか、そういったものの関係もありますけれども、ご存じのとおり、

ブロック積みといいますか、斜めに河川はなっているわけなのですが、その下は、小さい河

川だと、コンクリートで底を打っているという場合もありますけれども、そうでない場所は、

ブロックの深さがありますので、あまり深く掘り過ぎると、今度はブロックの底から洗われ

て、ブロックががさっと落ちてしまうというような症状になることを防ぐために、深さは河

川整備したときの河川断面というものがありますので、それ以上は深く掘らないということ

のきまりがありますので、そういったところを注意しながら、町管理河川も県管理河川もし

ゅんせつを行っているという状況になっています。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  水本委員。 

〇（水本淳一委員） それでは、深くなって、それ以上に掘れたということなのでしょうか、
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真ん中の辺り、水が流れているのは、前に掘ったよりも深く掘られて流れている、なったの

かなという、何か結構段差があるのだけれども。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐々木道路住宅課長。 

〇道路住宅課長兼まちづくり推進室長（佐々木芳満君） まれに大きな大雨とか、そういった

ときは、河川の土がえぐられて下がるということはありますが、大抵は河川はそういったこ

とというか、土がたまることを前提にブロックを地中に入れていますので、逆に洗われてい

るように見えるのは、土がたまった状態からさらに掘れているというような状況になります

ので、もともとの底自体まではまだ達していないという状況が見受けられていると思います。

よほど大きな大災害とか、そういったものになるとえぐられるということがありますが、そ

れを計算してブロックの深さを決めていますので、そういったところは大丈夫だと思います。

周辺の方々もそういったところを心配されているとは思いますが、逆に河川を守りながらし

ゅんせつを行っているという状況です。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 水本委員。 

〇（水本淳一委員） それであれば、もう少し土を取ってもいいのではないかという感じにも

なりますけれども、そういうふうな地元の人の意見もありますので、ぜひそういうものがあ

ったら、しっかり説明して、不満というか、それに応えるように説明してほしいと思います

けれども、それについて。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐々木道路住宅課長。 

〇道路住宅課長兼まちづくり推進室長（佐々木芳満君） そういったところは、周辺の方々、

住民の方々に説明しながら、しゅんせつのほう引き続きやっていきたいと思います。 

  河川は、皆さん非常に大雨とか来れば、すぐ見る場所になっていると思いますので、そう

いった面では、周辺の方々に周知しながら、進めたいと思います。 

  大変ありがとうございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他ございませんか。 

  小川委員。 

〇（小川文子委員） 幾つかありますけれども、まず１番目に給食費の未納の分なのでござい

ますけれども、令和４年２月28日現在、14件、12万1,000円ということで出ておりまして、い

ろんな家庭内の何らかの問題を抱えている方であると。生活困窮のために支払いが遅れてい

るという説明がございますけれども、保護あるいは準保護の場合には、就学支援とかあって、
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給食費は免除されているわけですけれども、ちょうどそれからちょっと上回った方が、まず

対象になっているのかなと、ちょっと勝手に思っておりますけれども、もしそういう方であ

れば、子どもの支援の国の課税世帯であっても、10万円の支給が、まずこの間ありますので、

そういうことにつなげることもできるのではないかと、一つ思うのと、そういうぎりぎりの

ちょっと上の人たちの対応として、分納ということももちろんやっていらっしゃると思いま

すけれども、何らかの救済措置というものがないかということをちょっと考えます。 

  子どもの貧困というのが、このコロナ禍でかなりひどい状況になっているというのは、私

も知人が盛岡で床屋さんをやっていて、子どもが床屋にかかれない、髪を切れない、そうい

う中で、自分がＮＰＯを立ち上げて、子どもの髪を切る、そういうのを始めたという人がい

らっしゃるのです。だから、本当にいろんなところに子どもにしわ寄せがいっているのだな

と思いますので、特に給食の場合は、はっきりしていますので、そこら辺を分かる人に対し

て、そういう支援ができないかをお伺いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） 私のほうからお答えさせていただきます。 

  14件、12万円というのが２月24日の時点でございましたけれども、その額は減ってきてお

ります。件数については、同じですけれども、訪問することによって、お支払いをいただい

ているところもあります。 

  それから、委員お話しのとおり、貧困、要するに準要保護というふうなものにかからない、

そういうふうな方がいるのではないかと、これについても、その制度をしっかりと知らない

ために払えなかったという方もいらっしゃったので、そういう制度をしっかり説明して、学

校につなげたり、そういうふうな形で、寄り添う形で対応しております。ですから、ほかの

形でそれが回ったりとか、あるいは分納とか、様々な形で対応しております。いずれその家

庭、家庭によって事情が違いますので、それに寄り添う形で今職員のほうはやっております

ので、ご理解願いたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  小川委員。 

〇（小川文子委員） 少し関連しますけれども、次は生理用品のことなのですけれども、今町

民課で寄附を募って対応していますけれども、やはりトイレに置くには、それでは足りない

と思いますので、やはり子どもの貧困が本当にかなり進んでいるのだなと、いろんなことで

私も感じますので、トイレにぜひ置いておくようにするためには、やはり予算を取って、一
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定程度の供給量を確保しないと、トイレには置けないと思うので、その点、今回予算にもち

ょっと出ているかどうか分からないのですけれども、その考えについて、ぜひこれ予算化し

てほしいなと思いまして伺います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  これに関しては、やはりただ置いて使っていただくというだけではなくて、学校とすれば、

やはり児童生徒が、今は養護教諭のほうで必要な児童生徒に渡しているのですけれども、や

はり相談してほしいと。それによって次につなげることができますので、そこを今一番大切

にしてやっているところでありますので、学校の予算の中である程度必要なものは買ってい

るのですけれども、繰り返しになりますが、トイレに置くだけではなくて、やはり養護教諭

に相談してもらうというのが最優先でやっているところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 小川委員。 

〇（小川文子委員） それこそＳＤＧｓのジェンダー平等、この考え方からいきますと、トイ

レットペーパーと同じように扱われるべきだというのが今の主流になってきています、考え

方では。なので、本当に困ったところにつながるのは、それはそれとしてはいいことだと思

うのだけれども、それを一歩進む段階に今入っているということをお伝えしたいと思います

けれども、その考えについてどうでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  これは私ども教育委員会事務局だけではなく、やはり一番は現場にいる学校の考えが最優

先かと思いますので、今の委員のお話にあったことは、養護教諭でつくっている保健会のほ

うにもお話をさせていただきたいと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  谷上委員。 

〇（谷上知子委員） 民生委員さんのことですけれども、国で決まっていると思いますが、そ

の費用とか、それから民生委員さんの数、これを何とかしなければいけないのかなというふ
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うに民生委員さんのお話を聞いて思って、今質問していますが、その費用については決まっ

ているようなので、民生委員さんという名前でなくて、サポートみたいな感じで少し増やし

ていかないと、非常に負担が大きい仕事だなということで、次の人がなかなか見つからない

という現状です。 

  それで、例えばその間に相談に入っていっても、ちょっと誤解されて、民生委員さんが来

たおかげで返って事が複雑になって解決しないなんていう言い方をされて、本当につらいの

だよということなので、自治会長さんと一緒に行くことが多いと思うのですが、２人体制ぐ

らいにしていかないと、今後こういう役を受ける人がないのではないかなというふうに常に

思っていますので、民生委員ということは国で決まっていて、数も決まっていると思います

が、補助員みたいな感じ、そういったことなどのお考えはありますでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 浅沼福祉課長。 

〇福祉課長（浅沼圭美君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  民生委員の定数に関しては、ここ２か年、今の民生委員さんもですが、自治会の世帯数に

よって、過去２期は、人数を増やしております。直近では、令和元年から今の民生委員さん、

この令和４年11月30日までが任期ですが、高田３区と藤沢を増やしております。また、その

１つ前の任期のときは、新田１区、南矢幅２区、それからもう一つ、さらに平成25年の一斉

改選では、高田１区と南矢幅２区ということで、いずれその世帯の状況に応じて、民生委員

さんの数を増やしております。私どもとしましても、民生委員の定数に関しては、県のほう

にヒアリングがありまして、状況を伝えて、県の定数条例を変えて対応しているところです。 

  また、民生委員さんのご負担に関しましては、私どもも民生委員協議会の民生委員の皆様

と定例会、それから役員会、不動、徳田、煙山の地区民事協がございまして、そういう中で

民生委員さんとして活動でお困り事を私どももサポートしながら、進めているところです。 

  今ご提言いただきました民生委員の中でのサポーターというか、その点に関しましては、

私どももＯＢの皆様のお力添えもいただきながら、組織化するか否かは、ちょっと検討の余

地があると思いますが、ＯＢ会ということで社協が事務局でともしび会ということで会もご

ざいます。いずれにしても、お力をいただきながら、民生委員さんとしての成り手不足にな

らないように、町としてもお支えをしていきたいなと思っておるところでございます。 

  私どもとしても、民生委員さん、特にもこの任期に関しましては、コロナ禍の時期に委嘱

を受けて、コロナ禍と同時にこの任期を終える民生委員さんもございまして、活動の在り方

そのものをいろいろ模索しながら、民生委員さんのお考えを聞きながら、添って対応してい
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るところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  谷上委員。 

〇（谷上知子委員） 身体障害者用自動車改善助成費というのですか、20万円ばかりあるので

すけれども、20万円で直せるというのは、何台ぐらいなのかなと、すごく不思議なのですが、

この辺についてお聞きしたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 浅沼福祉課長。 

〇福祉課長（浅沼圭美君） 件数としましては、１台相当を予算にしたと思っておりますが、

具体的な内容としては、障がいをお持ちの方が操作できるような運転席上の改造とか、乗り

降りの部分とかの改造費に充てておるものでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  谷上委員。 

〇（谷上知子委員） 121ページですけれども、徳丹城の史跡公園総務事業というところの一番

下の加工用原料費というのは、何を加工するのかなと思って、５万円ですけれども、そこを

お聞きしたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 田村文化スポーツ課長。 

〇文化スポーツ課長（田村英典君） お答えいたします。 

  こちらにつきましては、４月23日に徳丹城春まつりを開催する予定でございますが、それ

に合わせまして、国の補助事業で当時の衣装を製作させていただきました。女性用の衣装と

か男性用の衣装、それらを、当時の衣装を着まして、政庁で「政庁の儀」というのを開催し

たいというふうに考えてございました。その際に、「政庁の儀」で使います古代米だとか、

そういった当時の食料を料理いたしまして、当時の生活、政庁の状況を再現したいというこ

とで、その原材料代ということでございます。 

  以上、お答えといたします。 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 観光産業の活性化として、煙山ひまわりパーク、和味フラワーパーク、

花壇整備の中でというふうに施政方針にはございました。そこでお伺いしたいのですけれど

も、町民憲章推進事業、花の苗代として、消耗品費277万5,000円、環境美化業務委託料が606万

5,000円、これはシルバー人材センターに水やり、除草などの管理を委託するとなっておりま

す。ほかにも町民の方々がボランティアで苗を植える作業をするとしたり、職員ももちろん

出てきて、その作業を行う手配をしていると思うのですが、これ考えると、総計すると、ど

のくらいの予算、手間がかかっているかと思うと、非常に恐ろしく思うのですけれども、ふ

だんの平常時であれば、花をめでる余裕もありますが、このコロナ禍においては、私は非常

時だと考えております。こんな非常時、やはり花より団子、もっともっと実効性のある予算

の使い道があるのではないかというふうに思っておりますが、その考えをお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） 予算ということで、ちょっと私のほうからお

答えしたいと思います。 

  まず、ご指摘のとおり、非常時の予算と平常時の予算の考え方というのはあろうかと思い

ます。予算の編成に当たっては、様々な視点の要素が必要だと思っております。コロナ禍で

昨年多く寄せられた意見なのですが、非常に矢巾町に入ってくると、花を見るたびに心が癒

やされて、本当に、そこをわざわざ通りたくなるのだよというようなありがたいお話も聞こ

えました。 

  これに関して金額の多寡にかかわらず、そういった部分を一定程度予算で反映されていく

ということについては、ご理解いただきたいなというところでございます。本当に今これ違

くて、もっと給付すればいいのではないかとかという議論が、昆委員がおっしゃっているこ

とも一理あろうかと思いますが、一方でそういう意見も非常に町のほうには寄せられていて、

なおかつそこに向けて、今県なんかも非常に協力していただいているというところでござい

ます。 

  ですので、予算はある一方向から見て編成していると、合理的に見えるかもしれないので

すが、様々な価値観、様々なところにおいて、複合的な要素に基づいて予算編成はされてお
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りますので、そういった点、複眼的に見ていただいてご理解いただきたく存じます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 確かに非常時にこういった形で予算を使うことには、ちょっ

と心苦しいところはありますけれども、だからこそ心にゆとりと潤いを持ちながら、町民み

んなで頑張っていきましょう、この苦難を乗り越えていきましょうという気持ちも含めて、

やはり花というものを介して、何とか町民の皆さんと一緒に頑張っていきたいというふうに

考えてございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 花をめでる気持ちというのは分かります。本当にないよりあったほうが

いいし、でもどんどん、どんどんコロナ禍において増えていくというのも、ちょっと私は疑

問に思うのです。それで、この経費というのを、今言ったのですけれども、ボランティアだ

ったり、職員だったり、人件費累計すると、多分1,000万円以上になるのではないかなと思う

のですけれども、これもお金ではないというのも考え方はあるとは思うのですけれども、経

常費用として出しているのだったら分かるのですけれども、経常費用と言えるのかどうかと

いうところも、いつも財政が苦しい、苦しいと言っておきながら、こういうところにはだん

だん経費が増えてくるというのは、財政の硬直化とかと言っているけれども、何かちょっと

違うのではないかなというふうに思うのです。その辺の考え、どう思って予算、財政の硬直

化とかと言っているのですけれども、どういうふうにしてこれを立てているのかな、策定し

ているのかというのをお伺いしたいのですけれども。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） お答えをさせていただきたいと思います。 

  まさに経常収支比率なんかが高止まりしているような状況でございまして、そういった視

点については、令和８年度までを目途に改善を図っていきたいなというふうに考えていると

ころでございます。 

  先ほど申し上げましたとおり、こういった費用をどのように捻出していくのかということ

なのですけれども、まず施政方針の中で、今回は、観光の視点で重要事項として位置づけさ

せていただいておりますので、そういう重点項目を捻出するために、様々な事務事業の見直

しを行って、集中と、あと配分を行っているというところでございます。 

  一般的な言葉に尽きますけれども、財源がどこかにあって、補助なんかを持ってこられれ
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ば、それを使うのが一番お金の使い方として、その補助金なんかの趣旨も鑑みながらやって

いくのが一番いいかなと思うのですが、単独の場合、やはり自主財源を見つけていかなけれ

ばいけないという中では、限られた財源の中ですので、他の事業を見直しつつ、そういうこ

とを行っているということです。あくまでもこれは花というだけではなくて、観光産業の視

点を大きく捉えまして、それを総合的にプロモーションしていきたい。そして、その宣伝活

動に基づいて交流人口につなげていきたいといったところが今回お願いしている趣旨でござ

いますので、ぜひご理解していただければと思います。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 交流人口につながるかどうかというのは、私には判断できないですけれ

ども、そこを通りたいから交流人口が増えるとは、私にはどうも思えないのです。これから

つなげていくのだったら分かるのですけれども、つなげていこうと思うという気持ちは分か

るのですけれども、ひまわりパークとかであっても、交流人口が増えただけで何かメリット

があるのかというところもあります。でも、それはまた別の話として、花壇のところについ

て交流人口が増えるとは、どうしても思えないのですけれども、どうでしょう。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） 交流人口のところ、増えないのではないかと

いうようなお話です。これに関しては、具体的な数値というものを調査で取っているわけで

はなくて、花があったからどれだけ増えたかということについては、私どもとしては期待値

を込めてそのような見方をしているわけですが、観光の視点、ちょっと私がお答えするのは

あれなのですけれども、今まで点だったというものが線になり、そしてそれを面に捉えてい

くというのが、今矢巾町が目指している観光振興の一つの考え方でございます。 

  そうした中で、一年を通じてその観光を、例えば徳丹城あるいは西部地域の活性化といっ

た中で、ひとつやはり花が咲いている時期というものに関しては、矢巾町に行ってみたいな

という人は確実に増えておりますし、テレビの報道なんかでも露出は極めて高くなっており

ますし、ＳＮＳの発信なんかを見ても、ああ、ここに花が咲いているよというような呼びか

けなんかもすごく目にするようになってきています。そういった意味では、正確な数値とし

ての把握はしていないところですが、確実に、着実に、そこの広がりというものは見ている

のではないかなと思っておりますので、ぜひ観光産業の発展という視点からご理解いただき

たいと思います。 
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  以上、お答えとさせていただきます。 

              （「いいです」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 小川委員。 

〇（小川文子委員） 次に、私は、健康チャレンジについて、メディカルフィットネスとも関

係してまいりますけれども、健康チャレンジの予算が、運営ということで1,300万円取られて

いますけれども、これまで町が行ってきた健康チャレンジの参加者の申込み受付や、それか

ら活動、運動器具の管理及び購入、それから健康セミナーの企画、運営などについて、令和

４年度からは（株）ドリームゲート、運営会社に一部事業を委託するという、そういうこと

で増額になっていると。このドリームゲートは、ほかの自治体でも同様の取組を取り組んで

いて、官民連携の下、効果的かつ、できるのだということで、まずここを選定しているとい

う、選んだ理由が書かれておりますけれども、健康チャレンジは町の事業でありますので、

しかもさわやかハウスではなく、今後はウェルネス、あっちのほうに一括して、窓口を一本

化するというお話も聞きましたので、やっぱりそれでは、町民は使いづらいのではないか、

申し込みづらいのではないかと思います。やはり多様な申込み方法があってもいいのではな

いかと思います。 

  それで、この1,300万円、この金額が大変高額だと思うのです。それこそ財政が厳しいとい

う中で、本町はこの事業を日本で初めて取り入れたということで、スーパーシティもそうで

したけれども、とにかく新規事業に取り組むときに、あまり、議会にも説明がなかったとこ

の間言いましたけれども、申込み、事業者の選定が始まってからようやく議会に説明するよ

うな状況でしたので、新しい事業に取り組むときには、その先例がないわけですから、やっ

ぱりよくよく考えて取り組む必要があるだろうと思うし、まず議会にはっきりと説明責任を

果たしていただきたいと思います。 

  総額２億6,000万円、そして国の補助が半額ですけれども、やはり本町からも１億3,000万

円出ているわけです。そしてその後、今度こういうふうにしてドリームゲートに健康チャレ

ンジの事業を委託して、毎年1,300万円ぐらいずつ出ていくということになりますと、官民連

携というのが、非常にお金の出所と支出が膨らむ原因になっていくのではないか。 

  ドリームゲートは、本社が山形ですので、いろんな事業を展開して、こういうのをほかの

ところでもやっていらっしゃるのだと思いますけれども、やはり官民連携というのは、ある

意味、否定するものではないのだけれども、これだけお金をかけて官民連携する必要がある

のかなという感じもするのです。 
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  それで、この計画は2040年までの扶助費を減らすということで、10年単位の何か説明を受

けたような気がしますけれども、このあれも50年の減価償却ですが、この官民連携プロジェ

クトというものは一体いつまで続くものなのか。今回は、町営ではなく、町営からの役目を

終えて民間に委託されるわけですけれども、これずっと、例えば10年も20年も、これは続く

ものなのか。そして、その会社が撤退した場合には、新たな会社をまた探すというような一

般質問でもございましたので、そこで終わるのかなと思ったら、次の会社をまた探して、ま

たずっと続くものなのか、それについてもお伺いをしたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 健康チャレンジ事業のことで聞いています。何かご

ちゃごちゃになってしまったから。 

〇（小川文子委員） まず、そこからおいします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  健康チャレンジ事業につきましては、これまで直営でやっている部分とタニタヘルスリン

クに委託して行っている部分、タニタヘルスリンクにつきましては、体組成計の管理、さら

にそのプログラムの使用ということで、講座も開催していただいておりまして、いずれ健康

チャレンジ事業というのは、今小川委員からもお話ありましたとおり、いわゆる医療費であ

るとか、介護給付費とか、そういったものを健康寿命を上げることによって抑制していく。

そのためには、運動習慣を継続しながら、続けていくと、楽しみながら続けていくという形

でスタートしております。 

  今回新たにドリームゲートさんのほうに委託を予定している部分につきましては、当然様

々な研修会を行っていただくことになりますけれども、さらに一歩踏み込んで、身についた

健康習慣をさらにもっとスポーツの、運動の専門の観点からアドバイスいただいて、そうい

ったセミナーを通じながら、さらに習慣を進化させていきたいというふうに考えております。 

  かぶる部分というか、タニタもセミナーはやってもらっていますし、ドリームゲートさん

もセミナーは計画しておるのですが、一言で言いますと、タニタのほうは座学中心の、いわ

ゆる栄養面、運動面、健康面、そういった部分の座学が中心になりますし、ドリームゲート

は、ご案内のとおり、ウェルベースのほうにいらっしゃる専門のスタッフの方々に対応いた

だきますので、実践のセミナーということになります。座学と実践の部分の違いがございま

すし、これをきっかけにさらに、いつまでという部分につきましては、７次総のまちづくり

の指標というのがございまして、健康チャレンジ事業につきましては、最終年度、令和５年
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度において、1,200人というものを目標に掲げておりますので、現在２月末時点で732人とい

う状況ではございますが、新たな健康チャレンジ事業の一歩踏み込んだ取組によりまして、

さらなる参加者の方、そしてそれが運動習慣の継続につながって、医療費の抑制等にもつな

げていきたいというふうに考えておるところでございますので、ご理解を願いたいと思いま

す。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） これを継続するのかと聞いている。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） 今私、当面の目標は、７次総の令和５年度の健康チャレンジ

事業のまちづくり指標の目標の部分について触れましたので、いずれ令和５年度は一つの節

目かなというふうに思いますので、新たな取組を新年度によって行いまして、いろいろ検証

も経ながら継続してまいりたいというふうに考えてございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 小川委員。 

〇（小川文子委員） ということは、窓口はもう一本化でいくということですね。 

  もう一つは、いつまで継続するのか。健康チャレンジはずっと継続すると思いますけれど

も、ずっとドリームゲートに委託するのか。ドリームゲートとの官民連携の終着点はないの

か、それについてお聞きします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  まず、窓口のお話ありました。先般の教育民生分科会におきましても、同様のご質問をい

ただいたところでございますが、基本的には、ウェルベースのほうでの受付になりますけれ

ども、ただ町民の皆さんからすると、さわやかハウスのほうが近いとか、手続の際に、つい

でに用を足したいとか、そういった方々もいらっしゃるかと思いますので、いずれ両方で受

付はできるような形を考えていきたいと思っておりますし、あと新年度につきましては、今

新たな試みとしてドリームゲートを考えているというお話でございますけれども、今後ずっ

とそのままという、これはやってみなければ分かりませんので、当面、令和４年度について

は、そのような新しい形で行っていきたいと思っておりますし、その内容についても検証を

踏まえながら、今後のあるべき姿というものを模索していきたいというふうに考えてござい

ます。 

  以上、お答えといたします。 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 小川委員。 

〇（小川文子委員） では、健康チャレンジについては分かりました。 

  次は、ウェルベースの関係ですけれども、ウェルベースは本町と、それから日本調剤、そ

してドリームゲート、それからタニタヘルスリンク、それからジムの会社、この５者で連携

協定、官民連携の協定を結んでいるのかどうか。この協定に基づいて、この事業を一体何年

までやる予定なのかについてお伺いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） お答えをさせていただきたいと思います。 

  この岩手医科大学、日本調剤、タニタヘルスリンク、あとテクノジムジャパン、ドリーム

ゲート、矢巾町の協定でございますが、令和２年２月25日に締結させていただいております。

協力事項といたしましては、町民の健康状態の見える化による健康づくりの意識に関係する

こと、あるいは町民の健康寿命の延伸に関すること、あと町施設の連携や町民の健康づくり

の拠点設置に関すること、町民の医療福祉サービスの向上に努めたＩＣＴの活用に関するこ

と、あと町民の健康増進に係るプロジェクト基盤型教育と研究に関すること、その他各号の

目的を達成するために必要と認められる事項について、それぞれで取り組みましょうという

形で締結されておりまして、特に異議がない限り、毎年更新をすることになっております。 

  この中から、例えばどこかが抜けたいよとか、矢巾町との活動、これをやりたくないです

よというような企業が出てくれば、その中で見直しを行いながら、ここの構成だとかという

のは変わってくると思いますが、いずれにしても健康増進につきましては、町の課題であり

ますので、そういった趣旨で、様々なお持ちの方の知見を活用しながら、町政に取り入れて

まいりたいと思っております。ですので、１年更新になりますので、必要に応じてという形

になろうかと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 生活支援体制整備事業委託料、これ1,227万円、これは生活支援コーディ

ネーターの法人への委託料ということで、令和３年度は、この事業、第１層は町職員が担っ

ており、第２層の部分は４社会福祉法人に１法人126万円で随意委託しているという、分科会
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では、そういう説明があったと理解しておるのですけれども、この生活支援コーディネータ

ーというのは、平成29年度に町の実施要綱が施行となっておりまして、介護保険事業で予算

が取られていて、平成29年度197万1,000円、平成30年度201万7,000円、令和元年度が192万円、

令和２年度が跳ね上がって504万円、令和３年度も同一で、私気づかなかったのですが、これ

いつの間にか介護保険事業から一般予算に変わっているのです。なぜこのようになったのか、

お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  特別会計から一般会計に令和３年度から切り替わってございまして、この理由につきまし

ては、この生活支援体制整備事業もそうなのですけれども、それ以外だと、地域包括支援セ

ンターの運営事業とか、通いの場の体操くらぶの部分だとか、これはなぜかといいますと、

重層的支援体制整備事業に新たに取り組んだのが令和３年度からでございまして、それに伴

いまして、特別会計に入れていたものを一般会計に集約しながら、いずれ子育て関係もあり

ますし、障がい者関係もございますし、福祉のニーズが多様化して、いわゆる8050とか、そ

ういった問題を解決するために、本町としまして、重層的支援体制に取り組んだことによる

会計の移動があったということでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） これ介護保険特別会計のときに、決算時の予算執行に関する報告書では、

事業の概要と実績というのが項目が、表があって、その中で、高齢者の生活支援等の多様な

取り組み展開するため、生活支援コーディネーターを設置したとなっていて、効果としては、

生活支援コーディネーターの設置により、関係機関のネットワークの構築が強化され、地域

資源の開発等の充実等が図られた。毎年、毎年同じような文言が並んでいるのですけれども、

どう強化されて、どう充実が図られたのか。全く具体的な効果が分からないのですけれども、

これずるずるとこの調子で事業をしてきているように感じるのですけれども、その点につい

てお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  生活支援コーディネーターは、ご案内のとおり、国の別な名称がございまして、地域支え

合い推進員という表現も用いられている事業でございます。高齢者の生活支援とか、介護予
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防の基盤整備を推進していくことを目的としておりまして、地域における生活支援、介護予

防サービスの提供体制の構築に向けたコーディネート機能を果たすということになってござ

います。 

  この生活支援コーディネーター、平成29年度に本町ではスタートしたわけですが、その時

点におきましては、重層的支援体制整備事業の前身であります地域力強化事業、地域での福

祉懇談会を、当時は福祉・子ども課と健康長寿課と社会福祉協議会と連携しながら、地域包

括支援センターも入りましたけれども、そういう地域での困り事、様々介護予防事業に取り

組んでいる地区、そうでない地区、様々ありましたので、その洗い出しをして、情報を共有

化して、それで新たな福祉座談会などを通じながら、地域の皆さんのご協力もいただけない

かとか、そういう取組をした経緯がございます。 

  また、新年度、令和４年度に向けましては、結局これまで生活支援コーディネーター、第

１層が町職員ということで直営ではあったわけでございますが、専任ではなかったので、や

はりこの生活支援コーディネーターというのは、特にも第１層については専任で、もうその

部分に特化して活動しないと、やはりなかなか兼務では難しいというようなことをいろいろ

専門機関、関係機関と話合いをしまして、新たに委託をして、専任で取り組んでいただく。

その今るる申し上げました地域の、いわゆるニーズであるとか、福祉資源の開発にとどまら

ずに、新たに今度は、介護保険事業特別会計のほうでは、通所型Ｃも考えておりますので、

この事業もただ単純に短期集中で事業に取り組むということではなくて、それに関連して、

地域へのフィードバック、結局プログラムを卒業した段階で、地域で全く受皿がないと、ま

た介護度が進んでしまったり、フレイルが進んでしまったり、そういったことがないように

トータルで対応できるような形を新年度取り組んでいきたいというふうに考えておるところ

でございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） コーディネーターを増やしたからそういうふうな充実が図られると、ど

うしてもそれも思えないのですけれども、今までの体制、例えば社協さんに生活支援コーデ

ィネーターを頼んでいた、今までは。そこで、どういう反省点があって、これからどういう

ふうな展望を持って、こういうふうに予算をつけていくのかというところが見えないという

のですけれども、そこら辺については、どうお考えでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村松健康長寿課長。 
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〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  従前の社会福祉協議会に委託した部分についての反省点というお話がありましたけれども、

やはり改善すべき事項といたしましては、先ほど私も触れましたように、いわゆる専任では

なく、兼務で対応したことでややもすると中途半端であった部分もありましたので、新年度

におきましては、いわゆる通所Ｃを起点に介護予防の社会資源の構築、それはやはり地域に

入っていかなければできないわけでございます。町といたしましては、エン（縁）ジョイ活

動とか、シルバーリハビリ体操の通いの場、体操くらぶも、いろいろ地域の皆さんのご協力

をいただいているところですが、どうしても実施に至っていない地区もあります。そういっ

た地区の課題なども共有しながら、地域での社会資源の掘り下げとか、そういう受入れ態勢

とか、いずれそれがフィードバックできるようなトータルで調整できるような形を考えてお

ります。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 何回言っても、多分擦れ違いになるのだと思うのですけれども、この議

論。例えば社会福祉法人４つの法人に兼務で、そこは兼務ですよね、第１層が常時のところ

なのですけれども、専任のところなのですけれども、兼任のところをどう、ここはそこの事

業、この生活支援事業というところというのが分けられることができないのではないかなと

思うのです。随時委託になっているので、新しい考え方も出てこないような気がするので、

そこはやっぱり公募をして、ちゃんとそういうふうなやる気のある法人を見つけてこなけれ

ば、私はこれは進まないのではないかなと思うのですけれども、最後。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  ４法人の選定に当たりましては、高齢者のみならず、障がい者福祉の運営する法人も入っ

ているわけでございまして、これはその時点で考えた部分といたしましては、いわゆる重層

的支援体制の推進の中で、やはり介護関係の法人、さらには障がい者関係、さらには地域福

祉の関係の法人を一体的に取り組んで、お互いが抱えているニーズなり、課題を共有しなが

ら、トータルで、その世帯の個々のニーズに対応して支援していくにはどうしたらいいかと

いう考え方で、そういう４法人にしたところでございましたけれども、さらにもっとよりよ

きお考えの事業所なり、法人なり、そういったお考えのところがあれば、そういったところ

もお力をいただきながら、鋭意新たな取組の部分もありますけれども、そこら辺は検証しな
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がら、総点検をしながら、よりよき体制整備に向けて検討してまいりたいというふうに考え

てございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  小川委員。 

〇（小川文子委員） 今議会は、町長のハラスメントの問題が一般質問から取り上げられて、

本日もまずその一端を取り上げられたわけでございますが、私、予算に関係ないと言われる

かもしれませんが、これは町長の行政運営あるいは議会対応として重要な問題であるために、

私のほうからも一言言いたいのでございます。 

  昨年の私たち会派が出した議会報が、一部間違いがあって、その点について私たちは間違

いを認めて訂正文を出しました。これは、自分たちのお金で出しました。議会もそれは認め

てくれました。しかし、町長は、この間違った文、うそと偽りのという表現をされました。

そして、うそと偽りのこの議会報に対して税金を使うことはまかり通らんといいますか、そ

ういうことで監査請求をされました。私が、去年の４月からずっと監査請求を受けてきたわ

けでございます。そして、文章の一言一句についても説明を求められましたし、実際どうい

うやり取りをやったのか、議事録を全部チェックして、全部やりました。半年かかりました。

そして、９月の予算決算議会に、では、私の政務活動費がどういう扱いになっているのだろ

うと思ったときに、従来どおりの決算が出てきたので、これは認めたのかなと思いましたけ

れども、監査委員からは何の連絡もありませんし、町長が私を監査委員に訴えたわけですけ

れども、町長からも何の一言もないのでございます。 

  私は、議事の中で、このうそと偽りという言葉は、パワハラ的だと申し上げました。それ

は、私は今でも思います。議論の場で、そういう言葉を使うべきではない。私は、そう思い

ます。しかし、そういうことで議会で私と町長は対等の立場ですから、ある意味論戦の上で

は、たまに行き過ぎた言葉が出ることもあるかもしれませんので、それはそれとして許容範

囲になるかもしれませんが、これが一職員だったら、立場が全然違うわけでございますから、

この間違ったことを追及すると、私も間違いました。しかし、間違ったことに対して、いつ

までもいつまでもそれを追及するというのですか、そういう姿勢、訂正したにもかかわらず、

それでもまた追及すると、そういうふうな姿勢が町職員に取られた場合に、これは大変なパ

ワハラになるのではないかと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その部分に関しては、この前も一般質問の議運でか
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かりましたけれども、調査して…… 

〇（小川文子委員） それは職員のほうのね…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 調査して、議会のほうにちゃんと提示する。先ほど

言ったのは、監査委員の話と、それから町長のほうからも何もなかったという部分は、やは

り監査委員に、ここで話すべきものではなくて、初めに小川さんたちの党の党費の中で間違

っていた部分もあって、訂正も出した。そのことについてのことであれば、やっぱりこれは

個人的、まず三者が入っていない中で、表というか、言われた本人と言った本人の中で調整

を図るべきではないかなと私は思うのですけれども、それに予算的なことを言えば、今年度

も政務調査費はつきますし、その部分で使い道が間違っている場合は、やはり間違った部分

を政務調査費で出すという部分は、やはりそれは違うと思いますし、今後気をつけなければ

ならないという部分は、私たちも税金を使って、政務調査費を使って、いろんな部分もやっ

ていますけれども、ここの部分で監査委員の発言を求めるとか、町長の発言を求めるという

のは、ちょっと違うと思うのですけれども。 

〇（小川文子委員） ちょっと待ってください。私が申し上げているのは、間違ったというこ

とに対して町長が許さないというのですか、間違いは許さない。さっきは大変強い口調でお

話しになりましたけれども、自分は今まで職員が間違ったことも許してこなかったというよ

うな発言もされましたけれども、これは議会に対しても、間違ったことは許さない、間違わ

なければ一番いいのですけれども、間違いはこれからもあるかとは思うのです。これは、私

どもも万全の注意をしなければならない、それは肝に銘じて今議会だより、議会報を作って

いるところでございますけれども、やはり人間である以上、間違いというのは、あり得るの

だと思うのです。それに対して非常に町長が固執をした…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ここで町長の発言を求めるとか、町長のやり方が悪

いというのを予算決算常任委員会としては、私は発言は認めません。やはりおかしいです、

そういうの。 

〇（小川文子委員） 行政運営の方向性です。それで駄目ならば取り下げますけれども、これ

全体に関わることなので、私はこの場で…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） それであれば、令和４年度の町の方針として、教育

方針の予算は取っているかというのであれば、いいのですけれども、過去の話、私は言われ

ました、言った、言わないの話で、ここで言うときっと、町長も言った、言わないになって

しまうので、ここ委員会とすれば、進まないし、私は予算委員会で話を認めるわけにはいか
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ないと思います、逆に言えば。個人的な部分が多いので…… 

〇（小川文子委員） 個人的な部分は多いと思って、私は今までこれを一切公表してこなかっ

たのです。だけれども、今町でそういう職員のハラスメントの問題が起きている。そういう

中で私は、やはり…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） それも…… 

〇（小川文子委員） 話しておかなければいけない…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） それも一方的な話であって、逆に言えば、両方の話

を聞いて、今調査している段階の中でやっている。あった、なかったというところを今ここ

で論破しても駄目だと思うのです。 

〇（小川文子委員） 職員については、今後しっかりと調査結果も出てくるだろうから、それ

は私はそれで受け止めたいと思います。しかし、それには関連するものだから、どこかの場

で私は、これを町長の行政運営の方向として、やはり指摘をしておきたいと思いまして、今

年の、今年度、やはりそういう問題を、かつてあったという、私はそう思いますので…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） それであれば、議会運営委員会に調査を依頼すると

か、特別委員会を立ち上げて…… 

〇（小川文子委員） 依頼しました。そして、しましたけれども、それ議運止まりで終わって

いるのです。ですので、私は、この問題は、やはり議会も含めた全体的な…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） それでは、今日議運の委員長がいませんので、私は、

きっと、議運の委員として、その話で正式にこういうものがあったという話、町長からも何

もなかったし、監査委員からも何もなかったという話は、実は今私は初めて聞きましたので、

議会運営委員会の委員長にもう一回確認して、もしもそれがただ単にそういう言った、言わ

ないではなくて、その場合は、やっぱり文書として議会運営委員会にこういうことの調査を

してほしいという部分を正式にやってもらわないと、どこでも言った、言わないでなってい

ますので、やはりここは議会、議場、委員会の会場ですので、ぜひ正式な部分で調査を依頼

していただければ、ここでまた言った、言わないになってしまうと、紛糾しますし、そこは

やっぱり正式な部分で、今回の部分も何も正式な部分を踏まないで言った、言わないになっ

ているので、できれば本当に調査してほしいのであれば、調査してほしいという文面をもっ

て議運のほうに出していただければなと思います。 

〇（小川文子委員） それは、一つの方法としてさせていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ぜひ、そのようにして…… 
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〇（小川文子委員） しかし、このことも答弁は要りませんけれども、そういう考えがあると

いうことを披露できてよかったと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） できれば、それで終わらないで、調査していただき

たいと思います。答弁は要りません。 

  その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、ここでちょっと時間も過ぎました

ので、休憩といたします。 

  再開を２時25分といたします。 

              午後 ２時１２分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 ２時２５分 再開 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 再開いたします。 

  先ほどの答弁に誤りがあったということで、福祉課の浅沼課長よりありましたので、答弁

を許します。 

〇福祉課長（浅沼圭美君） 先ほど谷上委員から障害福祉費の中の身体障害者用自動車改造費

助成事業給付費ですが、私１件と申し上げましたが、上限10万円で２件分を予算化しており

ますので、訂正させていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  一般会計が終わりましたので、次に、令和４年度矢巾町国民健康保険事業特別会計につい

ての質疑を受けます。質疑ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、これで令和４年度矢巾町国民健康

保険事業特別会計の質疑を終わります。 

  次に、令和４年度矢巾町介護保険事業特別会計予算についての質疑を受けます。質疑ござ

いませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、これで令和４年度矢巾町介護保険

事業特別会計予算の総括質疑を終わります。 

  次に、令和４年度矢巾町後期高齢者医療特別会計予算についての総括質疑を受けます。 
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              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、これで令和４年度矢巾町後期高齢

者医療特別会計予算の総括質疑を終わります。 

  次に、令和４年度矢巾町水道事業会計予算についての総括質疑を受けます。 

  川村委員。 

〇（川村よし子委員） 事前質問はしなかったと思うのですけれども、ちょっと予算書にはな

いことなのですけれども、令和４年度、このままでいくと、利益はどのくらい上がるのか、

お伺いします。 

  実は…… 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 利益といっても、いろいろ資本的収入とか、いろい

ろあるではないですか、利益というのは…… 

〇（川村よし子委員） 剰余金はどのくらい上がるのか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 予想ですか。 

〇（川村よし子委員） ええ。実は、令和２年度決算を見ますと、利益が８億円ぐらい上がっ

ているのですけれども、そのほかに国債を買っていて３億円、国債は崩すことはできないで

すけれども、利子も480万円ついています。ですので、今後令和４年度はどのくらい上がるの

かなというところで質問させていただきます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 予算の中でやるのであれば、決算であれば、このく

らい出ましたとなるのですけれども、こんな予算の審議の中で、出るか、出ないかというの

は、できないと思います。 

  浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  ちょっと答えになるかどうか分かりませんけれども、矢巾町水道事業会計予算書、これの

８ページを見ていただけるでしょうか。この８ページの矢巾町水道事業予定キャッシュ・フ

ロー計算書、４月１日から令和５年３月１日までのキャッシュ、現金そのものの動きを示し

ております。１番の業務活動によるキャッシュ・フロー、これについては、通常の日常業務、

水道を取水して、それを浄水して各家庭に配って水道料金をいただく。これについて予算書

上では、一番最後、業務活動によるキャッシュ・フロー３億9,000万円のプラスになっており

ます。次に、投資活動によるキャッシュ・フロー、これは要は４条予算、資産をどうつくる

かでお金をどのぐらい建設費に支出したか、これが５億円ほど出すということに計算上はな
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っております。３番の財務活動によるキャッシュ・フローというのは、今まで建設のために

起債等を借りていた、それを幾ら返したか。また、幾ら借りるか、それの財務活動によるキ

ャッシュ・フロー。最終的に、資金期末残高３億3,000万円ほどというのが、現段階、予算書

におけるお金のみの動きになっております。 

  先ほど委員さんのほうから国債という話もありました。確かにそれは12ページの予定貸借

対照表の中で１の固定資産の（３）、投資の中で２億9,900万円というのがあります。これが

いわゆる国債です。これはもう2032年までということで買っておりますので、毎年買うとい

うわけではないです。 

  戻りますけれども、８ページのキャッシュ・フローというのは、来年度、令和４年度でど

のぐらい通常業務を行い、どのぐらい資本をつくり、どのぐらいお金を返したか、それによ

るとプラス・マイナスで、プラスの３億3,000万円というのは、固めに見てこのぐらいという

のが現在の予算書上の来年度の収支と考えていただければなと思います。 

  以上です。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村委員。 

〇（川村よし子委員） 分かりやすい説明で分かりました。ということで、定期預金とか、普

通預金とかありますけれども、現在矢巾町の普通預金、それから定期預金のところですけれ

ども、これは、ここには入っていないのですね、キャッシュ・フローの中には。どうなので

しょうか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） お答えいたします。 

  これは、あくまでも来年度、令和４年度のお金の動きです。お金の動きなので、収入があ

って支出があると、それをお金の動きとして表していますので、新たに来年定期幾ら積むと

か、そういうことは、ここでは示しておりません。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村委員。 

〇（川村よし子委員） 矢巾町は、岩手県内で一番水道事業でうまい経営をしているというこ

とで、岩手県内では一番に評価されております。これは、総務省からも評価されております

よね。そういう状況の中で、私が事前質問させていただいた滞納者の数が、職員の努力だと

思いますけれども、滞納者が20件ということなのですけれども、今コロナ禍の状況の中で、

職員が努力して20件にしていると思うのです。そういうところで、やっぱり水道料金、この
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くらい内部留保、貯蓄があるのに、考慮する必要があると思うのですけれども、どうなので

しょうか、お伺いします。 

  有収率から見ても、矢巾町は、本当に県内で最高の位置に利益を上げています。そういう

点でもやるべきではないかと、やるべきというか、収入の少ない、そういう方たちに対処す

ることが必要ではないかと思いますので、どうなのでしょうか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） お答えいたします。 

  考慮というのは、水道料金を減額ということでしょうか。 

              （「はい」の声あり） 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） お答えいたします。 

  確かに水道会計とすると、プラスになっていることは確かです。これは、令和３年度だけ

で見る考えではなくて、将来的に老朽管の更新なり、施設整備が今後あります。そのために

水道料金というのは設定しております。単年度で見てプラスだから、では水道料金を下げま

しょう、以前もこのようなお話というのは、当議会においても前の課長のほうからも話があ

ったとは思うのですけれども、単年度で見るのではなく、事業全体一つとして見ると。それ

であれば、そのために今の水道料金の体系を議会の方に納得していただいて、そして町民の

方に示しております。というわけで、来年度がプラスだから、では下げますというのは、将

来的に事業経営が危うくなる可能性があります。水道料金を下げて、経営がいかなくなった

ということは、町民の方には、私たちは言えませんので、すみませんけれども、料金を下げ

るというのは、現在のところ考えておりません。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村委員。 

〇（川村よし子委員） このコロナ禍がいつまで続くか分かりませんけれども、経済状況が、

企業も大変だと思いますけれども、一個人の家庭も大変なところが多いと思います。そうい

うところで相談があるとは思いますが、どういう対処をしておるのですか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） お答えいたします。 

  確かに水道料金、産建の分科会でもお話があったと思うのですけれども、水道のほうが滞

納になってしまって、そのときには、矢巾町のほうでも給水停止、納められていませんよと、

そういうお知らせがあって、それでも納めていただけないときには、給水停止という方向に
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なるのですけれども、その前に面談というか、お話をして、まず分納でできないのか、それ

を相談しております。それで、もし分納できるのであれば、その方の１か月なりの収入状況

を教えていただいて、ちょっと中のほうまで入ってしまうのですけれども、幾らかでも頑張

って水道のほうにもお金を回してもらえるようにということで相談をして、分納ということ

で対応させてもらっております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 造ったときに料金を上げるわけにいかないし、平準

化しないと、料金余っているから下げる、工事したから上げるというようなことではないで

すし、安定した上水道の計画の下にやっているということを理解していただければ、私も理

解していますし、そうなると思いますので、よろしくお願いいたします。よろしいですね。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  長谷川委員。 

〇（長谷川和男委員） 上水道の安全な水道水の安定供給のため、アセットマネジメント計画

に基づき、計画、管理運営されていることに対しては、町民の生命の大事な源である事業に

従事されている職員の皆さんに感謝申し上げます。 

  さて、昨年８月、簗川ダムの完成竣工式が執り行われたわけですけれども、今後本町でも

簗川ダムの水を盛岡市と共同で給水事業計画が推進されると思いますが、本町でも同ダムか

らの水の権利費として当初5,000トンから700トンの水量分の権利をということで、平成15年

のあたりに数年かけて２億8,000万円ほどの資金を納めております。令和４年度から何か協議

会とか、負担金などの出資金はないのか、この事業は本町としても一大事業であるわけでご

ざいますので、現時点の見通し等ありましたら、お知らせをいただきたい。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  まず、簗川ダムにつきましては、平成４年に利水参加表明をいたしまして、平成15年、そ

れまでかけて建設負担金という形で納めさせていただいております。簗川ダムの全体事業費

は、最終的には530億円、それに対して矢巾町の負担割合、委員さんおっしゃるように700ト

ンのための負担割合は0.38％です。それで、平成15年には完了したということになっており

ます。 

  なお、令和３年度に簗川ダムが本格稼働を行って、これより簗川ダムの維持管理、維持費
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とか運転費に介する負担金というのが毎年度発生いたします。それは、予算書でいうと20ペ

ージの水道事業費用、１項営業費用、１目原水及び浄水費、それの28節負担金、これで35万

7,000円というのを令和４年度で予算化させてお願いしたいなと思います。 

  内訳といたしましては、簗川ダムの事業運転に関わる人件費、あとは電気代、あとは各種

機器の保守点検業務、電気計装とか、点検路の中にあるエレベーターとかの点検業務、その

ほかにはダム湖面の水質調査、水量調査、それ以外には、ダムにどれぐらい砂がたまるかと

いう堆砂調査、それらが発生します。それらについては、県のほうが一括で払うのですけれ

ども、その合計金額に対して、建設負担金割合である0.38％を乗じた額、それが各利水参加

者、矢巾町への負担額ということで発生ということになります。 

  なお、来年度予算について、これは入っていないのですけれども、例えば簗川ダムにおい

て、何か大きな修繕費が発生する、そういう場合には別途協議、また簗川ダムで被災する、

例えば豪雨が降って、ダムの湖面が流木で覆われてしまう、それらについても災害というこ

とで、国庫負担金を除いた額に対して矢巾町は0.38％の分を負担するということが想定され

ております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  長谷川委員。 

〇（長谷川和男委員） 私もいろいろ質問させていただきましたが、まず代表質問で財政健全

化について質問をいたしましたし、分科会でも、今日の総括の中でもお話ししておりますが、

本町の令和２年度の財政健全化判断比率は、令和２年度の決算に基づき、健全化の４指標は、

基準を下回っており、また公営企業に係る資金不足比率でも令和２年度決算では、経営健全

化基準を下回っておりますので、これから事業の推進に当たっては、見直すべきは決断をし

て、もって行政運営をしていただきたいというふうなことですので、この点については、企

画財政課長の答弁もありましたので、意見だけ述べておきます。 

  終わります。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 水道事業のことなので。 

  ほかに水道事業。 

  山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） ３月10日の産建分科会でも質問をしましたが、矢巾町の配水管の延長が

236.9キロから流通センター分が足されて251キロということを確認しました。この中に塩ビ



－ 241 － 

管がまだ27キロの延長があるということなのですが、耐震化を進める、あるいはこの配水管

なんかの塩ビ管については、耐用年数の問題もあって、早期に改善をしていくということを

目標にしていると思いますが、令和３年度が3.5キロ施工したと。令和４年度が3.2キロの予

定と。このままいくと、８年から９年かかる可能性があると。ダウンサイジング、いわゆる

口径700を500にするという話もありましたが、いわゆるダクタイル鋳鉄管に換えていくとい

う方針だとは思いますが、これを、いわゆる完全に塩ビ管をなくするという、これはアセッ

トマネジメント計画の中で多分やられている、多分って、やられているとは思っております

が、この速度を上げるということは、相当な資金といいますか、財政が伴うということなの

ですので、なかなか一気にはいかないと思いますが、もう少し速度を上げるという方式、考

え方というのは、難しい話になるかもしれませんけれども、ダウンサイジングして、その影

響は全くないのかどうか、それも含めて今後の計画について再度お聞きをしたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  ダウンサイジングというのは、現況が75ミリで布設されているのですけれども、例えば周

辺の家の戸数が多少というか、少なくなってきた、そうすると、今の75ミリだと、水質的、

水の流れが常に流れなくて、フレッシュではなくなってしまうと。そうすると、残塩効果が

薄れるということで、その75ミリから１サイズダウンさせて50ミリ相当に落としましょうと

いうのがダウンサイジングです。これは、現状の給水戸の状態に合わせて口径を下げる。そ

のことによって、残塩の効果を持続させると。それでなければ、戸数が少ない中で、現状の75ミ

リでやった場合に、残塩効果がなくなってしまって、いわゆる水を捨てなければいけないと、

そういうことを防ぐために、あえて地域、現状に合わせて小さい管については、常に残塩の

効果がある、生じさせるという目的でダウンサイジングをするということになります。 

  あと事業の速度を速めて、最低限塩ビ管の27キロを、年３キロやっていくと、まず９年か

かるのをもう少し早めにということで、そういう趣旨だというふうには理解しています。今

のアセットマネジメント計画というのは、その事業の平準化ということも想定しております。

確かに極端な話、来年27キロばんとやってしまえば、すぐ終わるのですけれども、そうする

と、来年だけいきなり工事費ががんと上がってしまうと。それが次の更新のときにもやっぱ

り大きな山が生じてしまう。そうすると、その年だけ経営がかなり厳しくなる。そのために

借りなくてもいい起債を借りて、返すことになるのですけれども、本来は要らない利息まで

払うことになってしまうということで、仕事量の平準化をするという意味も含めてアセット
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マネジメント計画というのを策定しております。ですので、いきなり倍増とかは、確かに経

営的にも難しいかとは思います。ただ、今、多少と言えば言葉が語弊になりますけれども、

今の最低限アセットマネジメントの予定量を下回らない程度、できるのであれば、プラスア

ルファぐらいをめどにして、事業進捗を管理して、なるべくというか、少しでも早く安心を

提供するために配水管の布設替え等の計画は、見直しをかけていきたいと考えます。 

  常に見直しをかけるということは、それは今の計画を見直すということは必要なことです

ので、事業進捗の管理を続けたいと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） 考え方は、そういうことだろうというふうに思います。一気には当然や

れるわけではありませんので。それで、耐震化の適合率が38.8ということなのですが、これ

は塩ビ管を換えることによって、徐々に耐震化適合率は上がるわけですけれども、100％を目

指すのは当然だろうと思いますが、これはなかなか至難の業だと思いますが、アセットマネ

ジメントが令和３年から８年ですが、今まず、計画は。その中では、どの程度の適合化率を

目指しているのかお聞かせください。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） ただいまのご質問にお答えします。 

  ちょっと数字的には押さえていませんが、毎年３キロ換えると想定して、今の配水管の延

長が、まず250キロあります。ですので、３キロ割る250キロと考えると、毎年1.5％、ちょっ

と粗い計算ですけれども、1.5％ぐらいずつは改善できるのかなとは考えます。 

  以上、お答えいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

              （「分かりました」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、これで令和４年度矢巾町水道事業

会計予算の総括質疑を終わります。 

  次に、令和４年度矢巾町下水道事業会計予算についての総括質疑を受けます。質疑ござい

ませんか。 
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  山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） これも分科会でお聞きしたわけですけれども、下水道の有収率が今74.7％、

これは令和３年１月末ということですが、去年、令和２年度とまず横ばいだということなの

ですが、農集のほうが85.7％ということで、まずまずなのかなと。90にできるだけ近づけば

いいだろうというふうには思いますが、この下水道の有収率が非常にまず、昔の事業等組合

時代は50％そこそこのときもありましたので、あそこだけの問題だったのですが、あれも今

一緒になっていましたので、なかなか有収率が上がらないという状況になっているわけです

けれども、老朽管の更新、これから６か年計画で6.5キロ、それから鉄蓋の交換が460か所、

こういう形で取り組んでいくだろうというふうには思いますが、漏水調査というのは、スポ

ット的にやられているのか、今後の計画というのはどういうふうに。例えばカメラを入れる

とか、いろいろ方法はあると思いますが、その辺のやり方と、それから今後有収率をできる

だけ上げていく、先ほど言った鉄蓋交換とか、そういったものをやることによって上がると

は思いますけれども、かなりまず改善はされてきているとは思いますけれども、やっぱり80％

に届くには、かなり厳しい状況で進んでいると思いますので、そういった改善に向けた考え

方についてお聞きをしたいというふうに思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） ただいまのご質問にお答えします。 

  まず、下水道だと漏水というか、不明水のことになります。これは、管渠がひび割れてい

たり、穴が空いているマンホールの蓋から雨水が入ってくるということで、それが処理水量

に加わるので不明水ということになります。その不明水の調査をどうするかというのは、こ

れは事例別モデリング技術、要は広い面積からだんだんエリアを絞っていくことになります。

例えば大きなエリアで、どこどこのマンホールから水が吹いていたと、そういう情報等を集

めてエリアをだんだん狭めていくと。そして最後に、詳細カメラを入れるというような形、

もしくはカメラ調査においても、簡易的にスクリーニング調査というのもあります。実際そ

れは来年度の予算の中で25ページ、公共下水道事業費用、営業費用の管渠費の委託料の中で

見させていただいております、予算計上させてもらっております。簡易的なテレビカメラ調

査をして、ある程度精密さは欠けるのですけれども、大きな管渠の破損とか、漏水とか、漏

水というか、不明水浸入箇所、それを調べていくと。そして、ある程度エリアを絞ったなら

ば、ではその壊れている箇所、不明水がある箇所については、どのような工法があるのか、

部分補修にするのか、スパン、マンホール管全体なり、管渠１本ごと管更生するのか、そう
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いうのを次のスクリーニング調査の後の詳細カメラ調査で工法を決めていくと、そのように

して下水道の不明水対策は進めるということになります。 

  下水道については、来年度予定してあるスクリーニング調査をもって終わるというのでは

なくて、下水道の計画、ストックマネジメント計画については５年サイクルでやりなさいと、

下水道法においても５年に１遍は管渠等を点検しなさいということになっていますので、著

しい箇所については、５年ごとにカメラ調査なりをして、順次回っていくということをして

不明水対策を進めるというのが下水道における不明水対策の考え方となっております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  山﨑委員。 

〇（山﨑道夫委員） 大変苦労しながら、やっているのは分かります。見えないところを何と

か見つけてということですから、大変だとは思いますが、今やっぱりあれですか、流通セン

ター地区が不明水が多いでしょうか。それとも、町内でやっぱりスポット的にここはという

のは、今どの程度あるのでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） お答えいたします。 

  流通センター地区については、確かに事業等組合時代においても有収率は50％、ただ矢巾

町全体の汚水量から見ると、まず１割程度でしたので、そのために公共下水道の有収率74％

というのは、言葉がちょっと悪いですけれども、流通センター分は薄められていると。ただ、

それ以外の処理分区、矢巾処理分区とか、高田東処理分区、藤沢処理分区等のほうでは、そ

れぞれ管渠更生とか、蓋の交換を行っているので、流通センター分はカバーして、今の現状

になっているというふうに考えると、管渠更生とか、蓋の交換をしているというのは、今こ

こで何％上がりましたと言えないのが、ちょっと大変申し訳ないのですけれども、上がって

いるのは確かかなと。 

  やはり不明水が多いというのは、まず流通センター、全体に対する１割ではありますけれ

ども、流通センター地区においては、その順にマンホール蓋、穴が空いているマンホール蓋

を今の密閉型タイプ等に交換していくということが流通センター処理分区における不明水対

策になるのかなと思っております。 

  あとそれ以外のところで不明水が多い場所というと、それこそ水量調査とかしなければい

けませんけれども、やはり初期の段階に布設した高田とか、矢巾処理分区、要は駅の東側と
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か、４号線沿いの初期にやったところが多いというのが現状かなと捉えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、これで令和４年度矢巾町下水道事

業会計予算の総括質疑を終わります。 

  以上で付託を受けました予算６議案に対する総括質疑を終わります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 本日の議事日程は全て終了いたしました。 

  ここで暫時休憩とします。 

  高橋町長以下参与の方々は退席されて結構です。 

              午後 ２時５７分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 ２時５８分 再開 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 再開いたします。 

  お諮りします。これから委員会として予算６議案の可否について起立により、意思決定を

したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 異議がないようなので、そのようにいたします。 

  これより採決を行います。 

  議案第16号 令和４年度矢巾町一般会計予算についてを可決すべきものとすることに賛成

の委員の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 起立多数であります。 

  よって、議案第16号は可決すべきものと決定いたしました。 

  次に、議案第17号 令和４年度矢巾町国民健康保険事業特別会計予算についてを可決すべ

きものとすることに賛成の委員の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 起立多数です。 
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  よって、議案第17号は可決すべきものと決定いたしました。 

  次に、議案第18号 令和４年度矢巾町介護保険事業特別会計予算についてを可決すべきも

のとすることに賛成の委員の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 起立多数であります。 

  よって、議案第18号は可決すべきものと決定いたしました。 

  次に、議案第19号 令和４年度矢巾町後期高齢者医療特別会計予算についてを可決すべき

ものとすることに賛成の委員の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 起立多数であります。 

  よって、議案第19号は可決すべきものと決定いたしました。 

  次に、議案第20号 令和４年度矢巾町水道事業会計予算についてを可決すべきものとする

ことに賛成の委員の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 起立多数であります。 

  よって、議案第20号は可決すべきものと決定いたしました。 

  次に、議案第21号 令和４年度矢巾町下水道事業会計予算についてを可決すべきものとす

ることに賛成の委員の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 起立多数であります。 

  よって、議案第21号は可決すべきものと決定いたしました。 

  この後、審査報告書に添える附帯意見等を分科会ごとに取りまとめていただき、３月15日

の午前10時までに当職に提出をお願いします。 

  なお、分科会ごとの取りまとめたのを参考に、当職と副委員長、３分科会長の５名で審査

報告書の草案を作成し、３月17日の委員会に提出し、成案にしてまいります。 

  本日はこれをもって散会といたします。 

  なお、17日は予算決算常任委員会を開催しますので、午前９時30分に本議場に参集されま

すようお願い申し上げます。 

  本日は大変ご苦労さまでした。 

              午後 ３時０１分 散会 
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予算決算常任委員会議事日程（第７号） 

  

令和４年３月１７日（木）午前９時２０分開議 

 

議事日程 

第 １ 予算議案の審査報告書について 

 

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

出席委員（１６名） 

      委員長 廣 田 清 実 委員 

          藤 原 信 悦 委員          吉 田 喜 博 委員 

          小笠原 佳 子 委員          谷 上 知 子 委員 

          村 松 信 一 委員          高 橋 安 子 委員 

          水 本 淳 一 委員          赤 丸 秀 雄 委員 

          昆   秀 一 委員          藤 原 梅 昭 委員 

          長谷川 和 男 委員          川 村 よし子 委員 

          小 川 文 子 委員          山 﨑 道 夫 委員 

          髙 橋 七 郎 委員 

 

欠席委員（１名） 

          廣 田 光 男 委員 

 

職務のために出席した職員 

   議会事務局長 
 議会事務局長  野 中 伸 悦 君  川 村 清 一 君 
  補 佐 
 

 書    記  千 葉 欣 江 君 
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 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

              午前 ９時２０分 開議 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 会議に先立ち、委員の皆様にお諮りいたします。 

  本委員会の傍聴希望者には、委員会条例第17条第１項の規定により、傍聴の許可をしたい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 異議がないようなので、許可することに決定いたし

ました。 

  ただいまの出席委員は16名であります。定足数に達しておりますので、会議は成立いたし

ました。 

  なお、16番、廣田光男委員は、都合により欠席する旨の通告がありましたので、ご報告い

たします。 

  ただいまから本日の予算決算常任委員会を開会します。 

  直ちに予算決算常任委員会の会議に入ります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     議事日程の報告 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したと

おりであります。 

  これより本日の議事日程に入ります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第１ 予算議案の審査報告書について 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 日程第１、予算議案の審査報告書についてを議題と

いたします。 

  本日の日程は、付託を受けました予算６議案に対する審査報告書の取りまとめであります。

各分科会から提出していただきました附帯意見等を参考に、当職を含む６名の委員でもって

審査報告書の草案を作成しましたので、ただいまからその草案に対してご意見をお受けし、

成案としてまいりたいと思います。 

  草案は、お手元に配付していたとおりであります。ただいまからその草案を職員に朗読さ

せます。なお、朗読は議案の次の審査意見の部分からといたします。 

              （職員朗読） 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） このように取りまとめしましたので、委員の皆様か

らご意見をお願いいたします。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、それではお諮りします。 

  この報告書を成案といたしまして議長に提出することに決定したいと思いますが、これに

ご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 異議がないようなので、この報告書を成案として議

長に提出することに決定いたしました。 

  以上をもちまして予算決算常任委員会に付託を受けました予算６議案の審査及び審査報告

書の作成の一切を終了いたします。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） これをもって予算決算常任委員会を閉会します。 

  大変ご苦労さまでした。 

              午前 ９時２８分 散会 
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予算決算常任委員会議事日程（第８号） 

  

令和４年３月１７日（木）午後２時１５分開議 

 

議事日程 

第 １ 補正予算議案の詳細説明 

第 ２ 補正予算議案の全体質疑 

第 ３ 補正予算議案の審査報告書について 

 

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

出席委員（１６名） 

      委員長 廣 田 清 実 委員 

          藤 原 信 悦 委員          吉 田 喜 博 委員 

          小笠原 佳 子 委員          谷 上 知 子 委員 

          村 松 信 一 委員          高 橋 安 子 委員 

          水 本 淳 一 委員          赤 丸 秀 雄 委員 

          昆   秀 一 委員          藤 原 梅 昭 委員 

          長谷川 和 男 委員          川 村 よし子 委員 

          小 川 文 子 委員          山 﨑 道 夫 委員 

          髙 橋 七 郎 委員 

 

欠席委員（１名） 

          廣 田 光 男 委員 

 

地方自治法第１２１条の規定により出席した説明員は次のとおりである。 

 
   総 務 課 長 
 町 長 高 橋 昌 造 君 兼 防 災 安 全 藤 原 道 明 君 
   室 長 
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 企画財政課長   
 兼 未 来 戦 略 吉 岡 律 司 君 税 務 課 長 花 立 孝 美 君 
 室 長   
  

 町民環境課長 吉 田   徹 君 福 祉 課 長 浅 沼 圭 美 君 

 健康長寿課長 村 松   徹 君 産業観光課長 佐 藤 健 一 君 

 
 道路住宅課長  文化スポーツ 
 兼まちづくり 佐々木 芳 満 君  田 村 英 典 君 
 推 進 室 長  課 長 
 
 農 業 委 員 会 
  高 橋   保 君 上下水道課長 浅 沼   亨 君 
 事 務 局 長 
 
 会 計 管 理 者 
  佐々木 智 雄 君 教 育 長 和 田   修 君 
 兼 出 納 室 長 
 

 学校教育課長 田中舘 和 昭 君 子 ど も 課 長 田 村 昭 弘 君 

 

職務のために出席した職員 

   議会事務局長 
 議会事務局長  野 中 伸 悦 君  川 村 清 一 君 
  補 佐 
 

 書    記  千 葉 欣 江 君 
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 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

              午後 ２時１５分 開議 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 会議に先立ち、委員の皆様にお諮りいたします。 

  本委員会の傍聴希望者には、委員会条例第17条第１項の規定により、傍聴の許可をしたい

と思いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ご異議がないようなので、許可することに決定いた

しました。 

  ただいまの出席委員は16名であります。定足数に達しておりますので、会議は成立いたし

ました。 

  なお、16番、廣田光男委員は、都合により欠席する旨の通告がありました。 

  ただいまから予算決算常任委員会を開会します。 

  直ちに予算決算常任委員会の会議に入ります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     議事日程の報告 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付してあ

ります。 

  これより日程に入ります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第１ 補正予算議案の詳細説明 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 日程第１、補正予算議案の詳細説明を行います。 

  本日は、付託を受けました議案第27号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第12号）に

ついて、議案第28号 令和３年度矢巾町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）につ

いて、議案第29号 令和３年度矢巾町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）について、

議案第30号 令和３年度矢巾町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について、議案

第31号 令和３年度矢巾町水道事業会計補正予算（第３号）について、議案第32号 令和３

年度矢巾町下水道事業会計補正予算（第４号）についての６議案について、議案の順に沿っ

て一括して詳細説明を受けたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ご異議がないようなので、６議案を一括して説明を
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受けることにいたします。 

  また、補正予算の詳細説明に当たっては、経常的な部分及び節等については極力省略し、

特徴のある部分について重点的に説明をいただきたいと思いますが、これにご異議ございま

せんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 異議がないようなので、そのように進めさせていた

だきます。 

  それでは、議案第27号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第12号）の詳細説明を求め

ます。 

  吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） 議案第27号 令和３年度矢巾町一般会計補正

予算（第12号）の詳細説明をいたします。 

  ６ページをお開き願います。第２表、繰越明許費です。款、項、事業名、金額の順で申し

上げます。 

  ２款総務費、１項総務管理費、人事・服務管理事業143万円、こちらは地方公務員の定年延

長に伴う例規整備支援業務委託となります。下に下がっていただきまして、自治体オンライ

ン手続推進事業2,071万円、本町の基幹システムのマイナポータルへのオンライン接続に係る

改修業務委託となっております。 

  同じく３項戸籍住民基本台帳費、戸籍住民基本台帳事業390万5,000円、こちらは転入、転

出手続をワンストップ化に対応するためのシステム改修業務委託となります。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、住民税非課税世帯等への臨時特別給付金給付事業6,390万円、

こちらは申請期限が令和４年９月30日までのため繰越しを行うものでございます。下に下が

っていただきまして、保健福祉交流センター保守管理事業209万円、さわやかハウスエントラ

ンス改修工事です。 

  同じく２項児童福祉費、子育て世帯への臨時特別給付金給付事業2,000万円、令和４年３月

31日までの新生児対象、４月届出分に対応するための繰越しとなります。 

  ６款農林水産業費、１項農業費、特用林産施設等体制整備事業1,595万9,000円、原木シイ

タケのほだ木導入に係る内容となっております。 

  ８款土木費、２項道路橋梁費、防災安全対策事業6,058万1,000円、町道安庭線の道路改良

事業。 
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  同じく４項都市計画費、街路総務事業1,500万円、都市計画道路測量設計業務委託となりま

す。 

  同じく５項住宅費、住宅改修事業1,518万円、町営住宅集約化ＰＦＩ事業アドバイザリー業

務委託となります。 

  10款教育費、２項小学校費、小学校教育施設整備事業126万3,000円、小学校家庭学習用モ

バイルルーター購入費であります。 

  同じく３項中学校費、中学校維持管理事業2,607万6,000円、こちらは矢巾北中エレベータ

ー更新工事、下に下がっていただきまして、中学校教育施設整備事業60万8,000円、こちらに

つきましては、中学校家庭学習用モバイルルーター購入費となります。計２億4,670万2,000円

となります。 

  ７ページにお進みいただきまして、第３表、債務負担行為補正です。変更となります。ま

ず最初、期間の変更となります。小規模小口資金保証料補給、補正後、令和９年度まで。同

じく期間の変更となります。農業近代化資金利子補給事業、令和12年までとなります。こち

らも同じく期間の変更となります。中小企業振興資金利子補給、令和12年度までとなります。 

  次は、限度額の変更となります。学校給食調理等業務委託、こちら２億296万4,000円、契

約額に合わせて減とする内容となっております。 

  ８ページにお進みいただきまして、第４表、地方債補正です。変更について説明いたしま

す。変更は、限度額のみですので、補正前後の限度額のみ説明をさせていただきます。起債

の目的、農地整備事業、補正前限度額1,380万円、補正後限度額1,220万円、道路整備事業１

億6,470万円、１億7,760万円、史跡公園建設事業2,820万円、2,730万円。この３項目につき

ましては、事業費の確定に伴う借入額の補正となります。臨時財政対策債５億745万1,000円、

３億6,840万9,000円、こちらは令和３年12月、普通交付税１億8,818万9,000円の追加交付と

なりましたが、そのうち１億3,904万2,000円は、臨時財政対策債の償還分といたしまして交

付されているため、今年度借入額からこの分を減額する内容となっております。 

  次に、事項別明細によりまして説明いたします。15ページにお進みください。今回の歳入

補正につきましては、年度末の見込みによる精算が中心となります。説明に当たりましては、

款、項、項の補正額の順で行います。 

  歳入。１款町税、１項町民税2,245万1,000円、法人町民税の見込み増となります。 

  同じく２項固定資産税5,140万8,000円、固定資産税の、こちら見込み増となります。 

  同じく３項軽自動車税265万1,000円。 
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  同じく５項入湯税93万1,000円。 

  16ページにお進みいただきまして、７款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金698万

4,000円、こちら税収が見込みを上回ったための増となっております。 

  10款地方交付税、１項地方交付税１億8,818万9,000円、第４表の地方債でも申し上げまし

たとおり、国の補正予算により、普通交付税が追加交付されたことによる増となっておりま

す。 

  12款分担金及び負担金、１項負担金555万8,000円の減。 

  13款使用料及び手数料、１項使用料、補正額は17ページにお進みいただきまして、231万

7,000円、同じく２項手数料、補正額は18ページにお進みいただきまして、78万円の減。 

  14款国庫支出金、１項国庫負担金200万9,000円。 

  同じく２項国庫補助金、主な内容といたしまして、デジタル基盤改革支援補助金1,035万

4,000円、こちらは本町の基幹システムのマイナポータルへのオンライン接続に係る改修への

国庫補助となっております。下に下がっていただきまして、地域生活支援等事業費補助金の

減380万6,000円、こちら交付額確定による補助金の減となります。１つ下がっていただきま

して、保育対策総合支援事業費補助金の減718万6,000円、こちらは申請取下げによる減額と

なります。19ページにお進みいただきまして、一番上でございます。新型コロナウイルスワ

クチン接種体制確保事業費補助金の減2,827万6,000円、こちらは事業費確定によります補助

金の減となっております。これによりまして、補正額の計は2,854万7,000円の減となります。 

  同じく３項委託金7,000円の減。 

  15款県支出金、１項県負担金137万円。 

  同じく２項県補助金、主な内容につきましては、20ページにお進みいただきまして、中ほ

どよりやや下になります。いわて地域農業マスタープラン実践支援事業費補助金の減380万円、

こちらは機械導入補助の要望取下げによる減となります。２つ下がっていただきまして、多

面的機能支払交付金の減1,905万円、こちらは県の割当額の減による内容となっております。

補正額の計は、21ページにお進みいただきまして2,763万円の減となります。 

  同じく３項委託金233万円。 

  16款財産収入、１項財産運用収入、補正額の計は22ページにお進みいただきまして105万

1,000円、同じく２項財産売払収入9,200万2,000円、主な内容といたしましては、土地売払収

入として広宮沢、流通センター地内などの町有地の売却収入となっております。 

  17款寄附金、１項寄附金3,547万2,000円、こちらにつきましては、一般寄附金、ふるさと
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納税の増3,000万円、こちらは寄附金が見込みを上回ったことによる増となっております。 

  下に下がっていただきまして、まち・ひと・しごと創生寄附金、企業版ふるさと納税と言

われるものですが500万円、樋下建設株式会社様からメディカルフィットネス推進事業に対し

てご寄附をいただいております。計といたしましては3,547万2,000円。 

  23ページにお進みいただきまして、18款繰入金、２項基金繰入金239万2,000円の減。 

  20款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料15万6,000円の減。 

  同じく４項雑入、主な内容といたしましては、上から３番目になります、岩手県市町村振

興協会市町村振興交付金484万8,000円、こちらはハロウィンジャンボ宝くじの収益金の配分

額、１つ下がっていただいて、岩手県市町村振興協会市町村振興助成金810万9,000円、こち

らはサマージャンボ宝くじの収益金の配分額となっております。下に下がっていただきまし

て、下から３行目、医療費給付事業高額医療費返還金の減362万9,000円、こちらは返還金が

見込みを下回ったために減とする内容となっております。補正額の計は、24ページにお進み

いただきまして998万4,000円。 

  21款町債、１項町債、主な内容といたしましては、地方道路整備事業債の増1,290万円、こ

ちらは事業費確定に伴う借入金の増となっております。 

  25ページにお進みいただきまして、臨時財政対策債の減１億3,904万2,000円、こちらは第

４表の地方債補正で申し上げましたとおり、普通交付税の追加交付分のうち臨時財政対策債

償還分を減額する内容となっております。これによりまして、補正額の計は１億2,684万

2,000円の減となります。 

  続きまして、歳出に参ります。29ページにお進み願います。歳入補正と同様に、こちらも

年度末の見込みによる精算が主な内容となっております。説明に当たりましては、款、項、

項の補正額の順で行います。 

  歳出。１款議会費、１項議会費102万1,000円の減。 

  ２款総務費、１項総務管理費、主な内容といたしましては、一般職員給与費の増2,797万円、

こちらは退職手当の特別負担金となります。 

  次に、32ページまでお進み願いまして、一番上でございます。公共施設等総合管理基金積

立事業の増9,174万8,000円、こちらは主に町有地売却収入を積み立てる内容となっておりま

す。こちらの基金の残高は１億3,838万4,000円となります。下に下がっていただきまして、

中ほど、車両管理事業の減455万9,000円、こちらはバス稼働実績の減に伴いまして、運転手

の給料、時間外勤務手当などが減っている内容となります。企画事業の減、こちらの企画事
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業まで下がっていただきまして、企画総務事業、このうち消耗品費349万5,000円、こちらは

ふるさと納税返礼品代の増となります。 

  33ページにお進みいただきまして、こちら中ほど工事請負費360万円の減、こちらは高速無

線インターネット通信網構築事業に係る工事費の減となります。下に下がっていただきまし

て、メディカルフィットネス推進業務委託料679万3,000円の減、こちらは入札減と、あと委

託業務の内容の見直しに伴いまして減としております。下に下がっていただきまして、定住

促進利子補給金499万7,000円、こちらは利子補給確定に伴う増となっております。 

  34ページにお進みいただきまして、中ほどになります。財政調整基金積立事業の増２億

5,797万5,000円、こちらによりまして、財政調整基金の残高は12億4,647万7,000円となりま

す。下に下がっていただきまして、オンライン会議用備品購入費376万7,000円の減、こちら

は入札減となります。 

  35ページにお進みいただきまして、中ほどよりやや下になります。電子計算事業のうち、

使用料及び賃借料641万2,000円の減。この項目につきましても、入札減となります。下がっ

ていただきまして、自治体オンライン手続環境構築業務委託料2,071万円、繰越明許費及び歳

入でご説明しましたとおり、本町基幹システムのマイナポータルへのオンライン接続に係る

改修費用となっております。下に下がっていただきまして、税還付金1,100万円の減、こちら

は還付実績の額に伴いまして、予算額を減らしている内容となります。これによりまして、

１項総務管理費の補正額の計は３億4,732万7,000円となります。 

  36ページにお進みいただきまして、同じく２項徴税費365万4,000円の減。 

  同じく３項戸籍住民基本台帳費。37ページにお進みいただきまして、中ほどよりやや上に

なります。住民記録システム改修業務委託料352万円、こちらは転入転出手続のワンストップ

化に対応するためのシステム改修委託費となります。補正額は、14万8,000円となります。 

  同じく４項選挙費、補正額の計は38ページにお進みいただきまして、350万3,000円の減。 

  39ページにお進みいただきまして、同じく５項統計調査費80万1,000円の減。 

  同じく６項監査委員費13万2,000円の減。 

  40ページにお進みいただきまして、３款民生費、１項社会福祉費、主なものは41ページに

お進みいただきまして、上から４行目ほど、国保財政安定化支援繰出金436万円、これは繰出

額の確定による予算増となっております。42ページにお進みいただきまして、上から４行目、

介護給付費・訓練等給付費1,000万円、こちらは給付見込みに合わせての増となっております。

このページ下から２行目、障害児通所給付費368万2,000円、こちらは給付見込みの増により
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ます予算増となっております。44ページまでお進みいただきまして、中ほどよりやや上にな

ります。岩手県後期高齢者医療広域連合負担金401万3,000円の減、こちらは負担額確定に伴

いまして予算の減となっております。補正額の計は292万7,000円となります。 

  同じく２項児童福祉費、主な内容といたしましては、46ページまでお進みいただきまして、

中ほどよりやや上にあります私立保育園等整備費補助事業の減600万円、こちら600万円の減

は、申請取下げによる減となっております。これによりまして、補正額の計は949万8,000円

の減となります。 

  47ページにお進みいただきまして、４款衛生費、１項保健衛生費、後期高齢者健康診査委

託料436万2,000円の減。下に下がっていただきまして、中ほど、各種がん検診委託料638万

2,000円の減、こちらはいずれも受診者の実績に伴う減となっております。48ページにお進み

いただきまして、中ほどよりやや上でございます。予防接種事業の中の一般職員給与費の減

560万円、こちらはコロナワクチンの集団接種に係る職員の時間外勤務手当など、外部委託等

によって減額になった分の減となっております。次に、新型コロナウイルスワクチン接種体

制確保事業の減2,211万3,000円、こちらはコロナワクチン接種にかかる経費で、実績に伴う

減額となります。補正額の計は、49ページにお進みいただきまして4,474万9,000円の減。 

  同じく２項環境衛生費、補正額は50ページにお進みいただきまして202万5,000円の減。 

  ５款労働費、１項労働諸費17万8,000円の減。 

  ６款農林水産業費、１項農業費、主なものは52ページにお進みいただきまして、中ほどよ

りやや下になりますが、いわて地域農業マスタープラン実践支援事業補助金570万円の減、こ

ちらは要望取下げに伴います減となっております。53ページにお進みいただきまして、中ほ

どよりやや下になります多面的機能支払・長寿命化交付金2,477万1,000円の減、こちらは県

割当額の減に伴いまして減額となっております。下に下がっていただきまして、県営農業競

争力強化基盤整備事業負担金475万円、こちらは矢次地区、広宮沢地区県営圃場整備事業につ

いて、県で令和４年度の事業を一部前倒しで実施するための負担金が増加となっているもの

でございます。一番最後の部分、いきいき農村基盤整備事業のうち工事請負費499万円の減、

こちらは要望取下げに伴う工事費の減となっております。 

  54ページにお進みいただきまして、１項農業費の補正額は3,686万6,000円の減となります。 

  同じく２項林業費、補正額は55ページにお進みいただきまして47万3,000円の減。 

  ７款商工費、１項商工費、補正額の計は57ページにお進みいただきまして578万9,000円の

減。 
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  ８款土木費、１項土木管理費62万6,000円の減。 

  同じく２項道路橋梁費、主なものは58ページにお進みいただきまして、除雪事業の増

3,000万円、こちら降雪の増に伴いまして、委託料の増加となっております。 

  社会資本整備事業、このうちの工事請負費414万2,000円の減、こちらは実績に伴いまして、

工事請負費を減額させていただいております。下に下がっていただきまして、東北本線踏切

拡幅工事負担金326万2,000円の減、こちらは南矢巾踏切拡幅に係る令和３年度分の負担金確

定によりまして、減額となっております。補正額の計は2,670万6,000円となります。 

  59ページにお進みいただきまして、同じく４項都市計画費、主なものといたしましては、

上から３行目の事業です。都市計画総務事業のうち印刷製本費378万4,000円の減は、都市計

画図の印刷を令和４年度に行うこととなったための減額となります。補正額の計につきまし

ては、60ページにお進みいただきまして179万3,000円の減。 

  同じく５項住宅費534万4,000円の減。 

  61ページにお進みいただきまして、９款消防費、１項消防費1,759万8,000円の減。主な内

容といたしましては、常備消防事業の減1,579万円で、こちらは負担金額確定による減額とな

っております。 

  10款教育費、１項教育総務費、補正額の計は63ページにお進みいただきまして107万5,000円。 

  同じく２項小学校費、補正額の計は、64ページにお進みいただきまして84万9,000円の減。 

  65ページにお進みいただきまして、10款教育費、３項中学校費、補正額の計は60万3,000円

の減。 

  同じく４項社会教育費、主なものといたしましては、67ページにお進みいただきまして、

中ほどよりやや上になります。田園ホール運営事業、田園ホール30周年記念音楽劇実行委員

会負担金272万9,000円の減、こちらコロナ禍による30周年イベントの中止による皆減となっ

ております。補正額の計は、68ページにお進みいただきまして1,144万9,000円の減。 

  同じく５項保健体育費、補正額の計は、69ページにお進みいただきまして579万5,000円の

減額となっております。 

  以上で議案第27号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第12号）の詳細説明を終わりま

す。よろしくお願いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） これで議案第27号 令和３年度矢巾町一般会計補正

予算（第12号）についての詳細説明を終わります。 

  次に、議案第28号 令和３年度矢巾町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）につ
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いての詳細説明を求めます。 

  村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） それでは、私のほうからご説明申し上げます。議案第28号 令

和３年度矢巾町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）の詳細についてご説明申し上

げます。 

  今回の補正は、保険給付費県支出金過年度返還金などに伴う歳入歳出の増額、国民健康保

険税の減額など、決算を見込んだ予算の調整が主な内容となっております。 

  それでは、歳入歳出予算補正事項別明細書によりご説明いたします。11ページをお開き願

います。款、項、項の補正額の順番でご説明いたします。 

  なお、今回は年度末の決算を見込んだ補正でありますことから、少額のものにつきまして

は省略させていただいて、重要なものについてご説明をさせていただきたいと思います。 

  ２、歳入。１款国民健康保険税、１項国民健康保険税、項の補正額1,191万3,000円の減と

なります。これは、想定よりも被保険者数が減少していることなどによりまして、決算見込

額により減額するものとなります。 

  続きまして、３款国庫支出金、１項国庫補助金、項の補正額36万4,000円の増となります。

これは、新型コロナウイルス感染症の影響で収入の減少が見込まれる世帯の保険税の減免額

につきまして、災害等臨時特例補助金により財政措置がなされることになりましたため、計

上するものとなります。 

  続きまして、４款県支出金、１項県補助金、項の補正額2,108万3,000円の増となります。

保険給付費等交付金の普通交付金につきまして、歳出の保険給付費の増に伴いまして、増額

するものでございます。 

  12ページをお開き願います。６款繰入金､１項一般会計繰入金、項の補正額316万円の増と

なります。財政安定化支援事業繰入金につきましては、今年度の算定額が確定いたしました

ことから、一般会計からの繰入金を増額するものとなります。事務費等繰入金につきまして

は、新型コロナウイルス感染症の影響による国保税減免額について、当初は一般会計で予算

措置をしております国の地方創生臨時交付金の活用を予定しておりましたが、他の補助金で

財政措置されることとなったため、減額するものでございます。 

  ２項基金繰入金、項の補正額771万8,000円の増となります。なお、今回の補正によります

基金繰入れ後の財政調整基金残高は9,250万4,000円となります。 

  続きまして、17ページをお開き願います。歳出につきましても同様にご説明いたします。 
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  ３、歳出。２款保険給付費、１項療養諸費、項の補正額1,884万6,000円の増となります。

これは、本年度の保険給付費が想定よりも大きく伸びておりまして、不足となる見込みもご

ざいますので、一般被保険者療養給付費を増額するものでございます。 

  ２項高額療養費、項の補正額223万7,000円の増となります。こちらにつきましても、保険

給付費が想定よりも伸びておりますので、高額療養費も増額するものとなります。 

  18ページをお開き願います。４款保健事業費、１項保健事業費、項の補正額195万6,000円

の減となります。これは、本年度から特定健診の実施方法を、これまでさわやかハウスで、

前年度までは集団健診ということで行っておりましたが、令和３年度からは対がん協会が本

町に移転されたということで、そちらでの健診に見直したということで不用額を減額するも

のとなります。 

  続きまして、７款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、項の補正額157万5,000円の増と

なります。償還金につきましては、令和２年度の特定健康診査等負担金、災害臨時特例補助

金の確定に伴いまして、国、県、それぞれ過年度分返還金を計上するものとなります。 

  以上をもちまして、議案第28号 令和３年度矢巾町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）の詳細説明を終わります。よろしくお願いを申し上げます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） これで議案第28号 令和３年度矢巾町国民健康保険

事業特別会計補正予算（第３号）についての詳細説明を終わります。 

  次に、議案第29号 令和３年度矢巾町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）について

の詳細説明を求めます。 

  村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） それでは、続きまして、議案第29号 令和３年度矢巾町介護

保険事業特別会計補正予算（第３号）の詳細についてご説明いたします。 

  今回の補正の主な内容につきましては、歳入におきまして国庫支出金の増額、支払基金交

付金及び県支出金の減額、繰入金の増額でございます。 

  歳出におきましては、総務費、保険給付費及び地域支援事業費の減額、諸支出金の増額が

主な補正内容となっております。 

  なお、この介護保険事業特別会計も年度末の決算を見込んだ補正でありますので、少額の

ものについては省略し、主要なものについてご説明を申し上げたいと思います。 

  それでは、歳入歳出予算補正事項別明細書11ページをお開き願いたいと思います。前例同

様、款、項、項の補正額の順番でご説明をいたします。 
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  ２、歳入。４款国庫支出金、２項国庫補助金、項の補正額1,341万5,000円の増となります。

これは、主に調整交付金の変更申請による増額、保険者機能強化推進交付金と保険者努力支

援交付金の交付額決定に伴う歳入の増額となるものでございます。 

  12ページをお開き願います。５款支払基金交付金、１項支払基金交付金、項の補正額1,742万

5,000円の減となります。これは、居宅介護サービス費給付事業の増額、高額介護サービス費

及び特定入居者介護サービス費給付事業の減額に伴う介護給付費の減額や地域支援事業費の

減に伴う第２号被保険者負担分の交付金の減額調整によるものでございます。 

  ６款県支出金、１項県負担金、項の補正額654万円の減となります。こちらは、先ほどの支

払基金交付金でもご説明いたしました介護給付費の減に伴う県負担分の減額調整によるもの

でございます。 

  ２項県補助金、項の補正額306万円の減となります。 

  13ページをお開き願いたいと思います。８款繰入金、１項一般会計繰入金、項の補正額50万

6,000円となります。これは、保険料軽減強化に伴う第１段階から第３段階までの方々の保険

料軽減といたしまして、国が２分の１、県、町がそれぞれ４分の１に相当する低所得者保険

料軽減負担金の増額変更によるものでございます。 

  17ページをお開き願います。３、歳出でございます。こちらは、18ページから20ページに

かけての部分となりますけれども、まずは18ページ、下段の２款保険給付費、１項介護サー

ビス等諸費から20ページ下段の６項特定入居者介護サービス等費までにまたがりますけれど

も、款全体の補正額といたしまして747万6,000円の減額となります。これは、現在の各給付

費の支出状況、進捗状況を勘案し、増減調整した結果、減額とするものでございます。 

  21ページをお開き願いたいと思います。３款地域支援事業費、１項介護予防・生活支援サ

ービス事業費、項の補正額750万円の減額となります。これは、介護事業所が実施しておりま

す第１号通所事業及び要支援の認定を受けた方々がサービスを利用する際に必要とされます

介護予防ケアマネジメント事業が、当初の見込みよりも実績が少なかったことに伴う減額で

ございます。 

  23ページをお開き願います。６款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、項の補正額344万

8,000円の増額でございます。これは、過年度分、令和元年度分の介護給付費負担金の確定に

伴う返還のための増額でございます。 

  以上をもちまして、議案第29号 令和３年度矢巾町介護保険事業特別会計補正予算（第３

号）の詳細説明を終わります。よろしくお願いを申し上げます。 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） これで議案第29号 令和３年度矢巾町介護保険事業

特別会計補正予算（第３号）についての詳細説明を終わります。 

  次に、議案第30号 令和３年度矢巾町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）につい

ての詳細説明を求めます。 

  村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） 議案第30号 令和３年度矢巾町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第３号）の詳細についてご説明いたします。 

  今回の補正予算は、令和３年度末を控え、主に決算を見込んだ予算の調整でございます。

説明は、前例同様とさせていただきます。事項別明細書の９ページをお開き願います。 

  ２、歳入でございます。１款後期高齢者医療保険料、１項後期高齢者医療保険料、補正額

710万8,000円の増で、こちらは収入見込みの増によるものでございます。 

  ５款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、補正額4,000円の増でございます。同じく収入

見込みによる増でございます。 

  歳入を終わりまして、３、歳出でございます。13ページをお開き願います。２款広域連合

納付金、１項広域連合納付金、補正額711万2,000円の増でございます。こちらは、保険料収

入を広域連合のほうに支出するものでございます。 

  以上をもちまして、議案第30号 令和３年度矢巾町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

３号）の詳細説明を終わります。よろしくお願いを申し上げます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） これで議案第30号 令和３年度矢巾町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第３号）についての詳細説明を終わります。 

  次に、議案第31号 令和３年度矢巾町水道事業会計補正予算（第３号）についての詳細説

明を求めます。 

  浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） 議案第31号 令和３年度矢巾町水道事業会計補正予算（第３

号）の詳細についてご説明いたします。 

  なお、説明は、補正予算明細書で行いますので、８ページ、９ページをお開き願います。 

  令和３年度矢巾町水道事業会計補正予算明細書（第３号）の款、項及び詳細を説明いたし

ます。 

  収益的収入及び支出の収入ですが、１款水道事業収益、補正予定額は80万5,000円の減、１

項営業収益29万2,000円の減。 
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  続きまして、10ページ、11ページをお開き願います。支出ですが、１款水道事業費用、補

正予定額は533万5,000円の減、１項営業費用3,233万5,000円の減、内訳といたしまして、原

水及び浄水費における委託料932万3,000円の減、これは東部浄水場における宿日直委託料の

減ほかであります。 

  続きまして、総係費における委託料610万7,000円の減、これは昨年度アセットマネジメン

トの作成業務を行いました。その際に、経営戦略の見直しまで行いましたので、令和３年度

においては、減額ということでお願いしたいと思います。 

  ２項営業外費用2,700万円、消費税同額です。消費税の最終的な納付予定額といたしまして

は3,068万6,000円余りを見込んでおります。 

  続きまして、12ページ、13ページをお開き願います。資本的収入及び支出の収入ですが、

１款資本的収入、補正予定額は１億684万1,000円の減、１項企業債１億円であります。 

  次に、支出ですが、１款資本的支出、補正予定額は１億578万8,000円の減、１項建設改良

費、同額です。内訳といたしまして、営業設備費における工事請負費799万5,000円の減、こ

れは浄水設備工事費の減、精算見込みによる減額であります。 

  続きまして、受託工事費における、これも工事請負費2,492万7,000円の減、これは受託工

事が予定よりも少なかったということで、配水管布設替工事費の減ほかであります。第３次

拡張事業費における委託料3,220万5,000円の減、内訳は水道施設設計委託料の減、これは業

者発注ではなく、職員のほうで設計をしたことによる減額であります。工事請負費4,129万

1,000円の減、これは水道施設工事費の減、精算見込みの減であります。 

  以上で議案第31号 令和３年度矢巾町水道事業会計補正予算（第３号）の詳細説明を終わ

ります。よろしくお願いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） これで議案第31号 令和３年度矢巾町水道事業会計

補正予算（第３号）についての詳細説明を終わります。 

  次に、議案第32号 令和３年度矢巾町下水道事業会計補正予算（第４号）についての詳細

説明を求めます。 

  浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） 議案第32号 令和３年度矢巾町下水道事業会計補正予算（第

４号）の詳細についてご説明いたします。 

  なお、説明は補正予算明細書で行いますので、８ページ、９ページをお開き願います。令

和３年度矢巾町下水道事業会計補正予算明細書（第４号）の款、項及び詳細を説明いたしま
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す。 

  収益的収入及び支出の収入ですが、１款公共下水道事業収益、補正予定額は81万5,000円、

１項営業収益84万円、内訳といたしまして、他会計負担金における汚水処理負担金75万円の

増です。これは、流通センター処理分区における一部に盛岡市、北１丁目のほうが盛岡市で

すので、盛岡市からの汚水が矢巾町の管渠を通して流域のほうに流れます。その盛岡市の分

になります。 

  ２款農業集落排水事業収益、補正予定額は２万4,000円、10ページ、11ページをお開き願い

ます。支出ですが、１款公共下水道事業費用、補正予定額は609万円、１項営業費用1,091万

円の減、主な内訳といたしまして、総係費における委託料898万7,000円の減、これは使用料

算定委託料の減であります。この内容といたしましては、下水道の維持管理負担金、県の流

域のほうにお支払いをする維持管理負担金が想定よりも少ない額であったため、使用料の改

定までは要らないということで、使用料の改定業務については、実施いたしませんでした。 

  続きまして、２項営業外費用1,700万円、消費税同額であります。消費税の納付予定額とい

たしましては1,770万円余りを想定しております。 

  続きまして。12ページ、13ページをお開き願います。２款農業集落排水事業費用、補正予

定額は2,446万3,000円の減、１項営業費用3,246万3,000円の減、内訳といたしましては、管

渠費における修繕費1,328万7,000円の減。 

  続きまして、２項営業外費用800万円、消費税、これは同額です。なお、消費税の納付予定

額、集排における消費税の納付予定額は840万円ほどを見込んでおります。 

  14ページ、15ページをお開き願います。資本的収入及び支出の収入ですが、１款公共下水

道資本的収入、補正予定額は1,390万3,000円の減。 

  ２項国庫補助金、交付金として900万円の減、これは社会資本整備総合交付金の減でありま

す。 

  ２款農業集落排水資本的収入、補正予定額は1,891万9,000円の減、１項企業債2,000万円の

減、これは農業集落排水施設整備事業費でありまして、同額であります。これは、令和５年

度に県の補助事業を想定しておりますので、無理に起債を借りて行わないで、緊急性の高い

ものだけをやった、そのために起債を借りずに済んだということであります。 

  16ページ、17ページをお開き願います。支出ですが、１款公共下水道資本的支出、補正予

定額は3,692万7,000円の減、１項建設改良費同額です。内訳として、管渠建設改良費におけ

る工事請負費3,558万2,000円の減、これは下赤林地区の公共下水道接続に伴うルートを見直
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したことによる工事費の減が主であります。 

  続きまして、流域下水道建設費、施設利用権取得費として386万2,000円の増、流域におい

ては、矢巾幹線の管更生を実施することになります。 

  ２款農業集落排水資本的支出、補正予定額は1,334万4,000円の減、１項建設改良費1,334万

5,000円の減、内訳といたしましては、処理場建設改良費における工事請負費1,202万5,000円

の減であります。 

  以上で議案第32号 令和３年度矢巾町下水道事業会計補正予算（第４号）の詳細説明を終

わります。よろしくお願いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） これで議案第32号 令和３年度矢巾町下水道事業会

計補正予算（第４号）についての詳細説明を終わります。 

  ちょっと早いのですけれども、区切りがいいので、ここで休憩といたします。 

  再開を３時20分といたします。よろしくお願いいたします。 

              午後 ３時０８分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 ３時２０分 再開 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） それでは、再開いたします。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第２ 補正予算議案の全体質疑 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 日程第２、補正予算議案の全体質疑を行います。 

  質疑の方法についてお諮りいたします。質疑は、提案された議案の順に従って行います。

一般会計、各特別会計及び公営企業会計、それぞれ歳入歳出を一括して行いたいと思います

が、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 異議がないようなので、そのように進めてまいりま

す。 

  なお、質疑に当たりましては、事項別明細書等のページをお知らせ願います。 

  また、質疑のルールでありますが、回数制限は設けない一問一答方式としますが、簡単な

質疑の場合は何点かまとめてもよいといたします。 

  それでは、一般会計補正予算を議題とします。質疑ございませんか。 

  昆委員。 
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〇（昆 秀一委員） まず、この議案送付、昨日の夕方ということで、昨日の夕方で見て、ち

ょっと見られなかったので、２営業日前にしてくれるようにお願いしたいのですけれども、

よろしくお願いします。 

  それで、一般会計補正予算、20ページの県補助金の障がい者にやさしい住まいづくり推進

事業についてなのですけれども、これ歳出では41ページにありますけれども、この名前、私、

障がい者ではなく、高齢者及び障がい者というふうに例規集で見ていたのですけれども、そ

の名前、いつから変わったのかということをお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  町の例規のほうでは、高齢者及び障がい者ということで、いわゆる住宅改修に対する助成

をさせていただいているわけですが、県から補助金が入る際に障がい者分、高齢者分という

ふうに、このような形で分かれて参りますので、実際には県の単独補助事業を町としては活

用させていただいておるわけですが、いずれにしろ一体的なものであるということをご理解

いただきたいと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 歳入のほうマイナス20万円、歳出マイナス40万円、これは、では高齢者

のほうが20万円と、障がい者が20万円ということなのでしょうか、お伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 浅沼福祉課長。 

〇福祉課長（浅沼圭美君） お答えいたします。 

  20ページに記載している障がい者にやさしい住まいづくり推進事業費補助金に関しては、

県補助金３分の１となっております。そういう関係で、補助割の関係でこのような歳入、歳

出の状況になっております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） ということは、これは使わないで余して戻すということでよろしいので

すか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 浅沼福祉課長。 

〇福祉課長（浅沼圭美君） お答えいたします。 
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  そのとおりでございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） ということは、私、介護保険のほうの住宅改修プラスこっちの県のほう

のやさしい住まいづくりって使えると思って申請しようと思ったら、もうこの県からの額は

ないと言われたのです。そこら辺はどうなっているのでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） それでは、私のほうからお答えさせていただきます。 

  高齢者及び障がい者にやさしい住まいづくり事業につきましては、ある程度その年度の早

い時期で県の補助額のほうが確定してしまいますので、そういった部分では、特にも高齢者

の場合も、やはり住宅改修というのは、必ずしも年度初めに集中するわけでもございません。

それぞれのご家庭の事情によってご利用される方が、いろんなニーズがあるわけでございま

して、高齢者部分につきましては、いずれここ数年、県の実績を見ながら予算を取って、県

の予算の範囲内で補助を受ける、運用するという形を取っておりましたけれども、やはりあ

る程度まとめて、例えば２件とか３件ではなくて、５件以上とか、そのような形でやらない

と、やっぱりいつでもそういったニーズが現れるだろうということで、令和４年度につきま

しては、そのような形で高齢者のほうは計上、要求をさせていただいたところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） ここは、もっともっと予算を取ってくるということでよろしいですか。

よろしくお願いしたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 

  川村委員。 

〇（川村よし子委員） ページ数で19ページ、国庫補助金、衛生費国庫補助金の中の新型コロ

ナウイルスワクチン接種体制確保補助金のところなのですけれども、このことも含めて、現

在の矢巾町の状況というのは、コロナ感染についての感染者数とか、予防接種の状況とかは

どのようになっているのか、この１週間、変わったのかお伺いしたいのですけれども。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 
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  それでは、まず感染状況のほうからご報告を申し上げます。１月以降の感染状況でござい

ます。昨日までの状況でございますが、町内の感染された方は246名でございます。若い世代

というか、10歳未満、10代の感染者が102名ということで41.5％になっておるところでござい

ます。 

  続きまして、ワクチンの接種状況でございます。１、２回目は、もうご案内とおりですの

で、１回目、２回目は93％超えで、県内でもまず上位なわけでございますけれども、３回目

接種の状況をご報告いたします。35.5％という状況でございまして、こちらは毎週火曜日あ

たりに日報さんのほうで全国の状況、岩手県の状況も載せていただいているわけですが、そ

れよりは矢巾のほうは高い状況ということになっています。 

  なお、65歳以上の接種率は、68.7％という状況でございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 川村委員。 

〇（川村よし子委員） ありがとうございます。コロナ感染症で、矢巾町内ではクラスターと

かは発生していないのでしょうか。新聞等を見ると、子育て施設とかいろいろあって、あと

死亡者も何人か、１桁ですけれども、ありますけれども、どうなのでしょうか、お伺いしま

す。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） クラスターになっているかどうかという、特にも子どもの施

設とかについては、学校関係何番というふうに付されながら各市町村に連絡が来るわけです

が、矢巾町の場合もここ１か月ほどで、そういうのがありますので、クラスターというふう

な捉え方になっているのかなというふうに伺っております。 

  なお、死亡者については、今のところ矢巾町民の方でコロナでお亡くなりになったという

情報は得ていないところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他ございませんか。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） 私も関連で今の部分、想定で構いませんが、３月末で対象者の何％ぐら

いが３回目ワクチン接種が終わる予定なのか。 

  それから、２回目までの接種のとき、８割を超えたとき、やっぱりみんな安心したのです。
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その８割なんていうのは、対象者の８割というのは、どの辺を見込んでいるのか。想定で構

いませんから、お話をお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  昨日までの段階で35.5％というお話をしたのですけれども、まずこの３月中に何とか40％

は超えたいなというふうには考えております。高齢者については68.7％でございますので、

まずでき得る限り８割に近づけたいなというふうなところがございます。 

  今回の接種につきましては、ご案内のとおり交差接種ということで、初回接種がファイザ

ーで、３回目がモデルナということで交差接種のほうが、まず効果は高いというふうに言わ

れておるわけでございまして、町の状況を見ますと、集団接種、なかなか日曜日の部分が埋

まらない状況が続いておりまして、何とか同調圧力になると、やはりそれはそれでまずいわ

けでございますが、そうならないように、まずお忘れではないでしょうかというふうな形で、

今現在コールセンターを中心としながら、まだ予約されていない方には、確認のご連絡をさ

せていただいているところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） 別な質問です。ふるさと納税の部分、頑張っているのは、大変感謝して

おります。あと２週間足らずですが、３月末の予定は、どの辺の着地見込みでしょうか、分

かれば教えていただきたい。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） ありがとうございます。お答えします。 

  これで予算額としては７億円をお願いしているわけでございますけれども、着地点も、ち

ょうどその辺りぐらいにいくのではないかなということで、まだ現状達してはおりませんが、

年度末までにその金額になればいいなという、そういう見込みを立てさせていただいた上で

補正をお願いしているところであります。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

              （「はい」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） その他ございませんか。 
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  藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） 多面的の件でちょっと確認したいのですが、歳入のほうは20ページ、15の

２の４と、これは多面的支払交付金の減になっているのです。これは1,905万円の減と、これ

が、まず１つと。 

  それから、歳出のほうで、これは53ページの６の１の５、多面的機能支払長寿命化交付金

ということで、ここも2,477万1,000円の減になっていると。ここの因果関係と、なぜ減にな

ったかというのをちょっと教えてください。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） まず、20ページの、これは国から下りてくる部分でございま

して、この部分が歳出の53ページの多面的機能支払長寿命化交付金のほうに連動して来るわ

けでございますけれども、当初6,600万円ほどの要求をしておったわけでございますけれども、

実際採択になったのが令和３年度で62.5％ということで、毎年この交付率というのが下がっ

てきておりまして、令和２年度につきましては68.4％でした。毎年下がってくる傾向になっ

てございます。国のほうとすると、この事業については排水路、Ｕ字溝の設置とか、そうい

ったものに充てられるのですけれども、新規事業のほうを優先されているようでございまし

て、継続事業につきましては、なかなかつきづらいというような面もございます。そういっ

た面で、国の予算の確保には、十分うちのほうでも要求しているわけではございますけれど

も、なかなか現状つかないというようなことでご理解いただきたいと思います。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですか。 

  藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） 国のほうも財政難ということで、いろんなところで絞り始めているので

すけれども、その中で長寿命化のほうは、これは５年スパンの中で、繰越しで使えるように

なっているのです。１年目残れば２年目、２年目残れば３年目と、５年目には残れば、もう

それは切捨てという形になっているはずなのですけれども、これはこの2,477万円の減の内訳

というのは、繰越しはまた別にあるのですが、そこのところをちょっと確認したいのですけ

れども。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 今年度分のみとなってございます。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 藤原委員。 

〇（藤原梅昭委員） 今年度分の減が2,400万円ということなのでしょうけれども、このほかに
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繰越し分があるのかなという確認です。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） その分については、町としては繰越しはないのですけれども、

各営農組織ごとに繰越しはされているかもしれませんけれども、その辺ちょっと把握、今説

明できませんので、よろしくお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他ございませんか。 

  川村委員。 

〇（川村よし子委員） ページ数で22ページの財産運用収入の説明のところにあるのです。財

政調整基金利子の減、これは普通貯金とか、定期貯金とかあるかと思うのですけれども、ど

ういうふうな状況でマイナスになったのか。 

  それから、あともう一つ、岩手トラックターミナル株式会社の配当の減、24万円、わずか

ですけれども、まずその配当の利率があると思うのですけれども、それは年度途中に変わっ

たのかどうか、そういうのもお願いいたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐々木会計管理者。 

〇会計管理者兼出納室長（佐々木智雄君） それでは、ただいまのご質問にお答えいたします。 

  １点目の財政調整基金利子の減の件でございますが、こちらは債券を運用しておりました

けれども、債券の運用している基金を別の基金のほうに充てましたので、その関係で財政調

整基金の利子の分が減になっているということでございます。債券の運用は、ほかの基金の

ほうについておりますので、それで財政調整基金の部分につきましては、減になっていると

いう状況でございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） トラックターミナルの配当金ということでご

ざいますけれども、株式を保有している部分におきましては、私どもが決めるものではなく

て、あちら側が配当を決めるものなので、その結果として、当初見込んでいたものよりも減

ったという内容となっております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  川村委員。 
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〇（川村よし子委員） １つ分からないことがあるのですけれども、財政調整基金は違うとこ

ろに運用したということですね。そうすると、運用した項目って何々があるのですか、分か

る範囲でお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 佐々木会計管理者。 

〇会計管理者兼出納室長（佐々木智雄君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  当初財政調整基金のほうで見込んでおりましたが、基金のほうのその内容につきましては、

教育施設整備基金のほうですとか、それから芸術文化振興基金、そちらのほうへの運用とい

うことで、運用益はそちらのほうの基金に振り分けておりますので、その結果がこういった

今回の補正内容ということになっております。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、これで一般会計補正予算の質疑を

終わります。 

  次に、国民健康保険事業特別会計補正予算の質疑に入ります。質疑ございませんか。 

  赤丸委員。 

〇（赤丸秀雄委員） 国保の11ページの部分ですけれども、人員が減ったから、当然収入が減

るという部分でありますが、これ毎年減っていると思うのですけれども、こういう形の４桁

で減っていくものなのでしょうか、その確認だけです。よろしくお願いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  例年このような傾向かということのお尋ねかと思いますけれども、特にも令和３年度は、

やはりコロナ禍による医療の医療給付のほうは、令和２年度は、がくっと落ちていたわけで

ございます。令和３年度は、医療給付のほうは持ち直したところなのですが、ただやはり国

保加入者の方々の国保税の部分では、いろいろ軽減措置とかも継続して、むしろ令和２年度

よりも増えているような状況もありますことから、国保税のほうが減収ということで、その

分不足分を基金を充てて運用しておるという状況でございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 
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  その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、これで国民健康保険事業特別会計

補正予算の質疑を終わります。 

  次に、矢巾町介護保険事業特別会計補正予算の質疑に入ります。質疑ございませんか。 

  昆委員。 

〇（昆 秀一委員） 18ページの居宅介護サービス費給付事業の増ということで、これ主にど

のようなものが増になったのかお伺いします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  主に通所介護、訪問介護、訪問看護関係が増えておるところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 昆委員。 

〇（昆 秀一委員） それから、19ページの居宅介護サービス計画給付事業、これも400万円ば

かり増えているのですけれども、今コロナ禍であって、何かサービスも増えているというこ

とではあったのですけれども、なかなかモニタリングとか行けなかったりするのではないか

なと思うのです。そういうふうな事情というか、状況はどうなのでしょうか。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） 今ご指摘のようなことは、伺ってはおらないのですけれども、

いずれこの介護給付費については国保連のほうで審査したもので、矢巾町が負担すべき部分

をまず毎月給付はしておるのですが、なかなかコロナ禍という割には、サービスによって非

常に伸びている部分もございますので、いずれ給付動向については安定的な特別会計の運用

をしていかなければなりませんので、基金のほうも、国保では基金を使いましたけれども、

そういったところも総合的に勘案しながら、やはり一番困るのは、コロナ禍であってもなく

ても、介護が必要な人が給付を受けられないというのが一番あってはならないことなので、

そこら辺慎重に見極めながら対応してまいりたいと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 
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〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようでありますので、これで矢巾町介護保険事

業特別会計補正予算の質疑を終わります。 

  次に、矢巾町後期高齢者医療特別会計補正予算の質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、これで矢巾町後期高齢者医療特別

会計補正予算の質疑を終わります。 

  次に、矢巾町水道事業会計補正予算の質疑に入ります。質疑ございませんか。 

  川村委員。 

〇（川村よし子委員） ページ数で10ページ、11ページにまたがるのですけれども、歳出の４、

総係費の委託料のところなのですけれども、説明のところに、この委託料は経営戦略委託料

の減という、マイナスにはなっているのですけれども、ちょっと私も不勉強であれですけれ

ども、この経営戦略はどこの、固有で名前をいただきたいのですけれども、そして本社はど

こなのか、それを伺いたいです。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  まず、経営戦略というのは、矢巾町が上水道事業、下水道事業、それぞれを行っておりま

す。これは、上水道事業における経営をどのようにするのか。例えば料金をどのぐらい皆様

からいただくのか、あとは更新をどのようなペースで行うのか、それを中長期的な形で見直

しをかけている。それを昨年度行いました。昨年度にアセットマネジメントの見直しという

ことで行った際にちょうど、アセットマネジメントというのは、ハード、管渠の入替え、管

渠の布設替え等が中心になるのですけれども、それを行った際に料金体系、料金の推移も見

直しました。それで、そうした段階では、今すぐ経営戦略を改定する必要はない、要は料金

を変えるとかするということは直近ではないという結果になりましたので、それが分かった

のが年度末になりましたので、当初の予算では計上されていたのですが、令和２年度に済み

ということで今回減額でお願いしたいと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） よろしいですね。 

  その他ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、これで矢巾町水道事業会計補正予
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算の質疑を終わります。 

  次に、矢巾町下水道事業会計補正予算の質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ないようなので、これで矢巾町下水道事業会計補正

予算の質疑を終わります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第３ 補正予算議案の審査報告書について 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 日程第３、補正予算議案の審査報告書についてを議

題といたします。 

  付託を受けました補正予算６議案に対する審査報告書の取りまとめであります。 

  お諮りします。この後この場において補正予算議案の可否を含めて附帯意見等の取りまと

めを行いたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ご異議がないようなので、この後この場において審

査報告書の取りまとめを行います。 

  ここで暫時休憩といたします。 

  高橋町長ほか参与の方々は退席されて結構です。 

              午後 ３時４５分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 ３時４６分 再開 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 再開いたします。 

  お諮りします。委員会として補正予算議案の可否について起立により意思決定をしたいと

思いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 異議がないようなので、そのようにいたします。 

  これより採決を行います。議案第27号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第12号）に

ついてを可決すべきものとすることに賛成の委員の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 起立多数であります。 

  よって、議案第27号は可決すべきものと決定いたしました。 
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  次に、議案第28号 令和３年度矢巾町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）につ

いてを可決すべきものとすることに賛成の委員の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 起立多数であります。 

  よって、議案第28号は可決すべきものと決定いたしました。 

  次に、議案第29号 令和３年度矢巾町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）について

を可決すべきものとすることに賛成の委員の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 起立多数であります。 

  よって、議案第29号は可決すべきものと決定いたしました。 

  次に、議案第30号 令和３年度矢巾町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）につい

てを可決すべきものとすることに賛成の委員の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 起立多数であります。 

  よって、議案第30号は可決すべきものと決定いたしました。 

  次に、議案第31号 令和３年度矢巾町水道事業会計補正予算（第３号）についてを可決す

べきものとすることに賛成の委員の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 起立多数であります。 

  よって、議案第31号は可決すべきものと決定いたしました。 

  次に、議案第32号 令和３年度矢巾町下水道事業会計補正予算（第４号）についてを可決

すべきものとすることに賛成の委員の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 起立多数であります。 

  よって、議案第32号は可決すべきものと決定いたしました。 

  お諮りいたします。この後休憩中に、この場において附帯意見等の取りまとめを行いたい

と思いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 異議がないようなので、この後この場で審査報告書

の取りまとめを行います。 
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  ここで休憩します。 

              午後 ３時５０分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 ３時５５分 再開 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） それでは、ちょっとトラブっておりますが、再開い

たします。 

  それでは、お諮りします。附帯意見等はありませんでしたので、ただいま、配っていない

のですけれども、付託されました６議案を可決すべきものとした審査報告書を成案といたし

まして、議長に提出することに決定したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） ご異議がないようなので、この報告書を成案として

議長に提出することに決定いたしました。 

  予算決算常任委員会に付託されました補正予算６議案の審査並びに審査報告書の作成の一

切を終了します。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇予算決算常任委員長（廣田清実委員） 以上をもちまして、予算決算常任委員会を閉会しま

す。 

  大変ご苦労さまでした。 

              午後 ３時５７分 閉会 


